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「人が輝き、感動あふれる美しい都市　すいた」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をめざして

ま　　ち

　本市は、立地条件の良さなどから交通の
要衝として古くから栄え、人・物・文化・
情報が交差するまちとして発展してきまし
た。そして先人の知恵やたゆまぬ努力によ
って、時代の変化に応じた基盤整備と市民
福祉を向上させるためのまちづくりが進め
られてきました。その成果が、今日の吹田
のまちを地域ごとに異なった特色を持つま
ちとして、豊かにかたちづくっています。
今では、住むための住宅都市から、住み働
くことができる複合型の都市へと変わり、
北大阪地域の中で大きな役割を果たしてい
ます。また、充実した文化・学術・研究環
境やきめ細かな生活関連施設の配置、暮ら
しを支える福祉施策や教育・文化施策など
は、他市に誇る大きな有形、無形の財産と
して市民生活を支えており、福祉分野での
行政サービス評価では、高い評価を受ける
までになっています。
　このたび策定した第3次総合計画は、今
後のまちづくりの指針となるものであり、
先人から引き継いだ素晴らしい財産を、今
を生きる私たちが更に磨きをかけ伸ばしな
がら、安心して暮らし、働き、学び続ける
ことができるまちとして、次世代に引き継
いでいくための計画です。
　少子・高齢社会の到来、地球規模での環
境問題など多くの課題を抱える中で、この

総合計画では、平成18年度から平成32年
度までの15年間を展望し、本市の将来像を
新たに「人が輝き、感動あふれる美しい都
市　すいた」と定め、緑や水辺、歴史的ま
ちなみ、商店街や建物、歩道などがうるお
いや落ち着きをみせる中で、都市文化が育
ち、35万人の市民が集い、交流し、豊かな
コミュニティの下で安心して暮らしている
姿を想定しています。
　また、今回の総合計画では、初めて地域
別の計画を策定いたしました。全市的な取
組とともに、身近な生活の場である地域か
らまちづくりに取り組みながら、地域の特
性を生かした住み続けることができるまち
の実現をめざすものです。
　時代は地方分権へと大きく転換が図られ
る中、この総合計画を市民の皆様方と共有
し、様々なまちづくりの場面で、市民、事
業者、行政が各々の役割を分かち合う協働
のまちづくりを推し進め、21世紀の新たな
まちの創造に取り組んで参りたいと考えて
おります。
　この計画の策定にあたりまして、ご尽力
をいただきました市議会はじめ総合計画審
議会の方々、そして貴重なご意見をいただ
きました市民の皆様方に対し、心から感謝
し、厚くお礼を申し上げます。
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第1節　計画策定の趣旨

序章　総合計画の策定にあたって

　本市は、昭和54年（1979年）に吹田市総合計
画基本構想を策定して以来、二次にわたる総合計
画を策定し、「すこやかで心ふれあう文化のまち」
を市の将来像として総合的かつ計画的なまちづく
りを進めてきました。
　平成7年（1995年）を目標年次とした吹田市
総合計画では、経済成長優先の時代から安定成長
をめざす時代の転換期に、それまでの急激な都市
化と人口の急増によるさまざまな課題の打開に向
けて、また、これに続く平成17年（2005年）を
目標年次とした吹田市新総合計画（以下「吹田市
第2次総合計画」という。）では、人口の減少、
高齢化の進行、商業・業務機能の集積などまちづ
くりに影響を及ぼす大きな変化の下で、多くの課
題の解決に向けて、都市基盤の整備、生活環境の
保全、福祉施策の充実などに取り組んできました。
　それらの取組の中で、福祉施設や社会教育施設、
体育施設、コミュニティ施設などの整備が進み、
子どもや高齢者を支える福祉の充実などとともに、

市民の生活の場からの環境保全への取組など地域
でのさまざまな自主的な活動が広がりをみせてき
ました。
　しかし、この間に本市の状況は大きく変化しま
した。都市基盤が整った千里ニュータウンでは急
激な人口の減少と高齢化が進む一方、商業・業務
機能が集積している地域においては、卸売業での
年間販売額の大きな落ち込みなどがみられ、まち
の再生が課題となっています。また、市民意識調
査においては、環境や防災に対する関心は高く、
安全で安心できるまちづくりへの対応が求められ
ており、地域ごとの特性を生かしながら、いきい
きとした市民生活を将来に引き継ぐための持続可
能なまちづくりを進めることが必要です。
　以上の背景を踏まえ、吹田市第2次総合計画の
目標年次を迎えるにあたり、市民、事業者、行政
の協働の下で、これまでに積み重ねてきた成果を
受け継ぎながら、新たな時代の諸課題に対応する
ために、吹田市第3次総合計画を策定するものです。
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序章　総合計画の策定にあたって

第1部　基本構想　　　　　

第2節　計画の構成 第3節　計画の期間

１　基本構想

２　基本計画

３　実施計画

計画の期間

平成18年度
（2006年度）

平成25年度
（2013年度）

平成32年度
（2020年度）

2006 2020

基本構想

基本計画

実施計画

見直し

ローリング方式により
毎年見直し

2013

計画の構成

実施計画

基本計画

基本構想 総
合
計
画

分
野
ご
と
の
個
別
計
画

補完

具体化

人権
人権施策基本方針
男女共同参画プラン

など

子育て・福祉
次世代育成支援行動計画

高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画
障害者計画
地域福祉計画

など

都市基盤
都市計画マスタープラン
みどりの基本計画
住宅マスタープラン
都市景観形成基本計画

など

教育・文化
青少年育成計画
生涯学習推進計画
文化振興ビジョン

など

産業振興
新商工振興ビジョン
農業振興ビジョン

など

環境
環境基本計画

アジェンダ21すいた
など

　基本構想は、本市がめざす将来像とそれを実現
するために必要な施策の大綱を定めるなど、まち
づくりの基本方針を示すものです。

　基本計画は、基本構想において定めた施策の大
綱に沿って、施策を体系的に示す部門別計画と、
地域ごとにまちづくりの方向性を示す地域別計画
で構成します。

　実施計画は、基本計画において定めた施策を効
果的に実施するために、具体的な事業の内容と財
政計画を示すものです。

　総合計画は、基本構想、基本計画及び実施計画
で構成します。

　基本構想と基本計画の期間は、平成18年度（2006
年度）から平成32年度（2020年度）までの15
年間とします。
　ただし、基本計画については、社会経済状況の
変化をみながら、中間年度の平成25年度（2013
年度）までに必要な見直しを行います。
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第1節　吹田市の概要

第1 章　総合計画の策定の背景

２　沿　革１　位置及び地勢

能勢町

豊能町町

池田田市
箕面市

豊
中
市

枚方市

摂津市摂津市

吹田吹田市

守口市守口守 市

門真市門真市市

寝屋川市寝 市
市
寝 市交野市

市四条畷市四

大東市

東大阪市
大阪市

八尾市

柏原市松原市松原市市
藤井寺市藤井寺寺

羽曳野市羽 市

町太子町

堺市
高石高石市市

大阪狭山市狭山市

河内長野市
和泉市

市泉大泉大津市泉大津市

泉佐野市市泉泉南市

阪南市

岬町

田尻尻町町尻

忠岡町忠岡町岡町

熊取町熊取町

岸和田市市

貝
塚
市

富田林市富田林市富

河南町

村千早赤阪村千

茨木市 高槻市
本町島本町

市の位置図

　本市は、大阪府の北部に位置し、南は大阪市、
西は豊中市、北は箕面市、東は茨木市及び摂津市
に接しており、東西6.4km、南北9.6km、面積
36.11km2を占めています。
　地勢としては、北部は北摂山系を背景として標
高20ｍから117ｍのなだらかな千里丘陵、南部
は安威川、神崎川や淀川のつくる標高10ｍほど
の低地から形成されています。

　本市域では、水に恵まれた土地であったことを
背景にかなり古くから生活が営まれ、さまざまな
文化が育まれてきましたが、明治9年（1876年）
の大阪・向日町間の官営鉄道の開通を機に発展が
始まり、明治22年（1889年）の有限責任大阪麦
酒会社（現アサヒビール株式会社）の設立、大正
12年（1923年）の国鉄吹田操車場の操業開始に
より「ビールと操車場のまち」と言われるように
なりました。また、大正10年（1921年）には北
大阪電気鉄道（現阪急電鉄）の十三・千里山間も
開通し、大阪市の商工業の発展に伴い、近郊住宅
地として市街化が進展してきました。
　昭和15年（1940年）には吹田町が隣接する千
里村、岸部村、豊津村と合併し、吹田市として市
制が施行され、昭和28年（1953年）には新田村
の下新田地区と、昭和30年（1955年）には山田
村と合併し、ほぼ現在の市域となりました。
　昭和30年代の高度経済成長期に入ってからは、
千里ニュータウンの建設をはじめとした宅地開発
とそれに伴う都市基盤の整備が進むとともに、人
口が急激に増加しました。昭和45年（1970年）
には「人類の進歩と調和」をテーマに日本万国博
覧会が開催され、本市の存在を広く知らしめまし
た。この博覧会に関連して広域幹線道路や鉄道網
をはじめとする都市基盤が整備され、これに伴い
大阪都心と直結された江坂地区においては、商業・
業務施設の集積が進みました。現在は、市域全域
の市街化がほぼ完了し、都市基盤が整った状況に
あります。
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第１章　総合計画の策定の背景

第1部　基本構想　　　　　

第2節　吹田市の特性

１　交通の利便性 ２　充実した文化・学術・研究環境

主要施設図
立循環器病センター国立循環器病セ

大阪大学大阪

博記念公園万博記念万博万

学院大学大阪学院大阪大大阪

博物館市立博物

関西大学関

文化会館
（メイシアター）

族学博物館国立民族学博物館族学博

千里金蘭大学千里金蘭千里

名
神
高
速
道
路

中国自動車動車道
道車道近畿自動車近
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線
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急
行
線

阪
急
京
都
線

阪
急

Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線（
京
都
線
）

大阪モノノレール
大阪モノレ ル

北千里

南千里

千里山

正雀

相川

岸辺

里丘千里

吹田吹

関大前関大前

豊津

江坂

桃山台

緑緑地公園

吹田吹田吹

吹田市役所

山田

山田
万博記念公園博記

辺宇野辺宇野
東口公園東口口口

阪大病院前

田吹田JCTJCTCT中国吹田IC

吹田SA

　本市は、名神高速道路、中国自動車道、近畿自
動車道の結節点を有するとともに、市域から
10km圏内にはJR新大阪駅や大阪国際空港が位置
しており、遠隔地との交通の便に優れています。
また、国道をはじめとする幹線道路や複数の鉄道
路線が市内を通るとともに、多くの鉄道駅があり、
大阪都心部や近隣都市との間の移動を容易にして
います。
　このように本市は、広域交通の利便性に優れて
おり、商業・業務施設が立地する上で有利な条件
を備えています。また、大阪都心部などへの通勤・
通学など日常的な市民生活の利便性にも優れてお
り、本市の住宅地としての魅力を高めています。

　本市では、これまでのまちづくりの取組により、
日本万国博覧会の会場跡地に、緑に包まれた広域
公園が整備され、そこには日本庭園や自然文化園
をはじめ、国立民族学博物館などの文化・学術施
設が整備されてきました。さらに、4つの大学や
国内でも有数のライフサイエンス研究機関の立地
が進み、また、市立の博物館や文化会館（メイシ
アター）が整備されたことなどにより、市域全体
として、充実した文化・学術・研究環境が形成さ
れています。
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４　複合型都市３　暮らしを支える生活関連施設

通学で
吹田市に
来る人

33，207人

通勤で
吹田市に
来る人

80，800人

他市からの通勤者

80，800人（55.5％）

市内で働いている吹田市民

64，853人（44.5％）

市内で働いている吹田市民

64，853人（39.1％）

市外で働いている吹田市民

101，012人（60.9％）

平成12年（2000年）国勢調査による

吹田市に住んでいる人
（年齢不詳を除く）

347，400人

昼間に吹田市にいる人

345，909人

1，491人
の流出超過

通学で
市外に出る市
吹田市民

141 ，486人

通勤で
市外に出る
吹田市民

101，012人

通勤、通学で
吹田市に来る人

114，007人

吹田市の
事業所で
働いている人

145，653人

吹田市民で
働いている人

165，865人

通勤、通学で
市外に出る吹田市民

115，498人

流入・流出人口の様子

　先端医療施設である国立循環器病センターや大
阪大学医学部附属病院をはじめ、市民病院などの
医療機関が数多く立地して、市民生活の安心を支
えています。
　また、市民ホールや市民センターなどのコミュ
ニティ施設、保育所や児童会館、デイサービスセ
ンターなどの福祉施設、図書館や公民館などの社
会教育施設、そして体育館や市民プールなどの体
育施設がきめ細かく地域に配置されています。こ
れらの施設は、子育て支援や地域福祉の拠点とし
て、また、市民の生涯学習や生涯スポーツの振興、
コミュニティの形成に大きく寄与しています。

　本市は、鉄道網の整備や千里ニュータウンの建
設、土地区画整理事業に伴う住宅地開発などによ
り、大阪都市圏における住宅都市として発展して
きました。一方、江坂駅周辺では卸売・小売業な
どの商業・業務機能の集積がみられます。
　本市に住む就業者の6割が市外へ通勤する一方、
市内の事業所で働く人の5割以上が他市から通勤
しています。
　このように本市は、住宅都市としての性格を備
えながら、大阪市などの周辺都市からの通勤者を
受け入れるなど、商業・業務機能をあわせ持った
都市となっています。
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第１章　総合計画の策定の背景

第1部　基本構想　　　　　

５　地域ごとに異なる特色

　市域北部には、計画的なまちづくりが行われた
千里ニュータウンや万博公園などにおいて緑豊か
な環境が形成されているとともに、文化・レクリ
エーション施設や大阪大学などの学術・研究施設
が集積しています。一方、市域南部には、大阪市
に隣接する立地条件の良さなどを背景に、工業や
商業などの産業機能の集積がみられます。
　また、かつて水上交通の要衝として、あるいは
旧街道筋のまちとして栄えた地域や神社への参拝
者でにぎわった地域などでは、歴史的なまちなみ
の面影を今に残しています。
　このように、本市は、全市的に市街化が進む中
で、地域ごとに異なる特色をあわせ持っています。
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第3節　吹田市を取り巻く動向と課題

１　少子・高齢化の進行

0

20

40

60

80

100

年齢（3区分）別人口割合の推移 国勢調査による

（％）

26.8%

68.0%

5.1%
0.1% 0.1%

25.8%

68.4%

5.7%
0.1%

23.2%

70.3%

6.4%
0.4%

18.9%

73.0%

7.8%
0.4%

15.5%

74.0%

10.1%

0.2%

14.7%

72.3%

12.9%

0.2%

14.2%

70.7%

14.9%

0.2%

14.6%

67.9%

17.3%

昭和50年
（1975年）

昭和55年
（1980年）

昭和60年
（1985年）

平成2年
（1990年）

平成7年
（1995年）

平成12年
（2000年）

大阪府
平成12年
（2000年）

全国
平成12年
（2000年）

0～14歳 15～64歳 65歳以上 年齢不詳

　わが国では、未婚化や晩婚化の進行、夫婦の出
生児数の減少などにより少子化が急速に進んでい
ます。また一方で、平均寿命の上昇に伴い高齢者
数は増加しており、平成26年（2014年）には国
民の4人に1人が高齢者となると見込まれています。
　本市においても、確実に少子・高齢化が進んでい
ますが、これまでのところその進行は国や大阪府と
比較して緩やかとなっています。しかし、人口のピ
ークを占める団塊の世代が高齢期を迎える時期には、
一気に高齢化が進行するものと思われます。

　また、地域別には、千里山・佐井寺地域で、住
宅開発による人口増加に伴い15歳未満人口が増
加する一方で、千里ニュータウン地域では、すべ
ての世代にわたって人口が減少する中で急速に少
子・高齢化が進むなど、地域によって人口構成に
大きな違いが生じています。
　今後は、本格的な人口減少が見込まれる下で、
人口構成に配慮し急激な少子化に対応するととも
に、高齢社会を真に豊かで実りあるものとするた
めに、地域ごとの特性を考慮しながら、総合的に
施策を進めていく必要があります。
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第１章　総合計画の策定の背景

第1部　基本構想　　　　　

２　地域経済の変化

（人） （人）昭和50年（1975年）女 男
05,00010,00015,00020,000 0 5,000 10,000 15,000 20,000

0～4歳
5～9歳
10～14歳
15～19歳
20～24歳
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45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85歳以上

（人） （人）平成12年（2000年）女 男
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人口ピラミッドの比較 国勢調査による

事業所数・従業者数の推移 事業所・企業統計調査による

昭和50年
（1975年）

昭和53年
（1978年）

昭和56年
（1981年）

昭和61年
（1986年）

平成3年
（1991年）

平成8年
（1996年）

平成13年
（2001年）

事業所数 従業者数

2,000
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8,000
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12,000

14,000

16,000

18,000

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000
（所） （人）

7,276
8,599

10,368
11,168 11,664 11,925 11,78375,141

87,776

103,474
114,965

133,547
148,019 143,306

　わが国の産業は、経済の地球規模での拡大に伴
い空洞化が進んでいますが、大阪府下では首都圏
への本社機能の移転なども加わり、近年さらに地
域経済が停滞しています。しかし他方では、少子･
高齢化や核家族化の進行、人びとの価値観の多様
化などに伴い、きめ細かな生活ニーズに密着した
産業が成長しつつあります。
　北大阪地域での業務集積地としての本市におい
ても、事業所の閉鎖や移転、近隣都市での大規模
小売店舗の開設などが進んでおり、市内の商業者
や市民の生活に少なからず影響を及ぼしています。
停滞する地域経済の活性化について新たな視点で
取り組むとともに、時代の変化や多様なライフス
タイルに対応した地域産業の発展に努め、地域経
済の振興を図る必要があります。
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４　安全に対する意識の高まり３　環境に対する意識の高まり

まちづくりを進めるにあたり力を入れるべき事柄

平成14年度（2002年度）市民意識調査による

環境・防災

市街地整備

保健・医療・福祉

教育・文化・スポーツ・野外活動

産業振興

市民活動・市民参加

（%）
0 20 40 60 80 100

55.3%

36.8%

26.5%

25.4%

16.9%

45.6%

吹田市が将来どのようなまちになればよいか

平成14年度（2002年度）市民意識調査による

すべての人が安心して暮らせるまち

緑地や水辺などの自然環境が保全されたまち

災害や犯罪などの危険が少ない安全なまち

道路や公園などが整備されたまち

立地条件を活かした住宅地が整備されたまち

市民の意見を取り入れ市民自治に取り組むまち

文化や歴史を大切にするまち

商業施設が充実した、にぎわいのあるまち

多様な学習の場のある教育機会に恵まれたまち

企業を誘致し、産業の活気あふれるまち

（%）
0 20 40 60 80 100

62.2%

56.1%

34.6%

23.4%

14.7%

13.8%

3.0%

12.1%

8.3%

44.3%

　平成7年 (1995年) 1月の阪神・淡路大震災は、
都市の脆弱性を浮かび上がらせ、生命の安全の確
保やコミュニティの振興という視点を持ってまち
づくりを進めることが必要不可欠であることを、
改めて人びとに認識させました。また近年では、
身近な場所での犯罪が相次ぐなど、市民生活の安
全性が脅かされる問題が次々と発生し、安全に対
する意識が高まっています。
　本市においても、安全で安心して暮らせるまち
づくりを進めるために、災害に強い都市基盤の整
備に努めるとともに、防災や防犯に自主的に取り
組むコミュニティの振興を図る必要があります。

　地球温暖化やオゾン層の破壊、酸性雨などの地
球規模で深刻化する環境問題は、21世紀に人類
が取り組むべき課題となっています。また、自動
車公害、廃棄物の増大、身近な自然の減少など、
都市化の進展に伴って生ずる環境問題に対する意
識もますます高まっています。
　本市においても、地球環境の保全を視野に置き
ながら、日常生活の中から市民とともに廃棄物の
減量・リサイクルや省資源・省エネルギーなどに
取り組むとともに、健康で快適な生活環境の保全
や、市内に残る貴重な自然環境の保全と回復に取
り組んでいく必要があります。
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第１章　総合計画の策定の背景

第1部　基本構想　　　　　

６　地方分権の進展 ７　地球規模での交流の拡大

５　情報化の進展 インターネットの利用状況
平成14年度（2002年度）市民意識調査による

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
（％）
100

35.9％

55.8％

51.1％ 29.9％ 8.6％
6.0％
3.4％

0.8％
0.2％

45.7％ 25.2％ 12.1％ 8.5％ 6.2％ 1.5％
0.8％

26.1％ 28.1％ 14.7％ 12.7％ 14.1％ 3.7％ 0.6％

20.2％ 22.5％ 15.6％ 12.9％ 22.0％ 3.5％ 3.2％

11.2％ 17.8％ 17.8％ 9.7％ 28.0％ 7.5％ 8.1％

28.8％ 8.1％3.9％2.6％
0.4％
0.4％

26.1％ 12.5％ 9.1％ 11.8％ 2.7％ 1.8％全体

20代以下

30代

40代

50代

60代

70代以上

よく利用している

あまり利用していない

ときどき利用している

利用していないが、利用するつもりである

利用していないし、利用するつもりもない 無回答わからない

　平成12年（2000年）4月の地方分権一括法の
施行により本格的な地方分権時代を迎えました。
地方分権は、地方財政の確立という課題を抱えな
がらも、市民に身近な行政はできる限り地方自治
体が行うというもので、地方自治体が地域の特性
を生かした主体的・個性的なまちづくりに取り組
むことが可能となりました。そこでは、市民が主
体的に地域のあり方を考え、課題を解決するとい
う市民自治の確立が期待されており、まちづくり
を市民とともに進めていくことがますます重要に
なっています。
　本市においても、市民参画のよりいっそうの推
進に向けて、まちづくりへの参画の手法や仕組み
を整えていくとともに、環境や福祉をはじめとす
るさまざまなまちづくりの場面において、ボラン
ティアやＮＰＯなど多様な市民活動の促進を図り
ながら、自立性の高いまちづくりを進める必要が
あります。

　交通・情報通信ネットワークの急速な発達によ
り、これまで以上に人・物・文化・情報が地域や
国を越えて活発に交流するようになっています。
経済活動はもとより、市民生活に至るまで、世界
がより身近なものとなり、地球全体が一つの圏域
となりつつあります。そのような中にあっては、
地球的な視野に立って、地域の身近な課題に取り
組むことが求められています。
　本市においても、異なる文化や価値観を互いに
理解し、多様性を認め合う社会の実現をめざすと
ともに、世界の動向を踏まえ地球的な視野から食
糧や資源・エネルギーをはじめ、環境や人権、平
和などの課題に取り組んでいく必要があります。

　情報通信技術の飛躍的な進歩と情報通信機器の
普及によって、世界中が双方向の情報通信ネット
ワークで結ばれるようになり、情報伝達の面での
時間的・空間的な制約が克服されるとともに、個
人が情報を自由に入手し、発信することが可能と
なりました。このような情報化の進展は、これか
らの社会生活においてさまざまな影響を及ぼすこ
とになります。
　本市においても、情報化の進展に対応し、行政
事務の効率化を図ることをはじめ、情報通信ネッ
トワークを活用した行政サービスの向上を図る必
要があります。また、さまざまな媒体の活用によ
り誰もが情報を得ることができるよう配慮すると
ともに、個人情報の保護を適正に行う必要があり
ます。
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第2章　吹田市の将来像

　豊かな緑を保ってきた千里丘陵。京と瀬戸内を
結ぶ神崎川。吹田の渡しから西国街道へと続く亀
岡街道。亀岡街道から分かれ、能勢街道へとつな
がる吹田街道。古くから交通の要衝として栄えて
きた吹田市は、人・物・文化・情報が交差するま
ちとして発展してきました。
　明治9年（1876年）には、大阪・向日町間の
鉄道の開通に伴い、いち早く吹田駅（吹田ステン
ショ）が開設され、明治22年（1889年）には、
良質な地下水と神崎川の水運を求めて、有限責任
大阪麦酒会社（現アサヒビール株式会社）が設立
されています。さらに大正12年（1923年）に建
設された吹田操車場は昭和59年（1984年）に至
るまで、日本の物流の拠点でした。

　昭和15年（1940年）に市制を施行して以来、
鉄道網の整備による商業地の形成、わが国初の大
規模な郊外都市としてのモデルとなった千里ニュ
ータウンの建設、日本万国博覧会の開催などを経
て、良好な居住環境と商業・業務地、恵まれた文
化・学術・研究施設など、住宅都市としての特徴
を持ちながら、あわせて多様な機能を集積し発展
してきました。

　このまちで暮らしたい、子どもを育てたいと、
他市から移り住む人も多く、暮らしを支える生活
関連施設を整え、安心した地域生活を築くための
豊かなコミュニティの形成に市民とともに取り組
んできました。
　このように吹田のまちがつくられ、都市文化が
育ち、住みたいまち、住み続けたいまちとして成
熟してきました。建設から30年を経過する万博
公園の緑は、いまや多くの市民が愛着を持ち誇り
とするものとなり、四季おりおりに多くの人が訪
れています。

　少子・高齢化の波は、他市に比べると緩やかと
はいえ確実に押し寄せています。地球規模にわた
る環境問題の深刻化は、今までの社会のあり方、
暮らし方に警鐘を発しています。まちの再生にも
取り組まなければなりません。市民とともに築い
てきた吹田のまち、このまちを21世紀にふさわ
しい、より住みやすく、より働きやすいまちとし
て次世代に引き継いでいくことが求められています。
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第２章　吹田市の将来像

第1部　基本構想　　　　　

１　すべての人がいきいき輝くまちづくり

２　市民自治が育む自立のまちづくり

３　健康で安心して暮らせるまちづくり

４　個性がひかる学びと文化創造のまちづくり

５　環境を守り育てるまちづくり

６　安全で魅力的なまちづくり

７　活力あふれにぎわいのあるまちづくり

人が輝き、感動あふれる

　　　　　　美しい都市　すいた
ま　ち

　そのためには、これまでの取組にあわせて、安
心や安全、環境に視点を置いたまちづくりに取り
組む必要があります。市民は住み続けたいまちの
姿として「高齢者や障害者、子どもたちが安心し
て暮らせるまち」「緑地や水辺など自然環境が保
全されたまち」「災害や犯罪などの危険が少ない
安全なまち」を描いています。
　また、活力とにぎわいのあるまちにするために
は、地域文化を再生・活用し、市民の力を生かしな
がら地域産業の振興を図っていくことも必要です。

　そしてこれらのまちづくりでは、市民自治の確
立がよりいっそう必要となっています。行政の役
割と責任を明らかにしながら、総合的な施策の推
進とあわせて、市民自身の手による地域での取組
が重要です。市民が、自らの生活の場で、主人公
としてさまざまな活動に取り組み、豊かな人間関
係と人びとの多様なネットワークを作り上げるこ
と、さらに行政のさまざまな分野に参画すること
など、市民自治の理念に基づき、市民、事業者、
行政による協働のまちづくりを進めます。

　生活の基盤が整えられ、豊かなコミュニティで
支えられたまちは、秩序が保たれ美しいまちとし
て実現します。そしてその根底には平和がなけれ
ばなりません。
　平和を希求した「非核平和都市宣言」、心豊か
で活力に満ちた生活に向けて市民の健康をうたっ
た「健康づくり都市宣言」は、市民の総意により
制定され、暮らしの基本となるものであり、深く
市民の中に浸透しています。これらの宣言の趣旨
を踏まえ、今後のまちづくりに取り組みます。

　21世紀の吹田のまちを、さまざまな人が出会
い交流し、そこに子どもたちの笑顔、若者たちの
躍動感、働く人のエネルギー、高齢者や障害者の
生きがいなどがあふれ、感動あるまち、美しいま
ちとして実現させることをめざして、将来像を次
のとおりとします。

　将来像の実現に向けて、具体的な施策を総合的
かつ体系的に推進するため、施策の大綱を次のと
おりとします。
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第1節　人口

第3章　人口と都市空間

自然動態の推移 住民基本台帳人口及び外国人登録人口による

4,928

6,000
（人）

出生

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

3,767

3,303
3,686

3,363

1,414 1,544
1,790

2,029 2,074

昭和59年
（1984年）

平成元年
（1989年）

平成6年
（1994年）

平成11年
（1999年）

平成16年
（2004年）

死亡

転入 転出

（人）
35,000

30,000

25,000

20,000
昭和59年
（1984年）

平成元年
（1989年）

平成6年
（1994年）

平成11年
（1999年）

平成16年
（2004年）

社会動態の推移 住民基本台帳人口及び外国人登録人口による

4,734
4,390

4,269
4,058

3,589 3,429 3,406 3,267 3,255
3,447 3,405 3,628 3,629 3,540 3,462 3,327

1,471 1,335 1,531 1,585 1,639 1,704 1,715 1,753 1,907 1,761 1,793 1,910
2,113 2,125 2,053 2,100

32,646

32,045 29,753

25,928

26,887

23,665
24,821

22,282

24,823

23,185

30,046 30,328
31,413

28,995

27,473

25,952 26,200 25,862

27,415
26,699 26,453

25,781
24,942

24,209
23,564

24,319

28,804
29,899

29,240

23,793

22,335 22,874 22,535 22,648

25,601 25,732
26,329

25,176 24,720

24,273

23,389 23,605

　本市の人口は、昭和30年代から大阪都市圏へ
の人口流入に伴い急激に増加し、昭和62年（1987
年）には35万人近くに達しました。その後、地
価高騰などにより人口は減少に転じましたが、平
成7年（1995年）以降再び増加し、平成15年（2003
年）には35万人に達しています。その要因とし
ては、マンション建設が進み、転出者を上回る転
入者を受け入れたこと、なかでも30歳代の転入
が進み、一定の出生数が維持されたことなどが考
えられます。
　将来人口については、国や大阪府でも少子・高
齢化がいっそう進む中で人口減少が見込まれてい
ることから、本市もその例外ではないと思われま
す。しかし、現在本市では人口増加が続いている
ことから、今後の人口に影響を与える住宅建設に
ついてその動向を見極める必要があります。
　わが国で最初の大規模ニュータウンとして開発
された千里ニュータウン地域は、まち開きから

40年を経過した今日、少子・高齢化と人口減少、
住宅の老朽化が進んでいます。今後この地域での
住宅の建替えや市内の企業所有地の転用による住
宅建設が進むと見込まれます。
　人口増加の要因となる住宅建設の動向について
は、緑の空間の確保や景観への配慮など環境と調
和した計画的なまちづくりを進めるとともに、な
おいっそうの福祉施策や子育て支援施策を充実す
ることによって、多世代の市民の活力を生かし、
多様なニーズに応える住みたいまち、住み続けた
いまちづくりを進めていく必要があります。
　将来人口は、社会経済状況や国・府の広域的計
画による影響を受けるものの、本市の特性を生か
しながら、子育て支援施策の積極的な推進や良好
な住宅の維持・誘導など、定住性の高い魅力ある
環境整備の推進を前提として、目標年次である平
成32年（2020年）の将来人口を35万人と設定
します。
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第３章　人口と都市空間

第1部　基本構想　　　　　

人口の推移 国勢調査（昭和35年（1960年）～平成12年（2000年））、企画部データ（平成17年（2005年）～平成37年（2025年））による

昭和35年
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400,000
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150,000

100,000
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0

将来人口推計値（人）

昭和40年
（1965年）

昭和45年
（1970年）

昭和50年
（1975年）

昭和55年
（1980年）

昭和60年
（1985年）

平成2年
（1990年）

平成7年
（1995年）

平成12年
（2000年）

平成17年
（2005年）

平成22年
（2010年）

平成27年
（2015年）

平成32年
（2020年）

平成37年
（2025年）

0～14歳 15～64歳 65歳以上 年齢不詳

348,948

116,765

196,779

259,619

300,956
332,418

345,206 342,760 347,929 354,308 356,969 355,772 350,417 341,520

合　　計

昭和35年
（1960年）

昭和40年
（1965年）

昭和45年
（1970年）

昭和50年
（1975年）

昭和55年
（1980年）

昭和60年
（1985年）

平成2年
（1990年）

平成7年
（1995年）

平成12年
（2000年）

平成17年
（2005年）

平成22年
（2010年）

平成27年
（2015年）

平成32年
（2020年）

平成37年
（2025年）

65歳以上

15～64歳

0～14歳

年齢不詳

116,765 196,779 259,619 300,956 332,418 348,948 345,206 342,760 347,929 354,308 356,969 355,772 350,417 341,520

5,588
（4.8%）

8,267 11,770 15,316 19,055 22,300 26,805 34,691 44,885 56,542 68,143 80,764 84,170 83,064
（4.2%） （4.5%） （5.1%） （5.7%） （6.4%） （7.8%）（10.1%）（12.9%）（16.0%）（19.1%）（22.7%）（24.0%）（24.3%）

（69.8%）（72.1%）（69.2%）（68.0%）（68.4%）（70.3%）（73.0%）（74.0%）（72.3%）（69.3%）（66.2%）（63.4%）（63.0%）（63.5%）

（25.4%）（23.7%）（26.3%）（26.8%）（25.8%）（23.2%）（18.9%）（15.5%）（14.7%）

（0.1%） （0.1%） （0.1%） （0.4%） （0.4%） （0.2%）

（14.7%）（14.7%）（13.9%）（12.9%）（12.2%）

81,525 141,854 179,656 204,762 227,341 245,333 251,866 253,511 251,525 245,641 236,374 225,519 220,874 216,877

29,652 46,658 68,193 80,726 85,663 80,975 65,221 53,159 50,990 52,125 52,452 49,489 45,373 41,579

152 359 340 1,314 1,399 529 ――――
―――

― ― ― ―
― ― ― ― ―

注）（　）内は構成比
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第2節　都市空間

１　地域特性を生かした多様な都市空間の形成 ２　地域ごとの特徴のある拠点市街地の形成

　本市はさまざまな市街地形成の経緯や地形的条
件を持つ個性豊かな地域で構成されていますが、
その大部分は住宅地で占められ、都市空間の基礎
となっています。
　それぞれの地域における市街地の成り立ちや特
性を踏まえながら、都市の基本的な機能である居
住機能を支える良好な市街地環境を形成しつつ、
市民のさまざまなニーズに対応できる多様で魅力
ある都市空間の形成をめざします。
　とりわけ、千里ニュータウン地域については、
住宅をはじめ公共施設等の機能更新が必要となっ
ています。千里ニュータウンが、かつて日本のニ
ュータウン誕生の先駆けであったのと同様に、都
市再生の面においても、モデルとなることが求め
られており、成熟した都市にふさわしい安心で快
適な暮らしを支える都市機能を整備・充実し、豊
かな緑を守り多世代が交流できる都市空間の形成
をめざします。

　鉄道駅周辺の市街地は地域の玄関口であり、そ
れぞれの駅の性格や地域の特性に応じて、都市全
体の中心的な機能や地域の生活を支える機能が集
積しています。また、高度な学術・研究機関や広
域的な文化・レクリエーション機能が集積する市
街地もあります。
　このような市街地を拠点市街地に位置づけ、な
かでも江坂駅周辺、ＪＲ吹田駅周辺、阪急吹田駅
周辺及び万博公園周辺を都市拠点として、またそ
の他の鉄道駅周辺を地域拠点として、その機能の
充実をめざします。
　都市拠点のうち、江坂駅周辺は、既存の商業・
業務機能の集積を生かしながら、新規性を持つ事
業所を支援するなど、その機能の高度化を進める
とともに、文化機能の拡充により新しい都市文化
が創出される都市拠点の形成をめざします。また
ＪＲ吹田駅周辺は、各種の商業施設や周辺商店街
の活性化の動きと連携しながら、魅力とにぎわい
のある景観の形成と商業機能の充実に努め、ふれ
あいと活気ある都市拠点の形成をめざします。
　さらに、今後整備が検討される吹田操車場跡地
については、社会的動向を見据え、本市と地域の
新しい未来をひらく魅力的な都市環境を備えた新
たな都市拠点となるよう、市民参加の下で総合的
な取組を進めます。
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第３章　人口と都市空間

第1部　基本構想　　　　　

４　人と自然の共生空間の形成３　都市機能を高める地域間及び都市間の連携

　都市の活動は拠点市街地を中心に展開されます
が、これらの拠点間を結んで人・物・文化・情報
が流れることで互いに交流し、活動はより活発化
していきます。
　しかし、主な交通機関が大阪の中心部へ直結す
る形で整備されていることから、これらの拠点間
の結びつきは弱く、その機能が市民に十分享受さ
れていない状況にあります。そのため、拠点市街
地を結ぶ環境に配慮した交通のネットワークの形成
を図り、都市機能を連携させ市の活力を高めます。
　また、市民生活の利便性の向上を図るため、大
阪都心部だけではなく北大阪地域、さらには阪神
地域・京阪地域など周辺都市との結びつきを強め、
それぞれが持つ都市機能がより高度に発揮される
よう、広域的な都市間の連携をめざします。

　本市は地形的には安威川や神崎川沿いの平野と
その北側の千里丘陵によって構成されます。市域
の大部分は市街化されていますが、丘陵部では計
画的に整備された大規模な公園や緑地が豊かな緑
として育っているほか、竹林やため池、歴史を感
じさせる社寺林が残っています。平野部では河川
に貴重な自然環境が残るほか、旧集落の庄屋屋敷、
社寺などでの緑が残っています。
　このような市街地内にある自然環境は、人と自
然の共生空間として歴史的にも、また未来にとっ
ても重要な意味を持っています。
　公園や緑地をはじめ、竹林や斜面の緑、ため池、
公共施設などの大規模な敷地内や社寺の樹木など
を緑の拠点とし、それらを結ぶ河川や千里緑地な
どの帯状空間、緑道、住宅地の連続した植え込み
などを緑の骨格とした緑のネットワークの形成を
めざします。
　緑の骨格は、都市空間を構成する上での重要な
基盤として位置づけ、生き物の生息空間として、
また災害時における防災上の役割にも配慮しなが
らその規模と連続性を確保し、まちの快適性やう
るおいのある景観に寄与する、人と自然の共生空
間の形成をめざします。
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第1節　すべての人がいきいき輝くまちづくり

１　非核、平和のまちづくり

2　人権を尊重するまちづくり

3　男女共同参画のまちづくり

第4章　施策の大綱

　憲法は、すべての人が基本的人権を有し、

個人として尊重されること、人種や信条、

性別、社会的身分などによって差別され

ないことを定めています。「健康で文化

的な生活を営む権利」「教育を受ける権

利」などを保障し、｢法の下の平等｣を実

現させるため、施策の充実に努めます。

また、人権感覚を育み、市民一人ひとり

がお互いの存在を認め合い、希望と誇り

を持って、個性豊かに生活できる社会の

実現をめざします。

　一方、国際連合憲章に基づいた国際的

な取組にもかかわらず、世界各地で紛争

が絶えず、多くの人が傷つき命が失われ

ています。戦争は最大の人権侵害であり、

平和なくしては人権を尊重する社会の実

現はありえません。市民の総意の下に「非

核平和都市宣言」を行った、その精神に

立ち戻って、人類共通の願いである平和

な社会の実現をめざします。

　世界平和を作り上げるために、平和の尊さを次
世代の人たちに語り継ぎ、戦争の悲惨さを風化さ
せない持続的な取組が重要です。「非核平和都市
宣言」に基づき、核兵器の廃絶と恒久平和の実現
に向け、世界的な視野に立って、市民と行政が連
携し、身近な地域から幅広い取組を進めます。

　21世紀は「人権の世紀」と言われながら、女性、
子ども、高齢者、障害者、同和問題、外国人など
をめぐり、いまだに人権が侵害される事態が続い
ています。すべての人びとの基本的人権が保障さ
れ、多様な価値観を認め合うことができるように、
吹田市人権尊重の社会をめざす条例に基づき、人
びとがお互いの人権を尊重する視点での教育や啓
発をはじめ、さまざまな人権課題に応じた総合的
な施策を推進します。

　男女共同参画社会基本法は、男女共同参画社会
の実現を21世紀の最重要課題と位置づけています。
しかし、女性に対する人権侵害、雇用の場におけ
る男女の差別的な取扱い、性別による固定的な役
割分担意識を反映した慣行などが、今なお、さま
ざまな分野に根強く残っています。男女が対等な
社会の構成員としてあらゆる分野に参画し、その
能力や個性を発揮できる男女共同参画社会の実現
に向けて、吹田市男女共同参画推進条例に基づき、
総合的な施策を推進します。
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第４章　施策の大綱

第1部　基本構想　　　　　

第2節　市民自治が育む自立のまちづくり

１　多様なコミュニティ活動の充実による
　　住みよいまちづくり

２　情報の共有化を進めるまちづくり

３　市民参画によるまちづくり

　地方分権の進展に伴い、地方自治体で

は市民自らが地域の特性を生かした主体

的・個性的なまちづくりに取り組んでい

く可能性が高まっています。このことは

同時に、本市が抱えているさまざまな課

題を解決し、「吹田の都市」を次世代に

誇ることができるものとして発展させ、

伝えていくことを意味しています。

　そのためには、市民の意思を市政に反

映させる仕組みを整え、さまざまな世代

や立場の市民が、地域のまちづくりに積

極的に参画できるシステムを構築し、市

民自治を確立していかなければなりません。

　地域では、ひとり暮らし世帯の増加や

近隣関係の希薄化が進み、コミュニティ

の形成に少なからず影響があるものの、

福祉や人権、子育てや環境など日常生活

に密接にかかわる分野では、自ら考え行

動する市民によるボランティアやＮＰＯ活動

などの新たな取組が、さまざまな施策の

推進とあわせて幅広く進められています。

　そうした市民の自主的で、多様な活動

を支援し、豊かなコミュニティの形成を

促進するとともに、市政への市民参画を

さらに進め、市民、事業者、行政がお互

いの役割と責任を明確にしながら、協働

によるまちづくりをめざします。

　市民の自主的な活動がさまざまな分野で行われ
ていますが、相互に情報を交換し、その知恵とエ
ネルギーを集積することによって、コミュニティ
の振興に寄与するよう、必要な条件の整備に努め
ます。
　また、地域に配置された諸施設については、コ
ミュニティ活動と連携した運営が行われるよう、
市民参画を進めるとともに、これらの施設が効果
的に利用されるよう施設間のネットワーク化と多
目的化を図ります。
　さらに、自らの地域を住みよくするため、世代
を超えて参加・交流し、子どもを含む若い世代が
まちづくりの担い手として育つよう、市民の取組
を支援するなど、コミュニティの振興に視点を置
いた日常生活圏でのきめ細かな施策の推進に努め
ます。

　
　市民、事業者、行政が協働によるまちづくりを
進めるためには、必要な情報を共有していなけれ
ばなりません。人と人、組織と組織のネットワー
ク化を図り、積極的な情報交換の促進に努めます。
　また、市民の市政への積極的な参画を進めるた
め、必要な情報を必要なときに効果的に提供して
いくことが必要であり、個人情報の保護を適正に
行いながら、情報化社会の進展に対応した多様な
媒体による情報公開を進めます。

　
　地方分権が進む21世紀のまちづくりは、あら
ゆる分野で市民との協働によるまちづくりを必要
としており、その基本となるのが市民参画です。
　多様な地域課題に的確に対応し、市民による施
策の選択と合意形成が円滑に行えるよう、施策の
企画立案、実施から評価に至るまでの各段階にお
いて市民参画を進めます。
　また、誰もがまちづくりに参画できる環境を整
備するとともに、効果的な参画・協働のシステム
を築き、多様な市民の意見やエネルギーを生かし
た市民主体のまちづくりを進めます。

ま　ち
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第3節　健康で安心して暮らせるまちづくり

１　すべての子どもが健やかに育つまちづくり

　少子・高齢化の進行、家族構成の変化、

近隣関係の希薄化や経済の低成長といっ

た社会状況の変化が、市民の暮らしに大

きな影響を与えています。基本的人権を

保障し、すべての市民が健康で安心して

暮らすことのできる条件を整えることが

求められています。

　本市が先駆的に行ってきた独自の福祉

施策は、市民の暮らしを支えてきました。

これからも、誰もが住みなれた地域で、

健康で安心して暮らすことができるよう、

乳幼児期から高齢期にわたる福祉、保健、

医療施策を総合的に推進します。また、

市民自治の理念の下に、行政の施策を生

かし、地域において健康で安心できる暮

らしを支えることができるよう、市民、

事業者、行政の協働による福祉のまちづ

くりをめざします。

　次代を担う子どもたちの笑顔は、市民の喜びで
あり、願いです。しかし、子どもと家庭を取り巻
く状況は厳しく、特に少子化の進行は子どもどう
しの交流を希薄にし、子どもの社会性や自主性が
育ちにくいものとなっています。
　また、子育てに対する親の負担や不安が増大し
ており、社会全体で子どもが育つ環境を整え、見
守っていく必要があります。なかでも、仕事と子
育ての両立支援や男女が共に参画する子育ての促
進などは、男女が自らの生き方を選択することや、
ゆったりと見通しを持って子どもを育てることを
可能にし、親とのより深い関わりの中で子どもが
育つことにもつながります。
　「子どもの権利条約」に基づき、すべての子ど
もたちが最善の環境の中で、仲間と一緒に遊び、
生活する権利を持っていることに留意し、子ども
自身の声に耳を傾け、総合的な子ども施策を推進
します。また、家庭、地域、学校、行政が連携し
て子育て支援のネットワークづくりを進め、安心
して子どもを産み、育てることができるよう取組
を進めます。
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第４章　施策の大綱

第1部　基本構想　　　　　

３　生活を支える社会保障の充実

4　健康な暮らしを支えるまちづくり２　高齢者や障害者の暮らしを支えるまちづくり

　高齢者や障害者が、社会の一員として心豊かな
生活を送ることができるよう、ノーマライゼーシ
ョンの理念の普及を図るとともに、福祉、保健、
医療、住宅をはじめ就労支援、自由な移動の確保、
まちのバリアフリー化などの施策を総合的に推進
します。また、住み慣れた地域で安心して暮らす
ことができるよう、地域における福祉の担い手づ
くりを進め、そのネットワーク化を図るなど、地
域福祉の推進に努めます。さらに、高齢者が豊か
な経験と能力を活用できるよう生きがいづくりを
支援するとともに、障害を持つ人びとの一人ひと
りの状況や必要性に応じたきめ細かな施策の充実
に努めます。

　雇用環境の悪化に伴い失業率が増加するなど、
市民生活を取り巻く経済環境は悪化しており、健
康で文化的な最低限度の生活を保障する公的な役
割はますます重要となっています。こうした中、
経済的な困窮者に対し、生活の保障と自立への支
援に努めます。
　さらに、市民の生活保障機能を持つ国民年金や
国民健康保険等の社会保障制度については、その
充実を国にさらに要請するとともに、市としても
支援に努め市民生活の安定をめざします。

　生涯にわたり健康な生活を送ることはすべての
市民の願いです。「健康づくり都市宣言」に基づ
き、市民の自主的で積極的な健康づくりを支援す
るとともに、地域の関係機関や関係団体との連携
を深め、疾病・障害の早期発見はもとより健康増
進や疾病予防のための取組を進めます。
　また、広域的な連携も含め救急医療体制の整備
に努めるとともに、市内の先端医療施設や医療機
関との連携を深め地域医療体制の整備に努めます。
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第4節　個性がひかる学びと文化創造のまちづくり

２　生涯にわたり楽しく学べるまちづくり

１　学ぶ意欲と主体性を育てるまちづくり

　ひとは生涯にわたって発達する可能性

を持っています。人生のさまざまな時期

に、その年齢、状況、立場に応じて、教

育を受け、あるいは自ら学習する機会を

持つことは、人びとの共通の願いです。

　さらに、ゆとりや生きがい、健康の増

進を求める市民意識の高まりや科学技術

の高度化、国際化の進展などに伴い、よ

り質の高い文化や芸術、スポーツに親し

み、より深い知識や技術を習得すること

への意欲はますます高まってきています。

　子どもたちが心やさしく豊かな感性と

想像力を育みながら、自立した個人とし

て成長していくことができるように、ま

た、市民が生涯にわたって学び、さまざ

まな人と交流する中で、充実した毎日を

過ごせるように、本市に集積する大学や

学術研究機関との連携の下で、生涯学習

社会の形成と豊かな市民文化が創造され

るまちづくりをめざします。

　「子どもの権利条約」に基づき、これからの時
代を担う子どもたちが、自分を大切にするととも
に他人を思いやり、主体性を持って、豊かに育つ
ことができるよう乳幼児期からの育ちを支えるシ
ステムや施策の充実に努めます。
　また、自ら学び、考え、解決する力や意欲、豊
かな人間性、たくましく生きるための健康や体力
を養い、主体的かつ創造的に生きていく力を身に
つけることができるよう、学校教育の充実に努め
ます。学校の施設や機能を地域に開き、地域の多
彩な人材が学校教育や学校運営に参加すると同時
に、地域のさまざまな場で多様な世代と交流しな
がら子どもたちが育っていけるように、地域の学
校づくりを進めます。
　さらに、子どもたちが未来に希望を持ち、社会
の一員として主体的に社会参加ができるよう、青
少年を育成する総合的な施策を推進するとともに、
家庭、学校、地域がそれぞれの役割を果しながら､
連携して自主的に取り組むことができるよう支援
します。

　市民一人ひとりが自らの能力や個性を磨き発揮
するとともに、時代の変化に対応して知識や技術
を高めることができるような学習機会の充実が求
められています。また、市民自治のまちづくりを
進める上でも、身近な地域社会に対する関心に応
えることができる学習機会の提供が必要です。誰
もが生涯にわたり自主的に学び、その成果を生か
すことができるよう、学習活動の場や機会の充実
に努めるとともに、生涯学習の推進に向けた体制
の整備に努めます。
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３　スポーツに親しめるまちづくり

第４章　施策の大綱

第1部　基本構想　　　　　

５　国際感覚豊かなまちづくり

４　多彩な文化が交流するまちづくり

　市民一人ひとりの生きがいや健康増進に対する
意識が高まる中で、スポーツの振興が求められて
います。身近な地域で、年齢や体力に応じて気軽
にスポーツ活動に参加し、生涯にわたって健康で
いきいきと暮らしていけるように、またスポーツ
を通じて多くの人びとと交流することで豊かなコ
ミュニティの形成が図られるように、環境の整備
や情報の提供など、幅広い取組を進めます。

　
　人びとの関心やライフスタイルが個性化、多様
化している時代にあっては、日々の暮らしの中で
ゆとりややすらぎ、楽しみを感じることができる
ような豊かな文化を育むことが求められます。
　世代から世代へと受け継がれてきた地域の伝統
行事や歴史・文化遺産の保存・継承に取り組むと
ともに、新たな感覚で市民が接し、学ぶことので
きる機会の充実に努めます。また、市民が身近に
芸術・文化に親しむとともに、自らが参加し、創
造する機会の充実に努めます。多彩な文化がこの
まちで出会い、花開くことができるように、市民
と行政の協働の下で、市民文化活動の振興に向け
た取組を進めます。

　交通・情報通信ネットワークの発達や経済活動
などの国際化の進展により、世界の出来事が市民
生活にとって身近で、重要なかかわりのあるもの
となっています。市民と外国の人びとがそれぞれ
の生活や習慣など多様な文化を理解し合い、地球
的視野の中で共に生きていくことが大切です。
　市民の豊かな国際感覚を養い、国際社会への適
応力がより高められるよう、学校や地域において、
さまざまな学習機会や情報の提供に努めるととも
に、教育、文化、スポーツなどの分野における市
民による国際交流を促進するため総合的な施策を
推進します。
　さらに、外国籍市民の市政への参画と地域での
交流を促進し、居住者や留学生にとって暮らしや
すい環境の整備に努めながら、すべての市民の人
権を尊重する多文化共生のまちづくりを進めます。
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第5節　環境を守り育てるまちづくり

３　循環を基調とするまちづくり

１　環境負荷の少ない住みよいまちづくり

２　自然と共生するまちづくり

　地球温暖化をはじめとする環境問題が

深刻化する中で、身近な暮らしから地球

規模まで、環境に関する市民の意識は広

がりと高まりをみせています。

　一方、本市においては、都市の成熟化

が進む中で、既存住宅地の再生、通過交

通の増大などの課題を抱えています。公

園や社寺のもり、生産緑地、水辺などを

結ぶ緑のネットワーク、環境負荷の少な

い交通手段の普及など、これまで以上に

環境に配慮した取組が求められています。

　恵み豊かな環境を将来の世代に引き継

ぐため、自然と共生する暮らし方の下で

資源やエネルギーを大切にするなど、循

環を基調とするまちづくりに向けた取組

をいっそう進めていかなければなりません。

　そのためには、市民一人ひとりが自ら

の生活のあり方を見直すとともに、企業

活動のあり方も転換していく必要があり

ます。市民、事業者、行政がそれぞれの

役割と責任を明確にしながら、持続可能

な社会を築くことができるよう、先進的

な取組を進め、環境を守り育てるまちづ

くりをめざします。

　工場・事業場での事業活動に伴う公害について
は改善が進みましたが、自動車交通に起因する大
気汚染、騒音等は依然として改善が進んでいない
状況にあります。一方、ダイオキシン類をはじめ
とする有害化学物質による環境への影響も懸念さ
れています。
　自動車公害の防止に向けた施策の充実や、有害
化学物質などによる環境汚染の未然防止に取り組
むなど、身近な生活環境をめぐる問題に適切に対
応しながら、市民の健康が守られるよう取組を進
めます。
　また、自らも環境に負荷を与える存在であるこ
とを認識し、市民、事業者、行政などすべての主
体が自主的かつ積極的に取り組むことにより、環
境負荷の少ない住みよいまちづくりを進めます。

　自然は、生態系の維持をはじめ水や大気の循環
や浄化など、さまざまな機能を有するとともに、
私たちの心を癒し、やすらぎを与えてくれます。
　市街化が進んだ本市においては、身近な自然が
失われつつありますが、人間も多様な生物ととも
に生態系を構成する一員であることを自覚し、緑
や水辺など市内に残る貴重な自然環境の保全と回
復に努める必要があります。生産緑地など貴重な
緑の空間を保全・活用するとともに、緑の育成・
創出に向けた市民の自主的な活動を促進するなど､
自然と共生するまちづくりを進めます。

　21世紀に人類が取り組むべき課題とされる地
球温暖化をはじめとした地球規模の環境問題の解
決を図るためには、すべての人が積極的に取り組
む必要があります。
　市民、事業者、行政などあらゆる主体が協働し、
地球環境の保全に貢献できるよう、廃棄物の減量・
リサイクルや省資源・省エネルギーなどに取り組
み、環境への負荷の低減に向けた循環を基調とす
るまちづくりを進めます。
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第４章　施策の大綱

第1部　基本構想　　　　　

第6節　安全で魅力的なまちづくり

２　暮らしや都市活動を支える基盤づくり

１　安全なまちづくり

　本市は住宅都市として発展してきまし

たが、商業・業務機能の集積も進み、複

合機能を持つ都市へと変化してきていま

す。快適な市民生活を支えるためには、

新たな活力を生み出す都市機能、快適な

住宅、にぎわいのあるまちなみ、質の高

い景観など、まちの整備を適切に進めて

いく必要があります。まちづくりへの市

民参画を進め、快適性や利便性とともに

環境にも配慮した魅力的なまちづくりを

めざします。

　未曾有の大被害をもたらした阪神・淡

路大震災は、「地域の安全は地域で守る」

という意識を抱くことの重要性を人びと

に認識させました。近年相次ぐ身近な場

所での犯罪への対応も含め、防災や防犯

に関する市民、事業者、行政による取組

の強化を図りながら、安全なまちづくり

をめざします。

　災害に強い安全なまちづくりを進めていくため、
都市基盤の整備における防災機能の強化・充実と
密集市街地の環境改善などを図ることにより、防
災力の向上に努めます。また、日常からの防災意
識の高揚を図るとともに、総合的な防災体制の機
能充実と近隣都市との協力体制の整備に努めます。
　さらに、地域のコミュニティ組織やボランティ
ア、ＮＰＯなどの地道な活動が、いざというとき
の防災や防犯面において、互いに助け合い、支え
合う関係として機能するように、関係機関と連携
しながらネットワーク化を図り、安心・安全な生
活環境づくりを進めます。
　消防・救急については、大規模化し複雑多様化
する災害や事故にも対応できる消防力等の整備、
充実に努め、市民が安心・安全に暮らせるよう取
組を進めます。

　快適な暮らしや活力ある産業を支える基盤づく
りとして、道路、公園、上下水道などの都市施設
の整備と充実を図りつつ、地域ごとの特性を踏ま
え、市民、事業者、行政の協働の下で、良好なま
ちづくりの実現に向けた取組を進めます。
　また、都市基盤の整備や維持管理においては、
施設機能の向上に加えて、すべての人が利用しや
すいユニバーサルデザインの視点を持つとともに、
周囲の自然や景観が損なわれないように、環境へ
の配慮を積極的に図りながら取組を進めます。
　特に交通については、自動車に過度に依存しな
い交通環境の実現に向けて、歩行者や自転車が優
先され、公共交通機関の利用が促進されるまちづ
くりを進めます。
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３　良好な住宅・住環境づくり ４　景観に配慮したまちづくり

　公的住宅については、家族構成の変化や高齢化、
そして生活様式の多様化などに伴う新たな市民ニ
ーズに対応した取組が求められており、既存住宅
の有効活用を含む総合的な対策により、良好な住
宅の確保に努めます。
　また、千里ニュータウンをはじめとする既存住
宅の建替えや新たな開発による住宅建設において
は、計画の規制や誘導などにより、残された貴重
な緑の保全や新たな緑の創出に努め、より良好な
住環境づくりを進めます。

　地域の特性を生かしながら、うるおいや親しみ
のあるまちの景観をつくり育てていくことは、自
分たちのまちに対する誇りと愛着を高め、住み続
けたいまちづくりにつながります。良好な景観は市
民共通の資産であり、その恵みを将来にわたって
享受できるよう形成していくことが求められてい
ます。
　地域の生活や活動の主人公である市民や事業者が、
周辺と調和のとれた美しい景観づくりに積極的に取
り組めるよう支援に努めます。また、市民、事業
者、行政の協働により、歴史的、文化的資源やま
ちなみを保全するとともに、丘陵部の大規模な緑、
河川やため池の親水空間を生かした緑豊かな景観
形成に努めます。
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第４章　施策の大綱

第1部　基本構想　　　　　

第7節　活力あふれにぎわいのあるまちづくり

２　就労を支援する環境づくり

１　地域の特性を生かした産業の振興

３　消費生活を支える環境づくり

　本市では、交通の利便性が高いなど立

地条件の良さから、卸売業やサービス業

を中心とした商業・業務機能の集積が進

んできましたが、長引く不況、周辺都市

での大型店の進出など地域経済をめぐる

状況は厳しく、事業所の開業や廃業の比

率も高くなっています。

　産業は、市民の就労や所得、さらには

市税収入を生み出す経済基盤であるとと

もに、少子・高齢化が進む今日、消費の

利便性ともかかわり、まちづくりにも大

きな影響を与えます。

　都市の機能と市民の価値観、ライフス

タイルが大きく変化する中で、これらの

変化に対応した新しい産業や、地域の必

要に応じたコミュニティビジネスの振興

を図ることにより、地域の活性化と安定

した市民生活の実現をめざします。

　社会経済状況の変化に対応するため、経営の高
度化や産業の活性化に向けた事業者の取組を促進
するとともに、大学などとの連携により先端技術を生
かした産業の振興や起業支援に努めます。また情
報サービスなど産業支援型企業の育成を図ります。
　広域的な集客が見込まれる商業地では、地域間
や事業者間の交流・連携を図り、魅力ある商業地
づくりを進めます。さらに大学と連携し学び集える
場を設定するなど、まちのにぎわいの確保に努めます。

　人口の高齢化に対応して、商店街が、地域住民
の消費ニーズに応じた経営が確保できるよう、ま
た、商店街が交流の場としても機能するよう、商
業者の取組を支援するとともに、コミュニティビ
ジネスの振興を図るなど、地域密着型商業の振興
を図ります。
　工業については、居住機能と生産機能の共生と
いう観点から、環境面で周辺地域との調和を図る
とともに、付加価値の高い都市型工業の振興を図
ります。
　農業については、農産物を生産する役割だけで
はなく、農地を農業体験の場や都市部に残された
貴重な緑の空間として位置づけ、自然環境の保全
や災害の防止など多面的な機能を考慮した振興を
図ります。

　
　社会経済状況の変化に伴い、就労形態も大きく
変化する中、安定した生活を送るためには、働く
意欲のあるすべての人が能力や個性に応じて働く
ことができる、地域に密着した新たな就業の場の
創出を含めた就労環境の整備が望まれます。
　このため、関係機関との連携を強化し、就労に
つながる学習機会や情報の提供、相談機能の充実
などによる就労支援に努めるとともに、勤労者の
福祉向上をめざした取組を進めます。
 

　価値観やライフスタイルの多様化など、消費者
を取り巻く環境は大きく変化し、消費行動も多様
化、個性化してきています。
　消費行動の変化に応じた安心で安全な商品の供
給に向けて、消費者と事業者の連携を促進します。
　また、消費者の視点に立った情報提供や相談機
能の充実など、消費者被害の未然防止と救済に向
けた取組を進めます。
　さらに、食の安全をめぐる問題、情報化の進展
に伴って生じる新たな課題、環境問題など広範な
社会問題に対応したきめ細かい啓発を行うなど、
消費者自身が自ら考え行動し、自らの安全と権利
を守ることができるよう幅広い取組を進めます。
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第1節　協働によるまちづくり

第2節　地域の特性を生かしたまちづくり

第3節　計画的な行財政運営の推進

第5章　基本構想推進のために

　これからの本格的な地方分権社会においては、
地域のことは自らが決定し、その責任も自らが負
うという視点に立って、まちづくりを進めること
が求められます。そのため、まちづくりのあらゆ
る場面において、市民や事業者の参画を促進する
とともに、市民、事業者、行政が各々の役割を分
かち合う、協働によるまちづくりを進めます。

　市民の日常的な活動の多くは、身近な生活圏を
中心に展開されており、市民のニーズにきめ細か
く対応するとともに、市民の自主的なコミュニテ
ィ活動を促進するためにも、地域ごとにさまざま
な分野の施策を相互に連携させて総合的に進める
ことが必要となります。そのため、市民の参画の
下で地域別計画を策定し、地域ごとの特性を生か
したまちづくりを進めます。

　社会経済状況の変化の下で、多様な市民ニーズ
に応え、地域の特性を生かしたまちづくりを市民
とともに進めていくためには、計画的な行財政運
営の推進が必要です。
　そのため、柔軟で機能的な行政組織の確立と職
員の資質の向上を図ります。また、地方分権にふ
さわしい地方財政の確立を国に求めるとともに、
自主財源の確保に努めます。さらに、行政評価に
基づく効率的・効果的な施策の実施と迅速な見直
しを図り、健全な財政運営に努めます。また、基
本計画の進行管理については、市民と行政が協働
して点検する仕組みを検討します。
　一方、広域的に取り組むことによって、行政の
効率化と行政サービスの向上が図られるものにつ
いては、近隣市や国、府などの関係機関との連携
を進めます。
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第５章　基本構想推進のために

第1部　基本構想　　　　　

35





基本計画
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第１編　部門別計画

第２編　地域別計画
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第1編

部門別計画



第1節　非核、平和のまちづくり

1

基本方向

1

2

3

動向と課題

計　画

第1 章　すべての人がいきいき輝くまちづくり

体　系

　非核平和意識の高揚を図るための啓発を進め
るとともに、市民の自主的な核兵器廃絶運動や
平和運動への支援、非核平和宣言都市間の交流
など、市民とともに平和を愛するまちづくりを
進めます。

　21世紀においてもなお、世界各地で武力紛
争が繰り返され、数多くの人びとが犠牲になり、
なかでも子どもや女性が傷つき命が失われてい
ます。また、核兵器の開発や関連技術の流出に
よる核拡散の懸念が深まるなど、人類の平和と
共存に大きな脅威を与えており、国際紛争の平
和的解決を主張することは、わが国が担う役割
です。

　世界最初の核被爆国であるわが国の自治体と
して、本市も全国の非核平和宣言都市と連携し
て核兵器の廃絶と恒久平和の実現を国内外に呼
びかけ、核兵器廃絶運動の輪をさらに広げてい
くことが必要です。

　本市は、平和を希求する市民の総意の下に、
非核三原則の完全な実施と核兵器の廃絶を訴え
た「非核平和都市宣言」の決意を新たにし、戦
争の悲惨さと平和の尊さを次代に伝えるなど啓
発に努めるとともに、非核平和についての幅広
い施策の展開を図り、「非核平和都市宣言」を
より実効あるものにする必要があります。

(１) 非核平和意識の普及

(２) 非核平和事業の推進

１　非核平和への貢献

1　非核平和への貢献

　(１) 非核平和意識の普及

　学校教育や社会教育を含むあらゆる場において、
非核平和意識の普及と高揚を図ります。また、平
和祈念資料室の充実、市民平和のつどいの開催な
どにより、核兵器の廃絶と戦争の悲惨さを訴える
事業を推進します。

　(２) 非核平和事業の推進

　非核平和事業への市民の自主的な参加を促進し、
市民とともに非核平和のための諸事業を進めます。
また、平和を願う市民の自主的な活動を育成する
ため、情報を提供するなど必要な支援を行います。
さらに、非核平和宣言都市や関係機関などとの交
流を進め、情報の収集を図ります。
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第１章　すべての人がいきいき輝くまちづくり

第2部　基本計画　　　　　第１編　部門別計画

2

3

1

1

基本方向

動向と課題

第
１
章

計　画

第2節　人権を尊重するまちづくり

体　系

１　人権の保障

　世界人権宣言は、すべての人の個人としての
固有の尊厳と平等にして譲ることのできない権
利とを承認することが、世界における自由と正
義と平和の基礎であるとしています。そしてこ
れまで、「人権教育のための国連10年」の取
組や「子どもの権利条約」の締結など、人権尊
重への国際的な取組が広がり、国においてもさ
まざまな取組が進められてきました。すべての
人が個人として尊重され平等な権利の下に生活
するためには、行政の果たすべき責務は重大で
すが、人権に関する市民の理解を得ることもま
た重要です。

　21世紀は「人権の世紀」と言われています。
しかし、女性、子ども、高齢者、障害者、同和
問題、外国人などをめぐり、いまだに人権が侵
害される事態が続いています。また、犯罪被害
者及びその家族の人権侵害や、社会の変化に伴
って高度情報機器を利用した新たな人権侵害な
ども起きており、これらの問題の解決に向けて
さらに取り組む必要があります。

　一人ひとりの命の大切さや人としての権利が
侵されることなく、真に個人が尊重される社会
をつくるため、本市は、平成12年（2000年）
に「人権尊重の社会をめざす条例」を施行しま
した。また、総合的に人権に関する施策を推進
するために「人権施策基本方針」を策定しまし
た。すべての人びとの基本的人権が尊重され、
人が輝くまちづくりに向けて、あらゆる行政分
野に人権の視点を根付かせ、「人権施策基本方
針」に基づき施策を推進していく必要があります。

　「人権施策基本方針」に基づき、人権教育や
啓発をはじめ、さまざまな人権課題に応じた施
策を行政全般にわたって総合的に推進します。

1　人権の保障

　(１) 人権教育と啓発の推進

　学校教育や社会教育を含むあらゆる場を活用し、
多様な個性や価値観を認め合い、人を思いやる豊
かな人権感覚を培う教育と啓発に取り組みます。
また、市民の自発的な学習意欲を育んでいけるよ
うな啓発に努めます。

　(２) 相談・支援の強化

　各種相談窓口の連携を強化し、相談者の自立支
援に向け実効性のある相談・支援体制の構築に努
めます。また、人権侵害への迅速で適切な対応に
向けて、関係機関との連携を深めます。

　(３) 情報提供と連携

　人権に関する情報収集の充実を図るとともに、
さまざまな広報媒体を通じて情報を提供します。
また、市民の自主的な団体や、学校、企業、ＮＰ
Ｏなどに対して人権教育や啓発方法などについて
の情報提供に努め、市民とともに人権の視点に立
った事業を促進します。

　(４) 交流の促進

　人と人とのふれあいを通じて、市民が互いに理
解を深め、真に豊かな人権感覚を身につけるため、
より多くの市民に呼びかけて地域交流を進めます。

(１) 人権教育と啓発の推進

(２) 相談・支援の強化

(３) 情報提供と連携

(４) 交流の促進
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第3節　男女共同参画のまちづくり

1

2

3

3

4

5

基本方向

1

2

動向と課題

体　系

　男女共同参画の推進に関する施策は、行政や
市民生活のさまざまな分野に及ぶことから、市
民、事業者の協力の下、総合的かつ計画的に推
進していきます。

　男女共同参画の推進に向けて、意識改革を進
めるためにあらゆる場での啓発や学習を進めます。

　家庭生活への男女共同参画の推進、仕事と育
児の両立支援のための施策を推進するとともに
社会環境の整備を進めます。

　女性の生涯を通じた健康の保持・増進に努め
ます。また、男女が対等な構成員として、安心
して暮らすことができるよう、女性に対するあら
ゆる暴力の根絶に向け施策を推進していきます。

　男女が共に自立して社会参画できるよう、積
極的に施策を推進していきます。

　固定的な性別役割分担の考え方は、まだ社会
の中に根強く残っており、そのことが子育て中
の女性の労働力率の低下などさまざまな不平等
をもたらしています。また、女性に対する人権
侵害であるドメスティック・バイオレンスやセ
クシュアル・ハラスメントなどの実態も明らか
になっています。男女が性別にかかわりなく、
その個性と能力をあらゆる分野で発揮できる男
女共同参画社会の実現が強く求められています。

　国は、平成11年（1999年）に「男女共同参
画社会基本法」を制定し、その中で男女共同参
画社会の実現を21世紀の最重要課題と位置づ
けています。また、平成13年（2001年）に、
配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護を図
るため、「配偶者からの暴力の防止及び被害者
の保護に関する法律」を制定しました。

　本市は、平成14年（2002年）に、男女共同
参画社会の実現に向けて、行政と市民、事業者
が協働するための基盤となる「男女共同参画推
進条例」を制定しました。そして、条例の実現
を図るため、平成15年（2003年）に「男女共
同参画プラン」を策定しました。
　条例やプランに基づき、男女が家庭、職場、
学校、地域などあらゆる分野に対等な立場で参
画できる男女共同参画社会の実現に向けて、市
民、事業者、行政が協働して計画的に施策を推
進していく必要があります。

(１) 家庭生活への男女共同参画の推進

(２) 労働の場における男女共同参画の推進

３　男女が人間らしくゆとりをもって
　　働き暮らすための環境整備

１　男女共同参画社会の実現

２　男女共同参画に向けての意識改革

(１) 地域社会への男女共同参画の推進

(２) 市政への参画

６　男女が共に自立して社会参画できる
　　環境の整備

４　女性の生涯を通じた健康の保持・増進

５　女性に対するあらゆる暴力の根絶の
　　ための基盤づくり
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第１章　すべての人がいきいき輝くまちづくり

第2部　基本計画　　　　　第１編　部門別計画

第
１
章

計　画
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女性の年齢階層別労働力率 平成12年（2000年）国勢調査による

1　男女共同参画社会の実現

2　男女共同参画に向けての意識改革

4　女性の生涯を通じた健康の保持・増進

5　女性に対するあらゆる暴力の根絶の
　　ための基盤づくり

6　男女が共に自立して社会参画できる
　　環境の整備

3　男女が人間らしくゆとりをもって
　　働き暮らすための環境整備

　「男女共同参画推進条例」及び「男女共同参画
プラン」に基づき、男女共同参画社会の実現をめ
ざし、施策の総合的かつ計画的な推進を図ります。
また、市民との連携を進め、評価基準の設定を行
うなど、プランを効果的に推進します。
　男女共同参画施策への苦情や、性別による権利
侵害に関する相談を受け、勧告や調査、助言を行
う苦情等処理委員制度の普及と活用を図ります。 

　男女共同参画の推進に向けての調査研究や情報
収集・提供等を行うとともに、意識改革を進める
ために、学校教育や社会教育を含むあらゆる場で
の啓発や学習を進めます。また、日常生活の中に
組み込まれた性別による役割分担から生じる、市
民のさまざまな悩みを受け止めて、相談に応じる
ことができるよう、体制の充実を図ります。

　(１) 家庭生活への男女共同参画の推進

　男女が共に子育て、家族の介護その他家庭にお
ける活動に対等な立場で参画できるよう啓発に努
めます。

　(２) 労働の場における男女共同参画の推進

　職場における男女共同参画について啓発に努め
るとともに、仕事と家事・育児・介護などの両立
支援や、妊娠・出産期における健康の支援のため
の環境整備を事業者と協働して進めます。
　また、女性のさまざまな就労を拡大するために、
能力発揮や起業に向けて支援します。

　女性の思春期から高齢期までの年代に応じた健
康の保持・増進のための支援に努めるとともに､
男女が性に関する正しい理解を深めるための情報
提供等の施策の充実を図ります。

　女性に対するあらゆる暴力の根絶に向けた教育
や啓発を進めるとともに、関係機関などと連携し、
被害者支援施策を推進します。
　

　(１) 地域社会への男女共同参画の推進

　地域社会への男女共同参画を推進するために、
女性関係団体やグループなどの学習活動への支援
と交流の促進に努めます。また、さまざまな課題
の解決をめざし、地域で活動する人材の育成を進
めます。

　(２) 市政への参画

　女性の意見を行政に反映させるため、各種審議
会等への参画を進めるなど、政策や方針決定の場
への女性の参画を積極的に推進します。

43



第1節　多様なコミュニティ活動の充実による住みよいまちづくり

1

2

3

4

動向と課題

第2章　市民自治が育む自立のまちづくり

体　系

1

2

3

基本方向

　コミュニティの振興を図るため、コミュニテ
ィ意識の醸成を促す施策を推進するとともに、
市民のコミュニティ活動に対し、自主性を尊重
しながら支援に努めます。

　コミュニティ施設を既存施設の配置状況を基
に、計画的、効率的に整備します。
　また、コミュニティ活動との連携が図られる
よう運営への市民参画を図るとともに、効果的
な利用が進められるようコミュニティ関連施設
のネットワーク化、多目的化を図ります。

　豊かなコミュニティの形成を促進し、市民、
事業者、行政の協働を進めます。

　少子・高齢化の進行やひとり暮らし世帯の増
加、価値観やライフスタイルの多様化などが、
地域社会における住民間のかかわりに影響を与
え、住民相互の連帯感やつながりを希薄にして
きました。しかしその一方で、先の阪神・淡路
大震災でのボランティアの活躍にみられるよう
に、人権や福祉、子育てや環境など日常生活に
密接にかかわる分野で、市民自らが、課題解決
のために考え、行動する新たな取組も広がって
きています。

　本市においても、これまでの暮らしや学習、
文化、スポーツにかかわる市民の諸活動に加え
て、こうした課題の解決に向けて、市民の自発
的で主体的な活動が展開されるようになってい
ます。また、地域経済の振興とも関連して、事
業者による地域のまちづくりへの取組も行われ
るようになっています。これらの諸活動は住民
相互の連帯感やつながりを再生し、さらに地域
のさまざまな課題を自らが解決していこうとす
るコミュニティを形成する新たな原動力となっ
てきています。

　まちづくりの主体は市民です。そしてまちづ
くりの基盤となるのがコミュニティです。市民
のさまざまな活動が地域コミュニティや地域づ
くりと結びつくことにより、自立したまちづく
りが可能となります。
　次代を担う若い世代や、団塊の世代など、多
くの市民の参加と協力により、自治会活動やボ
ランティア、ＮＰＯなどの自主的な活動がさら
に発展し、豊かな地域コミュニティの形成に寄
与するよう支援する必要があります。

　本市は、これまでにコミュニティセンターを
2館建設し、地域住民によるコミュニティ協議
会の運営により、コミュニティの形成と、市民
自らの多様な地域活動の拠点としての取組を行
ってきました。また、市民センターなど広範な
市民が利用する広域施設と、市民ホールなど地
域に密着した近隣施設の両面にわたってコミュ
ニティ施設の整備に努めてきました。施設の管
理運営が指定管理者制度に移行する中で、地域
住民との協働による効果的な運営によりいっそ
う努めるとともに、今後は、施設への交通の利
便性等も考慮し、既存施設の活用等も含めて、
地域活動、地域情報の拠点の整備・充実を図る
必要があります。

(１) コミュニティ意識の醸成

(２) コミュニティ活動の促進

(３) 情報交流の促進

１　コミュニティ活動の充実

(１) コミュニティ施設の整備と運営

(２) コミュニティ関連施設のネットワーク化

２　コミュニティ施設の充実

３　コミュニティとの協働の推進
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第２章　市民自治が育む自立のまちづくり

第2部　基本計画　　　　　第１編　部門別計画

第
２
章

計　画

ボランティア団体数

NPO法人数（内閣府認証含む）

ボランティア団体・NPO法人数の推移
市民文化部データによる

160

32

平成14年度
（2002年度）

平成15年度
（2003年度）

平成16年度
（2004年度）

114

28

97

37

146

125
140

103

140

120

100

80

60

40

20

0

地域の行事や活動への参加状況

平成14年度（2002年度）市民意識調査による

0 10 20 30 40
（％）
50

自治会・町内会などの活動

祭りや体育祭などのイベント・行事

スポーツクラブや趣味のクラブなどの活動

子ども会・婦人会・高齢クラブなどの活動

ボランティア活動（清掃美化など）

地域づくり・まちづくりなどの活動

NPO活動（国際交流・まちづくりなど）

その他

あてはまるものはない

31.4％

28.2％

14.5％

11.9％

7.6％

2.6％

1.5％

2.0％

38.4％

1　コミュニティ活動の充実

2　コミュニティ施設の充実

3　コミュニティとの協働の推進

　(１) コミュニティ意識の醸成

　暮らしや文化に関する活動や学習活動などの実
態の把握に努めるとともに、それらの活動の場を
活用し、コミュニティ意識の醸成につながる講習
会や学習会の開催に努めます。

　(２) コミュニティ活動の促進

　自治会やボランティア団体等をはじめ、コミュ
ニティ活動を進める団体に対し、自主性を尊重し
支援します。また、地域にかかわる各分野の人材
の発掘・育成に努めます。
　さらに、地域を住みやすくするための自主的な
活動に対して、情報の提供や学習の場の提供など
の支援を行います。また、子どもを含む若い世代
がまちづくりの担い手として育つよう支援します。

　(３) 情報交流の促進

　活動団体やその活動内容、人材の情報など地域
情報の収集と提供に努め、活動団体相互の交流を
促進するとともに、コミュニティ活動に関する情
報紙の発行を行うなど、情報の交流を促進します。

　(１) コミュニティ施設の整備と運営

　地域別の施設の配置状況を勘案し、広範な市民
が集える広域施設が必要とされる地域では、交通
の利便性等を考慮しつつ、施設整備を進めます。
あわせて、これらの広域施設について、コミュニ
ティの振興に向けて地域活動、地域情報の拠点と
しての施設のあり方を検討します。
　また、施設の効果的な利用に向けて運営の工夫
を図るとともに、学校施設の地域開放など施設の
多目的化を図り、地域ニーズに的確に対応できる
ようコミュニティ活動と連携した施設運営を図り
ます。

　(２) コミュニティ関連施設のネットワーク化

　地域における集会施設、福祉施設、文化・学習
施設などを含めた幅広いコミュニティ関連施設の
相互の連携を密にし、コミュニティ施設及びコミ
ュニティ関連施設のネットワーク化を図ります。 

　豊かなコミュニティの形成を促進し、日常生活
にかかわる福祉や環境などの課題に対し、コミュ
ニティと行政が、それぞれの役割と責任を明確に
しながら、協働して取り組みます。
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第2節　情報の共有化を進めるまちづくり

1

2

3

動向と課題体　系

　情報技術の急速な発展により、容易に情報を
共有することができるようになってきました。
行政情報の共有化は、市民参画と協働を進める
上での前提となるものであり、自治の基本です。
誰もがまちづくりに参画できる条件を整えるた
めには、使いやすい情報技術や多様な広報媒体
の活用による情報提供を進める必要があります。
また、情報管理において安全対策を講じる必要
があります。

　情報の公開は、市民の知る権利を保障するこ
とであり、公正で透明な市政の実現を図る上で
欠くことができないものです。また、市民生活
に必要な情報とともに市政に関する多様な情報
を適時・有効に活用できるよう積極的に提供す
る必要があります。

　情報の共有化にあたり、個人情報の適正な取
扱いが強く求められています。情報の提供者と
して、また、情報の管理者として行政の果たす
べき役割がますます大きくなる中で、市民、事
業者とともに個人情報の保護を推進しなければ
なりません。

１　情報技術の活用の推進

２　情報通信ネットワーク基盤整備の推進

３　情報化に伴う安全対策の推進

４　情報公開・情報提供の推進

５　個人情報保護の推進
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第２章　市民自治が育む自立のまちづくり

第2部　基本計画　　　　　第１編　部門別計画

1

2

3

基本方向

第
２
章

計　画

総務部データによる

公開

平成12年度
（2000年度）

平成13年度
（2001年度）

平成14年度
（2002年度）

平成15年度
（2003年度）

平成16年度
（2004年度）

部分公開

非公開

文書不存在

取下げ

存否応答拒否

計

574 583 755 952 1,326

199 216 136 96 147

3 0 3 2 9

177 174 208 153 127

3 0 3 2 3

― ― ― ― 1

956 973 1,105 1,205 1,613

情報公開制度の利用状況

（件）

総務部データによる

開示

平成14年度
（2002年度）

平成15年度
（2003年度）

平成16年度
（2004年度）

訂正

削除

中止

計

22 25 57

6 0 0

0 0 0

3 16 2

31 41 59

個人情報保護制度の利用状況

（件）

　新たな情報技術の活用を図るとともに、情報
通信ネットワークを利用し必要な情報を共有す
ることができる総合的なネットワークシステム
の構築をめざします。

　情報公開制度の推進により、市民の知る権利
を保障します。また、市民生活に必要な情報を
多様な広報媒体を用いて積極的に提供します。

　個人情報について、自己の情報の開示、訂正、
削除等の権利を保障するとともに、収集、管理
等にあたっての適正な取扱いを確保します。

1　情報技術の活用の推進

2　情報通信ネットワーク基盤整備の推進

3　情報化に伴う安全対策の推進

4　情報公開・情報提供の推進

5　個人情報保護の推進

　多様化する市民ニーズへの対応や市民サービス
の充実をめざし、情報技術を活用した行政サービ
スの効率化や高度化を図ります。

　情報通信機器の利用による格差をなくし、広く
市民が活用できるよう、情報通信ネットワークの
基盤整備を進め、市民、事業者、行政の共有財産
である行政情報や地域情報の共有化を進めます。

　ますます高度化する行政の情報化の基盤となる
情報システムや個人情報等の情報資産を守るため、
適切な安全対策を講じるとともに、その継続的な
評価と見直しを図ります。

　行政の透明性を高めるため、情報公開制度によ
る情報の公開を進めます。
　さらに、日常の市民生活に必要な情報とともに、
地域情報やコミュニティ活動など市民の自主的な
活動にかかる情報についても、積極的な提供を行
います。
　情報提供の場としての閲覧コーナーの充実を図
るとともに、広報紙、ホームページ、ケーブルテ
レビジョンなど、それぞれの広報媒体の特性を生
かした活用と充実を図ります。

　行政が保有する個人情報の適正な取扱いや自己
情報の開示、訂正、削除等の権利保障を徹底する
とともに、市民や事業者にも個人情報の適切な取
扱いを広めていきます。
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第3節　市民参画によるまちづくり

1

2

3

動向と課題体　系

　地方自治の本旨である市民自治を前進させ、
自立のまちづくりを進めるためには、市政への
市民参画と協働が基本です。市民の市政への参
画を促し、市民との協働によるまちづくりに向
けて市民がより主体的に参画できる仕組みをつ
くることが重要です。

　市民の英知とエネルギーを生かしながら、施
策を効果的に実施するためにも、また、今後ま
すます重要となってくる身近な地域レベルのま
ちづくりを進めていく上でも、幅広い市民の参
画と市民との協働が不可欠となってきています。
今後も、参画と協働のあり方について、市民と
ともに議論を深め、実践していく必要があります。

　市民参画と協働により市民本位の市政を推進
する上で、市民のニーズを把握する広聴活動は、
その基礎となります。少子・高齢化、情報化や
国際化の急速な進展などの社会変化に伴い、市
民の市政に関する意見や要望、相談などの内容
は、多岐にわたってきています。それらを市政
に反映させる広聴活動や的確に対応できる相談
業務の充実が求められています。

２　広聴活動の充実

(１) 市民参画の手法の整備と充実

(２) 市民との協働による地域レベルの

　　まちづくりの推進

１　市民参画の推進

48



第２章　市民自治が育む自立のまちづくり

第2部　基本計画　　　　　第１編　部門別計画

1

2

基本方向

第
２
章

計　画

ぜひ参加したい

あまり参加したくない

できれば参加したい

参加したくない

無回答わからない

「まちづくり計画」への参加意向

平成14年度（2002年度）市民意識調査による

0 20 40 60 80
（％）
100

全体

男性

女性

20代以下

30代

40代

50代

60代

70代以上

2.9％ 29.5％ 17.2％ 9.6％ 38.2％ 2.6％

3.7％ 35.7％ 16.6％ 8.9％ 32.9％ 2.2％

2.2％ 24.5％ 18.2％ 10.3％ 42.1％ 2.7％

3.6％ 27.5％ 17.5％ 9.8％ 40.2％ 1.4％

3.1％ 29.7％ 18.5％ 8.5％ 38.9％ 1.3％

2.0％ 31.5％ 18.4％ 11.7％ 34.8％ 1.6％

2.1％ 28.2％ 16.6％ 8.8％ 42.5％ 1.9％

4.5％ 32.9％ 18.5％ 7.1％ 32.9％ 4.0％

1.7％ 23.4％ 14.3％ 12.6％ 41.7％ 6.3％

　市政への市民参画を促し、市民の意見や要望
を効果的に市政に反映させるシステムづくりを
進め、市民に身近な行政の展開をめざします。

　多様な市民ニーズを的確に把握し、市政に反
映できるよう広聴活動の充実を図るとともに、
市民の生活上の諸問題に多面的に応じることが
できるよう相談業務の充実を図ります。

1　市民参画の推進

2　広聴活動の充実

　(１) 市民参画の手法の整備と充実

　多様な手法により行政への市民参画を進めるた
め、パブリックコメント制度など市民の意見を反
映するための制度の整備を図ります。また、市民、
事業者、行政の役割分担の視点に立ち、市民参画
の下で事業の実施に努めます。さらに、行政評価
を行い、その結果のより分かりやすい公表に努め
ます。

　(２) 市民との協働による地域レベルの

　　 まちづくりの推進

　地域における諸課題の解決に向けた取組の推進
を図るため、市民との協働によるまちづくりシス
テムの構築を進めます。

　市政に対する市民の要望等を施策に反映するた
め、市長との懇談会や定期的な市民意識調査、市
政モニター制度など幅広く市民の意見を聴取する
機会を設け、広聴活動の充実を図ります。また、
市民ニーズの変化に対応できる相談業務の充実を
図ります。
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第1節　すべての子どもが健やかに育つまちづくり

1

3

2

動向と課題

第3章　健康で安心して暮らせるまちづくり

体　系

　少子化が全国的に進む中で、本市においても
出生数は減少傾向にありますが、他市からの転
入が進み人口が増加する中で、一定の子どもの
数は維持されています。このまちで暮らし子ど
もを育てたいと願う市民が、これからも住み続
けることができるよう、今後なおいっそうの子
育て支援施策や福祉施策の充実が求められてい
ます。

　男女が共にあらゆる分野に参画する社会の実
現が求められています。働くことと子どもを育
てることを両立させるための環境を整備し、男女
共同参画の視点に立った施策の充実が必要です。

　少子化や核家族化が進む中で、子どもが育つ
地域コミュニティが希薄化しており、育児の孤
立化を招くとともに、子育てに不安や悩みを抱
える親が増えています。一方で、吹田のまちで
展開されてきた地域での子育て支援の中で、こ
れまで支援を受けていた市民が、子育ての経験
を生かして支援する側にまわるという新しい力
も生まれてきています。このような新しい力を
次の力へとつなぎ、子育て支援の輪を広げてい
くことが大切です。子どもや子育て家庭を取り
巻く環境が大きく変化してきている中で、次代
を担うすべての子どもたち一人ひとりの権利が
尊重され、子どもの最善の利益が保障されるよ
う、関係機関や地域社会も含めた子育て支援の
拡充が必要です。

(１) 総合的な援助システムの確立

(２) 男女共同参画の子育て支援

(３) 子育てを支援する人材の育成

１　子育てを支援し合えるまちづくり

(１) 親と子が共に育つ地域での支援

(２) 仕事と子育ての両立支援の推進

(３) 子育てへの経済的支援

２　地域における子育て支援

(１) 児童虐待の防止

(２) 障害のある子どもの療育体制の充実

(３) ひとり親家庭等で配慮を必要とする

　　家庭への援助

３　配慮を必要とする家庭への支援

(１) 安心・安全なまちづくりの推進

(２) 身近な自然に親しめる環境の整備

４　子どもの視点に立ったまちづくり
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第2部　基本計画　　　　　第１編　部門別計画

1

2

3

4

基本方向4

5

6
第
３
章

出生数の推移 住民基本台帳人口及び外国人登録人口による

平成元年
（1989年）

3,800 3,767

3,589

3,429 3,406

3,267 3,303 3,255

3,447 3,405

3,628
3,686

3,629

3,540
3,462

3,327
3,363

3,700

3,600

3,500

3,400

3,300

3,200

3,100

3,000

2,900

（人）

平成2年
（1990年）

平成3年
（1991年）

平成4年
（1992年）

平成5年
（1993年）

平成6年
（1994年）

平成7年
（1995年）

平成8年
（1996年）

平成9年
（1997年）

平成10年
（1998年）

平成11年
（1999年）

平成12年
（2000年）

平成13年
（2001年）

平成14年
（2002年）

平成15年
（2003年）

平成16年
（2004年）

出生数

　「子どもの権利条約」の趣旨を尊重し、子ど
もが健やかに成長・発達する権利及び親が子ど
もを養育する権利と責任がともに実現できるよ
う、家庭や地域社会への援助とそれにかかわる
機関の連携に努め、子育てを支援し合えるまち
づくりを進めます。

　安心して子育てができるよう、地域子育て支
援センター事業の充実や児童会館・児童センタ
ーの活用を図り、地域が連携して子育てを支援
します。また、仕事と子育ての両立支援に向け
た環境の整備に努めます。

　障害のある子どもに対する療育支援を強化す
るため、療育関係機関や地域と連携して、療育
システムの充実を図ります。
　また、配慮を必要とする家庭にとって、子育
てにおける孤独感や不安感、負担感を解消でき
るような環境の整備に努めます。

　子どもの視点に立って、子どもが安心・安全
で健やかに育つことを配慮したまちづくりを進
めるとともに、身近な自然に親しめる環境づく
りに努めます。

　近年、増加しつつある児童虐待への対応は、
緊急かつ重要な課題です。子どもの命や健やか
に育つ権利を守るため、子育てに困難を抱える
家庭に対する援助が必要です。また、障害のあ
る子どもを持つ家庭やひとり親家庭等では、身
体的・精神的・経済的に多様な悩みを抱えなが
ら生活している場合が多くあります。療育シス
テムや援助体制の充実など、福祉施策を拡充し
ていくことが必要です。

　近年、子どもの周辺では、凶悪な事件や重大
な事故が頻発しています。こうした犯罪や事故
に子どもたちが巻き込まれないように、市民と
行政が連携する必要があります。

　子どもたちにとって、遊びや体験の場である
自然が少なくなっており、身近に自然にふれあ
える環境が求められています。
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体　系計　画

227

102
149
478

505

147

261

913

683

195

357

1，235

884

234

438

1，556

依頼会員 援助会員 両方会員

「すいたファミリー・サポート・センター」会員数の推移

児童部データによる
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1，600

1，400

1，200

1，000
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平成13年度末
（2001年度末）

平成14年度末
（2002年度末）

平成15年度末
（2003年度末）

平成16年度末
（2004年度末）

0

（件）

1　子育てを支援し合えるまちづくり

2　地域における子育て支援

　(１) 総合的な援助システムの確立

　子育てをするすべての家庭に対して、適切な支
援ができるよう、関係機関・団体、行政などの連
携や市民との協働により、子育て支援ネットワー
クの形成など総合的な援助システムの確立に努め
ます｡

　(２) 男女共同参画の子育て支援

　女性に偏りがちな家事や育児の負担、仕事との
両立の困難さなどを解消するために、性別役割分
担意識の解消に向けた啓発を行うとともに、男女
が共に参画し子育てのできる環境の整備に努めま
す。また、子どもを育てる家庭に配慮した職場環
境を整備するよう、事業者へ働きかけます。

　(３) 子育てを支援する人材の育成

　子どもや子育てを支援する新しい力が育つよう、
子育てに関する楽しさや喜びを共有できるような
機会を増やし、支援を受けていた市民が、支援す
る側に回るような、学びや交流の場を設けていき
ます。

　(１) 親と子が共に育つ地域での支援 
　地域の子育て支援の拠点である地域子育て支援
センターでの事業の充実や、児童会館・児童セン
ターの整備と事業の充実を図ります。また、市民
の相互援助活動であるファミリー・サポート・セ
ンター事業を拡充するとともに、子育て中の親子
や子育てサークルが地域で交流し、相談し合える
場の整備に努めるなど、地域における子育て支援
の活動をいっそう充実していきます。　

　(２) 仕事と子育ての両立支援の推進

　子どもたちの豊かな発達に結びつくよう、親の
保育への多様なニーズに対応して、保育の必要な
すべての児童を受け入れるため、保育所や留守家
庭児童育成室の施設整備を進めるとともに、保育
内容の充実に努めます。また、病後児・病児保育
の拡充を進めます。

　(３) 子育てへの経済的支援

　子どもを育てる家庭への経済的支援の充実を国
に要望するとともに、安心して診療が受けられる
よう医療費の公費負担制度の充実に努めます。
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少子化対策で行政が力を入れるべき事柄 平成14年度（2002年度）市民意識調査による

育児がしやすい働き方を認める労働環境の整備

保育所や児童館など児童福祉施設の充実

児童手当など社会保障の充実

子どもを安心して遊ばせられる場所の整備

子育て支援相談窓口などサービスの充実

出産や子育てへの関心理解を深める教育の推進

その他 2.9％

あてはまるものはない

57.2％

50.8％

39.8％

35.0％

30.8％

20.1％

4.3％

0 20 40 60 80
（％）
100

3　配慮を必要とする家庭への支援 4　子どもの視点に立ったまちづくり

　(１) 児童虐待の防止

　児童虐待の未然防止や早期発見と児童や家庭へ
の援助に向け、「児童虐待防止ネットワーク会議」
において、保健、医療、福祉、教育、警察等関係
機関とよりいっそう連携を深め、支援体制の充実
を図ります。また、日常生活の中での見守りなど
地域との連携を深め、社会全体で児童虐待を防止
する環境をつくります。

　(２) 障害のある子どもの療育体制の充実

　障害児療育施設を、障害の種別や年齢にかかわ
りなく必要な療育が受けられる（仮称）療育セン
ターとして機能強化します。民間療育施設や医療
機関、教育センター等と連携しながら、保育所や
幼稚園、学校等への支援を拡充して、療育システ
ムの充実を図ります。
　また、保育所や幼稚園、学校、留守家庭児童育
成室などの必要な環境整備を図ります。

　(３) ひとり親家庭等で配慮を必要とする

　　 家庭への援助

　多様な悩みを抱えながら生活し、援助を必要と
する家庭に対して、個々の生活実態に応じ、関係
機関が連携して、支援する体制の整備を図ります。

　(１) 安心・安全なまちづくりの推進

　子どもを犯罪や事故の被害から守るため、地域
住民や学校、警察等との連携に努め、子どもが安
全で安心して過ごせるよう、地域での見守り体制
の充実を図るとともに、防犯設備等を整備し、生
活環境の安全の確保に努めます。

　(２) 身近な自然に親しめる環境の整備

　子どもが身近な自然に親しみ、植物や小動物と
のふれあい体験が豊かになるよう、公園などの整
備を進め、緑・親水空間などの保全と創造に努め
ます。
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第2節　高齢者の暮らしを支えるまちづくり

1

3

2

動向と課題体　系

　わが国では、平成26年（2014年）には総人
口のおよそ4人に1人が65歳以上になると見込
まれています。本市の状況は、平成12年（2000
年）国勢調査では、65歳以上人口の割合は
12.9％で、府下平均の14.9％と比較すると低
いものの、高齢化の進行、高齢者のいる世帯や
ひとり暮らし世帯数の増加については、府下平
均を上回る速度で進んでいます。また、地域ご
との高齢化の状況に大きな違いがみられます。

　社会の急速な高齢化は、元気に活動する多く
の高齢者の存在とともに、その豊かな経験と知
識を活用した地域づくりへの大きな可能性をも
たらしています。その一方で、75歳以上の後
期高齢者の増加により、寝たきりや認知症など
要介護状態の高齢者が増加しています。また、
家族形態の変化により、高齢ひとり暮らし世帯
や高齢者夫婦のみの世帯が増加し、介護の長期
化や介護者の高齢化など家庭の介護力をめぐる
状況は厳しさを増しています。このような状況
の中、住み慣れた地域で安心して暮らしていけ
るよう、健康の増進や生きがいづくり、福祉・
保健サービスの充実が必要であり、地域住民や
事業者との協働による多様なサービスの提供が
求められています。

　平成12年（2000年）にスタートした介護保
険事業については、要介護認定者や介護保険サ
ービスの利用者が年々増加し、制度の定着が進
んでいますが、住み慣れた地域の中で利用でき
る地域密着型サービスの基盤整備が、介護サー
ビス全体の質の向上とあわせ大きな課題となっ
ています。

(１) 学習機会の充実

(２) 生きがいと交流事業

(３) 就業機会の提供

１　高齢者の社会参加・生きがい事業の推進

(１) サービス提供基盤の整備

(２) サービスの質の向上

(３) 低所得者への対策

３　介護保険サービスの充実

(１) 健康づくりと疾病予防

(２) 介護予防事業と生活支援事業の充実

２　高齢期の健康づくり・介護予防・生活支援
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1

2

3

基本方向
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計　画

　高齢になっても尊厳を持ちながら自分らしく
生きがいのある充実した人生を送ることは、市
民共通の願いです。高齢者が健やかに安心して
生活できるまちづくりを進めます。

　高齢者の社会参加や健康づくり、介護予防な
ど高齢者が自発的に参加できる事業を進めます。
また、介護認定の有無にかかわらず家族の状況
などから生活上の援助を必要とする高齢者のた
めの福祉・保健サービスの充実を図ります。

　高齢者が介護を必要とする状態になっても、
地域や家庭での生活を続けることができるよう、
居宅サービスの充実を図るとともに、施設サー
ビスの基盤整備に努め、介護保険事業の円滑な
推進を図ります。

1　高齢者の社会参加・生きがい事業の推進

　(１) 学習機会の充実

　生きがい教室を充実するとともに、生涯学習と
の連携を強め、学習機会を充実します。

　(２) 生きがいと交流事業

　高齢クラブ活動を支援するとともに、高齢者が
自らの経験と知識を地域のまちづくりに生かせる
よう社会参加を推進します。

　(３) 就業機会の提供

　シルバー人材センターによる、就業機会の提供
が充実されるよう支援します。
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居宅サービス受給者数 施設サービス受給者数

介護保険サービス受給者数 福祉保健部データによる

100,000
（人）
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平成12年度
（2000年度）

平成13年度
（2001年度）

平成14年度
（2002年度）

平成15年度
（2003年度）

平成16年度
（2004年度）

0

11,470

26,814

14,244

38,342

15,226

47,526

15,890

57,038

16,094

38,284

52,586

62,752

72,928

82,436

66,342

2　高齢期の健康づくり・介護予防・生活支援 3　介護保険サービスの充実

　(１) 健康づくりと疾病予防

　健康づくりに関する情報の提供等に努め、高齢
者自らの健康づくりを支援します。また、健康診
査など保健事業を通じ、生活習慣の改善をはじめ
とした疾病予防を進めるとともに、かかりつけ医
を持つなど医療を受けやすい環境づくりを進めま
す。

　(２) 介護予防事業と生活支援事業の充実

　要介護状態となることを予防するために高齢者
やその家族等を身近な地域で支援する介護予防事
業や、住み慣れた地域社会での生活が継続できる
よう支援する生活支援事業など在宅福祉サービス
の充実を図ります。

　(１) サービス提供基盤の整備

　住み慣れた地域の中で、居宅サービスや施設サ
ービスの利用ができるよう、バランスのとれた地
域密着型サービスの基盤の整備を進めます。

　(２) サービスの質の向上

　介護保険サービスの提供などを行う事業者や施
設との連携や情報交換、介護相談員派遣事業によ
る利用者の声の反映などを通じてサービスの向上
に努めます。

　(３) 低所得者への対策

　介護保険サービスを安心して利用できるよう、
低所得者に対する負担軽減を国に要望するととも
に、低所得者の居宅サービス利用に対する利用者
負担額の助成や高齢者の介護保険料の軽減につい
て、その継続に努めます。
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第3節　障害者の暮らしを支えるまちづくり

1

4

2

3

動向と課題

　障害者福祉は、高齢社会への対応や地域福祉
の推進などを基本とし、「個人が尊厳を持って
その人らしい自立した生活を送ることを支える」
という基本理念に基づいて、「社会福祉法」を
はじめとする法律の改正により、それまでの措
置制度から福祉サービスを自ら選択し利用する
支援費制度に移行しました。

　本市における障害者手帳等の所持者数は身体
障害者、知的障害者、精神障害者ともに年々増
加しています。身体障害者手帳の所持者を年齢
構成別にみると、65歳以上が約6割を占め、
障害の種類別でみると、肢体不自由が最も多く、
次に内部障害となっており、いずれも増加傾向
にあります。また、1・2級の重度障害者が半
数を占めるなど重度化の傾向がみられます。一
方、知的障害者では、重度者が約6割を占めて
います。

　本市では、平成8年（1996年）に策定した「障
害者計画」に基づき、社会情勢の変化や障害者
のニーズに対応したさまざまな施策を進めてき
ました。少子・高齢化の進行を反映して、障害
者の家庭でも、家族数の減少や主に介護を担っ
ている親の高齢化が顕著になり、家庭での介護
力が低下しています。これまでの家族介護に代
わる居宅支援サービス等のよりいっそうの充実
が求められています。
　障害の状況や年齢などによりニーズが異なる
ことから、障害福祉施策を障害者一人ひとりの
ニーズに添えるきめ細かなものにしていくため
には、サービスの質の向上とサービス基盤の整
備が必要となっています。また、精神障害者及
び難病患者に対する福祉サービスの充実も課題
となっています。

　障害者の自立と社会参加の重要な柱である雇
用の確保については、企業への啓発なども含め
て有効な施策の検討が必要となっています。

(１) 学習機会の充実

(２) 雇用・就労への支援

(１) 地域生活支援施策の充実

(２) 日中活動の場の整備

(３) 自立生活への支援の充実

(４) 障害者の保健・医療サービスの充実

(５) 福祉人材養成と研修の充実

２　障害者の社会参加と就労支援

(１) 療育システム等の充実

(２) 障害に配慮した教育等の充実

４　障害者の療育・教育の充実

(１) 啓発と交流の推進

(２) コミュニケーションサービスの充実

１　共に生きる社会づくり

３　障害者を支える福祉・保健・
　　医療サービスの充実

体　系
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基本方向 体　系計　画

　「第2期障害者計画」に基づき、障害者が社
会の一員としてあらゆる分野に参加し、生きが
いを持って人生を送れるよう、障害者の人権を
保障し発展させ、ノーマライゼーションの理念
を実現する平等な社会づくりを進めます。

　障害者が地域で安心して暮らせるよう、障害
や障害者への理解を深めるための啓発に努める
とともに、ボランティア活動の振興などを通じ
て誰もが障害者を支えることができる地域社会
づくりを進めます。

　障害者のライフサイクルの各段階やニーズに
応じたきめ細かな福祉施策を推進します。また、
社会参加や就労への支援を強化するなど総合的
な施策を推進します。

2　障害者の社会参加と就労支援

1　共に生きる社会づくり

　(１) 啓発と交流の推進

　障害者が地域で安心して暮らせるよう地域交流
の機会を増やすとともに、保健所や医療機関など
と連携し、精神障害者や難病患者に対する市民の
理解を深めるための啓発に努めます。

　(２) コミュニケーションサービスの充実

　視覚障害者や聴覚障害者のコミュニケーション
手段の確保を図るために、点訳奉仕員や手話通訳
者等の人材の養成に努めるとともに、聴覚障害者
に対する手話通訳員派遣事業の充実に努めます。
　また、障害者の情報活用能力の向上を図るため
の講習会の開催や、市の情報提供のあり方を検討
します。

　(１) 学習機会の充実

　障害者施設や社会教育施設において、障害者の
生活力や生きがいを高めるための学習機会の充実
に努めます。また、図書館等において、視覚障害
者や聴覚障害者の利用を促進するための資料の整
備やサービスの充実に努めます。

　(２) 雇用・就労への支援

　市自らが障害者雇用率の目標数値（3.0％）の
達成を図るとともに、市民や企業に対し、障害者
雇用についての啓発に努めます。また、企業での
障害者雇用を促進するために、助成制度の継続に
努めます。
　さらに、障害者の雇用の促進と職業の安定を図
るため、障害者就業・生活支援センターを核とし
た就労支援ネットワークの充実を図るとともに、
障害者の適性や能力、ニーズに対応できる就労の
場の検討や就労支援施策についての研究・検討を
行います。
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4　障害者の療育・教育の充実

障害者手帳等の所持者数の推移 福祉保健部データによる

平成12年度
（2000年度）

身体 療育 身体 療育 身体 療育 精神 身体 療育 精神 身体 療育 精神
平成13年度
（2001年度）

平成14年度
（2002年度）

平成15年度
（2003年度）

平成16年度
（2004年度）

10,000

2,000

4,000

6,000

8,000

0

（人）

身体：身体障害者手帳所持者数 うち65歳以上
療育：療育手帳所持者数
精神：精神障害者保健福祉手帳所持者数

注）精神障害者保健福祉の事務については、
　　平成14年度（2002年度）から市所管
　　となった

7,361

3,932
4,321

4,650

5,426
5,986

7,839
8,246

9,270

1,4491,4121,3611,292

10,026

1,566
918744558

　(１) 地域生活支援施策の充実

　すべての障害者が地域で安心して、自立して暮
らせるよう、ヘルパー派遣、ショートステイ、デ
イサービスなどの地域生活を支えるサービス基盤
の整備とその充実に努めます。

　(２) 日中活動の場の整備

　施設での作業等を通して一般就労につなぐとと
もに、福祉的就労の場として、生きがいや社会参
加の場ともなっている授産施設や作業所などの通
所型施設のあり方を検討し、必要な整備と助成に
努めます。

　(３) 自立生活への支援の充実

　福祉手当等の支給により本人や家族の経済的負
担の軽減を図るとともに、就労支援施策等の充実
とあわせて総合的な支援により経済的自立を図り、
地域で安心して、自立して暮らせるよう支援します。

　(４) 障害者の保健・医療サービスの充実

　障害の原因となる疾病等の予防や早期発見、早
期治療の推進を図り、障害の軽減や、重度化、二
次障害等の防止を図ります。
　また、医療の必要な障害者が、安心して適切な治
療を受けられるよう、医療体制の整備に努めると
ともに、医療費の公費負担制度の継続に努めます。

　(５) 福祉人材養成と研修の充実

　ホームヘルパーやガイドヘルパー、手話通訳者
等の専門職員の養成研修の充実に努めます。また、
サービス内容の向上を図るために、事業担当者の
研修の充実を図ります。

　(１) 療育システム等の充実

　障害のある子どもが必要な療育を受けられるよ
う（仮称）療育センターを整備し、療育システム
の充実を図ります。
　学齢期以降の障害児童の放課後活動等を支える
ため、保護者の就労支援を目的とした市民による
自主的な活動を支援するとともに、障害児童が地
域において活動する機会の充実に努めます。

　(２) 障害に配慮した教育等の充実

　「共に学び、共に育つ」教育を基本に、障害の
ある児童・生徒一人ひとりの状況に応じた教育に
努めます。また、障害のある児童と障害のない児
童が相互に理解を深めるための交流を促進します。

3　障害者を支える福祉・保健・
　　医療サービスの充実
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動向と課題

第4節　地域での暮らしを支えるまちづくり

体　系

　平成12年（2000年）に全面改正された「社
会福祉法」において、「地域福祉の推進」が社
会福祉の柱として位置づけられ、市町村地域福
祉計画の策定についての規定が設けられました。
これを受けて本市でも、平成18年度（2006年
度）を計画初年度とする「地域福祉計画」を策
定しました。

　多くの市民は住み慣れた地域で、安心して自
立した暮らしを続けたいと願っています。また、
自らの趣味を楽しみ、さまざまな社会活動に参
加し、充実した毎日を過ごしたいと願っていま
す。しかし、長引く経済の停滞は、市民の生活
基盤を不安定にしており、家族形態の変化や都
市環境の変化等もあいまって、老後の生活不安
や介護の問題、障害者が直面する問題など、ひ
とりで解決できない困難な課題が市民生活に広
がっています。
　市民の個別的で多様な生活課題を解決してい
くためには、生活の場を基本にきめ細かな施策
を総合的に展開する必要があります。特に、高
齢者や障害者、子育て中の人などに対しては、
身近な場所での総合的な相談と援助とともに、
社会生活を営む上で基盤となる住宅の整備やま
ちのバリアフリー化などが求められています。

　本市では、コミュニティプラザと地域保健福
祉センターで構成されるコミュニティセンター
2か所を整備し、コミュニティ活動の促進を図
るとともに、地域福祉の拠点施設として、高齢
者と障害者、その家族を対象に総合的な相談や
援助の実施と、福祉、保健、医療の関係機関・
団体等との連携を深め、ネットワークの形成に
努めてきました。
　今後、地域福祉の拠点施設の整備について、
その役割の充実や機能の見直しなど総合的な検
討を行い、進めていく必要があります。

(１) 地域福祉の総合的な推進

(２) 地域福祉の拠点、相談・支援体制の整備

(３) 支え合いのネットワークの整備

(４) 自主避難困難者に対する災害時の支援

(５) 地域福祉活動促進のための環境整備と支援

(１) 福祉のまちづくりの推進

(２) 暮らしやすい住まいの確保

(３) 移動への支援

３　生活環境の整備

２　福祉サービス利用者への支援

１　住み慣れた地域での生活を支える
　　地域福祉の充実
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基本方向　本市の地域福祉活動は、社会福祉協議会地区
福祉委員会や民生委員・児童委員、自治会、ボ
ランティア、ＮＰＯなど多様な主体により、高
齢者等の見守りや昼食会、子育てサロンなどさ
まざまな活動が全地域で広がっています。災害
時の支え合いなども含め、地域の支え合いの仕
組みづくりをさらに進めるため、多くの市民の
参加を促し、活動内容の充実や団体相互の連携
強化を図ることが求められています。
　今後、地域福祉の役割がますます重要となる
中で、「社会福祉法」において地域福祉推進の
中核的組織として位置づけられている社会福祉
協議会について、組織の強化と機能の充実が求
められています。

　サービス事業者との契約により、福祉サービ
スを自分で選んで利用する仕組みが広がる中で、
必要なサービスの利用が困難になっている認知
症高齢者などに対し、地域において自立した生
活ができるよう、福祉サービスの適切な利用を
援助し、その権利を擁護する必要があります。
　また、福祉・保健サービスに関する苦情への
公正・中立で迅速な処理や、安心してサービス
を利用できるためのサービスの質の確保が求め
られています。

　「地域福祉計画」に基づき、地域福祉の総合
的な推進を図るとともに、地域福祉の拠点施設
として、地域保健福祉センターの機能を見直し
整備します。さらに、身近な地域の相談支援窓
口について、既存福祉施設の配置状況等を考慮
し、整備に努めます。

　市民による自主的な地域福祉活動が育つよう、
地域住民の参加を促進するとともに、環境整備
と支援に努めます。また、関係機関・団体、地
域住民等の自主的な活動との連携を強め、援助
を必要とする人たちに対する支え合いのネット
ワークの整備を図ります。

　判断能力が十分でない高齢者や障害者等に対
し、福祉サービス等の適正な利用を援助し、そ
の権利擁護に努めます。
　また、福祉・保健サービスに関する苦情相談
に対応し公正・中立な処理を進めるとともに、
サービスの質の確保を図ります。

　すべての市民が住み慣れた地域で安心して暮
らし続けられるよう、まちのバリアフリー化の
推進とともに、住宅の確保や移動手段の整備な
ど生活環境の整備に努めます。
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体　系計　画

1　住み慣れた地域での生活を支える
　　地域福祉の充実

　(１) 地域福祉の総合的な推進

　「地域福祉計画」に基づき、地域福祉推進体制
を充実させ、関連する計画や施策との整合を図り
ながら、地域との協働により地域福祉の総合的な
推進を図ります。
　また、援助を必要とする市民が安心して暮らす
ことができるよう、原子爆弾被爆者二世への援助
をはじめ、きめ細かな福祉施策の推進に努めます。

　(２) 地域福祉の拠点、相談・支援体制の整備

　地域福祉の拠点として、地域保健福祉センター
を、既存施設の活用も含め、地域ごとの高齢化の
進行状況に配慮しながら計画的に整備し、行政の
支援機能の充実を図ります。
　また、身近な地域福祉の相談・支援窓口を、地
域の福祉関係施設への併設等も含め計画的に整備
します。
　さらに、地域福祉及び地域福祉活動推進の拠点
施設として、総合福祉会館の機能の充実を図ります。

　(３) 支え合いのネットワークの整備

　地域ケア会議の開催などを通じ、福祉や保健、
医療等の専門機関やサービス事業者との連携を図
り、地域ケア体制を充実します。また、地域の相
談・支援窓口や各種支援センター等の相談員やケ
アマネジャー、民生委員・児童委員、ボランティ
ア、ＮＰＯ等と情報の共有化を図りながら、連携
を強め、援助を必要とする人の発見や見守り、援
助活動を推進し、地域と行政、専門機関等の協働
による支え合いのネットワークの整備を進めます。

　(４) 自主避難困難者に対する災害時の支援

　大規模災害に備え、自主避難が困難な高齢者や
障害者等を支援するため、近隣住民や地域の自主
防災組織、ボランティア等との連携・協力の下に
安否の確認や避難誘導を行う仕組みの整備を進め
ます。

　(５) 地域福祉活動促進のための環境整備と支援

　地域福祉活動への市民の参加を促進するととも
に、地域団体やボランティア、ＮＰＯ等による多
様な福祉活動が育ち継続して行われるよう、情報
の提供や活動場所の整備など支援します。また、
ボランティア活動を活性化するため、ボランティ
アセンター（社会福祉協議会）やボランティア・
ＮＰＯの支援センターに対し支援するとともに、
社会福祉協議会の組織の強化と機能の充実を図る
ための支援を行います。
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地域包括
支援センター

保育所 保健センター

保健所

医療機関・薬局

障害者施設

共同作業所

子どもへの支援 中学校区・ブロック

全市的

身近な地域
（自治会・小学校区）

障害のある人への支援
高齢者への支援

地域子育て
支援センター
（保育所）

在宅介護
支援センター

地域生活
支援センター

社会福祉協議会
（コミュニティ

ソーシャルワーカー）

地区福祉委員会
地区福祉委員

支援を
要する人

NPO
ボランティア

民生委員
児童委員

（地区委員会）

地域福祉
活動団体

地域の住民
（となり近所） 当事者組織

地域保健福祉センター

吹田市保健福祉・児童に関する
行政施策、支援

地域ケア会議
ブロック別会議

幼稚園・学校

児童養護施設等

高齢者施設

留守家庭
児童育成室

子ども
家庭センター

居宅サービス
事業者

その他の
社会福祉施設

ボランティアセンター
（社会福祉協議会）

居宅サービス
事業者

居宅介護支援
事業者

（ケアマネージャー）

ファミリー・
サポート・センター

相談・支援体制のネットワーク

3　生活環境の整備2　福祉サービス利用者への支援

　地域の関係機関・団体と連携しながら、成年後
見制度や社会福祉協議会が行う地域福祉権利擁護
事業の普及に努め、福祉サービス等を利用する上
で判断能力が十分でない認知症高齢者、知的障害
者、精神障害者などの福祉サービスの利用を支援
します。
　また、市の行う福祉・保健サービスに係る市民
の苦情を公正・中立な立場で迅速に処理するため、
福祉オンブズパーソン（福祉保健サービス苦情調
整委員）制度の普及に努めます。
　さらに、市民が安心してサービスを選択し利用
できるよう、サービス提供事業者とも連携してサ
ービスの質の確保を図ります。

　(１) 福祉のまちづくりの推進

　駅舎を中心とした交通経路のバリアフリー化を
進めるなど福祉のまちづくりを推進します。

　(２) 暮らしやすい住まいの確保

　高齢者や重度障害者等に対し、住宅のバリアフ
リー化を支援するとともに、高齢者向け住宅や障
害者のグループホームなど、高齢者や障害者が暮
らしやすい住宅の整備を促進します。

　(３) 移動への支援

　一般の交通機関の利用が困難な高齢者や障害者
などに対し、医療機関等への送迎や社会参加を促
進するための外出支援について、そのあり方も含
め検討します。
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1

2

基本方向

体　系計　画

第5節　生活を支える社会保障の充実

1

2

動向と課題

体　系

　憲法に保障された健康で文化的な最低限度の
生活を営む権利を保障するとともに、対象とな
る世帯に応じたさまざまな自立支援の推進に努
めます。

　高齢社会を迎えて医療保険・公的年金制度は、
市民の健康と生活の安定に欠かせないものとな
っています。国の制度改革の動向をみながら、
市民がより豊かな生活を営むため可能な限り各
機関と連携を図り支援に努めます。

1　低所得者福祉

2　社会保障制度（国民健康保険・国民年金）

　(１) 生活保護等の充実

　健康で文化的な生活が維持できる生活保護基準
の改定を国に要望します。また、緊急時等の生活
支援に努めます。

　(２) 援助体制の充実

　面接相談体制や援助体制を充実し、地域の民生
委員・児童委員とも協力して対象家庭の多様な相
談やニーズに対応していきます。

　(１) 制度改善の要望

　国民健康保険については、保険財政の基盤強化
や安定的で持続可能な医療保険制度の改革を国に
要望します。また、国民健康保険と国民年金の給
付の充実などについても国に要望します。

　(２) 情報提供と相談機能の充実

　国民健康保険や国民年金の対象となる市民が、
これらの制度に対して正しい認識と理解を持つこ
とができるよう、制度の周知、関連情報の提供、
相談機能の充実に努めます。

　全国的に生活保護世帯が急増しており、本市
においても急激に増加している状況です。倒産
やリストラ等による失業に起因して、仕送りや
収入の減少により、高齢、ひとり親、傷病、障
害等すべての要援護世帯が増加しています。こ
れらの世帯が抱える問題には、経済的な援助は
もとより、福祉、保健、医療をはじめとするさ
まざまな分野の施策が必要です。関係機関との
協力の下に、さまざまな施策を活用し、個々の
世帯の実情に応じたきめ細かな対応がよりいっ
そう重要となっています。

　医療保険・公的年金制度は、傷病の治療や老
齢に伴う所得の減少に備えるための社会保障制
度であり、国民生活を支える重要な柱です。国
民健康保険・国民年金制度は基本的には国の制
度であり、国は高齢社会を迎えて、制度改革を
進めています。

(１) 生活保護等の充実

(２) 援助体制の充実

１　低所得者福祉

(１) 制度改善の要望

(２) 情報提供と相談機能の充実

２　社会保障制度（国民健康保険・国民年金）
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1

4

5

6

7

3

2

動向と課題

第
３
章

第6節　健康な暮らしを支えるまちづくり

体　系

　生活環境の改善や医学の進歩により、平均寿
命が急速に伸びる中、高齢期を健やかで心豊か
に過ごすことができるよう、積極的な健康づく
りに取り組むことが必要となっています。
　国は、平成12年度（2000年度）に「健康日
本21」を策定し、大阪府は、平成13年度（2001
年度）に「健康おおさか21」、さらに平成14
年度（2002年度）には「健康おおさか21吹田
保健所圏域計画」を策定しました。また、平成
15年（2003年）5月には「健康増進法」が施
行されました。
　本市においても、「健康づくり都市宣言」の
趣旨を踏まえ、「健康すいた21」をはじめ、「高
齢者保健福祉計画」「次世代育成支援行動計画」
等に基づき、幅広い健康づくりに取り組むこと
が求められています。

　心身の健康の保持・増進は、栄養、運動、休
養のバランスがとれた生活習慣の確立が基本で
あり、自己の健康状態の正しい認識と自己管理
は生活習慣病予防の原点でもあります。
　そのため、市民が自己の健康状態を把握し、
主体的に日常生活の中でさまざまな健康づくり
活動が行えるように多彩なメニューを用意し、
また必要な情報を提供するシステムが必要です。

　保健事業においては、乳幼児期から高齢期に
至るまで、身近な地域での取組の推進が必要に
なっています。事業の推進にあたっては、生活
習慣病予防や介護予防、子育て支援を重視し、福
祉、医療とも連携した取組が求められています。

　若年者を含む幅広い年齢層で、自殺やうつ・
うつ状態の人が増えています。高齢者において
は、認知症への対応が介護者にとっても大きな
問題となっています。また、子育ての不安や負
担から、心のバランスを失っている保護者も増
えています。精神障害者の自立の問題も含め、
症状の正しい理解やその予防などについて、医療、
保健、福祉が連携した取組が求められています。

　国際的に広がる新たな感染症や、食中毒の発
生などにみられるように、市民の健康を脅かす
さまざまな事象が起きています。これらに対し、
保健所と連携し、迅速に対応することが求めら
れています。

　本市は、医療機関が整備された環境にありま
すが、近年の小児科医の確保困難等もあり、休
日・夜間の初期救急、入院の必要な二次救急体
制の整備が課題となっています。

　高齢化と生活習慣病等の慢性疾患を中心とし
た疾病構造の変化に伴い、受診者数が増加する
一方で、医療機器や医療技術の進歩により高度
医療への市民の期待も増大しています。
　市民病院においても、外来患者の待ち時間の
短縮や接遇の改善によるサービスの向上などに
加え、高度化する医療への市民の期待に応えた
医療技術の充実を図ることが求められています。

(１) 母子保健

(２) 成人保健

(３) 高齢者保健

(４) 歯科保健

(５) 心の健康づくり

(６) 健康危機管理

(７) 地域ケア体制

(１) 救急医療体制の整備

(２) 地域での暮らしを支える医療

(３) 地域医療連携体制の整備

３　地域医療体制の整備

１　健康づくりの推進

２　保健事業の推進
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5

基本方向 体　系計　画

　市民一人ひとりが日常生活の中で気軽に健康
づくりに取り組めるよう、関係機関・団体と連
携し、情報提供をはじめ環境づくりに努めます。

　生活習慣病予防や介護予防、子育て支援を重
視した保健事業に取り組みます。また、精神的
な面で問題を抱える市民への支援や、新たな感
染症等には、保健所との連携の下、その対応を
進めます。

　休日・夜間の初期救急、入院の必要な二次救
急体制の整備に努めます。

　病気の治療だけでなく、健康づくりや子育て、
介護に関する身近な相談相手として、かかりつ
け医の定着を関係機関との連携の下に進めます。

　地域に集積している医療機関の連携を深め、
市民が安心して医療を受けることができる地域
医療体制の整備に努めます。また、市民病院に
ついては、公的病院としての役割を果たすとと
もに、地域の急性期医療機関として患者サービ
スの向上等に努めます。

1　健康づくりの推進

2　保健事業の推進

　健康づくり推進事業団とともに、地域での健康
づくりに関する情報を一元化し、提供します。ま
た、健康づくりについての啓発と、市民のニーズ
に応じた多彩なプログラムの提供に努めます。さ
らに、スポーツ振興事業など生涯学習事業と保健
事業との連携に努め、効果的な事業の推進を図り
ます。

　

　(１) 母子保健

　市民のニーズに応じた母子保健事業の実施に努
め、特に、児童虐待については、健康診査や育児
相談、訪問指導等を通じ、その予防と早期発見に
努めます。また、かかりつけ医や子育て支援事業
等と連携しきめ細かな支援に努めます。

　(２) 成人保健

　生活習慣病予防に向け、健康診査や事後指導、
健康教育等において、個人の状況に応じた支援に
努めます。また、市民が主体性を持って、食生活
の改善、たばこ対策、運動・身体活動の習慣化等
に取り組めるよう、関係機関と連携して多彩な情
報の提供に努めます。

　(３) 高齢者保健

　高齢者の年齢に応じた生活習慣の改善や疾病予
防に努めます。また、生活機能の低下を早期に発
見し、健康教育や訪問指導、地域参加型機能訓練
事業などの介護予防に寄与する事業の実施に努め
ます。

　(４) 歯科保健

　年代に応じた予防的な歯科保健事業を実施しま
す。また、高齢者、障害者に対し、口腔ケアを含
む効果的な歯科保健サービスを実施します。
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総数
2,004人

悪性新生物
725人

心疾患
258人

肺炎
210人

その他
345人

脳血管疾患
166人

肝疾患　47人

糖尿病　34人

老衰　20人
高血圧性疾患　15人

結核　4人

自殺　70人

腎不全　57人

不慮の事故　53人

主要死因別死亡者数（平成16年（2004年））

吹田保健所データによる

異常を認めず 要指導 要医療

基本健康診査の実施状況 福祉保健部データによる

100,000
（人）

80,000

60,000

40,000

25,261

15,196

11,289

26,854

15,950

12,131

29,725

16,680

13,391

30,912

17,539

14,991

30,923

16,892

15,68251,746
54,935 59,796 63,442 63,497

20,000

平成12年度
（2000年度）

平成13年度
（2001年度）

平成14年度
（2002年度）

平成15年度
（2003年度）

平成16年度
（2004年度）

0

3　地域医療体制の整備　(５) 心の健康づくり

　ストレスへの対応やうつ・うつ状態、認知症の
予防のための正しい知識の普及・啓発や生活支援
に努めます。心のバランスを失い、子育てに支障
をきたしている保護者には、訪問等を通じ、育児
支援事業や在宅福祉サービスの利用につなぐ等、
保健、医療、福祉の連携の下、支援に努めます。
また、関係機関と連携し、精神疾患への市民の理
解を深めるための啓発に努めます。

　(６) 健康危機管理

　感染症や食中毒など、市民の健康を脅かすさま
ざまな事象に対し、その予防についての正しい知
識の普及や情報の提供に努めます。また、保健所
や医療機関と連携し、発生時における迅速な対応
に努めます。

　(７) 地域ケア体制

　市民の身近な場所での事業実施と、地域での保
健活動を通じ、市民の健康状態や地域の状況を把
握し、福祉、医療との連携を深め、地域ケア体制
の整備に努めます。また、地域住民、民生委員・
児童委員、地区福祉委員、自治会、ボランティア
等と連携しネットワークづくりを進めます。

　(１) 救急医療体制の整備

　大阪府の保健医療計画に沿って、府や隣接各市、
関係医療機関との協力を強め、府の救急医療情報
ネットワークにより救急搬送の円滑化を図るとと
もに、本市の実情を踏まえた救急医療体制の整備
を進めます。

　(２) 地域での暮らしを支える医療

　関係機関に働きかけ、かかりつけ医を定着させ
るとともに、地域の医療、保健、福祉のネットワ
ークづくりに努めます。

　(３) 地域医療連携体制の整備

　病院間、病院と診療所、診療所間の連携を深め、
適時に適切な医療を受けることができる地域医療
体制の整備に努めます。また、市民病院について
は、地域の急性期医療機関として、他の医療機関
との連携を進め、地域医療の水準向上に貢献する
高度で良質な医療、安心・安全な医療の提供に努
めるとともに、中長期の視野に立った経営改善を
進め、経営基盤の確立に努めます。
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第1節　学ぶ意欲と主体性を育てるまちづくり

1

2

体　系 動向と課題

第4章　個性がひかる学びと文化創造のまちづくり

１　教育内容の充実

学校教育

(１) 園児の笑顔に出会える教育の展開

(２) 学ぶ楽しさを実感できる教育の展開

(３) 心豊かな児童・生徒の育成

(４) 健康な児童・生徒の育成

(５) 障害に配慮した教育の充実

(６) 国際化・情報化社会に対応した

　　教育の展開

(７) 高等学校等への進路指導の充実

(１) 教育施設等の充実

(２) 教職員研修・教育相談の充実

(３) 就学・就園の奨励・援助

２　教育環境の充実

３　地域に開かれた学校づくりの展開

青少年育成

４　青少年の居場所づくり

(１) 青少年拠点施設等の整備・充実

(２) 学校施設等を活用した事業の推進

(３) 非行防止など環境の整備

(１) 青少年育成事業の推進

(２) 指導者の養成

(３) 活動機会の提供

５　青少年の仲間づくり

(１) 地域ぐるみの子育て支援

(２) 相談体制の充実

(３) 家庭、学校、地域が一体となった

　　青少年の育成

(４) 青少年団体等の育成

６　青少年を育てる家庭・地域づくり

学校教育

　本市の学校教育は、憲法と教育基本法をはじ
めとする教育諸法令等に基づき、人格の完成を
めざし平和的・民主的な国家・社会の形成者と
して心身ともに健康な国民の育成を期して行っ
てきました。
　しかし、価値観の多様化、少子・高齢化、情
報化、地域社会の変容などが同時に進行する中
で、人間関係の希薄化や生活体験の不足、人や
命に対する感性の欠如など、子どもや子育ての
基盤である家庭を取り巻く環境は大きく変化し
ており、子どもの豊かな人間性を育む上で大き
な影響を及ぼしています。また、子どもたちの
命を脅かす事件も多発しています。学校教育に
おいては、幼稚園や保育園から小学校へ、小学
校から中学校へと進むことによる環境の変化に
適応できない子どもがいるなど、依然として、
いじめや不登校、問題行動などさまざまな問題
が生じています。また、地域の人口の変動や学
級編制基準の見直しに伴う教育環境の整備も課
題となっています。

　学校教育においては、義務教育9年間を見通し、
すべての教育活動を通じて豊かな心を育てる教
育を重視し、情操教育、人権教育、福祉教育、
体験重視の教育、自然環境の愛護など、人間と
してのあり方や生き方についての教育を充実さ
せる必要があります。また、学習指導において
は、学習指導要領の趣旨を踏まえ、基礎・基本
を確実に身につけ、それを基に自分で課題を見
つけ、自ら学び、自ら考える力などの「確かな
学力」を育成することが必要です。
　また、健康の保持・増進にかかわる能力や態
度を育み、生涯にわたって運動やスポーツに取
り組むことができる素地を培うとともに、健康
に関心が持てるようにすることが必要です。
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児童人口の推移 住民基本台帳人口による

平成元年
（1989年）

90，000
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16,132
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13,551
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　子どもたちの健やかな成長は、すべての人び
との変わらぬ願いです。完全学校週5日制の下、
学校は子どもたちの学びと育ちを豊かなものに
するため、地域との連携をより密にし、地域と
ともに歩む教育の創造に努める必要があります。
また、直面する教育課題を踏まえ、家庭とのい
っそうの連携を図り、家庭の教育力向上のため、
保護者への支援や意識啓発に努めることが大切
です。

　都市化や核家族化の進行は、人間関係の希薄
化を招き、地域社会や家庭が持つ教育力を低下
させています。また、受験競争の激化や塾通い
なども一因となり、青少年の地域活動や社会参
加の機会が少なくなっています。近年、青少年
の生活には、時間的ゆとりが失われるとともに、
遊びの場が屋外から屋内へ、遊び仲間は近隣の
異年齢集団から学校等の限られた範囲へと変化
してきています。また、高度情報化などで、生
活の利便性は拡大している一方、心の豊かさが
見失われがちです。
　現代の青少年は、自由で多様な生き方を身に
つけている半面、規範意識や倫理意識が低下し
ていると指摘されています。さらに、自然体験
やさまざまな生活体験の機会の不足などにより、
コミュニケーション能力の低下や人間関係など
でストレスを感じている青少年が増えています。

　豊かな人間関係は、思いを伝え、受け入れ、
共有し合うことで相互の理解が深まり、相手に
もっとかかわりたいという思いが高まっていく
過程でつくられます。青少年が健やかに育つに
は、さまざまな活動に積極的に参加するなど、多
くの人との出会いや交流を通じての人間関係を
つくり、自らの可能性を伸ばすことが重要です。
　文化・スポーツ施設などの整備をはじめ、青
少年が自由に集い、安全に遊び、活動し、年長
者や大人に気軽に悩みなどの相談ができ、年少
者に対しては、異年齢集団の中での遊びや活動
を通じて交流ができる場を提供する必要があり
ます。

　家庭と地域社会とのかかわり合いの希薄化か
ら、子育てが孤立化し、隣近所といった身近な
地域社会の中に、自然な形であった子育てにつ
いての相談や情報交換の場が少なくなっています。
また、日常生活で、親との会話やふれあいが少
なく、家庭の教育機能の低下がうかがえます。
　地域における連帯意識を高め、青少年の成長
を支える多様な人間関係を形成するなど、地域
社会で青少年の健全育成に取り組む必要があり
ます。

青少年育成
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学校教育

青少年育成

　学校教育を生涯学習の基礎として位置づけ、
新しい時代の変化に主体的に対応できる園児・
児童・生徒の育成をめざします。

　幼稚園における異年齢児学級保育や小中一貫
教育等、未来を拓く子どもたちがいきいきと過
ごせる学校体制づくりをめざします。

　子どもたちの個性を重視し、基礎・基本を確
実に身につけ、それを基に、自ら課題を見つけ、
自ら考え、よりよく問題を解決する力や健康と
体力など「生きる力」の育成に努めます。

　心豊かな子どもの育成のため、男女共同参画
の視点を入れながら、道徳・人権教育等で自尊
感情を育むとともに、多様な個性や価値観を認
め合い、他者を思いやる人権感覚豊かな人間性
を培う教育を推進します。

　障害等を有する児童・生徒が、社会参加や自
立の達成を図ることができるよう医療、福祉等
の関係機関との連携を図り、障害の種別と程度
に応じた教育の充実や、よりきめ細かな教育環
境の整備を図ります。

　国際性豊かな児童・生徒の育成をめざすとと
もに、帰国児童・生徒や在日外国人児童・生徒、
新たに来日した児童・生徒に対する教育環境の
充実と国際理解を深める教育の充実を図ります。
また、高度情報通信社会に対応できるよう、児
童・生徒の情報活用能力の向上を図ります。

　学校の教育活動、施設整備の両面で地域に開
かれた学校づくりを行います。
　各学校がこれまでの学校運営を自主的に点検
し、改善を図り、学校運営の透明性や機動性の
確保に努めるとともに、地域の持つ教育力を積
極的に活用し、地域と協働する中でよりよい学
校運営の確立を図ります。

　文化・スポーツ活動、自然体験、遊びなど、
地域における青少年の積極的な活動を推進する
ために、青少年を取り巻く環境や活動の場（居
場所）を整えることにより、青少年の自主的な
活動を支援します。

　青少年同士のふれあいや社会のさまざまな人
とかかわりを持つ機会を提供することにより、
集団の中での役割を自覚し、仲間づくりの大切
さや社会性を身につけることができるよう支援
します。

　子育ての悩みを解消するとともに、青少年に
関する相談体制を充実するなど、家庭はもとよ
り、地域で子育てを支援する基盤の整備に取り
組みます。
　また、青少年の健全育成に取り組めるよう、
地域の共有財産である「学校」を核として、家
庭、学校、地域が一体となって教育についての
課題の共有化を図り、解決に向けて協働します。
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計　画

1　教育内容の充実

第４章　個性がひかる学びと文化創造のまちづくり

第2部　基本計画　　　　　第１編　部門別計画

第
４
章

学校教育

　(１) 園児の笑顔に出会える教育の展開

　幼児一人ひとりの発達の姿を把握し、適切で柔
軟な教育活動ができる指導方法の充実に努めます。
　市立幼稚園の異年齢児学級保育をはじめ、多様
な人とのかかわりを大切にし、豊かな人間関係の
構築をめざします。
　市立・私立幼稚園が協調し、「幼稚園教育振興
計画」に基づき、教育環境の整備を進めます。
　幼稚園、保育所などの幼児教育関係者の研究・
研修・交流活動の充実や、小学校との連携を密に
し、保護者への情報提供と相談体制の整備を進め、
地域の幼児教育のセンター的な役割が果たせる幼
稚園の実現に努めます。

　(２) 学ぶ楽しさを実感できる教育の展開

　児童・生徒の学力実態を把握し、基礎的・基本
的な学習内容の定着をはじめ、「確かな学力」の
育成に努めます。
　一人ひとりの個性や特性に応じた「わかる」「楽
しい」授業づくりを進めるとともに、児童・生徒
の主体的な活動を生かした教育を進めます。
　小中学校の緊密な連携の下、義務教育9年間を
見通した一貫性と継続性のある指導により、夢を
持って将来について考え、積極的に自己を生かし
ていくことができる児童・生徒の育成に努めます。
　学校図書館の「学習情報センター」「読書セン
ター」としての機能を活用し、児童・生徒の意欲
的な学習活動や読書活動の充実に努めます。
　環境や福祉に対する理解や実践力を育成するた
め、自然体験やボランティア活動等の社会体験を
はじめ、観察・実験・調査見学・学習討論、もの
づくりや生産活動等を通して、人・自然・社会と
のふれあいと対話を重視した教育を進めます。

　(３) 心豊かな児童・生徒の育成

　人権尊重の観点に立ち、児童・生徒一人ひとり
に自尊感情を育み、多様な個性や価値観を認め合
い、他者を思いやる人権感覚豊かな人間性を培う
教育を進めます。また、体験的な活動を核とする
取組を通して、生命尊重や善悪の判断等、人間とし
ての基本的な倫理観や規範意識の育成に努めます。

　(４) 健康な児童・生徒の育成

　学校と家庭や医療機関等が連絡を密にして、疾
病や障害の早期発見と予防に努めるとともに定期
検診の拡充を図ります。また、運動能力の開発や
体力づくりを促進することにより健康の保持・増
進を図るとともに、健康な生活の基本となる食に
関する指導の充実に努めます。学校内外の事故防
止のための安全教育と安全管理の徹底を図ります。
　給食内容の多様化と充実に努めるとともに、関
連施設の整備を進めます。

　(５) 障害に配慮した教育の充実

　配慮を要する児童・生徒一人ひとりの障害等の
実態に応じた教育課程の編成に努め、個別の指導
計画に基づいた教育内容の精選と指導方法の工夫・
改善・充実に努めます。
　配慮を要する児童・生徒への支援に関する研究・
研修の充実を図るとともに、学校での支援体制の
確立と保護者、関係機関との連携を推進します。

71



2　教育環境の充実

不登校の状況 教育委員会学校教育部データによる
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　(６) 国際化・情報化社会に対応した教育の展開

　わが国の文化と他国の異なる文化に対する理解
と多文化共生の精神が養われる教育を進めるとと
もに、国際社会においてコミュニケーションが図
れる能力の育成に努めます。
　帰国児童・生徒や在日外国人児童・生徒、新た
に来日した児童・生徒に対し、個に応じた指導の
充実を図ります。
　学校教育情報通信ネットワークを拡充し、視聴
覚教育や情報教育の充実に努めるとともに、教育
の情報化を図ります。

　(７) 高等学校等への進路指導の充実

　義務教育期間を通じ、キャリア教育に取り組む
とともに、主体的に自己の進路を選択する能力や
態度を養う進路指導を進めます。

　(１) 教育施設等の充実

　学校教育施設の安全性の確保や質的向上を図る
とともに、多様な学習形態に対応できる施設の拡
充に努めます。また、今後の児童・生徒数の推移
や地域の実情を加味しながら、よりよい教育環境
の整備に努めます。さらに、開かれた学校を念頭
においた施設の整備計画を策定します。
　子どもたちの安全を確保するために、地域と協
力した体制の確立を図ります。

　(２) 教職員研修・教育相談の充実

　教育センターを中心に、教職員の資質向上のた
め、研修の充実を図るとともに、教育に関する専
門的・技術的事項の調査や研究を行い、その成果
の普及に努めます。
　また、不登校児童・生徒への対応の強化や不登
校・情緒・行動・発達等の多様な相談に応えるた
め、関係機関との連携を図りながら、教育相談の
充実に努めます。
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3　地域に開かれた学校づくりの展開

4　青少年の居場所づくり

青少年育成

　(１) 青少年拠点施設等の整備・充実

　「つながり」を基本理念として、青少年自らの
活動の場並びに青少年団体や青少年育成団体の活
動の場として、また、幅広い情報や相談の機能を
持つ青少年育成のための拠点施設を整備します。
　野外活動や集団活動の場としての青少年野外活
動センターや少年自然の家の充実に努めるととも
に、青少年クリエイティブセンターや勤労青少年
ホームの事業の充実に努めます。

　(２) 学校施設等を活用した事業の推進

　地域で子どもたちが安全で安心して過ごせる居
場所（太陽の広場）や子どもの自主性、創造性を
育む体験活動の場（地域の学校）、完全学校週5
日制に伴う学校開放事業など、小学校の施設や学
習資源を活用した事業を推進します。

　(３) 非行防止など環境の整備

　地域住民の協力を得ながら、有害図書類の追放
運動や青少年健全育成協力店運動を展開するなど、
青少年の非行防止に向けた環境整備に努めます。

　(３) 就学・就園の奨励・援助

　幼稚園就園の奨励を進めるとともに、保護者の
経済的負担の軽減に努めます。小中学校において
は、就学の援助を行い、義務教育の円滑な実施を
図ります。
　また、高等学校等の就学に係る保護者負担の軽
減を図るとともに、私立高校の学費負担の軽減化
が図れるよう関係機関に働きかけます。　

　保護者や地域住民等の意向の把握と協力を得る
システムを構築するとともに、児童・生徒、保護
者、地域住民等による外部評価を実施し、学校の
教育活動や学校運営について説明責任を果たし、
学校改善に向けた取組の推進と開かれた特色ある
学校づくりの充実を図ります。
　学校を支援するボランティアネットワークシス
テムの充実を図り、保護者や地域住民等による支
援体制を推進するとともに、市内の大学との連携
によるインターンシップ制度等の活用により、子
どもたちの学びを地域に広げる取組を進めます。
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6　青少年を育てる家庭・地域づくり5　青少年の仲間づくり

　(１) 地域ぐるみの子育て支援

　子どもを通じて、幅広い年齢層の大人が交流し、
子育てに関する情報交換や悩みの解消を図るなど、
地域で子育てを支援する基盤の整備に取り組みま
す。

　(２) 相談体制の充実

　青少年やその家族からの多様な相談に応じるこ
とができるよう、関連機関との連携や協力体制を
強化するとともに、相談体制の充実を図ります。

　(３) 家庭、学校、地域が一体となった

　　 青少年の育成

　子どもの成長に果たす家庭の役割は大きく、親
子で参加する行事や相談事業、ＰＴＡ活動への支
援などを通じて、家庭への支援を行います。
　また、家庭、学校、地域が課題を共有化し、課
題解決に向けた取組を進めていけるよう、きめ細
かな連絡調整や情報提供を行い、地域活動での協
働をめざした、教育コミュニティづくりを推進し
ます。

　(４) 青少年団体等の育成

　青少年団体や青少年育成団体の活動を支援する
とともに、団体相互の連携を深めます。また、地
域で活動している各種団体が継続的・日常的に子
どもにかかわるシステムを構築し、地域社会の共
有財産である学校との協働を支援します。

　(１) 青少年育成事業の推進

　青少年育成団体などとの連携を図り、青少年活
動を活発化するとともに、青少年活動団体への加
入や仲間づくりを促進します。
　地域に根差した活動やボランティア活動への参
加を促進するとともに、地域と学校との連携によ
る青少年活動を推進します。

　(２) 指導者の養成

　ジュニアリーダー、青年リーダー、地域の指導
者の育成と資質の向上を図るため、講習会や研修
会を体系的に見直し、各世代間のリーダー交流を
促進することで、各地域における青少年活動の活
性化を図ります。

　(３) 活動機会の提供

　青少年同士のふれあいや社会のさまざまな人と
のかかわりを持つ機会を提供し、集団の中で役割
を与えることによって、仲間づくりをすることや
社会性を身につけることができるよう支援します。
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第2節　生涯にわたり楽しく学べるまちづくり

体　系 動向と課題

1

2

年代別にみた生涯学習の必要性 「市民の生涯学習に関する調査」による

平成5年度（1993年度）
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(１) 推進体制の基盤整備

(２) 学習施設の整備と体系化

(３) 学習情報の収集と提供

(１) 社会教育施設の整備・充実

(２) 学習プログラムの充実

(３) 学習活動への支援

(４) ふれあいと自己実現の場の提供

２　社会教育施設等における生涯学習の推進

１　生涯学習推進体制の充実 　人びとは、物質的な豊かさや便利さから、生
きがいのある心豊かな生活や人生を送ることを
重視するようになっています。また、科学技術
の進歩や高度情報化、国際化により、新しい知
識や技術の習得、情報の主体的な活用や多文化
を理解する必要性が高まっています。

　生涯学習は、市民一人ひとりがそれぞれに適
した方法や手段で、生涯にわたって行うさまざ
まな学習であり、知識や技能を身につけるだけ
ではなく、それを通じて豊かで生きがいのある
生活をめざすものです。
　一方、学んだ人が、学習の「受け手」にとど
まらず「教え手」となり、社会の「つくり手」
として、その成果を社会に広げ発信していく過
程もまた生涯学習と言えます。学んだ成果を社
会全体で認め合い、よりよい地域社会を共につ
くっていくことは、より豊かな学習活動につな
がっていきます。一人ひとりの学びが、人と人、
人と地域をつなぎ、豊かな文化の創造と地域づ
くりにつながるような生涯学習社会の形成に向
けて取り組む必要があります。
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43

生涯学習を必要だと思う理由 「市民の生涯学習に関する調査」による
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健康の維持・増進
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その他
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21.0％
17.2％
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平成15年度（2003年度）平成5年度（1993年度）

　本市には、大阪大学、関西大学、大阪学院大
学、千里金蘭大学や国立民族学博物館があり、
それぞれの機関で公開講座等の市民を対象とし
た学習機会が提供されています。また、地区公
民館は、市民が自宅から気軽に訪れることので
きる場所にあり、生涯学習活動の場として中心
的な役割を果たしています。こうした本市の特
長的な学習資源である大学等との緊密な連携や
地区公民館の有効活用を図りながら、生涯学習
を総合的に推進する必要があります。

　地域で互いに学び、ふれあい、交流すること
は、地域社会への関心を育み、市民参加のまち
づくりや個性的で活力ある地域づくりを進める
上で重要です。生涯学習において、公民館、図
書館など社会教育施設の果たす役割は大きく、
生涯にわたる多様な学習ニーズに応えるため、
施設の整備や充実を図るとともに、学習・文化
サークル活動の育成や学習活動を支援し、ふれ
あいや交流を深め、自己実現の場の提供に努め
る必要があります。
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基本方向

第４章　個性がひかる学びと文化創造のまちづくり

第2部　基本計画　　　　　第１編　部門別計画

1

2

3

4

5

第
４
章

計　画

1　生涯学習推進体制の充実
　家庭、学校、地域、行政だけでなく、民間企
業、市民団体などが相互に連携し、各々の役割
が適切に果たされるよう、生涯学習推進体制の
充実に努めます。

　生涯を通じて学習できる場と機会を誰もが利
用でき、学習した成果が生かせるよう、学習施
設の整備と体系化を図り、学習機会や施設の情
報を幅広く収集し提供に努めます。

　市民一人ひとりが、自己の可能性を探り、豊
かな地域社会を築く構成員として能力を生かす
ことができるよう、社会教育施設の整備を図り
ます。また、市民の多様なニーズに応えるとと
もに、高齢者や障害者が積極的に参加できる学
習機会と学習内容の充実に努めます。

　家庭や地域における自主的な学習活動を促進
するため、学習機会の提供や相談機能の充実を
図り、指導者や自主学習グループへの支援に努
めます。

　楽しく学び、学んだことが地域の活性化に生
かされ、まちづくりにつながるよう、世代間交
流や地域団体との連携を進め、市民のふれあい
や交流、自己実現の場の提供を図ります。

　(１) 推進体制の基盤整備

 「生涯学習推進計画」に基づき、総合的な施策
の推進を図るとともに、市民の参画や大学等との
連携による推進体制の整備に努めます。

　(２) 学習施設の整備と体系化

　生涯学習を推進するための学習プログラムの研
究・開発や学習情報の収集・提供、指導者の養成・
研修などを行うとともに、生涯学習のネットワー
クのセンター的機能を果たすことができる（仮称）
生涯学習センターの建設を進めます。
　学習施設間の相互の連携や協力を密にし、各施
設が持つ機能や立地条件などを生かした学習施設
の体系化を図るとともに、市民の多様な学習ニー
ズに応え、学んだことを社会に還元するなど生涯
学習社会をめざすにふさわしい施設の整備、学習
内容の充実を図ります。また、コミュニティセン
ターをはじめコミュニティ関連施設との連携や大
学等との連携を図ります。さらに、身近な学習活
動の場の一つとして学校施設の利用を推進します。

　(３) 学習情報の収集と提供

　施設情報、講座・イベント情報、団体情報、人
材情報など多面的な学習・文化・スポーツ情報の
収集と提供に努めるとともに、必要な情報が適時
に提供できる生涯学習情報システムの整備を進め
ます。また、市民のさまざまな学習相談に応じ、
適切に指導・助言できる体制を整備します。
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2　社会教育施設等における生涯学習の推進

　(１) 社会教育施設の整備・充実

　地域での市民の多様な学習・文化活動に応える
ことができる地区公民館の諸施設の充実に努める
とともに、地域での生涯学習の幅広い展開を支え
るにふさわしい地区公民館の運営体制の充実を図
ります。
　図書館においては、市民の多様なニーズに応え
られるよう新鮮で魅力ある蔵書をめざすとともに、
中央図書館・分館・分室の施設の充実に努め、生
涯学習時代にふさわしい施設整備を図ります。ま
た、近隣市町の図書館や大学等の図書館との連携
と相互利用を進めます。
　地域歴史資料を収集展示し、文化財保護、情報
発信基地としての拠点施設である博物館は、収集
資料の増大に対応するため、また市民の学習意識
の高まりに伴う展示内容の更新を図るため、施設
の整備・充実に努めます。

　(２) 学習プログラムの充実

　「生涯学習推進計画」に基づき、公民館や図書
館をはじめとする社会教育施設で生涯学習の中核
的な役割を担い、相互の連携を図るとともに、障
害者や、乳幼児から高齢者までを対象とする幅広
い学習機会の保障と、人権、福祉、環境などの現
代的課題や市民ニーズに応じた学習内容の充実に
努めます。
　また、「子ども読書活動推進計画」の策定や、
図書館における読書活動の振興につながる諸事業
の実施、学校図書館への支援等を通じて、さまざ
まな学習プログラムの提供に努めます。

　(３) 学習活動への支援

　地域での多様な自主的学習活動を支援するため、
図書館でのレファレンスサービスや各施設での学
習相談機能の充実を図るとともに、電子資料の有
効活用やホームページを活用した情報発信等によ
り学習情報や人材情報の提供に努めます。
　ＰＴＡなどの社会教育関係団体や自主学習グル
ープへの情報提供や相談機能の充実によりその育
成に努めるとともに、外国人への学習支援として、
国際交流協会と連携した取組や、図書館での外国
語資料の収集と貸出などの多文化サービスの展開
を進めます。

　(４) ふれあいと自己実現の場の提供

　高齢者と若い世代が共に学べる世代間交流事業
や、共通の地域課題、生活課題に関する学習機会
の提供などを行うとともに、音訳・点訳ボランテ
ィアやブックスタートボランティア、地域・家庭
文庫など、さまざまな団体等との連携による取組
を進めるとともに、地域での市民のふれあいや交
流、自己実現の場の充実に努めます。
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第４章　個性がひかる学びと文化創造のまちづくり

第2部　基本計画　　　　　第１編　部門別計画

第
４
章

第3節　スポーツに親しめるまちづくり

1

2

3

体　系 動向と課題

１　体育・スポーツ施設の整備

(１) 市民体育・スポーツ施設の整備

(２) 学校体育施設等の利用・活用

２　指導者の養成・確保と資質の向上

(１) 指導者の養成・確保

(２) 指導者の人材活用

３　スポーツ関係団体の育成

(１) 各スポーツ団体の育成

(２) 総合型地域スポーツクラブの育成

４　生涯スポーツの促進

(１) 地域スポーツの振興

(２) スポーツイベント・プログラムの提供

(３) 健康づくり事業の推進と高齢者・

　　障害者スポーツの振興

(４) 情報の提供

　生活全般における合理化や省力化が進み、運
動不足やストレスなど人びとの身体と心に深刻
な問題が生じてきています。
　また一方では、余暇時代を反映した「レジャ
ースポーツ」、運動不足、過剰栄養、ストレス
などを背景にした「健康スポーツ」、さらに高
齢化が進む中での「生涯スポーツ」など、市民
の間にスポーツに対する関心が一段と高まって
います。

　本市においては、健康づくり宣言都市として、
「一市民・一スポーツ」を合言葉に、生涯スポ
ーツの推進を目標に掲げ、市民の健康・体力づ
くり施策の充実と発展に取り組んできました。
地域に整備した体育館の利用をはじめ学校体育
施設の開放などを通じて、多くの市民のスポー
ツ活動への参加を促してきました。また、指導
者の養成では、講座の修了者が、各地域で活躍
するなど、「学び手」が「教え手」となり、地
域スポーツの振興と地域コミュニティの育成に
大きな役割を果たしています。

　すべての人が、それぞれの体力や年齢、目的
に応じて、「いつでも、どこでも、いつまでも」
スポーツに親しむことができる生涯スポーツ社
会の実現が求められています。市民ニーズに応
じたスポーツの振興を図り、できるだけ早期に
成人の週1回以上のスポーツ実施率が50％（2
人に1人）になることをめざすとともに、総合
型地域スポーツクラブの育成について検討を進
めていく必要があります。
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基本方向

1

2

1　体育・スポーツ施設の整備

2　指導者の養成・確保と資質の向上

6.8％

8.3％

19.3％

13.4％

49.6％

ほとんど毎日

週に1～2日程度

週に3～5日程度

月に1～2日程度

あまり運動（スポーツ）はしない

スポーツを行っている市民の割合

市民スポーツ意識調査（平成12年（2000年））による

　多様化する市民ニーズに応えることができる
よう、施設の整備と有効活用に努めるとともに
学校体育施設の地域への開放を今後とも推進し
ます。

　指導者の養成・確保と人材活用に努め、スポ
ーツ関係団体の育成を図り、地域スポーツの充
実や、すべての人を対象としたきめ細かなスポ
ーツプログラムの提供に努めるとともに、健康
の保持・増進のため、保健事業との連携を図り、
健康づくり事業を推進します。また、さまざま
なスポーツ情報の提供を積極的に行い、市民一
人ひとりが生涯にわたり気軽にスポーツ・レク
リエーション活動に親しむことができるよう努
めます。

計　画

　(１) 市民体育・スポーツ施設の整備

　既存の体育・スポーツ施設の老朽化に伴う安全
性の確保と高齢者や障害者などの利便性を考慮し
た施設の整備・充実に努めるとともに有効利用を
図り、利用者に対するサービスの向上に努めます。

　(２) 学校体育施設等の利用・活用

　地域のスポーツ・レクリエーション活動の中心
となっている学校体育施設開放事業の充実に努め
ます。また、大学等が所有する体育・スポーツ施
設との連携について協力を要請します。

　(１) 指導者の養成・確保

　地域におけるスポーツ活動の指導・助言にあた
る社会体育リーダー、高齢者スポーツの振興を図
る指導者、競技スポーツの技術指導や組織の育成
指導にあたるスポーツ指導員の養成・確保に努め
るとともに、資質の向上をめざし、研修会等の充
実に努めます。

　(２) 指導者の人材活用

　地域社会や時代の要請に応え、市民のスポーツ・
レクリエーション活動をより促進させるため、地
域や学校のスポーツクラブの指導者として活用が
できるよう指導者登録・派遣システムなどの充実
に努めます。
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章

第４章　個性がひかる学びと文化創造のまちづくり

第2部　基本計画　　　　　第１編　部門別計画

4　生涯スポーツの促進

3　スポーツ関係団体の育成

　(１) 各スポーツ団体の育成

　多様なスポーツ種目が普及しつつある状況に応
じ、スポーツ関係団体の育成を図ります。また、
市民の多様なスポーツに対するニーズに応えるた
めに、団体間の相互協力を促進します。

　(２) 総合型地域スポーツクラブの育成

　総合型地域スポーツクラブの育成にあたっては、
地域のスポーツ団体の役割が重要であり、学校体
育施設開放事業の充実を図る中で、各地域の活動
実態を踏まえたクラブ創設の方策を検討します。

　(１) 地域スポーツの振興

　すべての人が、「いつでも、どこでも、いつま
でも」気軽にスポーツに親しめるよう、身近な学
校体育施設をより有効に活用した地域スポーツの
振興を図ります。また、体育指導委員が、各地区
体育振興会（協議会）などのスポーツ関係団体の
協力を得て、より充実した地区スポーツプログラ
ムの企画及び実技指導・助言を行うことができる
よう取組を進めます。
　地区市民体育祭は、子どもや高齢者の参加を促進
できるよう運営方法やプログラムの充実に努めます。

　(２) スポーツイベント・プログラムの提供

　すべての人を対象に、年齢や体力に応じたきめ
細かなスポーツ教室の充実を図るとともに、ニュ
ースポーツの開発など、多様なスポーツプログラ
ムの提供に努めます。
　市長杯(旗)大会は、スポーツ振興に欠くことので
きない事業であり、今後も内容の充実に努めます。
　また、一人でも多くの市民がスポーツに関心を
持ち、親しめるよう、高度なスポーツイベントに
ふれる機会の創出に努めます。

　(３) 健康づくり事業の推進と高齢者・

　　 障害者スポーツの振興

　健康の保持・増進と生活習慣病の予防や改善の
ために、身体活動や運動を日常生活の中に習慣化
できるよう、保健事業との連携を図り、それぞれ
のライフステージに応じた生涯スポーツに取り組
める環境を整備します。また、高齢者や障害者が
健康の保持・増進を図り、健やかでいきいきとし
た生活が送れるような施策の充実に努めます。

　(４) 情報の提供

　市民が生涯スポーツに親しむための基盤である
スポーツ・レクリエーション情報の提供について
は、広報紙などでの情報提供、ホームページの充
実やオーパスシステムの活用などインターネット
の利用を推進し、市民がより情報を入手しやすい
システムの充実に努めます。
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第4節　多彩な文化が交流するまちづくり

1

3

2

体　系 動向と課題

　市民の価値観は、物質的充足から生活の質の重
視へと変化し、画一的な生活様式からより個性的
で多様な生き方を求める時代へと変化しています。
　このような変化は、文化に関する市民の自主
的な活動の展開にみられるように、人間として
の生き方や暮らし方を質的に高めていこうとす
る積極的な活動を生んでいます。
　地域には、人びとが住み、まちがつくられる
中で蓄積されて地域の個性や魅力となった、有
形、無形の文化が形づくられてきました。そし
て今、事業者を含めた市民の活動や豊かな発想
による新たな文化が、それぞれの地域の中で育
まれています。

　市民の幅広い文化活動を支援し、その創造と
振興のための総合的・多面的な文化施策の展開
を図る必要があります。
　専門的な文化施設や魅力ある文化施設など、
市民の多様な文化活動の場の整備に努めるとと
もに、地域の文化的資源の活用、都市環境の整
備に文化的手法を取り入れるなど、都市生活者
に感動とやすらぎを提供していくような文化的
風土づくりをめざすことが重要です。

　本市は、全国でも有数の「大学のあるまち」
であり、大阪大学、関西大学、大阪学院大学、
千里金蘭大学や国立民族学博物館などが立地し
ています。これらの大学等と連携・協力してい
くことにより、大学等が有する高度な専門的知
識や情報、優れた施設や設備、また若者が持つ
エネルギーを生かし、地域文化の向上を図るこ
とが求められています。

１　文化の振興

(１) 総合的文化施策の展開

(２) 市民文化の振興

(３) 地域文化の振興

(１) 文化施設の充実

(２) 大学等との連携

(３) 都市間交流の推進

２　文化を育む環境づくり

(１) 文化財の調査と保存

(２) 文化財保存意識の啓発

(３) 博物館の充実

３　文化財の保存と活用
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4

第
４
章

第４章　個性がひかる学びと文化創造のまちづくり

第2部　基本計画　　　　　第１編　部門別計画

1

2

3

基本方向　文化財は地域の歴史・文化を学習するための
財産であり、地域文化の発展の礎となるもので
す。滅失の危機にある文化財を調査し保存する
ことは、地域の将来の発展を導くための重要な
責務です。そのため、市民の文化財保護意識の
醸成に向けて、調査成果を公表し、説明板の設
置、報告書、解説冊子等の刊行事業を市民団体
の協力の下で、さらに充実していく必要があり
ます。
　博物館展示は、常に新しい成果を取り込み、
事業の更新により内容の充実を図る必要があり
ます。また、地域、各種施設、学校、各種市民
団体、ボランティアなどとのさまざまな連携に
より、市民にとって分かりやすい博物館事業を
進める必要があります。

　芸術文化活動や生活文化活動などの市民の幅
広い文化活動を支援し、新たな市民文化の創造
と地域文化の継承・発展に向け、総合的な文化
施策の展開を図ります。

　多様化し高度化する市民の文化活動の場の整
備や充実に努めるとともに、市内の大学等との
多面的な連携や都市間交流の推進を図り、文化
を育む環境づくりをめざします。

　文化財の調査を継続し、その成果を保存に生
かし、文化財を活用しつつ、地域文化の形成に
寄与するとともに、文化財の調査や成果の公開
についても市民との協働の場を形成していきま
す。また、博物館の収蔵・展示能力を高め、子
どもを含め市民に対して、分かりやすい展示や
歴史学習を体感できるような参加体験型事業を
進め、そのための地域と施設と人をつなぐ枠組
みを構築していきます。
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計　画

1　文化の振興

2　文化を育む環境づくり

吹田市吹吹田市吹

交流都市（フレンドシップ協定締結自治体）の位置図

新潟県妙高市福井県若狭町

大阪府能勢町 滋賀県高島市

平成14年（2002年）8月28日に締結。
上信越国立公園に属する妙高山麓
と高田平野からなり、雄大な自然の
景観と四季折々の変化に富み、湧出
量豊富な温泉や雄大なスキー場が
有名な都市です。人口は約4万人。
面積は約445km2。

平成17年（2005年）9月1日に締結。
滋賀県の北西部に位置し、琵琶湖
と比良山系に囲まれ、夏は水泳、
冬はスキーが楽しめる都市です。
人口は約5万5000人。面積は約
511 km2。

平成16年（2004年）11月13日に締
結。若狭国定公園に指定された若
狭湾、三方五湖や三十三間山、武
奈ヶ岳などの山々の緑豊かな都市
です。人口は約1万7000人。面積
は約178 km2。

平成17年（2005年）8月29日に締結。
谷間に広がる田園、山の斜面に開
かれた棚田、緑の山並みなど、四
季を肌で感じることができる、自
然豊かな都市です。人口は約1万
4000人。面積は約98 km2。

　(１) 総合的文化施策の展開

　文化振興施策を総合的かつ計画的に推進するた
めの「文化振興基本条例」や「文化振興ビジョン」
「みんなで創る！歴史と文化のまちづくり」に基
づき、幅広い市民の文化活動を支援し、その創造
と振興を図ります。

　(２) 市民文化の振興

　市民文化祭や美術展覧会、地区公民館文化祭、
市民ギャラリーなど市民の自主的な芸術文化活動
や生活文化活動を支援するとともに、文化関係団
体の育成に努めます。また、文化会館（メイシア
ター）での事業や市民劇場など優れた芸術文化に
ふれる機会の提供を図ります。さらに、国際交流
協会との連携を図り国際的文化交流の機会の創出
に努めます。

　(３) 地域文化の振興

　歴史文化まちづくりセンター（浜屋敷）の活用
など、人びとが住み、まちがつくられる中で蓄積
された歴史・文化資源を発掘・再発見し、まちの
財産として保全・活用していきます。
　また、地域の資源を活用したさまざまな文化活
動や交流を活発にし、新しい地域文化の創造に努
めます。

　(１) 文化施設の充実

　市民の多様な文化活動に応えるため、芸術文化
施設の整備などを検討します。また、使いやすさ
や利用しやすさなどの視点からすべての施設の見
直しを図るとともに、施設間のネットワークづくり
を進め、利用者のニーズに応じた整備に努めます。

　(２) 大学等との連携

　大学等の文化・学術・研究機関の専門的研究機
能や情報発信機能、また、学生の潜在能力やエネ
ルギーを、地域の文化の発展とまちの魅力づくり
に生かすことができるような交流の促進と連携事
業の推進を図ります。

　(３) 都市間交流の推進

　特色ある文化や歴史を持つ都市との交流を通し
て、相互の共通点や相違点を認識し、相互のコミ
ュニティ意識の醸成を図るために、行事やイベン
トでの市民参加交流や相互訪問など都市間交流の
推進を図ります。
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3　文化財の保存と活用

第４章　個性がひかる学びと文化創造のまちづくり

第2部　基本計画　　　　　第１編　部門別計画

第
４
章

2 9，028 2 1，710 347，929 3.09吹田市

1

1

1 2，276 2 514 128，917 2.16大東市

1 1 1，130 1 450 79，227 1.99柏原市

885 3 1，120 124，898 1.61箕面市

3 5，817 3 624 515，094 1.25東大阪市

1 1 684 1 1 790 119，246 1.24羽曳野市

5 2，804 1 1，820 402，563 1.15枚方市

2 2，513 1 160 250，806 1.07寝屋川市

2 555 56，996 0.97大阪狭山市

2 1，937 2 560 260，648 0.96茨木市

1 1，515 172，974 0.88和泉市

1 1，155 132，562 0.87松原市

1 480 2 620 126，558 0.87富田林市

2 568 1 578 152，298 0.75守口市

1 435 85，065 0.51摂津市

1 340 66，806 0.51藤井寺市

1 1 1，445 1 300 391，726 0.45豊中市

1 1 4 5，036 1 10 4，328 2598，774 0.36大阪市

3 740 1 535 357，438 0.36高槻市

2 2 1，807 3 746 792，018 0.32堺市

1 220 121，008 0.18河内長野市

1 400 274，777 0.15八尾市

市町村

大学 短期大学

国立校数
（校）

※1　　　　
公立校数
（校）

私立校数
（校）

※2　　　
学生数
（人）

※1　　　　
公立校数
（校）

私立校数
（校）

※2　　　
学生数
（人）

市人口
（人）

※3　　　

市人口に
対する学
生の割合
（％）

― ―

― ―

― ―

―

― ― ―

― ― ―

―

― ― ―

― ― ―

― ― ― ― ―

― ― ―

― ― ― ― ―

― ― ― ― ―

― ― ―

― ― ―

― ― ― ― ―

― ― ― ― ―

― ―

― ― ―

― ―

― ― ― ― ―

― ― ― ― ―

大阪府内の大学数・学生数（平成12年（2000年））

大学数・学生数は全国学校総覧（2001年版）による
市人口は国勢調査による

※1　公立は府立・市立を含む　　※2　学生数は入学定員　　※3　市人口に対する学生の割合＝（大学学生数＋短期大学学生数）／市人口

　(１) 文化財の調査と保存

　地域に残されてきた埋蔵文化財、有形文化財、
無形文化財などを調査し、保存と活用を図ります。
特に重要な文化財については、指定文化財、登録
文化財などの措置を講じ、保存に向けた補助や助
成に努めます。

　(２) 文化財保護意識の啓発

　文化財説明板の設置、調査報告書や各種解説書
などの刊行によって、調査成果の公表と情報の提
供を行い、文化財保護意識の啓発を進めます。あ
わせて、講演会や現地説明会、見学会の開催など
によって、文化財情報を提供します。

　(３) 博物館の充実

　考古、歴史、民俗、美術工芸などに関する地域
資料の蓄積を図り、展示事業等によって公開して
いきます。常設展示については、分かりやすく歴
史学習のできるような展示に努め、市民が気軽に
訪れる博物館をめざします。
　講座などに加え、トーク・参加体験型学習など
の開催に工夫を加え、広く市民が歴史にふれ、感
動を得ることができるような事業の展開を進めま
す。また、市民ボランティア、学校教員、歴史関
係団体、自然関係団体などとの協働や連携による
事業展開を進め、地域の歴史や文化を学ぶ拠点と
してまちづくりに貢献できる施設のあり方を研究
していきます。
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第5節　国際感覚豊かなまちづくり

体　系

1

2

3

基本方向

1

2

3

動向と課題 外国人登録人口の推移

6,000

3，011

808

129
572

2，974

905

135

609

2，856

937

119

648

2，734

993

111

688

2，757

1，016

108

2，688

1，119

109

737

2，707

1，176

107

781

2，615

1，215

110

2，541

1，278

113

864

2，536

4，520 4，623 4，560 4，526 4，598 4，653 4，771 4，785 4，796 4，834

1，296

125

877845717

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

（人）

平成7年
（1995年）

平成8年
（1996年）

平成9年
（1997年）

平成10年
（1998年）

平成11年
（1999年）

平成12年
（2000年）

平成13年
（2001年）

平成14年
（2002年）

平成15年
（2003年）

平成16年
（2004年）

韓国・朝鮮 中国 米国 その他

(１) 学習機会の提供

(２) 国際交流の促進

(１) 外国籍市民にとっても暮らしやすい

　　まちづくりの推進

(２) 外国籍市民の市政への参画

３　多文化共生のまちづくり

２　国際理解の推進

１　国際感覚の醸成 　あらゆる機会を通して国際理解と国際感覚を
深める学習機会や情報の提供に努めます。

　教育、文化、スポーツなどの分野における市
民による国際交流を促進するため総合的な施策
を進めます。

　外国籍市民の市政への参画や地域での交流を
進め、居住者や留学生が主体的に誇りを持って
暮らしていける環境の整備に努めます。

　地域における国際化が進展する中で、多様な
文化や価値観を互いに理解し合い、共に地球的
視野の中で生きていくことの大切さを実感し、
多文化共生のまちづくりを進めていく必要があ
ります。市民一人ひとりが、国際感覚を高め、
国際理解を深めるとともに、豊かな地域文化の
発展に寄与していく必要があります。

　本市には、大学をはじめ学術・研究機関が数
多く立地し、留学生や本市を訪れる外国人が増
加してきており、こうした国際的文化・学術環
境を生かしたまちづくりを進める必要があります。

　人と人とのかかわりをいっそう充実させる中
で外国籍市民を同じ地域社会の構成員として認
め、異文化を持つ人びとの自発的な市政への参
画や地域社会で貢献する機会を提供して、居住
者や留学生にとって暮らしやすく、地域住民と
して個性を発揮できるよう取組を進める必要が
あります。
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第４章　個性がひかる学びと文化創造のまちづくり

第2部　基本計画　　　　　第１編　部門別計画

第
４
章

計　画

1　国際感覚の醸成

2　国際理解の推進

3　多文化共生のまちづくり

コロンボ

モラトワ

シドニーバンクスタウン

メルボルン
キャンベラ

オーストラリア

バンクスタウン市

スリランカ

モラトワ市

友好都市の位置図

昭和57年（1982年）7月20日に締結。
コロンボ市南20kmに位置するスリ
ランカ第3の都市です。塗料、機械、
縫製などの産業が盛んで、伝統家具
の産地としても有名です。人口は約18
万人。面積は16km2。

平成元年（1989年）3月9日に締結。
シドニーの南西20kmに位置する緑
豊かな自然に満たされた住宅、文化、
商業都市です。人口は約18万人。面
積は78km2。

　外国籍市民の増加に伴い、市民の国籍や生活形
態も多様化していることを認識し、異文化を担う
人びととの交流を促進します。外国籍市民を含む
すべての人が、共に生きる市民として相互に尊重
し合う意識を高めるような各種セミナーやイベン
トを実施します。

　(１) 学習機会の提供

　学校教育において国内外のさまざまな生活習慣
や文化を伝え「自分」と比較する中で、共に学ぶ
仲間として「ちがい」を認め合い、受け入れ合う
心を育む教育の充実を図ります。生涯学習におい
ては成熟した国際感覚を養う視点に立った講座な
どの開催を通じて、共にかけがえのない存在とし
て地域の国際化のために参画できる基盤づくりに
努めます。

　(２) 国際交流の促進

　国際相互理解の第一歩として、国際交流の場を
提供するとともに、市民レベルでの交流活動への
支援に努めます。また、友好都市であるモラトワ
市、バンクスタウン市との交流事業や、国際化の
時代にふさわしい諸事業を国際交流協会と連携を
図りながら推進します。さらに、市内の大学や国
立民族学博物館などの事業とも連携し、国際交流
の促進に努めます。

　
 　
　(１) 外国籍市民にとっても暮らしやすい

　　 まちづくりの推進

　外国籍市民の人権を守る諸施策を推進するとと
もに、日常生活に必要な情報の提供や相談窓口の
設置などにより、暮らしに役立つサービスの充実
を図ります。
　また、関係行政機関をはじめ民間企業の協力を
得て、公共的案内表示の外国語併記の整備などの
促進を図ります。さらに、外国籍市民を対象に、
日本語や日本の文化・生活習慣について学習する
機会を提供し、日本での生活にスムーズに適応で
きるよう支援します。
　また、外国籍市民が地域活動やまちづくりに参
加しやすい環境づくりに取り組むとともに、外国
籍市民との交流の場を整備します。

　(２) 外国籍市民の市政への参画 
　審議会等への外国籍市民の参画を促進するとと
もに、共に生きる市民として市政に参画する機会
の拡大について検討を進めます。
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第1節　環境負荷の少ない住みよいまちづくり

1

2

3

4

動向と課題

第5章　環境を守り育てるまちづくり

体　系

　事業活動に伴う公害については、公害関係法
令の整備などの対策が講じられてきていますが、
近年は、ダイオキシン類に代表される有害化学
物質による新たな環境汚染が問題となっていま
す。
　また、自動車交通量の増大に伴う大気汚染や
騒音、近隣における生活騒音など、都市部の市
民生活に起因する都市・生活型公害が顕在化し
てきています。

　空き缶・たばこなどのごみのポイ捨てや不法
看板の設置などが市内のさまざまな場所で多く
みられ、生活環境に大きな影響を与えています。

　土地の高度利用が進む中、中高層建築物の建
築が増加しており、これに伴う日照阻害・電波
障害などの問題が発生していることから、これ
らの未然防止を図る必要があります。

　近年、地表面のアスファルト舗装の普及、建
物の高密度化、人工廃熱の増大が進む中、都市
部の気温が上昇するヒートアイランド現象が大
阪府域で認められ、夜間の高温化をもたらすな
ど生活環境に影響を及ぼしていることから、こ
の現象を緩和するための総合的な対策が求めら
れています。

(１) 事業活動に伴う公害防止対策の推進

(２) 自動車公害防止対策の推進

(３) 有害化学物質等による環境汚染の未然防止

(４) 環境監視体制の充実

(５) 公害健康被害者の救済

１　環境汚染防止対策の推進

(１) 生活型公害防止の啓発

(２) 環境美化の推進

(３) 日照阻害・電波障害対策

(４) ヒートアイランド対策

(５) 環境衛生の充実

２　快適な生活環境の確保
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第５章　環境を守り育てるまちづくり

第2部　基本計画　　　　　第１編　部門別計画

1

2

基本方向

第
５
章

水質汚濁の状況（ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）目標値適合率の推移）

環境部データによる

78.6％
73.1％

80.4％ 81.8％
90.7％

（％）
100
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吹田市西消防署局 吹田市北消防署局

川園局 吹田簡易裁判所局
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大気汚染の状況（二酸化窒素濃度（日平均値の年間98％値）の推移）

環境部データによる

騒音の状況（環境騒音（道路に面しない地域）目標値適合率の推移）
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　事業活動に伴う公害の発生を未然に防止し、
市民の健康を守るため、公害関係法令に基づき
規制や指導の強化を図るとともに、自動車交通
量の抑制や自動車排出ガスの削減のための各施
策を推進し、大気汚染物質や騒音の低減を図り
ます。
　また、ダイオキシン類をはじめとする有害化
学物質等による環境汚染については、事業者と
ともにその未然防止に取り組みます。
　さらに、環境監視体制を充実させ、そのデー
タを施策に反映させて環境汚染物質の低減化を
推進します。

　生活騒音や生活排水などの生活型公害に対し、
防止を図るための必要な啓発を行うとともに、
環境美化に対する意識の高揚を図り、市民や事
業者と連携し、快適な生活環境を確保するため
の対策を推進します。
　また、ヒートアイランド現象を緩和するため、
市民、事業者、行政が連携した総合的な対策を
推進します。
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2　快適な生活環境の確保計　画

1　環境汚染防止対策の推進 　(１) 生活型公害防止の啓発

　生活騒音等の身近な生活環境をめぐる問題につ
いての解決を図るため、近隣間の生活マナーの向
上について啓発を行います。
　また、生活排水等による水質汚濁を防止し、良
好な水環境を保全するため、市民や事業者ととも
に、水環境をよくする取組を推進します。

　(２) 環境美化の推進

　市民、事業者、関係機関と連携を図り、違法屋
外広告物の撤去活動やポイ捨て等の防止の啓発に
努め、環境美化活動を推進します。

　(３) 日照阻害・電波障害対策

　中高層建築物の建築に伴う日照阻害・電波障害
などの問題について、関係者の相互理解により解
決できるように努めるとともに、紛争を未然に防
止するよう指導に努めます。

　(４) ヒートアイランド対策

　市域におけるヒートアイランド現象の実態把握
に努めるとともに、大阪府との連携を図りながら、
省エネルギーや緑化の推進、雨水浸透施設の設置
の促進など市民、事業者、行政が一体となった各
種対策を推進します。

　(５) 環境衛生の充実

　ねずみ、蚊、はえ及び不快害虫の駆除や狂犬病
予防対策などに努めるとともに、雑草などが繁茂
している空地について、空地所有者に対して適正
管理を促します。
　また、市立火葬場については、周辺環境に十分
配慮した施設の整備に努めます。

　(１) 事業活動に伴う公害防止対策の推進

　事業活動に伴う公害の発生を未然に防止するた
め、「大気汚染防止法」「水質汚濁防止法」「騒
音規制法」などに基づき、規制や指導の強化、徹
底を図ります。

　(２) 自動車公害防止対策の推進

　自動車交通量の抑制、排ガスの規制強化等の発
生源対策や、道路構造の改良等の沿道環境改善に
ついて、国や関係機関に働きかけるとともに、ノ
ーマイカーデー運動、アイドリング・ストップ運
動等の啓発事業や、低公害車の普及促進など、市
として取り組むことができる自動車公害防止に係
る施策を積極的に推進します。

　(３) 有害化学物質等による環境汚染の未然防止

　ダイオキシン類等の有害化学物質の排出削減を
指導するとともに、未規制化学物質などの使用実
態、環境に及ぼす影響等を調査し、事業者ととも
に環境汚染の未然防止に取り組みます。
　また、「遺伝子組換え施設に係る環境安全の確
保に関する条例」の運用により、遺伝子組換え実
験の実施に伴う環境への生物による影響の未然防
止に努めます。

　(４) 環境監視体制の充実

　大気汚染、水質汚濁、騒音などの状況を的確に
把握し、環境悪化を未然に防ぐとともに、環境保
全を図るため環境監視体制の充実を図ります。

　(５) 公害健康被害者の救済

　公害認定患者に対する事業及び特定地域の大気
汚染特定疾病患者に対する医療費助成を継続し、
市内在住のぜん息児や呼吸器系疾病患者対象の健
康被害予防事業の充実を図ります。
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第５章　環境を守り育てるまちづくり

第2部　基本計画　　　　　第１編　部門別計画

第2節　自然と共生するまちづくり

体　系

1

2

基本方向

1

動向と課題

第
５
章

体　系 計　画

1　自然とのふれあい空間の保全と創造

2　自然環境保全意識の普及・啓発

　生き物の生息空間の確保を図り、緑や水辺、
農地など、自然とふれあうことができる空間の
保全や整備に努めます。

　自然環境保全に関する正しい理解や知識の普
及・啓発を図り、市民、事業者などの自主的な
活動の促進に努めます。

　開発事業による緑の減少など都市化の進行に
より、日常生活における人と自然とのふれあい
の場や機会が少なくなってきていますが、自然
は、やすらぎとうるおいを与えるなど人間生活
にとって必要不可欠なものです。
　貴重な自然環境を育み次世代に引き継ぐため、
緑や水辺、農地など、自然とふれあうことがで
きる空間の保全や整備に努めるとともに、市民
の自然に関する理解や関心を深めることが必要
となっています。

(１) 生き物の生息空間の確保

(２) 身近な緑や水辺の保全と創造

(３) 花と緑、水をめぐるネットワークの充実

１　自然とのふれあい空間の保全と創造

(１) 学習機会の提供及び情報の整備・活用

(２) 自然保護活動への支援

２　自然環境保全意識の普及・啓発

　(１) 生き物の生息空間の確保

　市内の生き物の生息実態を把握し、それらの生
態系を守るため、多くの生き物の生息している地
域の保全に努めます。

　(２) 身近な緑や水辺の保全と創造

　市街地にある樹林地、農地などの緑地の保全や、
緑の機能、地域の特性を生かした緑化推進を図る
とともに、市民、事業者の主体的な緑化活動を支
援する仕組みの整備を図ります。また、開発事業
に際し、事業地内の豊かな緑の確保が図られるよ
う、誘導に努めます。
　さらに、水辺の持つ多様な生き物の生息空間と
しての機能を生かしながら、自然とふれあうこと
ができる水辺空間の整備を進めます。

　(３) 花と緑、水をめぐるネットワークの充実

　多様な生き物の生息空間を確保することができ
るよう、緑のネットワークルートを活用しながら、
身近な公園や緑地を中心として、河川やため池等
の貴重な自然をつなぎ合わせます。その中で、地
域の特性に応じた花と緑、水に親しめる散策コー
スを選定し、拠点となる施設の充実を図ります。

　(１) 学習機会の提供及び情報の整備・活用

　自然環境の保全に関する正しい理解や知識の普
及・啓発を図るため、市民が自然とふれあい、学
ぶ機会を提供するとともに、自然環境に関する情
報の整備や活用に努めます。

　(２) 自然保護活動への支援

　市民、事業者などの自主的な自然保護活動への
支援に努めます。
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ぶらっと吹田～花と緑、水めぐる遊歩道～　コースマップ

０１

竹林散策コース
約４.５km　約１５０分

０２

さくらコース
約３.８km　約１５０分

０３
大きな街路樹コース
約４.０km　約１２０分

０８竹見・桃山　公園めぐりコース
約３.５km　約１２０分

１６江坂・垂水コース
約６.０km　約１８０分

１８

関大・片山コース
約４.０km　約１２０分

０９
桃山台・春日コース
約２.８km　約１００分

１７

江坂・江の木・糸田川コース
約４.０km　約１２０分

２１

水辺スーパーロングコース
約１２.０km　約３６０分

１９

旧吹田・中の島コース
約４.０km　約１２０分

２０

南正雀コース
約６.０km　約１８０分

１３

片山・原　池めぐりコース
約４.８km　約１６０分

１２

岸部村・紫金山コース
約４.０km　約１６０分１５

さくら春うららコース
約７.０km　約２５０分

０５

千里緑地コース
約５.０km　約１５０分

千里丘稲荷コース（春）

０７

千里丘稲荷コース
約５.０km　約１５０分

ピアノ池・三色彩道コース
約５.５km　約１８０分

１４

すいたのおへそコー ス
約３.８km　約１４０分

江坂・江の木・糸田川コース（春）

１０

千里山界隈コース
約４.０km　約１４０分

０６

山田村コース
約４.５km　約１５０分

１１

佐井寺・関大コース
約５.０km　約１８０分

春

０４

Ｎ

春
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第５章　環境を守り育てるまちづくり

第2部　基本計画　　　　　第１編　部門別計画

第
５
章

第3節　循環を基調とするまちづくり

体　系 3

1

2

3

4

動向と課題体　系

　地球の温暖化、オゾン層の破壊などの地球環
境問題の深刻化に伴い、京都議定書など国際的
な取組や国による各種法整備などが進められて
いますが、これらの問題は、私たちの日常生活
や事業活動と深くかかわっていることから、そ
のあり方を見直し、一人ひとりが地球環境保全
に貢献できる取組を進めていくことが求められ
ています。

　本市におけるごみの排出量については、家庭
系ごみ、事業系ごみともに減少傾向にあるもの
の、排出されるごみ中には紙類などの資源化可
能物が含まれています。排出者責任による分別
の徹底を図るとともに、よりいっそうの減量・
リサイクルの取組を推進する必要があります。
　また、廃棄物の適正な処理の確保のため、耐
用年数を超えて稼働している焼却施設の建替え
を円滑に進める必要があります。

　環境問題は複雑・多様化し、その解決に向け
た施策も広範多岐にわたっています。持続可能
な社会の実現に向けて、環境施策を適切かつ効
果的に進めるためには、将来を見通した長期的
視点を持ち、施策を相互に連携させながら、市
民、事業者、行政の協働の下で、総合的かつ計
画的に進める必要があります。

　講演会、イベントの開催などの啓発活動をは
じめ、学校における環境教育副読本の作成など
環境学習・環境教育の推進を図ってきましたが、
環境問題と私たちの社会経済活動との深いかか
わりや国における「環境の保全のための意欲の
増進及び環境教育の推進に関する法律」の制定
などを踏まえ、家庭、学校、地域などのさまざ
まな場における環境学習・環境教育のさらなる
推進が求められています。

(１) 環境基本計画の推進

(２) 率先行動の推進

(３) アジェンダ２１すいたの推進

(４) 環境影響評価制度の運用

(５) 環境情報の整備・提供

３　総合的・計画的な環境施策の推進

(１) 地球環境に配慮した行動の普及促進

(２) 新しいエネルギーの活用

１　地球環境保全の推進

(１) 廃棄物の減量・リサイクルの推進

(２) 廃棄物の適正な処理

２　廃棄物対策の推進

(１) 環境学習・環境教育の機会の充実

(２) 人材の育成・支援

４　環境学習・環境教育の推進
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1

2

3

4

基本方向 計　画

ごみ排出量の推移 環境部データによる
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平成16年度
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家庭系 事業系

　地球環境に配慮した行動の普及促進を図りな
がら、日常生活や事業活動において足もとから
の地球環境保全に向けた取組を進めます。また、
地球環境保全を進める上で有効な新しいエネル
ギーについて、その活用が図られるよう取組を
進めます。

　日常生活や事業活動において、廃棄物等の発
生抑制（リデュース）、再使用（リユース）、
再生利用（リサイクル）により、減量・リサイ
クルの徹底を図るとともに、千里リサイクルプ
ラザと連携し循環型社会の形成を図ります。
　また、環境保全を基本としたごみの適正な処
理に努めるとともに、焼却施設の建替え事業を
進めます。

　環境を総合的な視点でとらえ、市民、事業者、
行政それぞれの役割分担の下、相互に協力・連
携しながら、広範多岐にわたる環境施策を体系
的に組み立て、計画的な推進を図ります。

　一人ひとりが環境問題に関心を持ち、環境保
全に向けた主体的活動を実践できるよう、多様
な場での環境学習・環境教育の機会の充実を図
るとともに、その担い手としての人材の育成や
支援を図ります。

1　地球環境保全の推進

2　廃棄物対策の推進

　(１) 地球環境に配慮した行動の普及促進

　地球温暖化やオゾン層の破壊などの地球環境問
題に対処するため、日常生活や事業活動において、
地球環境に配慮した行動が進められるよう、その
普及促進を図ります。

　(２) 新しいエネルギーの活用

　太陽光発電やバイオマスなどの新しいエネルギ
ーの活用が図られるよう、普及・啓発を行うとと
もに、各種支援制度の検討を行います。

　(１) 廃棄物の減量・リサイクルの推進

　廃棄物の減量・リサイクルの徹底が図られるよ
う啓発や指導に努めるとともに、千里リサイクル
プラザとの連携により、新たな資源化方策等につ
いて研究します。
　また、廃棄物の減量・リサイクルに関する市民、
事業者の自主的な取組に対する支援を行います。

　(２) 廃棄物の適正な処理

　廃棄物処理施設の整備・充実を図り、環境に配
慮した廃棄物の適正な処理に努めます。
　焼却施設の建替えにあたっては、廃熱の有効利
用を図るとともに、周辺地域と共存できるよう十
分な環境対策を行います。
　また、残灰・不燃物の処分に必要な最終処分場
等の確保についても、関係市町村との連携の下に、
国や府に強く要請します。
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第５章　環境を守り育てるまちづくり

第2部　基本計画　　　　　第１編　部門別計画

第
５
章

環境に配慮した日ごろの行動

平成14年度（2002年度）市民意識調査による

0 20 40 60 80
（％）
100

資源の回収に努めている

冷房・暖房時の温度設定を控えめにしている

節電・節水に努めている

ごみを出さないようにしている

車のアイドリングを控えるようにしている

有機栽培等の農作物を購入するようにしている

身近な緑づくりに取り組むようにしている

できるだけ公共交通機関を使うようにしている

ごみを自家処理するようにしている

その他

70.6％

67.1％

62.2％

44.1％

25.1％

24.4％

21.7％

21.4％

6.5％

3.3％

3　総合的・計画的な環境施策の推進 4　環境学習・環境教育の推進　

　(１) 環境基本計画の推進

　「環境基本条例」「環境基本計画」に基づき、
総合的かつ計画的な環境施策の推進を図ります。

　(２) 率先行動の推進

　市自らの活動が環境に大きな負荷を与えている
ことを認識しながら、市民、事業者の環境保全に
対する意識の高揚を図るため、省エネルギー・省
資源やグリーン購入など率先して環境に配慮した
取組を進めます。

　(３) アジェンダ２１すいたの推進　
　市民、事業者、行政が協力・連携し、持続可能
な社会の実現に向けた行動計画である「アジェン
ダ21すいた」の推進を図ります。

　(４) 環境影響評価制度の運用

　「環境影響評価条例」に基づき、環境影響評価
制度を適切に運用し、総合的な環境保全を推進し
ます。

　(５) 環境情報の整備・提供

　環境施策の効果的な推進を図るとともに、市民、
事業者の環境への取組の促進に資するため、環境
情報を体系的に整備するとともに、多様な広報媒
体を活用した情報提供に努めます。

　(１) 環境学習・環境教育の機会の充実

　市民の誰もが環境に関心を持ち、環境に対する
責任と役割を理解し、自らの生活のあり方を見直
すことができるよう、家庭、学校、地域、職場、
野外活動など多様な場において環境学習・環境教
育の充実を図るとともに、環境学習プログラムや
教材の開発・整備に努めます。

　(２) 人材の育成・支援

　市民の環境への取組を定着させ、地域からの環
境創造を進めるため、知識や経験が豊かな人材の
発掘と養成を行うとともに、その人材が地域や学
校で幅広く活躍できるような条件整備に努めます。
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2

第1節　安全なまちづくり

体　系

5

4

1

3

動向と課題

体　系

第6章　安全で魅力的なまちづくり

　今世紀前半での発生が予想されている東南海・
南海地震をはじめ、台風や集中豪雨など、大き
な被害をもたらす災害の発生が懸念されていま
す。都市構造の変化や高齢化が進む中で、丘陵
部と低地部からなる地勢を持つ本市でもこのよ
うな災害が発生すると、被害が広範囲に及ぶこ
とも予測されます。このため、災害の未然防止
と、被害を最小限度に止めることができるよう、
都市の防災機能の強化や、ライフラインの確保、
防災体制の強化・充実を図ることが求められて
います。さらに、阪神・淡路大震災の教訓から、
「自分たちのまちは自分たちで守る」という地
域防災の基本に立ち、市民の防災意識の高揚や、
地域における自主的な防災活動の促進を図る必
要があります。

　人口の高齢化や女性の社会進出により、昼間
の地域社会では高齢者と子どもの比率が高くな
りつつあります。また、他人の生活に干渉しな
いという意識が地域の人間関係を希薄にしてい
ることから、災害発生時における、高齢者や障
害者等の要支援者に対する地域ぐるみでの避難
誘導や安全対策の充実が必要になっています。

　地域での連帯意識の希薄化が進み、地域社会
での犯罪抑止力も低下し、犯罪の増加が懸念さ
れています。本市では、「大阪府安全なまちづ
くり条例」の制定を受け、「大阪府吹田警察署
安全なまちづくり協議会」を発足させ、警察、
事業者、市民、民間団体、行政が一体となって、
安心・安全に暮らすことのできるまちづくりに
努めています。今後さらに、防犯体制の確立を
図り、家庭、地域、関係機関が一体となって、
犯罪のないまちづくりを進める必要があります。

　社会経済活動や市民の生活行動が多様化する
中で、予想し難い災害が発生する危険性が拡大
しています。また、科学技術の高度化に伴い、
放射性物質など危険物質による特殊災害の潜在
的発生要因が多くなっています。これらの災害
や、地震、風水害などの大規模災害に的確に対
応できる体制の確保が必要です。特に阪神・淡
路大震災での貴重な経験や教訓等を踏まえ、大
規模災害時における人命救助活動等をより効果
的にするためには、災害活動拠点の整備や広域
消防相互応援体制のいっそうの充実を図る必要
があります。

　救急に対する需要は年々増加の傾向にあり、
また、救急救命処置に関しては高度化が求めら
れています。このような状況を踏まえ、救急活
動体制や救急隊員の知識や技術を維持向上する
ため、関係機関における実習・研修等の整備・
充実を図る必要があります。

(１) 市街地の防災環境整備

(２) 防災体制の確立

(３) 地域防災力の向上

(４) 地域防災計画の充実

１　防災

(１) 消防体制の整備・充実

(２) 火災予防の推進

(３) 警防活動の充実

(４) 救急活動の充実

３　消防

(１) 防犯環境の整備

(２) 防犯体制の充実

(３) 防犯意識の高揚

２　防犯
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第６章　安全で魅力的なまちづくり

第2部　基本計画　　　　　第１編　部門別計画

1

2

3

4

5

基本方向

第
６
章

計　画

1　防災　市民との協働による安心・安全のまちづくり
は、行政や市民生活のさまざまな分野に及ぶこ
とから、関連する施策の体系化を図り、市民、
事業者の協力の下に総合的かつ計画的に推進し
ていきます。

　災害時における市民生活の安全を確保するた
め、都市防災機能を強化し、災害の未然防止と
被害の軽減を図ります。また、災害時に迅速か
つ的確な対応ができるよう、防災システムの整
備確立や、救援体制の充実などを図り、防災体
制の確立をめざします。さらに、市民の防災意
識の高揚に努め、自主防災組織の結成を促進し、
地域における自主的な防災活動の促進を図ります。

　犯罪のないまちをめざして、市民や関係機関
と連携して、各種犯罪の未然の防止に努めると
ともに、市民の防犯意識の高揚に努めます。

　各種災害に即時対応できる消防体制を整備す
るとともに、火災等の防ぎょ活動に必要な消防
車両、装備、消防水利や消防指令通信システム
の整備・充実を図ります。また、火災予防活動
を展開し、市民、事業所などにおける防火意識
の高揚と防火防災体制の確立を図ります。

　救命率向上のため、救急救命士の養成、教育、
救急資機材の整備を行い、医療機関をはじめ市
民を含めた病院前救護体制の充実に努めます。

　(１) 市街地の防災環境整備

　都市における防災機能を強化し、災害の未然防
止と被害の軽減を図るため、都市基盤施設の防災
機能の強化に努めるとともに、防災空間の整備や
木造密集市街地の整備により防災性の向上を図り
ます。

　(２) 防災体制の確立

　防災の中枢拠点としての防災センターの建設計
画を推進するとともに、他市町村との相互応援・
協力体制の充実を図ります。また、市民や関係機
関に防災情報を提供するシステムの確立に努めま
す。さらに、緊急物資の備蓄や防災用資器材の整
備を進めます。

　(３) 地域防災力の向上

　地域において防災ハンドブックや洪水ハザード
マップを活用した防災講座の開催に努め、自主防
災組織の結成を促進するとともに、災害発生時に
おいて、高齢者や障害者等の要支援者への対応が
的確に行われるよう地域との連携・協力体制の確
立に努めます。また、市民の防災意識をいっそう
向上させるため、日頃から啓発活動に努め、関係
機関と市民の参加と協力を得て合同防災訓練を実
施します。

　(４) 地域防災計画の充実

　地域防災の基本となる「地域防災計画」を定期
的に見直し、地震や風水害、危険物質による特殊
災害等の災害発生時に迅速かつ的確な対応ができ
るよう充実を図り、推進に努めます。
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2　防犯 3　消防

　(１) 防犯環境の整備

　街頭犯罪防止のため、道路や公園など多くの市
民が利用する公共施設については、犯罪面にも考
慮した整備に努めます。また、夜間の通行の安全
を確保するため、防犯灯の設置等により道路の照
度を高めます。

　(２) 防犯体制の充実

　自治会、商店会、青少年関係団体、防犯協議会
などの地域の諸団体によるパトロール活動や通学
路における子どもの保護活動等を通じて、安全な
地域コミュニティづくりに努め、防犯体制の充実
を図ります。

　(３) 防犯意識の高揚

　警察、防犯協議会等と連携して街頭キャンペー
ンの実施や地域の犯罪、防犯に関する情報の提供
等により市民の防犯意識の高揚に努めます。

　(１) 消防体制の整備・充実

　消防職団員の資質の向上を図るとともに、効果
的な人員配置をすることにより組織力を強化し、
各種災害に対応できる機動力ある組織を確立しま
す。また、消防署所の適正配置及び改修、耐震化
等を図り、災害活動拠点となる消防施設の安全性
を確保するとともに災害対応能力を向上させます。

　(２) 火災予防の推進

　効果的な査察の実施と指導により防火管理の徹
底を図るとともに、高齢者を対象とした住宅防火
診断を実施するほか、住宅用防災機器の設置につ
いて普及促進を図ります。また、各種広報媒体を
通した幅広い予防広報活動を推進します。

　(３) 警防活動の充実

　多様化する火災等の災害防ぎょ活動に万全を期
すために情報の共有化と一元化を推進するととも
に、各種警防計画の整備と、救助及び警防等の活
動技術の高度化を図ります。また、消防車両及び
装備の充実や、耐震性防火水槽などの消防水利の
適正配置を行います。さらに広域的な消防相互応
援体制の強化と地域住民による消火活動体制の整
備に努めます。

　(４) 救急活動の充実

　救急救命士の養成や救急資機材の高度化を図る
ほか、本市にある先端医療施設をはじめ各医療機
関との連携を強化するとともに、市民に対し応急
手当の方法や救急車の適正な利用方法などを普及・
啓発し、病院前救護体制の充実を図ります。
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第６章　安全で魅力的なまちづくり

第2部　基本計画　　　　　第１編　部門別計画

第
６
章

第2節　暮らしや都市活動を支える基盤づくり

体　系

1

2

動向と課題体　系

　本市は、計画的な都市基盤の整備に努める中
で、大阪都市圏における住宅都市として発展し
てきました。また、大学や医療機関、高度な学
術研究施設が整ったまちとして発展を続け、江
坂駅周辺では商業・業務機能の集積が進みまし
た。しかし、少子・高齢化の進行や地球環境問
題の深刻化、商業・業務機能の停滞、一部地域
での開発に伴う急激な人口の増加など多くの課
題を抱えており、中心市街地の活性化や既存住
宅地での計画的な更新、修復に取り組んでいく
必要があります。
　また、ユニバーサルデザインの視点を持って、
新たな市民ニーズへの対応や防災機能の充実、
環境にも配慮した取組などを進め、暮らしに安
心と快適性をもたらすとともに、市街地の活性
化を図り、個性を生かしたまちづくりを進める
必要があります。

　都市化の進行に伴い、人と自然とのふれあい
の場や機会が少なくなってきています。一方、
市民意識調査によると、多くの市民は｢緑地や
水辺などの自然環境が保全されたまち｣｢道路や
公園が整備されたまち｣を望んでいます。
　公園は自然と親しめる身近な場として大きな
役割を果たすものであり、自然とふれあえる場、
スポーツが楽しめる場、四季折々の花や木を観
賞できる場などの特色のある公園づくりを進め
ることが求められます。また、地震などの災害
時に、市民の避難や救援・救助活動に役立つよ
う整備を図る必要があります。

(１) 地域の特性を生かしたまちづくりの推進

(２) 適切な土地利用の誘導

(３) 都市機能の向上と市街地の整備

(４) 福祉のまちづくりの推進

(５) 吹田操車場の跡地利用

１　総合的な都市整備の推進

(１) 交通バリアフリーの推進

(２) 違法駐車の防止

(３) 自転車の放置防止

(４) 交通安全施設の整備

(５) 交通安全教育の推進

３　誰もが安全で快適な交通環境づくり

(１) 水源の有効利用

(２) 水質の適正管理

(３) 浄配水施設の計画的な整備

(４) 給水方法の改善

(５) 水の適正利用

６　上水道の整備

(１) 都市計画道路の整備

(２) 道路機能の整備

(３) 道路機能の管理・維持

(４) 環境整備・安全対策の充実

５　安全で快適な道路整備

(１) 下水道管等の充実

(２) 下水処理場・ポンプ場の充実

(３) 総合的な雨水対策の推進

(４) 流域下水道の整備

７　下水道の整備

(１) 特色のある公園・緑地の整備

(２) 公園施設の整備と維持管理

(３) 市民との協働による公園管理

２　緑豊かな安心して遊べる公園整備

(１) 歩行者・自転車優先のまちづくり

(２) 総合交通体系の確立

４　自動車に過度に依存しない交通環境づくり
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4

5

3 6

7

　わが国の高齢化は世界に例をみないスピード
で進行しており、本市でも本格的な高齢社会を
迎えようとしています。また、障害者の社会参
加の機会も増大しています。
　誰もが安心・安全に生活できる社会の実現に
向けて、高齢者や障害者等に配慮した施設の整
備や移動手段の確保などが求められており、さ
まざまな施策を通じバリアフリー化を進めると
ともに、交通安全施策などの充実に努める必要
があります。

　自動車交通量の増大が地球環境問題や自動車
公害の原因となっています。
　これまでの自動車優先のまちづくりから歩行
者・自転車優先のまちづくりへの転換を進める
とともに、公共交通機関の利用促進を図り、自
動車に過度に依存しない交通環境づくりに向け
て取り組む必要があります。

　道路は、交通施設としての機能だけでなく、
防災空間としての役割や、上下水道、ガスなど
のライフラインを収容するなど、円滑な都市活
動や安全な都市生活の実現に欠くことのできな
い重要な役割を担うものですが、本市の整備状
況はまだ十分とは言えません。都市計画道路の
未整備などにより、交通渋滞の発生や、渋滞回
避の通過車両の生活道路への流入を招き、市民
生活に影響を与えています。
　交通の円滑な流れを図ることができる道路ネ
ットワークの整備と充実に努めるとともに、す
べての人が安全で快適に移動できる環境づくり
に向けて、地域の特性に応じた道路整備を計画
的に進める必要があります。

　浄水・配水施設の多くが更新の時期を迎えて
いることから、ライフラインとしてよりいっそ
うの安定給水を図るため、各施設の整備を計画
的に行う必要があります。また、農薬類などに
よる汚染など新たな課題にも対応できるよう、
引き続き関係機関と連携して、本市の主な水源
である琵琶湖・淀川水系の水質保全に努めると
ともに、水の有効利用を図る必要があります。
　今後も、より安全で良質な高度浄水処理水を
供給しながら、水質管理のいっそうの強化を図
るとともに、マンションなど中高層建築物の直
結給水の普及や、貯水槽水道の適正な管理に向
けた取組が必要です。

　これまで下水道整備は、生活環境の改善と河
川などの水質改善をめざして推進してきました
が、水質改善については、いまだ大阪湾をはじ
め神崎川などでは水質環境基準が達成されてい
ない状況です。流域下水道と公共下水道の事業
をいっそう総合的に展開し、水質向上を図る必
要があります。
　一方、雨水対策については、集中豪雨時に市
内各所で浸水被害が発生していることから、雨
水施設の未整備地域や雨水整備基準が低い地域
等の改善、整備が必要となっています。河川事
業と連携しながら雨水施設の整備を進める必要
があります。
　また、これからの下水道事業においては、循
環型社会づくりの一環として、水循環と資源リ
サイクルを視野に入れた総合的な取組も求めら
れています。
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第６章　安全で魅力的なまちづくり

第2部　基本計画　　　　　第１編　部門別計画
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1

2

3

4

5

6

7

基本方向

　都市計画を推進する上での指針となる「都市
計画マスタープラン」により、市民、事業者や専
門家などに、都市計画における将来の都市像を
示し、都市計画への理解と参加を促します。ま
た、個々の都市計画の相互調整に努めるととも
に、土地利用規制や各種事業の推進を図ります。
　これまでの地域の発展を継承しながら、自然、
歴史、文化、施設、人材などを活用した、個性
豊かな地域づくりをめざします。
　将来にわたって都市の健全な発展を持続して
いくため、快適な市民生活を支えるとともに、
都市の活力を創出する産業の振興を図っていく
必要があります。このため、道路、公園、上下
水道などの都市基盤施設の整備・充実を図ると
ともに、住む、働く、憩う、遊ぶ、学ぶといっ
た都市活動を支える土地利用の計画的な誘導を
めざします。

　地域の特性を生かした、特色のある公園整備
を進めるとともに、市民と協働して親しめる公
園の整備を図ります。

　長期的な視野に立ち、より質の高いバリアフ
リー環境の整備を行うなど、安全で快適な交通
環境づくりに努めます。

　歩行者や自転車が優先される交通環境の整備
や公共交通の利便性の向上を行い、過度に自動
車に依存しない社会の実現をめざします。

　都市計画道路は、周辺景観との調和や沿道環
境に配慮しながら事業中の路線を早期に完成す
るとともに、事業化予定路線の早期着手に努め
ます。
　また、各種道路の役割分担を明確にし、地域
の特性に応じた道路機能を検討しながら都市環
境・景観の改善に努めるとともに、すべての利
用者が安全で快適に通行できる道路整備をめざ
します。

　より安全で良質な水道水の安定給水のために、
水質管理の強化及び浄配水施設の整備を進めま
す。

　「大阪湾流域別下水道整備総合計画」に基づ
き、下水処理の水質向上を図るとともに、合流
式下水道の雨天時の対策を進めます。また、処
理水や汚泥等の有効利用を図ります。
　浸水被害の実態を踏まえ、計画的に雨水施設
の整備を推進し、浸水に対する安全度の向上を
図ります。また、都市における良好な水環境を
確保するため、雨水浸透などの施策の推進に努
めます。
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計　画 2　緑豊かな安心して遊べる公園整備

1　総合的な都市整備の推進

72 約　20.08ha

公　園

街区公園

緑　　地

約　20.08ha

14 約　30.3ha近隣公園 約　30.3ha

3 約　16.7ha地区公園 約　16.4ha

3 約　52.0ha総合公園 約　46.9ha

1 約　129.0ha広域公園 約　129.0ha

93 約　248.08ha 6.93m2／人小　　計 約　242.68ha

2 約　70.7ha 1.93m2／人約　67.7ha

95 約　318.78ha 8.86m2／人約　310.38ha合　　計

種　別 箇所数
面　積

計　画 完　成
一人当たりの完成面積

都市計画公園の整備状況（平成17年（2005年）3月末現在）
建設緑化部データによる

※一人当たりの完成面積は人口350,317人（平成17年（2005年）3月末）として計算
※街区公園：主として街区内に居住する市民の利用のために設ける公園
※近隣公園：主として近隣に住む市民の利用のために設ける公園
※地区公園：主として徒歩圏域内に居住する市民の利用のために設ける公園
※総合公園：市民の休息、遊戯、運動など総合的な利用のために設ける公園
※広域公園：市域を超える広域のレクリエーション需要に対応するために設ける公園

　(１) 地域の特性を生かしたまちづくりの推進

　これまで蓄積してきた都市整備に関するさまざ
まな情報やノウハウを提供し、市民、事業者、専
門家との適切な役割分担のための仕組みづくりを
進め、地域の特性を生かした活力のあるまちづく
りを推進します。

　(２) 適切な土地利用の誘導

　調和のとれた有効かつ利便性の高い土地利用を
図るため、用途地域制度や地区計画制度などによ
る土地利用の規制・誘導を図ります。また、必要
な都市施設の整備に努めます。

　(３) 都市機能の向上と市街地の整備

　市街地の整備にあたっては、周辺の自然や景観
が損なわれないよう環境に配慮しながら居住環境
の向上、商業・業務機能の活性化、公共的空間の
創出や交通機能の改善など、これからの社会経済
動向を見据えた都市機能の再整備を図ります。

　(４) 福祉のまちづくりの推進

　社会生活を送る上でハンディキャップを持った
人を含めたすべての人が不自由なく安心して移動
できるよう、公共施設や病院、駅など多くの人が
利用する施設のバリアフリー化に努め、誰もが互
いに支え合いながら社会生活を送れるまちづくり
を推進します。

　(５) 吹田操車場の跡地利用

　吹田操車場の跡地利用は、大阪都心部への近接
性や周辺部における大学、学術研究、医療機関と
いった高度な都市機能の集積など、恵まれた立地
特性を最大限に生かし、本市のみならず広域的な
利用も視野に入れ、周辺地域との調和や居住環境
の向上、緑豊かな公共空間の創出など、魅力的で独
自性のあるまちづくりを市民参画の下で進めます。

　

　(１) 特色のある公園・緑地の整備

　｢みどりの基本計画｣に基づき、緑の整備目標の
確保に向け計画的に公園・緑地の整備を市民参画
の下で行います。また、樹林や竹林などの資源及
び歴史的な環境も活用しながら、すべての人が四
季折々の豊かな緑とふれあえ、親しみ、やすらぎ
を実感できる公園づくりを進めます。

　(２) 公園施設の整備と維持管理

　誰もが使いやすく快適で安心して遊べる公園と
なるよう、施設の整備と適正な維持管理に努める
とともに、利用マナーの向上について啓発に取り
組みます。

　(３) 市民との協働による公園管理

　身近な公園の管理を市民との協働により行うた
め、コミュニティづくりと活動の支援に努め、地
域に愛される公園づくりを進めます。
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3　誰もが安全で快適な交通環境づくり 4　自動車に過度に依存しない交通環境づくり

　　
　(１) 交通バリアフリーの推進

　駅舎や駅前広場等においては、公共交通事業者
と連携しバリアフリーを含むユニバーサルデザイ
ンを推進するとともに、歩道等においても、バリ
アフリー基準に適合した整備に努めます。
　また、バリアフリーに対する認識を深めるため
の啓発や教育等に取り組みます。

　(２) 違法駐車の防止

　「違法駐車等の防止に関する条例」に基づき、
違法駐車の一掃に向けた指導や啓発に取り組みま
す。また、駐車場が不足する地域では公共施設な
どを利用した有料による駐車場の整備に努めます。

　(３) 自転車の放置防止

　自転車利用者のマナーの向上を図り、レンタサ
イクルの活用を推進するとともに、駅周辺の商業
施設などと協働し路上放置の解消に努めます。

　(４) 交通安全施設の整備

　交通安全施設の整備を計画的に進めるとともに、
周辺環境やデザインにも配慮した整備に努めます。

　(５) 交通安全教育の推進　
　学校や地域などにおける交通安全教育の推進に
よって交通安全意識の啓発に努めます。

　
　(１) 歩行者・自転車優先のまちづくり

　歩道の整備や歩車分離信号の設置を進めるとと
もに、自転車歩行者道の整備やネットワーク化に
ついても検討します。また、駅周辺での自転車駐
車場整備や商業集積地での自転車対策を行い、歩
行者・自転車優先のまちづくりを進めます。

　(２) 総合交通体系の確立

　交通需要マネジメント施策など新たな交通施策
の実施や、交通結節点の利便性向上を行うことに
より、公共交通の利用を促進するとともに、自動
車交通量を抑制し、交通渋滞や環境問題の解消に
努めます。また、交通の不便な地域においては、
地域住民の意見を聴きつつ、交通利便性の向上に
資する移動手段について検討します。

103



5　安全で快適な道路整備 6　上水道の整備

36 約84,768m 79％幹線街路

1 約480m 100％区画街路

6 約9,520m 97％特殊街路

約94,768m

約66,765m

約480m

約9,240m

約76,485m43 81％合　　計

種　別 計画路線数 計画延長 完成延長 整備率

都市計画道路の整備状況（平成17年（2005年）3月末現在）

建設緑化部データによる

※特殊街路：自動車以外の歩行者、自転車、モノレール等の交通の用に供
　　　　　　することを目的とした道路であり、本市では歩行者専用道、
　　　　　　モノレール専用道が都市計画決定されている。

　
　(１) 都市計画道路の整備　
　都市計画道路は、国道・府道との広域的な道路
ネットワークの形成をめざし、地域間を結ぶ円滑
で機能的な移動空間として、また災害時の防災空
間として整備を進めます。　

　(２) 道路機能の整備　
　道路機能の向上を図るため、高齢者や障害者な
どすべての歩行者、自転車が安全で快適に利用で
きる交通機能の充実と、道路緑化や景観に配慮し
た舗装など魅力的な空間の創出に向け、地域の状
況に応じて整備を進めます。また、電線の地中化
についても検討を進め、更なる空間機能の充実を
めざします。

　(３) 道路機能の管理・維持

　適正な道路管理のため、橋梁の耐震補強をはじ
め、道路施設の更新・補修を計画的に行い、安全
性、機能性の保持に努めるとともに、災害時の情
報通信網などライフラインの安全性の向上を関係
機関に働きかけます。

　(４) 環境整備・安全対策の充実

　高速自動車道、国道・府道の沿道環境整備対策
や安全対策の充実を道路管理者に働きかけます。

　
　(１) 水源の有効利用

　自己水源の確保と有効利用及び大阪府営水道か
らの受水による安定給水に努めます。

　(２) 水質の適正管理

　水質の保全に向けて関係機関との連携に努める
とともに、水質管理の強化や小規模受水槽（有効
容量10ｍ3以下）の調査・点検により適正管理を
図ります。

　(３) 浄配水施設の計画的な整備

　安定した給水を確保するため、上水道施設等整
備事業により、各施設の更新を耐震性の向上を図
りながら計画的に進めます。

　(４) 給水方法の改善

　直結（増圧）給水のいっそうの普及に向け条件
整備を進めます。

　(５) 水の適正利用

　計画的な漏水調査及び漏水防止作業により有効
率の向上を図るとともに、浄配水システムの充実
により水の適正・有効利用を図ります。

104



第６章　安全で魅力的なまちづくり

第2部　基本計画　　　　　第１編　部門別計画

第
６
章

7　下水道の整備

約　37％約　3,582ha 約　85％

計画面積
雨水施設整備率
（10年確率降雨）

雨水施設整備率
（概ね5年確率降雨）

下水道雨水施設の整備状況（平成17年（2005年）3月末現在）

下水道部データによる

※雨水施設整備率：計画面積に対する整備済み区域の面積の割合
※10年確率降雨：10年に1回の確率で発生する降雨
　　　　　　　　 （本市の場合は、約50mm/時）
※5年確率降雨：5年に1回の確率で発生する降雨
　　　　　　　　 （本市の場合は、約40mm/時）

　(１) 下水道管等の充実

　下水道管の適切な維持管理を行うため、下水道
台帳の充実に努めるとともに、既存施設の改築・更
新を耐震性の向上を図りながら計画的に進めます。
　また、暫定的な処理地域等については、下水道
計画に整合させるための整備を図ります。

　(２) 下水処理場・ポンプ場の充実

　下水処理場及びポンプ場については、老朽化し
た施設・設備の計画的な改築、更新を耐震性の向
上を図りながら計画的に進めます。また、放流水
質の向上のために、合流式下水道の改善と高度処
理を実施するなど、下水処理場・ポンプ場の充実
を図ります。
　さらに、下水汚泥の再資源化をいっそう推進す
るとともに処理水の再利用を図ります。
　下水処理場の拡張整備においては、敷地内に水・
緑環境の創出を図り、周辺環境への配慮や多目的
利用が図られるよう努めます。

　(３) 総合的な雨水対策の推進

　雨水対策を推進するために、河川事業との連携
を図りながら、効率的な雨水施設整備に努めると
ともに、雨水の流出を抑制する貯留施設や雨水浸
透施設の設置を促進し、総合的な対策を図ります。
　なお、浸水被害の発生地域においては、雨水施
設の能力増強の整備を重点的、計画的に進め、被
害の軽減を図ります。

　(４) 流域下水道の整備

　流域下水道幹線の未施工箇所の早期完成と、処
理施設の高度化の推進を関係機関に要望します。
また、流域下水道と公共下水道の今後のあり方に
ついて検討します。
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第3節　良好な住宅・住環境づくり

体　系

1

2

3

基本方向

1

2

3

動向と課題

体　系

53.8％

13.4％

11.5％

9.9％

11.1％

0.2％

永住意向 平成14年度（2002年度）市民意識調査による

住み続けたいと思っている

住み続けたいが引っ越すことになると思う

引っ越したいが住み続けることになると思う

別のところへ引っ越したいと思っている

わからない

無回答

　多様で異なる市民のライフスタイルやライフ
ステージに対応できる住宅に関する支援等を充
実するとともに、各種制度を活用した総合的な
住宅政策を推進します。

　緑の空間の確保や景観への配慮など環境と調
和した計画的なまちづくりを進めるとともに、
福祉、保健、医療との連携を図りながら、誰も
が安心して生活できる住宅・住環境づくりを進
めます。

　建築協定や地区計画などの制度の活用を図る
とともに、「開発事業の手続等に関する条例」
に基づき、開発事業に対するきめ細かな規制・
誘導を進め、市民、事業者、行政の協働の下で、
よりよい住環境づくりに努めます。

　本市の住宅・住環境をめぐっては、千里ニュ
ータウンなどの計画的住宅地での既存住宅の建
替え、企業所有地や低層住宅地域の周辺での開
発事業などによる住環境への影響が課題となっ
ています。
　住環境の保全と向上を図るためには、開発事
業が周辺環境と調和したものとなるよう誘導す
るとともに、各種の制度を活用しながら、市民
の自主的なまちづくりを支援していくための仕
組みづくりが求められています。

　少子・高齢化の進行、家族構成の変化、生活
様式の多様化などに伴い、住宅に対する市民の
ニーズは、単に住戸規模の拡大に止まらず、住
宅のバリアフリー化や新しい住宅設備、環境共
生への対応など、住宅の質の向上へと変化して
います。このような新たなニーズに対応した住
宅の供給や、多世代共生型の住宅など、多様化
した住み方に合った住宅の供給を促進すること
が求められています。

　今後とも本市が住宅都市として発展していく
ためには、住宅の機能更新を進めながら、居住
ニーズの変化に対応した魅力と個性ある住まい
づくりが求められています。

(１) 総合的な住宅政策の推進

(２) 健康で安心して住める住宅整備

(３) 市営住宅における住環境の向上

(４) 分譲マンションへの支援

１　多様なニーズに対応した住宅の整備

２　良好な住環境づくり
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計　画 2　良好な住環境づくり

平成2年5月1日桃山台3丁目建築協定 約　0.5ha 17区画

平成8年1月17日佐竹台3丁目地区建築協定 約　1.3ha 30区画

平成9年6月18日桃山台3丁目第二建築協定 約　1.3ha 43区画

平成15年2月4日高野台地区建築協定 約　7.1ha 194区画

平成15年4月25日古江台1丁目中部地区建築協定 約　2.4ha 67区画

平成17年1月28日佐竹台5丁目・6丁目建築協定 約　2.6ha 66区画

協定名 認可日 面　積 区　画

建築協定の一覧（平成18年（2006年）2月末現在）

都市整備部データによる

平成7年11月1日津雲台5丁目地区 約　1.6ha

平成12年3月31日藤白台2丁目地区 約　1.1ha

平成14年7月9日山田駅周辺地区 約　4.6ha

平成16年12月10日千里丘上地区 約　1.1ha

平成17年7月5日新芦屋上地区 約　4.0ha

地区名 都市計画決定日 面　積

地区計画の一覧（平成18年（2006年）2月末現在）

都市整備部データによる

1　多様なニーズに対応した住宅の整備

　(１) 総合的な住宅政策の推進

　「住宅マスタープラン」に基づき、子育て世代
をはじめ、市民の多様なニーズに対応した良好な
住宅の供給を促進するとともに、地域の特性に応
じた住宅・住環境の整備を図り、総合的な住宅政
策を推進します。

　(２) 健康で安心して住める住宅整備

　高齢者や障害者が住みなれた地域で、健康で安
心して住み続けられるよう、住宅施策と福祉施策
との連携を図り、事業者と行政の協働による住宅
の整備に努めます。

　(３) 市営住宅における住環境の向上

　老朽化した市営住宅については、「市営住宅ス
トック総合活用計画」に基づく建替事業・改善事
業・維持保全等により、住環境の向上を図ります。

　(４) 分譲マンションへの支援

　分譲マンションの適正な維持管理や円滑な建替
えを促進するため、マンション管理セミナーの開
催、アドバイザーの派遣、住宅相談窓口などの制
度活用を推進するとともに、ニーズに応じた都市
型住宅の誘導を図ります。

　

　共同住宅等の新築や建替え等においては、市民、
事業者、行政との協働により、地域の特性を生か
した良好な住環境づくりに努めます。また、建築
協定や地区計画などの制度の活用や情報の提供、
相談体制を充実し、市民の自主的なまちづくりの
支援に努めます。
　開発事業に際しては、「開発事業の手続等に関
する条例」に基づき、公共公益的施設の整備や、
事業地内に豊かな緑、ゆとりある住空間の創出を
促進し、住環境の向上を図ります。また、大規模
開発事業においては、構想の段階から事業の内容
を開示して、周辺環境と調和した土地利用を誘導
します。
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第4節　景観に配慮したまちづくり

1

2

4

3

動向と課題

体　系

基本方向

1

2

平成14年7月1日（地区）
山田駅周辺
地区

約　4.6ha平成14年7月9日
（基本方針及び地区景観形成基準）

平成17年8月2日（地区）
新芦屋上
地区

約　4.0ha平成17年8月9日
（基本方針及び地区景観形成基準）

地区名 告示日 面　積

景観形成地区の一覧（平成18年（2006年）2月末現在）

都市整備部データによる

　近年、人びとの価値観は量より質を求めるも
のへと変化し、生活空間の質の向上という観点
から、個性ある美しいまちなみや景観の形成が
求められてきています。このような背景の下、
良好な景観の形成を促進するため、平成16年
（2004年）に「景観法」が制定されました。

　市民意識調査によれば、多くの市民が「現在
の場所に住み続けたいと思っている」と答え、
高年齢の市民、居住年数の長い市民に強い定住
意向が表れています。また、自分の住む地域に
対する関心もますます高まってきています。

　本市では、大規模な土地の開発などに伴い、
長い時間を経て形成されてきたまちなみや、都
市にうるおいを与える緑地、歴史的景観資源が
喪失し、その一方では新しいまちなみが誕生し
ています。また、景観に関する市民の活動も活
発になり、みどりの協定や里親道路、アドプト
ロードなど地域に密着したさまざまな活動が行
われています。

(１) 総合的景観施策の展開

(２) 自然景観の保全と育成

(３) 地域の景観資源の保全と活用

(４) 地域の特性を生かした都市景観の形成

１　良好な都市景観の形成

(１) 景観意識の向上

(２) 景観形成活動への支援

２　景観形成への啓発・支援

　景観はさまざまなもので構成され、自然、歴
史などを含んだ地域の文化を表すものであり、
市民共通の資産です。
　良好な都市景観の形成には市民、事業者、行
政の協働が重要であり、地域の自然と歴史とが
織りなしてきた景観と新しくつくられる景観が
調和するように努め、個性と魅力あふれる都市
景観をまもり、つくり、そだて、まちに対する
誇りと愛着を高めていくことが必要です。

　住む人、働く人、学ぶ人、訪れる人のすべて
に快適な都市空間の実現を図るため、地域の特
性を生かし、市民、事業者、行政、専門家等が
それぞれの役割の下、協働して良好な都市景観
の形成に努めます。また、市民共通の資産とし
ての景観の向上を図り、次世代に継承していく
ことができるよう、魅力あふれる美しいまちづ
くりに努めます。

　景観形成に関する情報の提供や啓発に努め、
景観意識の向上を図るとともに、市民や事業者
による景観形成活動への支援に努めます。
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第６章　安全で魅力的なまちづくり

第2部　基本計画　　　　　第１編　部門別計画

第
６
章

計　画

1　良好な都市景観の形成

2　景観形成への啓発・支援

　(１) 総合的景観施策の展開

　景観行政の姿勢をより明確にするため、「（仮
称）都市景観条例」を制定し、景観形成に関する
施策を総合的かつ計画的に推進します。

　(２) 自然景観の保全と育成

　丘陵部に残されたまとまった緑地や河川空間な
どの資源の保全と活用に努め、市民にうるおいや
やすらぎを与える自然景観の育成に努めます。

　(３) 地域の景観資源の保全と活用

　歴史的景観資源をはじめとする地域の景観資源
を保全・活用し、景観形成の誘導に努め、次世代
に継承できる美しいまちなみづくりの推進を図ります。

　(４) 地域の特性を生かした都市景観の形成

　道路、公園などの公共空間や公共建築物の整備
や機能更新においては、地域の特性、立地、規模
や機能などに十分配慮するとともに、地域におい
て先導的な役割を果たし、まちのシンボルとなる
景観の創出に努めます。
　また、民間建築物等においても地域の特性に配
慮し、周辺のまちなみと調和するとともに、新し
い景観をリードしていくものとなるよう支援・誘
導を図ります。

　

　(１) 景観意識の向上

　まちに対する誇りや愛着を高め、良好な都市景
観の形成を推進するため、市民、事業者、行政の
協働の下、地域の歴史や文化、景観に関する情報
の提供や啓発に努め、景観意識の向上を図ります。

　(２) 景観形成活動への支援

　地域住民に親しまれる景観づくりのための制度
や仕組みに関する情報の提供、相談体制の充実を
図るとともに、みどりの協定や里親道路、アドプ
トロード、まちの美化など暮らしに密着した景観
形成活動の支援に努め、美しいまちなみの創出を
図ります。
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第1節　地域の特性を生かした産業の振興

体　系

3

1

2

動向と課題体　系

第7章　活力あふれにぎわいのあるまちづくり

　少子・高齢化の進行や長引く不況など、市民
生活をめぐる状況が変化している中で、産業は、
市民の就労や所得の確保など、日々の暮らしを
支える基盤であるだけでなく、市税収入を生み
出す経済基盤でもあり、まちの活力を生み出し
にぎわいをもたらすことからも、その安定した
発展が課題となっています。

　本市は、大阪都市圏における住宅都市である
とともに、江坂周辺地域をはじめとして商業・
業務機能が集積しており、都心的機能を一部担
っています。良好な住宅都市としての基本的性
格を保ちながら、複合型都市として発展してい
くためにも、環境の保全や快適なまちづくりの
視点に立った産業振興策の展開が求められてい
ます。

　市内の事業所をみると、卸売・小売業、飲食
店が事業所数で4割を超えており、次に多いサ
ービス業を入れると全事業所の4分の3以上を
占めています。全体としては卸売・小売業、飲
食店の減少も含め事業所数が減る産業が多い中、
運輸・通信業、サービス業の事業所数は増加傾
向をたどっています。　
　本市は大阪市に隣接しているという立地の良
さから市南西部に、卸売・小売業、飲食店及び
情報サービス産業が集積していますが、近年事
業所の移転や閉鎖など変化が生じており、この
地域の活性化が、本市の商工業の発展に大きく
影響するものと思われます。他方、北部には先
端技術を研究する大学など学術研究施設が立地
し、新たな産業を創出する潜在力となっていま
す。また、千里ニュータウンでは、ライフスタ
イルの変化や高齢化の進行の下で、全体的に身
近な近隣商業施設が機能低下の傾向にあります
が、各種の施設が設置された役割を再評価しな
がら、今後、コミュニティ施設など幅広い世代
のニーズにあった施設の設置を図るなど、新し
い役割を持たせながら、近隣商業施設の活性化
に向けて取り組んでいくことが求められています。

(１) 都市農業の推進

(２) 新鮮で安全な農産物の供給促進

(３) 地産地消の推進

(４) 農業労働力の確保と育成

４　地域性を生かした都市農業の推進

(１) 魅力ある商業地づくり

(２) 都市型工業の振興

(３) 人、もの、情報の交流機能の推進

１　商工業の活性化

(１) 生活支援型産業の振興

(２) 産業支援型サービス業の振興

(３) 起業家への支援

２　商工業の新たな展開

(１) 自然に親しめる機会の充実

(２) 快適な空間の形成

(３) 農業に対する市民の理解の促進

５　うるおいのある都市農業の推進

(１) 人材の育成

(２) 組織活動の活性化

３　商工業を支える基盤づくり
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第７章　活力あふれにぎわいのあるまちづくり

第2部　基本計画　　　　　第１編　部門別計画

4 5

第
７
章

農林漁業　0.0%

産業別事業所数・従業者数の割合（平成13年（2001年））

事業所・企業統計調査による

建設業　6.2%

製造業　7.4%

電気・ガス・熱供給・水道業　0.6%

金融・保険業　2.2%

不動産業　2.3%

公務（他に分類されないもの）　1.6%

運輸・通信業　5.5%

卸売・小売業、
飲食店
36.4%

従業者数
143,306人

事業所数
11,783所

サービス業
37.7%

農林漁業　0.0%

建設業　6.9%

製造業　4.3%

電気・ガス・熱供給・水道業　0.2%

金融・保険業　1.5%

不動産業　6.9%

公務（他に分類されないもの）　0.3%

運輸・通信業　2.7%

卸売・小売業、
　飲食店
44.3%

サービス業
32.9%

　既存の商店街は、規制緩和による大型店の進
出や、テレビ、インターネットなどを含む通信
販売の台頭により、集客力が低下しています。
また、店舗の老朽化や後継者の不足などで、商
店街や小売市場では店舗数が減少し、空き店舗
が増えるなどの傾向が現れています。
　少子・高齢化、高度情報化、24時間型社会
の到来などの社会変化に加えて、環境問題への
意識の高まりや生活様式の変化など、消費者の
ニーズも変化し多様化しています。
　商店街などの商業地は市民の日常生活の利便
性と地域コミュニティを支える重要な基盤です。
中・大型店との共存のあり方について、事業活
動に関する基本的事項を定めるなどの検討を行
い、地域の特性を生かした商業地づくりや、消
費者ニーズに対応した多様なサービスの提供を
充実するなど、まちづくりの新たな視点で、そ
の活性化を図っていく必要があります。

　製造業は、事業所数、年間出荷額ともに減少
しており、全体として低迷傾向を示しています。
工場の閉鎖や移転に伴い宅地化が進む中で、既
存の工場とその周辺地域とが調和した環境の整
備を図っていくことが課題となっています。
　今後は、本市が北大阪地域における大学・研
究機関の集積地であることを生かし、技術開発
や研究を産学連携で推進し、製品の開発など都
市型工業としての新たな事業展開を図る必要が
あります。
　また、市内外の事業者と、あるいは海外の企
業との製品の仕入れや販売、情報や交流などの
事業活動の促進を図ることが、市内製造業の振
興につながると考えられます。
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基本方向

卸売業 小売業

卸売・小売業の年間販売額の推移 商業統計調査による

30,000
（億円）

25,000

20,000

15,000
23,410

3,107

19,413

3,174

18,766

3,409

17,687

3,057

15,203

26,517

22,587 22,175
20,744

18,051
2,848

10,000

5,000

平成3年
（1991年）

平成6年
（1994年）

平成9年
（1997年）

平成11年
（1999年）

平成14年
（2002年）

0

　「新商工振興ビジョン」に基づき、商工業の
振興を図り、市民の多様なニーズに対応した商
品やサービスの提供を通して、いきいきと暮ら
し、働き、学び、遊ぶことができる魅力あるま
ちの実現をめざします。

　地域の特性を踏まえ、まちづくりの新たな視
点で市民生活の利便性を高め、アメニティ豊か
な魅力ある商業地づくりを進めるとともに、工
業の高度化を支援し、生活環境と調和した都市
型工業への展開を図ります。

　サービス業などが充実するよう振興策を推進
します。また、商工業の活力をいっそう高める
ため、ベンチャー産業、コミュニティビジネス
などの起業を支援します。

　市内商工業の組織活動の活性化を図るため、
事業者や従業者、そのリーダーなどの人材の育
成を支援します。また、組織、経営の近代化・
効率化を図るため、情報通信技術の活用を検討
している事業所等を支援します。

　「農業振興ビジョン」の基本理念である都市
と調和する農業の推進を図ります。

　農地を遊休化することなく、農産物の生産意
欲のある農家が継続して農業ができるよう、農
業生産環境の整備を図るとともに、都市の貴重
な緑の空間として農地の持つ多面的な機能を活
用し、本市の農業の推進を図ります。

　農業については、農家数、農業従事者のいず
れも減少しており、農業従事者の高齢化と後継
者不足、また、都市化の進展に伴う農地の減少
や宅地等との混在化、農業用水や日照の確保､
ごみ投棄の問題など農業経営を取り巻く生産環
境は厳しい状況にあります。

　農地の粗放化、遊休化は生産環境を悪化させ
るだけでなく、周辺住民の生活環境へ悪影響を
及ぼすことになります。農産物の生産基盤とし
ての機能の維持を推進する一方で、環境保全、
防災、景観維持など農地の持つ多面的な機能を
活用した農地の保全に努めることにより、都市
と調和したうるおいのある農業を推進すること
が必要です。
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第７章　活力あふれにぎわいのあるまちづくり

第2部　基本計画　　　　　第１編　部門別計画

第
７
章

計　画

1　商工業の活性化

2　商工業の新たな展開

　(１) 魅力ある商業地づくり

　商業地が、商品やサービスを提供する商業機能
に加え、文化、学習、娯楽、コミュニティなどの
多様な機能を持つことは、その活性化とまちのに
ぎわいにつながります。それぞれの商業地の個性
を生かし、消費者に便利で快適な魅力ある商業地
づくりを推進します。

　(２) 都市型工業の振興

　国際競争が本格化した時代に対応するため、企
業相互の連携、産学連携を深め、新しい技術、製
品の開発を促進するなど工業の高度化への支援を
進めます。さらに、環境に配慮した事業活動を支
援、促進し、都市型工業への展開を図ります。

　(３) 人、もの、情報の交流機能の推進

　地域や業種、世代間の交流活動を促進し、消費
者との交流の機会を設定するとともに、商工業関
連情報を発信することにより、市内商工業の振興
を図ります。また、情報通信技術の活用を図る事
業所への支援を充実します。    

　(１) 生活支援型産業の振興

　時代の変化に対応して市民生活を豊かでうるお
いのあるものにする生活支援型産業を支援し、情
報提供を行うことで、その振興を図ります。
　雇用創出の効果もある新たな地域社会に密着し
た産業としてのコミュニティビジネスの振興を図
ります。その活動の場として商店街の空き店舗を
活用するなど、商店街の活性化にも寄与するよう
支援の充実を図ります。

　(２) 産業支援型サービス業の振興

　情報通信関連、ソフトウェア、デザイン分野な
どでの事業所向けサービス業は、商工業における
情報提供の充実、人材育成、企業支援や高付加価
値化に寄与するなど、市内商工業の発展、育成に
対して支援的な機能を有するため、その振興を図
ります。

　(３) 起業家への支援

　若い世代による新しい分野での起業、リストラ
や意識変化による中高年の起業が増える中、起業
をより円滑にするため、事業者の交流、情報提供
などの支援を行います。また、関係機関と連携し､
市内に根付く起業家の育成に努めます｡
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3　商工業を支える基盤づくり 4　地域性を生かした都市農業の推進

　(１) 人材の育成

　事業者、従業者の資質の向上や経営技術につい
ての相談機能の連携と拡充を図るとともに、セミ
ナーなど開催することにより、人材の育成、事業
継承者の確保、就業環境の充実を促進し、商工業
振興を図ります。

　(２) 組織活動の活性化

　事業者間の交流や組織活動の活性化を図ること
は、事業活動を促進する上で重要な要素です。特
に商業は個別事業者の努力に加えて、商業環境が
経営に大きく影響することから、組織的な対応が
必要となるため、事業者間の交流促進、組織活動
のリーダーの養成等を支援し、組織活動に取り組
む体制の充実を図ります。

　
　(１) 都市農業の推進

　ほうれんそう、しゅんぎく等の軟弱野菜類の栽
培や、特産物である「吹田くわい」の栽培など、
地域性を生かした農業の推進を図ります。

　(２) 新鮮で安全な農産物の供給促進

　農薬や化学肥料の使用量を削減する環境保全に
配慮した栽培方法を推進し、より新鮮で安全な農
産物の供給を促進します。

　(３) 地産地消の推進

　生産地と消費地が密着した立地性を生かし、農
業労働力の不足する生産農家にとって可能な地産
地消型の販売形態を検討します。

　(４) 農業労働力の確保と育成　
　農業従事者の高齢化、後継者の減少が深刻化す
る中、農作業への参画を希望する市民の活用など
農業労働力不足を補う方策を検討します。
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第７章　活力あふれにぎわいのあるまちづくり

第2部　基本計画　　　　　第１編　部門別計画

第
７
章

5　うるおいのある都市農業の推進
　
　(１) 自然に親しめる機会の充実

　市民農園など市民が土に親しみ、自然にふれあ
える機会の充実に努めます。

　(２) 快適な空間の形成

　農地にれんげ、コスモス等草花の栽培を奨励し、
うるおいとやすらぎが感じられるような空間の形
成を図ります。

　(３) 農業に対する市民の理解の促進

　農産物の即売会、農作業体験事業などを通じて
農家と市民の交流を促進することにより、市民の
農業に対する理解を深めるように努めます。
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第2節　就労を支援する環境づくり

体　系

1

2

3

4

動向と課題体　系

 平成12年（2000年）の「雇用対策法」の改
正において、地方公共団体は、雇用に関する必
要な施策を講ずる旨の規定が設けられました。
国の施策や役割とともに市が担う役割として、
地域における就職困難者等の雇用・就労の促進
や、自立支援に向けた取組が必要となっています。

 長引く不況を受けて景気は低迷し、完全失業
率も依然として高い数値を示しています。派遣
労働者や契約社員の増加など雇用形態が多様化
し、労働環境が複雑化しています。また、フリ
ーターやニートと呼ばれる若者が増えており、
若者の就労支援に向けた施策が求められます。
一方、団塊の世代と呼ばれる層が退職期を迎え
る中で、高齢者が就労を通して、いきいきと暮
らせるように、雇用促進に向けた施策が必要と
なっています。

 勤労者福祉共済制度のよりいっそうの充実を
図るため、未加入事業所に対して加入促進を進
めていく必要があります。また、勤労者の福祉
の増進と雇用の安定に向けて、勤労者のニーズ
に対応し、福利厚生事業などをいっそう充実し
ていくことが求められています。

 厳しい社会経済、労働情勢の中、勤労者の安
定した生活と福祉の向上、健全な労使関係、男
女共同参画社会の実現を図るためには、労働に
関する法律の正しい知識と理解、認識を深める
ことが必要であり、そのためのきめ細かい労働
施策の展開が必要です。

(１) 雇用対策の推進

(２) 労働関係情報の提供

１　雇用・就労の支援

(１) 福利厚生事業の充実

(２) 余暇活動等の支援

２　勤労者福祉の充実

(１) 労働相談の充実

(２) 職場環境の改善

３　労働条件の整備
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第７章　活力あふれにぎわいのあるまちづくり

第2部　基本計画　　　　　第１編　部門別計画

1

2

3

基本方向

第
７
章

計　画

 急速な少子・高齢化、労働環境や就労形態の
多様化、就労意識の変化に対し、関係機関と連
携を図りながら、勤労意欲の醸成や職業能力の
向上など雇用・就労の促進に努めます。

 中小企業に働く勤労者の生活の安定と豊かな
暮らしに向けて、勤労者福祉の充実に努めます。

 勤労者の雇用の安定と地位の向上に向け、労
働者に対する相談業務の充実に努めるとともに、
事業所に対して職場環境の改善を働きかけます。

2　勤労者福祉の充実

3　労働条件の整備

　(１) 福利厚生事業の充実

　勤労者の福祉の増進を図るため、勤労者福祉共
済制度の充実を図ります。

　(２) 余暇活動等の支援

　勤労者の教養、文化の向上と勤労者の福祉の増
進を図るため、勤労者会館において勤労者の年齢
や個人ごとのニーズに対応した魅力ある事業の実
施に努めます。

　
　(１) 労働相談の充実

　勤労者の安定した生活と福祉の向上、健全な労
使関係に資するため、相談業務の充実に努めます。

　(２) 職場環境の改善

　労使関係の安定化、男女共同参画社会の実現、
働きがいのある職場づくりをめざし、職場環境の
向上について事業所に対して働きかけます。

1　雇用・就労の支援

　(１) 雇用対策の推進

　障害者、母子家庭の母親、中高年齢者、若年者
などのさまざまな就労ニーズに対応するため、「地
域就労支援計画」に基づき、コーディネーターに
よる職業相談を実施するとともに、雇用・就労に
つながる能力開発に努めます。
　また、ハローワークなど関係機関と連携を図り、
地域ネットワークを構築し、雇用・就労を促進し
ます。

　(２) 労働関係情報の提供

　勤労者の安定した生活と福祉の向上を図るため、
関係機関と連携しながら労働関係情報の提供に努
めます。
　また、労働に関する法律について三島地域にお
ける広域的・効果的なセミナーを開催し、労使関
係の安定化と充実に努めます。
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第3節　消費生活を支える環境づくり

体　系

1

2

動向と課題体　系

　近年、わが国においては、規制緩和が進めら
れるとともに、高度情報通信社会が進展するな
ど、経済社会の状況は著しく変化しており、消
費者を取り巻く環境も大きく変化してきていま
す。それに伴い、消費者問題も多様化し複雑化
しています。
　このような変化の中、平成7年（1995年）
には、製造物の欠陥による製造業者等の賠償責
任について定めた「製造物責任法」が、また平
成13年（2001年）には、適正な消費者取引を
実現するための包括的な民事ルールとして「消
費者契約法」が施行されるとともに、平成16
年（2004年）には「消費者保護基本法」が「消
費者基本法」と改正され、「消費者の権利」が
明記されるなど、消費者の利益の擁護と増進に
関する施策を進めるための枠組みが整えられつ
つあります。

　本市の消費者行政は、消費生活センターを拠
点にして消費者保護と消費者教育を大きな柱と
して展開してきました。一方、消費者団体が中
心となって、自らが消費者問題を学んで正しい
知識を身につけ、主体性ある消費者活動が進め
られてきました。
　しかしながら、消費生活相談は年々増加し、
インターネットを利用した新たな商法などの出
現、高齢者など社会的弱者を狙う悪質商法など
に対する課題等、問題は山積しています。一方、
食の安全や地球温暖化などの環境問題について
消費者の関心は高く、広範な社会問題に対して
きめ細かい対応が不可欠となっているとともに、
近年の事業者としての信頼を損なう事件の発生
などに対し、企業の自主行動基準の策定も求め
られています。
　今後とも、消費者トラブルの解決と被害者救
済を図り、消費者利益を擁護し消費者の権利を
確立する施策の展開が必要です。

(１) 消費生活センターの充実

(２) 消費者啓発

(３) 消費者の意見の反映

(４) 消費者活動の支援

(５) 消費者関係法令整備等の要請

(６) 適正取引の確保

１　消費者の利益と安全の確保
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第2部　基本計画　　　　　第１編　部門別計画

1

2

3

4

基本方向
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教養娯楽品　332件

消費生活相談の内訳（平成16年度（2004年度））

市民文化部データによる

他の相談　57件

商品一般　234件

その他　71件

クリーニング　52件

内職・副業・相場　60件

保健・福祉サービス　88件

工事・建築・加工　95件

その他　139件

安全・衛生　98件

接客応対　168件

価格・料金　283件

品質・機能・役務品質　347件

住居品　221件

被服品　149件

保健衛生品　94件

食料品　89件

土地・建物・設備　77件

光熱水品　10件

車両・乗り物　57件

運輸・通信サービス
2,512件

契約・解約
4,176件

販売方法
3,224件

金融・保険サービス　263件

他の役務　98件

レンタル・リース・貸借　105件

教養・娯楽サービス　143件
商品

役務

1,263件

3,487件

品目別
4,807件

内容別
8,435件

　消費生活相談を充実することにより、被害の
未然防止と被害に対する迅速で適切な対応に努
めます。

　消費者の役割や行政、事業者の責務を明確に
しながら、消費者の権利の尊重、自立の支援に
努めます。

　消費者が消費生活において必要な知識を修得
し、自主的、合理的に行動できるよう、啓発活
動や消費者教育等の充実に努めます。

　消費者組織の育成に努めるとともに、消費者
の自主的な活動を支援します。

1　消費者の利益と安全の確保

　(１) 消費生活センターの充実

　消費生活にかかわる被害を未然に防止するため
に、情報提供や被害の解決を図る消費生活相談の
機能を強め、消費生活センターの充実を図ります。

　(２) 消費者啓発

　消費者の自立の支援のため、消費者が自ら判断
し選択できるよう必要な知識の普及や情報提供に
努めます。また、環境保全や安全の確保などにつ
いて、消費者団体との連携を図り啓発活動に努め
ます。

　(３) 消費者の意見の反映

　消費者の意見が市の消費者施策や事業者の事業
活動に反映されるよう、環境整備に努めます。

　(４) 消費者活動の支援

　消費者団体の育成・強化に努め、自主的な消費
者活動を支援します。

　(５) 消費者関係法令整備等の要請

　消費者被害の未然防止や被害にあった消費者の
救済をいっそう強化するために、消費者関係法制
度の整備や施策の充実を国や大阪府に要請します。

　(６) 適正取引の確保

　消費者と事業者との間の適正な取引を確保する
ため、必要な情報提供や適正な勧誘が行われるよ
う、事業者、消費者団体や関係機関との連携を図
ります。
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公共施設等の配置状況 巻末資料

Ｎ１.文化集会施設（公民館・図書館）の配置状況

凡例

公民館
図書館・分館・分室
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巻末資料　公共施設等の配置状況

第2部　基本計画　　　　　第１編　部門別計画

市民ホール
市民センター・
コミュニティセンター・
ふれあい文化センター
その他の文化集会施設

凡例

２.文化集会施設（市民ホール・市民センター・コミュニティセンター・その他）の配置状況
Ｎ
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Ｎ３.スポーツ施設（体育館・その他）の配置状況

凡例

体育館
その他のスポーツ施設
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巻末資料　公共施設等の配置状況

第2部　基本計画　　　　　第１編　部門別計画

４.福祉施設（児童福祉施設）の配置状況

保育所（市立・私立）
児童会館・児童センター

凡例

Ｎ
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５.福祉施設（高齢者いこいの間等・高齢者福祉施設）の配置状況

高齢者いこいの間等
高齢者福祉施設

凡例

Ｎ
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巻末資料　公共施設等の配置状況

第2部　基本計画　　　　　第１編　部門別計画

６.福祉施設（障害者福祉施設）の配置状況

障害者福祉施設

凡例

Ｎ
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７.福祉施設・保健医療施設（その他の福祉施設・保健医療施設）の配置状況

その他の福祉施設・
保健医療施設

凡例

Ｎ
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巻末資料　公共施設等の配置状況

第2部　基本計画　　　　　第１編　部門別計画

８.学校教育施設（幼稚園）の配置状況

幼稚園（市立・私立）

凡例

Ｎ

127



９.学校教育施設（小学校・中学校）の配置状況

小学校（市立）
中学校（市立・私立）

凡例

Ｎ
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巻末資料　公共施設等の配置状況

第2部　基本計画　　　　　第１編　部門別計画

10.学校教育施設（高校・短大・大学・その他）の配置状況

高校（公立・私立）
短大・大学（公立・私立）
その他の学校教育施設 

凡例

Ｎ
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凡例

※平成16年度（2004年度）末現在

整備済

事業中

未整備

Ｎ

種別 番号 名称

御堂筋線  
大阪中央環状線   
千里中央線   
豊中岸部線   
万博公園南千里線   
十三高槻線   
万博公園外周線   
山田摂津線   
茨木万博公園線   
佐井寺東１号線   
千里３号線   
佐井寺東２号線   
道祖本摂津北線   
箕面山田線   
南千里岸部線
佐井寺片山高浜線
小曽根南泉線   　
豊中吹田線   
西吹田駅前線   
砂子宮之前線   
駅前1号線   
吹田駅前線

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22

幹線街路

大阪高槻京都線
千里丘豊津線
山田佐井寺岸部線
千里山佐井寺線
上新庄神境線
千里４号線
浜田浜之堂線
栄東町線
春日豊津線
服部西之庄線
西之庄線
浜之堂線
佐井寺南線
万博公園駅前線
片山１号線
南正雀吹東線
佐井寺東３号線
垂水東線
泉金田線
大阪モノレール専用道
国際文化公園都市
モノレール専用道

23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43

区画街路
特殊街路

１１.都市計画道路整備状況
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巻末資料　公共施設等の配置状況

第2部　基本計画　　　　　第１編　部門別計画

凡例

※平成16年度（2004年度）末現在

整備済

能力増強の整備区域

未整備

Ｎ１２.下水道雨水施設整備状況
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第2編

地域別計画



第1節　計画の性格 第2節　計画の構成

第1 章　総論

Ⅵ. 千里ニュータウン・万博・阪大地域
1，146.62ha

Ⅳ. 千里山・佐井寺地域
473.34ha

Ⅲ.　豊津・江坂・南吹田地域
535.52ha

Ⅰ. ＪＲ以南地域
379.36ha

Ⅴ. 山田・千里丘地域
545.17ha

Ⅱ. 片山・岸部地域
530.99ha

　地域別計画は、部門別計画とともに、基本構想
がめざす本市の将来像「人が輝き、感動あふれる
美しい都市　すいた」の実現に向けた基本計画を
構成する計画です。
　地域別計画は、市民の日常生活の一定の圏域に
おいて、その地域の特性や課題を踏まえながら、
部門別計画で体系的に示されている部門ごとの施
策を、地域ごとに捉え横につないでまちづくりの
推進を図るものです。
　したがって、部門別計画を「たて糸」とすれば、
これは「よこ糸」にあたり、部門別計画による全
市的な施策の推進を前提としながら、市民と行政
の協働により、地域ごとにまちづくりに取り組む
ための計画として位置づけられます。

　市域を6つのブロックに区分し、次の内容で計
画を構成しています。

①まちづくりの基本方向と計画 
　地域の特性に係る取組やその地域が抱える課題
に対する取組について記述

②まちの様子 
　人口や土地利用、福祉やコミュニティなどの様
子を表示

③公共施設等の配置状況 

　公共施設の配置状況を、施設の種類別に地図に
表示
　※　施設については、その種類によって表示を
限定しています。したがって例えば、保育所
のうち無認可のもの、障害者福祉施設のうち
小規模な作業所、医療施設のうち民間医療施
設などは、ここでは表示していません。

ま　ち
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第１章　総論

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

第3節　地域別計画の推進のために

　地域別計画の推進のために、次のことに取り組
みます。

①　市民との協働によるまちづくりを進めるため
の担当組織の整備を行うとともに、さまざまな
施策を地域で総合的に進めるために、庁内の連
携や調整を強化する仕組みを確立します。

②　地域のまちづくりについて、地域のさまざま
な団体等との合意形成、協議のための仕組みづ
くりを進めます。その中で、身近な日常生活圏
を単位とした市民との協働による取組を進めま
す。

③　きめ細かな地域情報の収集整理と提供を行う
とともに、既存施設も活用したコミュニティ施
設の整備を進めるなど、市民の自主的なまちづ
くりを支援します。

135



１．すべての人がいきいき輝くまちづくり

２．市民自治が育む自立のまちづくり

３．健康で安心して暮らせるまちづくり

４．個性がひかる学びと文化創造のまちづくり

第2章　すべての地域に共通する主な取組

　部門別計画に記載している全市的な取組のうち、地域において市民との協働によりまちづくりを進め
るための取組について、すべての地域に共通する主なものを記載しています。

●非核平和、人権の尊重に向けて、平和祈念資料
室や交流活動館などを拠点に情報発信に努め
るとともに、身近な場所での教育と啓発を進
めます。

●男女共同参画社会の実現に向けて、男女共同参
画センターを拠点に情報発信に努めるとともに、
身近な場所での啓発や学習を進めます。また、
地域社会において男女共同参画を進めます。

●地域の課題に取り組めるよう講習会や学習会の
　開催と情報の提供に努めます。
●自主的なコミュニティ活動を尊重し、コミュニ
　ティ活動団体の支援に努めます。
●コミュニティの振興のために、学校施設の地域
開放など施設の多目的化を進め、地域の関連
施設のネットワーク化を図ります。

●市民との協働によるまちづくりシステムの構築
を進めます。

　高齢者・障害者・地域福祉
●高齢者が地域で必要なサービスが受けられるよ
　う、施設サービスや在宅サービスの基盤の整備
　を進めます。
●障害者の日常的な交流の機会を充実します。
●身近な相談窓口の充実を図るとともに、地域で
　総合的な相談や地域ケア体制を整え、高齢者や
　障害者の保健福祉サービスの充実を図ります。
●地域のボランティアや福祉活動を支援し、協働
　を進めます。

　健康づくり
●地域の中で気軽に健康づくりができるよう関係
　機関と連携し環境づくりを進めます。

　子ども
●地域子育て支援センターの充実を図ります。
●保育所、留守家庭児童育成室の施設整備を進め
　ます。
●子育てサークルが地域で交流し、相談し合える
　場の整備に努めます。
●子育て支援センターを拠点に、家庭、地域、学
　校、行政の連携による子育てネットワークの形
　成を図ります。また、地域での連携を深め児童
　虐待を防止する環境をつくります。
●障害のある子どもがより適切な処遇が受けられ
　るよう、保育所、幼稚園、学校、留守家庭児童
　育成室などの条件整備を行います。
●子どもを犯罪や事故から守るために、防犯設備
　等の整備を進めるとともに、地域での見守り体
　制の充実を図ります。
●子どもが身近に緑や水と親しめる公園の整備に
　努めます。

　学校教育　青少年
●幼稚園、保育所、小学校との連携を深め、幼稚
園が地域の幼児教育のセンター的役割を発揮し
ます。

●地域に開かれた学校づくりを進め、地域・学校
が連携して子どもたちの育成、安全の確保など
に取り組みます。家庭、学校、地域がともに取
り組むための教育コミュニティづくりを進めます。

●子どもたちが安全で安心して過ごせるよう居場
　所づくりを進めます。
●地域住民の協力の下、青少年健全育成協力店運
動を広げるなど、非行防止等の環境整備に努め
ます。

　生涯学習
●地域での生涯学習・文化活動のニーズに応える
ことができるよう、地区公民館の運営体制の充
実を図ります。

●小学校の多目的教室などを学校教育活動に支障
のない範囲で地域の団体に開放し、生涯学習活
動を支援します。
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第２章　すべての地域に共通する主な取組

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

5．環境を守り育てるまちづくり

６．安全で魅力的なまちづくり

７．活力あふれにぎわいのあるまちづくり

●環境悪化を未然に防止し、市民の健康を守るた
　め、地域における大気汚染、水質汚濁、騒音な
　どの環境監視体制の充実を図ります。
●市民、事業者、NPOなどの自主的な環境美化
　活動や自然保護活動を支援します。
●市民と事業者との連携を図り、省エネルギーや
　緑化の推進などヒートアイランド対策、地球温
　暖化対策を推進します。
●廃棄物やリサイクルの問題を中心とする循環型
　社会の形成に向け、資源リサイクルセンターな
　どを拠点に情報発信や人材育成に努めるととも
　に、身近な場所での市民、事業者の自主的な活
　動を支援します。
●持続可能な社会の実現に向けて、地域からの環
　境創造を進めるため、家庭、学校、地域など多
　様な場における環境学習・環境教育の充実を図
　ります。

●高齢者や障害者など援助を必要とする人の災害
　時の安全と避難を確保するため、地域での連携・
　協力体制をつくります。また、自主防災組織の
　設置を促進します。
●道路や公園などにおいて、防犯面を考慮した整
　備に努めます。
●安全な地域コミュニティづくりに努め、防犯体
　制の充実を図ります。
●身近な公園や緑地の管理を市民との協働により
　行います。
●公共施設や病院、駅など多くの人が利用する施
　設のバリアフリー化を進めるなど、安全で快適
　に生活できる福祉のまちづくりを進めます。
●誰もが安心して通行できる歩道の整備・充実を
　図ります。
●分譲マンションの適正な維持管理や円滑な建替
　えを促進するため、支援制度を推進します。
●開発事業が周辺環境と調和したものとなるよう
　誘導するとともに、建築協定や地区計画などの
　制度を活用し、市民の自主的なまちづくりを支
　援します。
●みどりの協定や里親道路など暮らしに密着した
　景観形成活動の支援に努めます。

●商業地に、文化、学習、娯楽、コミュニティな
　どの多様な機能を持たせ、その活性化とまちの
　にぎわいをつくります。
●商業地の個性を生かし、空き店舗などの活用も
　含め、日常生活の利便性に配慮した快適な魅力
　ある商業地づくりを進めます。
●農地の持つ多面的な機能を活用し、農地の保全
　と有効活用を図ります。
●市民農園など市民が土に親しみ、自然にふれあ
　う機会の充実に努めます。

　体育・スポーツ

●地域におけるスポーツ活動の指導者養成を行い、
　学校体育施設をより有効に活用した地域スポー
　ツの振興を図ります。

　文化

●芸術文化にふれる機会の提供を図るとともに、
　文化会館（メイシアター）をはじめとするさま
　ざまな文化施設や地区公民館などでの市民の幅
　広い文化活動を支援します。
●地域に残されているさまざまな文化財の保存に
　向けて、啓発に取り組みます。
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第3章　地域ごとの計画
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東口公園東口口口
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田吹田JCTJCTCT中国吹田IC

吹田SASAA

　市域を6つのブロックに区分し、各地域の特性に応じた計画を記載しています。
　第2章で記載されている「すべての地域に共通する主な取組」に加え、ここで記載される取組を市民と
の協働により進めていきます。

Ⅰ. ＪＲ以南地域

Ⅲ.　豊津・江坂・南吹田地域

Ⅳ. 千里山・佐井寺地域
Ⅱ. 片山・岸部地域

Ⅵ. 千里ニュータウン・万博・阪大地域

Ⅴ. 山田・千里丘地域
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第３章　地域ごとの計画

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

Ⅰ.　ＪＲ以南地域

Ｊ
Ｒ
以
南
地
域

Ⅰ

　この地域は、安威川や神崎川を隔てて大阪市と
接し水運に恵まれていたことから、交通の要衝と
して発展し、市内でも早くから開けてきた地域で
す。吹田発祥の地と言われ、旧集落のまちなみや
高浜神社、護国寺等の由緒ある寺社など、かつて
の面影を残しています。また、ＪＲ吹田駅付近は、
大正時代の駅移転に伴って旭通商店街が形成され
るなど、商業の中心地として発展してきました。
　地域の中には、面的整備による比較的整然とし
た市街地もありますが、多くは自然発生的に形成
された市街地となっています。
　南西部の神崎川沿いには、大規模な工場や、市
民プールやスポーツグラウンドなどのある中の島
公園が立地しています。
　現在、地域の中央部で都市計画道路・十三高槻
線の整備が進められています。

プロフィール
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Ｎ

高浜神社

旭通商店街

歴史文化まちづくりセンター（浜屋敷）

地域マップ
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第３章　地域ごとの計画

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

第1節　まちづくりの基本方向と計画

Ｊ
Ｒ
以
南
地
域

Ⅰ

基本方向 計　画

基本方向 計　画

①旭通商店街とその周辺

②浜屋敷とその周辺

　日常生活の利便性を重視した地域
に根を張る商店街の活性化を進め、
ふれあいとにぎわいのあるまちづく
りを進めます。

●地域や業種、世代間の交流、消費者との交流、まつり
や周辺の歴史・文化資源の活用などを通じ、幅広い層
の人びとでにぎわう商店街づくりを支援します。
●空き店舗を活用した大学やＮＰＯなどとの連携による
　新たな事業を支援します。
●地域社会に密着したコミュニティビジネスの振興を図
　ります。
●商業者と協力し、放置自転車や違法駐車の解消に努め
　ます。

　地域に点在する歴史・文化資源や
自然を生かし、地域文化の創造や、
歴史・文化・自然のネットワークの
形成に努め、魅力あるまちづくりを
進めます。

●歴史文化まちづくりセンター（浜屋敷）や旧西尾家住
宅（文化創造交流館）を活用し、かつての吹田の歴史
・文化を学ぶ機会の創出や地域文化の交流を図ります。
●神社、寺院などの歴史・文化資源を生かしたまちづく
りを、市民の協力の下で進めます。また、近くにある
商店街と連携し、まちのにぎわいの創出に努めます。
●現在も残る歴史的まちなみの面影を生かし、趣のある
景観形成を図るとともに、水辺や公園などと結ぶ遊歩道
を形成します。
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基本方向 計　画

③この地域全体

　これまで営まれてきた地域でのさ
まざまなコミュニティ活動と連携し、
住みよいまちづくりを進めます。
　誰もが安心して暮らせるまちづく
りを進めます。
　河川を生かし、ふれあいの場とし
て活用します。
　防災性の向上や、緑化の推進など
に努め、生活環境の向上を図ります｡
　環境と調和した工業の振興を図り
ます。

●コミュニティセンターの運営に、より多くの市民の参
加を促し、市民の多様な活動の拠点として、また地域
福祉の拠点として事業の充実を促進します。
●地域における支え合いのネットワークの形成に向けて、
地域の相談・支援窓口や民生委員・児童委員、ボラン
ティア等の連携を進めます。
●神崎川や安威川などの緑と水辺を生かし、市民や事業
　者との協働により、ふれあいの場として活用します。
●木造建築物が密集する地区では、建築物の不燃化・耐
震化や生活道路の整備改善、敷地内の緑化誘導を図り
ます。

●公園整備やまちの緑化に努めます。また、ポケットパ
　ークなど身近なオープンスペースの確保に努めます。
●十三高槻線、豊中岸部線の事業に伴う街路樹の植栽な
　ど周辺環境整備に努めます。
●浸水被害の発生地域では、雨水施設の能力増強の整備
を計画的に進め、被害の軽減に努めます。また、流域
下水道の整備を促進し、未整備地域の下水道整備を進
めます。

●工業の高度化や環境に配慮した事業活動を支援し、都
　市型工業への展開を図ります。
●岸辺駅周辺のまちづくりについては、「安心・安全な
まち」「大学と共存するまち」「うるおいのあるまち」
「人が集うまち」「心通わせるまち」の実現に向けて、
市民、事業者の参画の下で、協働により取り組みます。

●（仮称）西吹田駅前の整備については、地域の特性を
生かした、魅力あるまちづくりに向けて、市民、事業
者の参画の下で、協働により取り組みます。
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第３章　地域ごとの計画

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

第2節　まちの様子

Ｊ
Ｒ
以
南
地
域

Ⅰ１．人口

　人口減少が続く中で、高齢化が進んでおり、高
齢化率は20%を超えています。また、高齢単身
世帯や高齢夫婦世帯の比率が非常に高くなってい
ます。

２．土地利用・住宅

　全市の中で工場地の比率が最も高く、緑地等の
比率が最も低くなっています。
　一戸建と長屋建住宅の比率が過半数を超えてお
り、木造建物床面積率も高くなっています。
　住宅地の評価は、「緑の豊かさや自然環境」「周
辺の眺望や街並み・景観」に対する満足度が極め
て低くなっています。

３．コミュニティ・福祉

　平均居住年数が最も長く、吹田市に対してふる
さと意識を持つ市民の割合も高くなっています。
また、自治会や高齢クラブへの加入率が高く、コ
ミュニティセンターでの協議会活動をはじめ、さ
まざまなコミュニティ活動が行われています。
　保育所入所児童や留守家庭児童育成室入室児の
比率が高く、また、高齢単身世帯や高齢夫婦世帯
の比率も非常に高いなど、福祉ニーズが高いこと
が伺えます。

４．産業

　豊津・江坂・南吹田地域に次いで事業所が集積
していますが、事業規模が小さい小売業商店が多
く、商店数と販売額がともに減少傾向をたどって
います。
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５．主な歴史・文化資源

旧街道・参道

　亀岡街道、吹田街道

歴史的まちなみが残る地区

　高浜町、南高浜町、内本町

神社・寺院

　高浜神社、春日神社、大の木神社、
　観音寺、小女郎稲荷、護国寺、大雄院、
　光徳寺、常光円満寺

歴史的建築・構造物

　歴史文化まちづくりセンター（浜屋敷）、
　旧西尾家住宅（文化創造交流館）

地蔵・道標・碑

　建前地蔵尊、南町道標、六地蔵道標、
　旧吹田市役所跡碑

遺跡・史跡

　吹田の渡し跡、都呂須遺跡、泪の池

その他の文化財

　護国寺絹本著色般若菩薩像、
　地車（六地蔵、西奥町、神境町、都呂須）

伝統行事・まつり・芸能

　だんじり巡行、高浜神社の船渡御、
　吹田まつり
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第３章　地域ごとの計画

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

第3節　公共施設等の配置状況

Ｊ
Ｒ
以
南
地
域

Ⅰ１．文化集会施設・スポーツ施設

分類 施設名

吹田東地区公民館
吹三地区公民館
吹一地区公民館
吹六地区公民館
吹一地区公民館・さんくす分館
内本町コミュニティセンター

さんくす図書館

勤労者会館
勤労青少年ホーム
歴史文化まちづくりセンター
吹田東地区集会所
目俵市民体育館
中の島市民プール
南正雀スポーツグラウンド
中の島公園有料施設

1
2
3
4
5
6

5

7
8
9
10
11
12
13
14

公民館

コミュニティ
センター
図書館・
分館・分室
その他の
文化集会施設

体育館
その他の
スポーツ施設
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2．福祉施設・保健医療施設
Ｎ

分類 施設名

東保育園
吹田保育園
吹一保育園
吹六保育園
こばと保育園
もみの木保育園
吹田どんぐり保育園
高城児童会館
寿町児童センター
東地区高齢者いこいの間
吹三地区高齢者いこいの間
吹一地区高齢者いこいの間
吹六地区高齢者いこいの間
ハピネスさんあい
松風園
グループホーム「あい」
グループホームきさく苑吹田

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

保育所（市立）

保育所（私立）

児童会館・
児童センター
高齢者
いこいの間等

特別養護
老人ホーム
認知症高齢者
グループホーム 

分類 施設名

内本町デイサービスセンター
デイサービスハピネスさんあい
松風園デイ・サービスセンター
デイサービスセンター
「いきいきライフ」
デイサービスフレンドハウス吹田
デイサービスセンターあいかわ
相川デイサービスセンターあいあい
あすなろＩデイサービス
ライフライトデイサービスセンター
内本町地域保健福祉センター
在宅介護支援センター
ハピネスさんあい
松風園在宅介護支援センター
吹田療育園（済生会吹田）

フレッシュベーカリーさつき
ぷくぷくワールド
ぷくぷくホーム　ねばーらんど
一休庵
ペパーミント
銀河
ぷくぷくホーム　川園
かわぞのホーム
日の出ホーム
胡蝶庵

松風園
（身体障害者デイサービスセンター）

すいた自立支援センター
「ネバーランド」
 障害児・者地域生活支援センター
「あおぞら」
精神障害者地域生活支援センター
「すいた以和貴」
大阪府済生会吹田病院

18
14
15
19

20
21
22
23
24
18
14

15
15

25
26
27
28
29
30
31
32
33
34

15

35

36

37

38

高齢者
デイサービス
センター

在宅介護
支援センター

肢体不自由児
通園施設
知的障害者
通所授産施設
知的障害者
グループホーム

精神障害者
グループホーム
身体障害者
デイサービス
センター
地域生活
支援センター

医療施設
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Ｊ
Ｒ
以
南
地
域

Ⅰ3．学校教育施設
Ｎ

分類 施設名

吹田第一幼稚園
吹田第三幼稚園
朝日幼稚園
吹田東小学校
吹田第一小学校
吹田第三小学校
吹田第六小学校
第五中学校
第三中学校
大阪学院大学高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10 

幼稚園（市立）

幼稚園（私立）
小学校（市立）

中学校（市立）

高校（私立）
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4．都市計画道路・下水道雨水施設整備状況
Ｎ

種別 番号 名称

豊中岸部線 
十三高槻線 
佐井寺片山高浜線 
砂子宮之前線 
駅前1号線 
吹田駅前線 
大阪高槻京都線 
上新庄神境線 
浜田浜之堂線 
栄東町線 
浜之堂線 
南正雀吹東線 

4
6
16
20
21
22
23
27
29
30
34
38

幹線街路

特殊街路

凡例

都市計画道路
（平成16年度（2004年度）末現在）

下水道雨水施設
（平成16年度（2004年度）末現在）

整備済

整備済

能力増強の整備区域

事業中

未整備

未整備
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第３章　地域ごとの計画

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

Ⅱ.　片山・岸部地域

片
山
・
岸
部
地
域

Ⅱ

　この地域は、千里丘陵のすそ野にあたり、古来
より丘陵の斜面と豊富で良質な粘土を用いて窯業
が営まれ、後期難波宮や平安京の造営に用いられ
た瓦の生産地であったことが知られています。
　明治時代には、豊富で良質な地下水を求めてビ
ール工場が創業し、大正時代には国鉄吹田操車場
が設けられ、当時の吹田を「ビールと操車場のま
ち」とイメージさせた地域です。昭和に入ると「産
業道路」と呼ばれる大阪高槻京都線の開通を機に、
片山商店街が形成され、付近の丘陵部は住宅地と
して発展しました。
　片山公園とその周辺には中央公民館、中央図書
館、市民会館、市民体育館、市民プール、総合福
祉会館、男女共同参画センター（デュオ）などが
集積し、吹田市を代表する公共施設ゾーンが形成
されています。
　東部には、大阪学院大学が立地しています。ま
た、北東部には吉志部神社など由緒ある寺社があ
り、旧集落の面影を一部に残しています。
　現在、この地域では紫金山公園での自然と歴史
資源を生かした整備や都市計画道路・千里丘豊津
線の整備が進められています。

プロフィール
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Ｎ

博物館

吉志部神社紫金山公園

旧吉志部東村のまちなみ

大阪学院大学

片山公園周辺

地域マップ
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第３章　地域ごとの計画

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

第1節　まちづくりの基本方向と計画

片
山
・
岸
部
地
域

Ⅱ

基本方向

計　画

基本方向

基本方向

基本方向

計　画

計　画

計　画

①片山公園とその周辺

②紫金山公園とその周辺

③大阪学院大学とその周辺

　地域に集積している福祉、保健、
医療の関係施設や機関の連携を深め、
誰もが安心して暮らせるまちづくり
を進めます。
　片山公園と周辺に整備されている
公共施設を生かし、市民の交流広場
づくりを進めます。

　地域に点在する歴史・文化資源や
自然を生かし、地域文化の創造や、
歴史・文化・自然のネットワークの
形成に努め、魅力あるまちづくりを
進めます。

　地域の人と大学や学生との交流を
深め、岸辺駅と正雀駅が近接する交
通至便な立地特性を生かした、にぎ
わいと活気のあるまちづくりを進め
ます。大学を地域資源として生かし、
地域文化を育みます。

●総合福祉会館、保健センター、子ども家庭センターや
社会福祉協議会など福祉、保健、医療の関係施設や機
関の集積を生かし、拠点としての機能を高めます。
●片山公園を緑の拠点とし、周辺に整備されている図書
館や市民会館、体育館などの資源を生かし、集いと憩
いの交流広場づくりを進めます。

●旧街道沿いや吉志部神社への参道を、個性ある景観と
　して継承・育成し、歩いて楽しめる道として活用します。
●地域に残されている歴史的なまちなみを生かしたまち
　づくりを市民の協力の下で進めます。
●紫金山公園一帯の自然や歴史・文化環境を保全し、市
民の交流を広げる場とします。また、博物館を活用し、
身近な地域の歴史・文化を学ぶ機会の創出に努めます。

●商業者との協働により、学生と地域の交流の場の充実
　に努め、にぎわいと活気のある商業地づくりを進めます。
●大学の施設開放やまちづくりへの参加などを促進し、 
　市民の学習環境の充実と市民文化の振興を図ります。
●大学の専門的研究機能や情報発信機能、学生の潜在能
力やエネルギーを地域文化の発展とまちづくりに生か
せるよう、大学との連携事業を推進します。
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基本方向 計　画

④この地域全体

　これまで営まれてきた地域でのさ
まざまなコミュニティ活動と連携し、
住みよいまちづくりを進めます。
　誰もが安心して暮らせるまちづく
りを進めます。
　防災性の向上や、緑化の推進など
に努め、生活環境の向上を図ります｡

●地域住民が活用できる広域的なコミュニティ施設を整
備するとともに、活動の場や情報の提供などを通じ、
コミュニティ活動を支援し、住民同士の交流を促進し
ます。
●地域における支え合いのネットワークの形成に向けて、
地域の相談・支援窓口や民生委員・児童委員、ボラン
ティア等の連携を進めます。
●木造建築物が密集する地区では、建築物の不燃化・耐
震化や生活道路の整備改善、敷地内の緑化誘導を図り
ます。
●公園整備やまちの緑化に努めます。また、ポケットパ
　ークなど身近なオープンスペースの確保に努めます。
●交通の不便な地域での移動手段について検討します。
●豊中岸部線、千里丘豊津線、南千里岸部線の事業に伴
　う街路樹の植栽など周辺環境整備に努めます。
●浸水被害の発生地域では、雨水施設の能力増強の整備
を計画的に進め、被害の軽減に努めます。また、雨水
施設の未整備地域では、その効率的な整備に努めます。
●吹田操車場跡地の整備については、本市のみならず広
域的な利用も視野に入れ、周辺地域との調和や居住環
境の向上、緑豊かな公共空間の創出など、魅力的で独
自性のあるまちづくりに向けて、市民、事業者の参画
の下で、協働により取り組みます。
●岸辺駅周辺のまちづくりについては、「安心・安全な
まち」「大学と共存するまち」「うるおいのあるまち」
「人が集うまち」「心通わせるまち」の実現に向けて、
市民、事業者の参画の下で、協働により取り組みます。
●大規模な開発については、新たな世代の流入が期待で
きる魅力的なまちづくりに向けて、周辺環境と調和し
た開発の誘導に努めます。
●日常生活の利便性に配慮した商店街の活性化とともに、
店舗を活用した地域交流を促進します。
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第３章　地域ごとの計画

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

片
山
・
岸
部
地
域

Ⅱ

第2節　まちの様子

１．人口

２．土地利用・住宅

３．コミュニティ・福祉

　人口は、一時増加しましたが、現在は減少に転
じています。高齢人口や年少人口の比率は全市平
均並ですが、高齢単身世帯の比率が高くなってい
ます。

　一戸建と長屋建住宅の比率が高く、木造建物床
面積率も高くなっています。
　片山地区には､ＪＲ西日本の社宅が立地しており､
給与住宅の占める比率が高くなっています。
　住宅地の評価は、「道路や歩道の整備状況」に
対する満足度が低くなっています。

　平均居住年数が長く、吹田市に対してふるさと
意識を持つ市民の割合が最も高くなっています。
　保育所入所児童の比率が高く、また、高齢単身
世帯の比率も高いなど、福祉ニーズが高いことが
伺えます。
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4．主な歴史・文化資源

旧街道・参道

　亀岡街道、吹田街道、吉志部神社参道

歴史的まちなみが残る地区

　岸部、原町

神社・寺院

　泉殿宮、片山神社、吉志部神社、名次宮、
　天津神社、玉林寺、常光寺、大光寺

歴史的建築・構造物

　泉殿宮の常夜灯、吉志部神社本殿、
　中西家住宅、大阪ハリストス正教会、
　千里第一小学校、大光寺太子館

地蔵・道標・碑

　六観音・六地蔵、吉志部小路道標

遺跡・史跡

　32号須恵器窯跡、34号須恵器窯跡、
　吉志部古墳、七尾瓦窯跡、吉志部瓦窯跡、
　泉殿の霊泉

その他の文化財

　地車（川面町、浜の堂）、泉殿宮神楽獅子

伝統行事・まつり・芸能

　泉殿宮の神楽獅子、吉志部神社のどんじ、
　どんど祭り、四ツ竹踊り、愛宕盆
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第３章　地域ごとの計画

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

第3節　公共施設等の配置状況

１．文化集会施設・スポーツ施設

片
山
・
岸
部
地
域

Ⅱ

分類 施設名

岸二地区公民館
岸一地区公民館
片山地区公民館
千一地区公民館
山手地区公民館
中央公民館
岸部市民センタ－
中央図書館

市民会館  
博物館
青少年クリエイティブセンター
交流活動館
男女共同参画センター
岸二地区集会所
千一地区集会所
山手小学校地域交流室
片山市民体育館
片山市民プール

1
2
3
4
5
6
7
8

6
9
10
11
12
13
14
15
16
17

公民館

市民センター
図書館・
分館・分室
その他の
文化集会施設

体育館
その他の
スポーツ施設

155



2．福祉施設・保健医療施設

分類 施設名

岸部保育園
ことぶき保育園
片山保育園
千里山やまて学園
あびにょん保育園
岸部敬愛保育園
旭ヶ丘学園
マーヤ敬愛保育園
原町児童センター
朝日が丘児童センター
岸二地区高齢者いこいの間   
岸一地区高齢者いこいの間
山手地区高齢者いこいの間
千一地区高齢者いこいの間
片山地区高齢者いこいの間
高齢者いこいの家
寿楽荘   
高寿園
吹田市介護老人保健施設
老人保健施設ウエルハウス協和
ヴィラコティ岸部  
岸部中グループホーム

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
10
15
16
17
18
19
20
21

保育所（市立）

保育所（私立）

児童会館・
児童センター
高齢者
いこいの間等

特別養護
老人ホーム
老人保健施設

認知症高齢者
グループホーム 

分類 施設名

総合福祉会館   
ナイト・ケア吹田
デイサービスセンターあさひがおか
片山デイサービス
高寿園デイサービスセンター
岸部中デイサービスセンター
デイ上山手サン・ハウス
ウエルハウス協和
在宅介護支援センター   
高寿園在宅介護支援センター
わかたけ園

杉の子学園
さつき障害者作業所
スマイルぷくぷく
とらや
あおぞら１
あおぞら２
コスモス吹田寮
えるむ
ポパイホーム
総合福祉会館

総合福祉会館

杉の子学園

総合福祉会館   
吹田子ども家庭センター
保健センター
吹田保健所
吹田市民病院
岸部診療所

22
23
7
24
17
21
25
19

17
26

27
28
29
30
28
28
31
32
33
22

22

27

22
34
22
34
35
36

高齢者
デイサービス
センター

在宅介護
支援センター

肢体不自由児
通園施設
障害児通園施設
知的障害者
通所授産施設
知的障害者
グループホーム

身体障害者
デイサービス
センター

知的障害者
デイサービス
センター

地域生活
支援センター
その他の
福祉施設
保健施設

医療施設

Ｎ
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3．学校教育施設

分類 施設名

岸部第一幼稚園
片山幼稚園
山手幼稚園
岸部敬愛幼稚園
藤が丘幼稚園
岸部第二小学校
岸部第一小学校
片山小学校
千里第一小学校
山手小学校
第二中学校
府立吹田高等学校
大阪学院短期大学
大阪学院大学

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

幼稚園（市立）

幼稚園（私立）

小学校（市立）

中学校（市立）
高校（公立）
短大・
大学（私立） 

片
山
・
岸
部
地
域

Ⅱ

Ｎ
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種別 番号 名称

豊中岸部線 
十三高槻線 
南千里岸部線 
佐井寺片山高浜線 
吹田駅前線 
大阪高槻京都線 
千里丘豊津線 
山田佐井寺岸部線 
服部西之庄線 
西之庄線 
佐井寺南線
片山１号線 

4
6
15
16
22
23
24
25
32
33
35
37

幹線街路

区画街路

凡例

都市計画道路
（平成16年度（2004年度）末現在）

下水道雨水施設
（平成16年度（2004年度）末現在）

整備済

整備済

能力増強の整備区域

事業中

未整備

未整備

4．都市計画道路・下水道雨水施設整備状況
Ｎ
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第３章　地域ごとの計画

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

Ⅲ.　豊津・江坂・南吹田地域

豊
津
・
江
坂
・
南
吹
田
地
域

Ⅲ

　この地域は、千里丘陵の南側にあり、地下水が
豊富で垂水神社など水にゆかりのある史跡が多く
あります。また、地区内の遺跡からは、古代より
広域的に交流があったことがうかがえます。高度
成長期に入ると、千里ニュータウンの開発や万国
博覧会の開催を機に国道423号（新御堂筋）や地
下鉄御堂筋線の延伸整備が進められ、あわせて江
坂駅周辺等では土地区画整理事業が行われました。
　江坂駅を中心に、北大阪の都心的役割としての
商業・業務施設やアミューズメント施設の集積す
る地区となっていますが、その周辺には旧集落の
面影を残したまちなみや、北部には閑静な住宅地
が形成されています。また、東部には市役所や文
化会館（メイシアター）があり、南部の神崎川沿
いには大規模な工場が数多くみられます。
　西部の松並木のある高川、中央部の桜並木のあ
る糸田川沿いの緑道は、まちなかでの貴重な緑と
水辺の空間となっています。

プロフィール
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江坂公園周辺

垂水神社

エスコタウン

蔵人旧集落のまちなみ

地域マップ
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第３章　地域ごとの計画

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

第1節　まちづくりの基本方向と計画

豊
津
・
江
坂
・
南
吹
田
地
域

Ⅲ

基本方向

基本方向

計　画

計　画

①江坂駅周辺

②榎坂・蔵人や垂水の旧集落とその周辺

　江坂駅周辺の商業・業務機能やサ
ービス機能の集積を促進し、北大阪
の都心的役割を高めます。
　商業・業務機能と居住機能の調和
したまちづくりを進めます。
　自治会や事業者などが連携したま
ちづくりの取組を支援するとともに、
特色ある文化を全国に発信する、若々
しく魅力あるまちづくりをめざしま
す。

　地域に点在する歴史・文化資源や
自然を生かし、歴史・文化・自然の
ネットワークの形成に努め、魅力あ
るまちづくりを進めます。

●個性的で魅力ある専門店の集積を促進します。また、
　起業を支援し、地域への定着を促進します。
●情報サービスなど産業支援型企業の誘致・育成を進め
　ます。
●商工業者の交流の場づくりを進め、江坂が商工業の核
　となるよう支援します。
●事業者などが連携した祭りや文化イベントなどを支援
　し、多くの人が訪れたくなるにぎわいのある商業地づ
　くりを促進します。
●専門学校や劇団、事業者と協働し、文化交流施設の誘
　致や若者たちの交流の場づくりを進め、特色ある「江
　坂文化」を発信します。
●地域のコミュニティと協働し、防犯活動やまちの美化
　活動、緑や花を増やす取組などを支援し、快適で安心
　・安全な環境整備を進めます。

●榎坂・蔵人の旧集落、垂水に点在する史跡や旧集落、
垂水の森などの歴史・文化資源と自然を生かしたまち
づくりを市民の協力の下で進めます。
●歴史・文化資源に親しみながら歩けるルートを形成し、
　近くの河川と結びます。

161



計　画基本方向 計　画

③この地域全体

　これまで営まれてきた地域でのさ
まざまなコミュニティ活動と連携し、
住みよいまちづくりを進めます。
　誰もが安心して暮らせるまちづく
りを進めます。
　河川を生かし、ふれあいの場とし
て活用します。
　緑化の推進などに努め、生活環境
の向上を図ります｡
　環境と調和した工業の振興を図り
ます。

●地域住民が活用できる広域的なコミュニティ施設を整
備するとともに、活動の場や情報の提供などを通じ、
コミュニティ活動を支援し、住民同士の交流を促進し
ます。
●地域福祉の拠点となる地域保健福祉センターの整備に
　努めます。
●高齢者を支える地域でのネットワークの形成に向けて、
地域の相談・支援窓口や民生委員・児童委員、ボラン
ティア等の連携を進めます。
●保育・子育てへの多様なニーズに対応して、子育て支援
　活動を地域住民、社会福祉事業者との協働で進めます。
●子どもが安心して遊べる場の整備に努めます。
●神崎川などの緑と水辺を生かし、市民や事業者との協
　働により、ふれあいの場として活用します。
●公園整備やまちの緑化に努めます。また、ポケットパ
　ークなど身近なオープンスペースの確保に努めます。
●浸水被害の発生地域では、雨水施設の能力増強の整備
　を計画的に進め、被害の軽減に努めます。
●工業の高度化や環境に配慮した事業活動を支援し、都
　市型工業への展開を図ります。
●（仮称）西吹田駅前の整備については、地域の特性を
生かした、魅力あるまちづくりに向けて、市民、事業
者の参画の下で、協働により取り組みます。
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第３章　地域ごとの計画

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

第2節　まちの様子

１．人口

２．土地利用・住宅

３．コミュニティ・福祉

　地域全体でみると、人口増加が続き、単身世帯
の比率が非常に高くなっています。しかし、この
地域は、これまでのまちの発展状況の違いにより、
異なった3つの地区で構成されています。
　豊津・江坂地区では、人口及び世帯数が著しく
伸びています。15～64歳の比率が非常に高く、
また、約半数の世帯が一人暮らしとなっています。
　吹二地区では、世帯数があまり変動していない
中で、人口減少が続いており、世帯人員の減少と
高齢化の進行がうかがわれます。
　吹南地区では、人口増加が続いており、0～14
歳の比率が全市平均を超えています。

　商業業務地の比率が高く、緑地等の比率が低く
なっています。
　全市の中で民間賃貸共同住宅の比率が最も高く
なっています。
　豊津・江坂地区では、共同住宅の占める比率が
8割を超え、なかでも6階建以上が約5割となって
います。また、民間賃貸住宅と給与住宅を合わせ
た借家比率は、6割と高くなっています。
　吹二地区では、一戸建・長屋建住宅が5割を超
えており、6階建以上の共同住宅の比率は極めて
低く、他の地区と異なったまちなみをみせていま
す。
　吹南地区では、豊津・江坂地区と同様に借家比
率が約6割と高い比率を示しています。
　地域全体の住宅地の評価は、「緑の豊かさや自
然環境」「周辺の眺望や街並み・景観」「騒音や
大気汚染の少なさ」に対する満足度が低くなって
います。

　単身世帯が約半分を占める中、自治会への加入
率は吹二地区を除いて全体的に低く、「地域の行
事や活動にほとんど参加していない」と回答した
市民が6割を超えています。その一方で、企業も
含めたボランティア活動など特色あるコミュニテ
ィ活動が行われています。
　留守家庭児童育成室入室児の比率が高くなって
います。

4．産業

　全事業所の約4割がこの地域に集積しており、
商業・業務機能の中心地となっています。特に卸
売業の集積が突出していますが、年間販売額は減
少傾向にあります。

豊
津
・
江
坂
・
南
吹
田
地
域

Ⅲ
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5．主な歴史・文化資源

旧街道・参道

　吹田街道

歴史的まちなみが残る地区

　垂水、江坂

神社・寺院

　垂水神社、感神宮（素盞烏尊神社）、
　旧楠明社、瑞泉寺、稲荷神社、憶念寺、
　法泉寺、明誓寺

歴史的建築・構造物

　ダスキン誠心館、高川水道橋、
　榎　家住宅

地蔵・道標・碑

　榎坂東・西道標、油かけ地蔵、
　雉子畷（きじなわて）の碑

遺跡・史跡

　垂水遺跡、垂水南遺跡、五反島遺跡、
　上の川跡、垂水の滝

その他の文化財

　地車（金田町）

伝統行事・まつり・芸能

　感神宮・稲荷神社・垂水神社の太鼓御輿、
　愛宕盆、吹田まつり
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第３章　地域ごとの計画

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

第3節　公共施設等の配置状況

１．文化集会施設・スポーツ施設

豊
津
・
江
坂
・
南
吹
田
地
域

Ⅲ

分類 施設名

江坂大池地区公民館
豊二地区公民館
豊一地区公民館
吹二地区公民館
南吹田地区公民館
豊一市民センタ－
江坂図書館

文化会館（メイシアター）
花とみどりの情報センター
吹二地区集会所
南吹田市民体育館

1
2
3
4
5
6
7

8
7
9
10

公民館

市民センター
図書館・
分館・分室
その他の
文化集会施設

体育館
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2．福祉施設・保健医療施設

分類 施設名

垂水保育園
いずみ保育園
南保育園
稲荷学園
かんらん保育園
双葉保育園
豊一児童センター 
南吹田児童センター
江坂大池地区高齢者いこいの間
豊二地区高齢者いこいの間
豊一地区高齢者いこいの間
吹二地区高齢者いこいの間
吹南地区高齢者いこいの間

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
8

保育所（市立）

保育所（私立）

児童会館・
児童センター
高齢者
いこいの間等

分類 施設名

エバーグリーン

エコ吹田  
グループホームやすらぎ
垂水デイサービスセンター   
吹田南デイサービス
たすけあいセンター
エバーグリーン
デイサービスひばり
エバーグリーン在宅介護支援センター
江坂在宅介護支援センター
小憩寮

シード

いずみ母子ホーム

13

14
15
16
17

13
15
13
18
19

20

2

特別養護
老人ホーム
認知症高齢者
グループホーム
高齢者
デイサービス
センター

在宅介護
支援センター
精神障害者
グループホーム  
地域生活
支援センター  
その他の
福祉施設

Ｎ
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第３章　地域ごとの計画

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

3．学校教育施設

豊
津
・
江
坂
・
南
吹
田
地
域

Ⅲ

分類 施設名

江坂大池幼稚園
豊津第一幼稚園
吹田南幼稚園
まこと幼稚園
西吹田幼稚園
江坂大池小学校
豊津第二小学校
豊津第一小学校
吹田第二小学校
吹田南小学校
豊津西中学校
豊津中学校
第六中学校
府立吹田養護学校

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

幼稚園（市立）

幼稚園（私立）

小学校（市立）

中学校（市立）

その他の
学校教育施設

Ｎ
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種別 番号 名称

御堂筋線 
十三高槻線 
小曽根南泉線 
豊中吹田線 
西吹田駅前線 
吹田駅前線 
大阪高槻京都線 
春日豊津線 
服部西之庄線 
西之庄線
垂水東線 
泉金田線 

1
6
17
18
19
22
23
31
32
33
40
41

幹線街路

特殊街路

凡例

都市計画道路
（平成16年度（2004年度）末現在）

下水道雨水施設
（平成16年度（2004年度）末現在）

整備済

整備済

能力増強の整備区域

未整備

未整備

4．都市計画道路・下水道雨水施設整備状況
Ｎ
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第３章　地域ごとの計画

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

Ⅳ.　千里山・佐井寺地域

千
里
山
・
佐
井
寺
地
域

Ⅳ

　この地域は、市域中央部に位置しており、千里
丘陵の起伏に富んだ地形を持ち、古くから尾根筋
に佐井寺、谷筋に春日などの集落が形成されてき
ました。集落内には歴史的なまちなみ、佐井寺伊
射奈岐神社や佐井寺など歴史的資源が数多く残さ
れています。
　千里山地区は、大正末期に阪急千里線の開通に
伴って郊外住宅地として開発され、緑豊かな閑静
な住宅地として発展してきました。広大な敷地に
豊かな緑とオープンスペースを持つ関西大学は、
地域文化や学生向けのにぎわいのある商業地を形
成してきました。
　佐井寺地区では、古くからの集落が持つ趣を残
している市街地に加えて、土地区画整理事業によ
り新しい住宅が多く建設されました。そのため、
この地域では近年人口が著しく増加しています。

プロフィール
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春日神社

佐井寺

佐井寺伊射奈岐神社

関西大学

佐井寺旧集落のまちなみ

千里山のまちなみ

千里山第一噴水

地域マップ

Ｎ
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第３章　地域ごとの計画

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

第1節　まちづくりの基本方向と計画

千
里
山
・
佐
井
寺
地
域

Ⅳ

基本方向 計　画

①佐井寺や春日の旧集落とその周辺

基本方向 計　画

②関西大学とその周辺

計　画基本方向 計　画

③千里山住宅とその周辺

　地域に点在する歴史・文化資源や
自然を生かし、歴史・文化・自然の
ネットワークの形成に努め、魅力あ
るまちづくりを進めます。

●春日神社、佐井寺、佐井寺伊射奈岐神社などの歴史・
　文化資源を生かしたまちづくりを市民の協力の下で進
　めます。
●佐井寺や春日の旧集落に現在も残る歴史的まちなみの
　面影を生かし、趣のある景観形成を図ります。
●緑の保全に努め、歴史・文化資源や自然に親しみなが
　ら歩けるルートを形成します。

　地域の人と大学や学生との交流を
深め、大学が地域に息づくまちづく
りを進めます。大学を地域資源とし
て生かし、地域文化を育みます。

●関大前駅や関西大学の周辺では、地域住民や商業者な
どとの協働により、学生と地域の交流の場の充実に努
め、学生街としてのにぎわいと活気のあるまちづくり
を進めます。
●大学の施設開放やまちづくりへの参加などを促進し、
　市民の学習環境の整備と市民文化の振興を図ります。
●大学の専門的研究機能や情報発信機能、学生の潜在能
力やエネルギーを地域文化の発展とまちづくりに生か
せるよう、大学との連携事業を推進します。
●留学生との交流などを促進し、身近な地域での国際交
　流を進めます。

　千里山住宅とその周辺は、緑豊か
で落ち着いた佇まいをみせており、
風致地区にふさわしい良好な住環境
の保全と育成に努めます。

●地区計画制度や建築協定制度などの活用や、景観の誘
　導などにより、良好な住環境の保全と育成を図ります。
●「みどりの協定」地区の拡大などにより、緑豊かなや
　すらぎのあるまちなみの育成を図ります。
●洋風住宅など郊外型住宅地開発の文化的遺産を保全し、
　この地区の伝統を生かした住文化の創造に努めます。
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計　画基本方向 計　画

④この地域全体

　これまで営まれてきた地域でのさ
まざまなコミュニティ活動と連携し、
住みよいまちづくりを進めます。
　誰もが安心して暮らせるまちづく
りを進めます。
　道路整備などに努め、生活環境の
向上を図ります｡

●地域住民が活用できる広域的なコミュニティ施設を整
備するとともに、活動の場や情報の提供などを通じ、
コミュニティ活動を支援し、住民同士の交流を促進し
ます。
●地域福祉の拠点となる地域保健福祉センターの整備に
　努めます。
●児童館の整備を進めます。また、子育て支援活動を地
　域住民、社会福祉事業者との協働で進めます。
●交通の不便な地域での移動手段について検討します。
●千里山駅周辺の交通混雑を解消するため、千里山佐井
　寺線、春日豊津線の整備の促進に努めます。
●豊中岸部線、佐井寺片山高浜線の事業に伴う街路樹の
　植栽など周辺環境整備に努めます。
●雨水施設の未整備地域では、その効率的な整備に努め
　ます。
●千里山駅周辺整備事業については、地域の特性を生か
した、魅力あるまちづくりに向けて、市民、事業者の
参画の下で、協働により取り組みます。
●春日地区は、マンション建設により若年ファミリー層
を中心に人口が急増しており、コミュニティの振興や
子育て支援に努めます。
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第３章　地域ごとの計画

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

第2節　まちの様子

１．人口

２．土地利用・住宅

３．コミュニティ・福祉

　地域全体では、人口増加が続く中で、年少人口
の比率が高く、18歳未満の子どものいるファミ
リー世帯の比率も高くなっています。
　特に、土地区画整理事業によりまちがつくられ
た佐井寺地区、民間事業者による住宅建設が進ん
だ春日地区では人口増加が著しく、年少人口、フ
ァミリー世帯の比率が非常に高く、若い人口構成
となっています。
　五月が丘地区も同様に若い人口構成を示してい
ますが、人口は減少に転じています。
　千里山地区は、人口はわずかながら増加してい
るものの、他方で高齢化が緩やかに進行していま
す。

　地域全体で民間賃貸共同住宅の比率が高くなっ
ています。
　共同住宅の比率が地域全体で7割を超える中で、
春日地区と五月が丘地区では約9割を示していま
す。なかでも春日地区では、6階建以上が7割を
超え、給与住宅の比率も高いという特徴が見られ
ます。
　持ち家比率は、五月が丘地区のみが5割を超え
ています。
　地域全体の住宅地の評価は、「緑の豊かさや自
然環境」「周辺の眺望や街並み・景観」に対する
満足度が高くなっていますが、「行政サービス施
設の利便性」に対する満足度が低くなっています｡

　平均居住年数が短く、吹田市に対してふるさと
意識を持つ市民の割合も低くなっています。また、
「地域の行事や活動にほとんど参加していない」
と回答した市民の割合が高くなっています。その
一方で新たなコミュニティ活動が行われています｡
　18歳未満の子どものいるファミリー世帯が多
い中、保育所入所児童や留守家庭児童育成室入室
児の比率が低く、家庭での子育ての比率が高くな
っていることが伺えます。

千
里
山
・
佐
井
寺
地
域

Ⅳ
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4．主な歴史・文化資源

旧街道・参道

　佐井寺観音参詣道

歴史的まちなみが残る地区

　佐井寺、春日、上山手町

神社・寺院

　愛宕社、春日神社、佐井寺伊射奈岐神社、
　千里山神社、佐井寺、西寶寺、西照寺、
　千里寺

歴史的建築・構造物

　千里山第一・第二噴水、千里寺本堂

地蔵・道標・碑

　向かい坂地蔵、佐井の清水碑、
　春日の地蔵（地現地蔵）、
　下新田新道記念碑

遺跡・史跡

　佐井寺くりぬき水路、佐井の清水、
　佐井寺焼窯跡

その他の文化財

　佐井寺木造地蔵菩薩立像

伝統行事・まつり・芸能

　佐井寺伊射奈岐神社の太鼓御輿、愛宕盆
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第３章　地域ごとの計画

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

第3節　公共施設等の配置状況

１．文化集会施設・スポーツ施設

分類 施設名

東佐井寺地区公民館
千里新田地区公民館
佐井寺地区公民館
千二地区公民館
千三地区公民館
千里山・佐井寺図書館

総合運動場

1
2
3
4
5
6

7

公民館

図書館・
分館・分室
その他の
スポーツ施設

千
里
山
・
佐
井
寺
地
域
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2．福祉施設・保健医療施設

分類 施設名

千里山保育園
千三保育園
南ヶ丘保育園
佐井寺たんぽぽ保育園
五月が丘児童センター

佐井寺地区高齢者いこいの間   
東佐井寺地区高齢者いこいの間
千里新田地区高齢者いこいの間
千二地区高齢者いこいの間
千三地区高齢者いこいの間
ちくりんの里

プレーゴ緑地公園

1
2
3
4
5

6
5
7
1
2
8

9

保育所（市立）

保育所（私立）

児童会館・
児童センター
高齢者
いこいの間等

特別養護
老人ホーム
ケアハウス

分類 施設名

寿楽荘
千里山西デイサービスセンター  
南ヶ丘デイサービスセンター「愛」
プレーゴ緑地公園
デイサービスセンター
千里山東デイサービスセンター
南ヶ丘在宅介護支援センター「愛」 

くすの木障害者作業所

第２くすの木障害者作業所

はばたき 
ぷくぷくホーム　竹谷
ウイング
さくら
オリーブハウス
ぷくぷくホーム　千里山東
すみれの家
エスペランサ

障害児･者
地域生活支援センター「めい」

10

3
9

11
12

13

13

14
15
16
17
18
18
19
20

21

高齢者
デイサービス
センター

在宅介護
支援センター
身体障害者
通所授産施設
知的障害者
通所授産施設
知的障害者
グループホーム

精神障害者
グループホーム
地域生活
支援センター

Ｎ
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第３章　地域ごとの計画

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

3．学校教育施設

分類 施設名

東佐井寺幼稚園
千里新田幼稚園
千里第二幼稚園
千里山ナオミ幼稚園
千里山グレース幼稚園
関西大学幼稚園
佐井寺小学校
東佐井寺小学校
千里新田小学校
千里第二小学校
千里第三小学校
佐井寺中学校
片山中学校
第一中学校
関西大学第一中学校
関西大学第一高等学校
関西大学

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

幼稚園（市立）

幼稚園（私立）

小学校（市立）

中学校（市立）

中学校（私立）
高校（私立）
短大・
大学（私立）

千
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種別 番号 名称

御堂筋線 
千里中央線 
豊中岸部線 
佐井寺東１号線 
佐井寺東２号線 
南千里岸部線 
佐井寺片山高浜線 
山田佐井寺岸部線 
千里山佐井寺線 
春日豊津線 
佐井寺南線
佐井寺東３号線　    
   

1
3
4
10
12
15
16
25
26
31
35
39

幹線街路

特殊街路

凡例

都市計画道路
（平成16年度（2004年度）末現在）

下水道雨水施設
（平成16年度（2004年度）末現在）

整備済

整備済

能力増強の整備区域

事業中

未整備

未整備

4．都市計画道路・下水道雨水施設整備状況
Ｎ
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第３章　地域ごとの計画

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

Ⅴ.　山田・千里丘地域

山
田
・
千
里
丘
地
域

Ⅴ

　この地域は、市域東部に位置しており、山田川
や旧小野原街道沿いに古くから大きな集落が形成
されています。集落内には旧家や由緒ある紫雲寺、
圓照寺、山田伊射奈岐神社、太鼓神輿や権六おど
りなど、有形、無形の歴史的資源が数多く残され
ています。
　山田西地区では、民間マンションや住宅団地の
建設により急速に市街化が進みましたが、ヒメボ
タルの保存活動や公民館活動などコミュニティ活
動や交流が盛んに行われています。また、千里丘
地区では戸建て住宅や企業の厚生施設、毎日放送
千里丘放送センターなどの施設が立地しています
が、比較的緑の多いこの地域で、企業所有地での
マンション開発などが進んでいます。
　阪急山田駅周辺では、地域住民と事業者、行政
の三者によるまちづくりが実施され、さらに公共
施設の整備により、市域北部の新たな交流拠点が
形成されようとしています。

プロフィール
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Ｎ

山田旧集落のまちなみ 圓照寺

千里丘のまちなみ山田伊射奈岐神社

地域マップ
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第３章　地域ごとの計画

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

第1節　まちづくりの基本方向と計画

山
田
・
千
里
丘
地
域

Ⅴ

計　画

基本方向

基本方向

基本方向

計　画

計　画

計　画

①山田の旧集落とその周辺

②千里丘

③この地域全体

　地域に点在する歴史・文化資源を
生かし、歴史・文化のネットワーク
の形成に努め、魅力あるまちづくり
を進めます。

　地域内の比較的まとまった緑の保
全を図ります。また、住宅開発に伴
う若年ファミリー層の流入に対応で
きるよう、公共施設の適正配置に努
めるとともに、良好な住環境の保全
と育成に努めます。

　これまで営まれてきた地域でのさ
まざまなコミュニティ活動と連携し、
住みよいまちづくりを進めます。
　誰もが安心して暮らせるまちづく
りを進めます。
　道路整備などに努め、生活環境の
向上を図ります｡

●山田伊射奈岐神社、紫雲寺、圓照寺などの歴史・文化
　資源を生かしたまちづくりを市民の協力の下で進めます。
●旧集落に現在も残る歴史的まちなみの面影を生かし、
　趣のある景観形成を図ります。 
●旧小野原街道や山田川沿いの道を、歩いて楽しめる道
　として活用します。
●古くから伝わるまつりなどを通じて、幅広い層の地域
　住民の交流を促進します。

●土地所有者や開発事業者などの協力を得ながら、緑の
　保全を図ります。
●学校をはじめとする公共施設の適正配置や幹線道路の
　整備に努めます。
●大規模な開発に対する住民意見が反映される仕組みづ
　くりを進め、良好な住環境の保全に努めます。
●地区計画制度や建築協定制度などの活用や、景観の誘
　導などにより、良好な住環境の保全と育成を図ります。
●交通の不便な地域での移動手段について検討します。
●コミュニティの振興と活動拠点の整備を進め、住民同
　士の交流を促進します。

●コミュニティセンターの運営に、より多くの市民の参
加を促し、市民の多様な活動の拠点として、また地域
福祉の拠点として事業の充実を促進します。
●地区集会所や地区公民館を活用した子育て支援をはじ
め福祉や教育など、地域のさまざまな活動を支援し、
交流を促進します。
●千里丘豊津線、箕面山田線の事業に伴う街路樹の植栽
　など周辺環境整備に努めます。
●雨水施設の未整備地域では、その効率的な整備に努めます。
●山田西地区には、今後更新時期を迎える分譲マンショ
ンが多く立地しており、これらの維持管理や建替えに
向けた支援を進めます。
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第2節　まちの様子

１．人口

２．土地利用・住宅

３．コミュニティ・福祉

　地域全体でみると、人口増加が続き、年少人口
の比率が高く、18歳未満の子どものいるファミ
リー世帯の比率も高くなっています。しかし、こ
の地域は、これまでのまちの発展状況の違いによ
り、異なった3つの地区で構成されています。
　旧集落を抱える山田東地区でも住宅建設が進み
人口増加が続いています。
　山田西地区は、世帯数が増加しているものの、
人口はほぼ落ち着きをみせ、全市と比べると高齢
化率はまだ低い状況ですが、緩やかに進行してい
ます。
　千里丘地区では、企業所有地が民間の共同住宅
に建て替わる中で、人口が急増しており、若年フ
ァミリー層の流入が進んでいます。

　地域全体で6階建以上の共同住宅の比率が5割、
持ち家の比率が6割を超えています。
　なかでも山田西地区では、共同住宅の占める比
率が約9割で、6階建以上が約7割と極めて高くな
っています。また、持ち家の比率も約7割を占め
ています。
　千里丘地区では、一戸建、共同住宅5階建以下、
共同住宅6階建以上のそれぞれがほぼ同じ比率で
混在し、他の地区とはまちの様子が異なっていま
す。
　地域全体の住宅地の評価は、「職場への通勤の
利便性」に対する満足度が低くなっていますが、
「緑の豊かさや自然環境」に対する満足度が高く
なっています。

　平均居住年数が短く、吹田市に対してふるさと
意識を持つ市民の割合も低くなっています。その
一方で、コミュニティセンターでの協議会活動を
はじめ、西山田地区集会所等を拠点に活発なコミ
ュニティ活動が行われています｡
　18歳未満の子どものいるファミリー世帯が多
い中、保育所入所児童の比率が全市平均と比べて
低く、家庭での子育ての比率が比較的高いことが
伺えます。
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第３章　地域ごとの計画

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

Ⅴ

山
田
・
千
里
丘
地
域

4．主な歴史・文化資源

旧街道・参道

　亀岡街道、小野原街道、山田街道

歴史的まちなみが残る地区

　山田

神社・寺院

　山田伊射奈岐神社、千里丘稲荷神社、
　紫雲寺、圓照寺、安養寺、光山寺

歴史的建築・構造物

　山田の馬上門

地蔵・道標・碑

　山田三ツ辻道標、山田の石仏群、一願地蔵

遺跡・史跡

　新芦屋古墳（現在は消滅）、似禅寺山遺跡

その他の文化財

　紫雲寺本堂内陣鳥獣図、
　圓照寺木造准胝観音立像・木造観音菩薩立像・
　絹本著色妙音天像・絹本墨画不動明王像、
　新芦屋古墳出土馬具、
　山田伊射奈岐神社太鼓神輿、権六おどり

伝統行事・まつり・芸能

　山田伊射奈岐神社の太鼓神輿、
　権六おどり
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第3節　公共施設等の配置状況

１．文化集会施設・スポーツ施設

分類 施設名

北山田地区公民館
東山田地区公民館
山一地区公民館
西山田地区公民館
山二地区公民館
山三地区公民館
南山田地区公民館
山五地区公民館
干里丘市民センタ－
亥の子谷コミュニティセンター

山田ふれあい文化センタ－

山田図書館

西山田地区集会所
北山田地区集会所
山田市民体育館
山田スポーツグラウンド  
武道館

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11

4

12
13
14
15
16

公民館

市民センター
コミュニティ
センター
ふれあい
文化センター
図書館・
分館・分室
その他の
文化集会施設
体育館
その他の
スポーツ施設

Ｎ
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第３章　地域ごとの計画

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

２．福祉施設・保健医療施設

山
田
・
千
里
丘
地
域

Ⅴ

分類 施設名

西山田保育園
山三保育園
山田保育園
きりん夜間愛育園
さくら保育園
第二愛育園
千里の丘けいあい保育園
千里丘児童会館  
山田西児童センター
北山田地区高齢者いこいの間   
東山田地区高齢者いこいの間
山一地区高齢者いこいの間
西山田地区高齢者いこいの間
山二地区高齢者いこいの間
山三地区高齢者いこいの間
南山田地区高齢者いこいの間
山五地区高齢者いこいの間

1
2
3
4
5
4
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

保育所（市立）

保育所（私立）

児童会館・
児童センター
高齢者
いこいの間等

分類 施設名

いのこの里

グループホームたんぽぽ

亥の子谷デイサービスセンター  
南山田デイサービスセンター
いのこの里デイサービスセンター
青葉丘デイセンター
デイハウスりぼん
デイサービス・フレンドハウス山田
デイサービスたんぽぽの広場
亥の子谷地域保健福祉センター  
在宅介護支援センターケア21千里丘
第二さつき障害者作業所

ぷくぷくホーム　山田西
コスモス吹田第２寮
府立老人総合センター

17

18

19
20
17
21
22
23
18
19
24
25

26
27
28

特別養護
老人ホーム
認知症高齢者
グループホーム
高齢者
デイサービス
センター

在宅介護
支援センター
知的障害者
通所授産施設
知的障害者
グループホーム
その他の
福祉施設

Ｎ
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3．学校教育施設

分類 施設名

東山田幼稚園
山田第一幼稚園
山田第三幼稚園
南山田幼稚園
千里丘学園幼稚園
山田敬愛幼稚園
北山田小学校
東山田小学校
山田第一小学校
西山田小学校
山田第三小学校
山田第五小学校
南山田小学校
山田第二小学校
山田東中学校
千里丘中学校
西山田中学校
山田中学校
府立吹田東高等学校
府立山田高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

幼稚園（市立）

幼稚園（私立）

小学校（市立）

中学校（市立）

高校（公立）

Ｎ
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第３章　地域ごとの計画

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

4．都市計画道路・下水道雨水施設整備状況

山
田
・
千
里
丘
地
域

Ⅴ

種別 番号 名称

大阪中央環状線 
万博公園南千里線 
万博公園外周線 
山田摂津線 
箕面山田線 
南千里岸部線 
大阪高槻京都線 
千里丘豊津線 
山田佐井寺岸部線 
大阪モノレール専用道 

2
5
7
8
14
15
23
24
25
42

幹線街路

特殊街路

凡例

都市計画道路
（平成16年度（2004年度）末現在）

下水道雨水施設
（平成16年度（2004年度）末現在）

整備済

整備済

能力増強の整備区域

未整備

未整備

Ｎ
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第３章　地域ごとの計画

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

Ⅵ.　千里ニュータウン・万博・阪大地域　（その１）千里ニュータウンを中心とするエリア

　

千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
万
博
・
阪
大
地
域

（
そ
の
１
）千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
中
心
と
す
る
エ
リ
ア

Ⅵ

　この地域は、竹林と雑木林の広がる丘陵地でし
たが、日本で初めてのニュータウンとして、大規
模住宅地の開発事業が昭和30年代から約10年を
かけて行われました。地域内には集合住宅と戸建
住宅による住宅地、地区センターや近隣センター
の商業地をはじめ、公園、道路などの公共空間が
計画的に整備され、大阪都心への交通利便性が高
い、落ち着きのある住宅地として成熟したまちと
なっています。まちびらきから40年ほどが経過
した現在では、住宅の老朽化も進み、時代の変化
に対応したまちの更新時期を迎えています。
　ニュータウン周辺部ではかつての千里丘陵の竹
林や雑木林などが残されており、緑豊かな自然景
観が保たれています。北部には国立循環器病セン
ターや千里金蘭大学があるほか、青少年野外活動
センター、市民体育館、市民プールなどのスポー
ツ・レクリエーション施設が立地し、南部でも千
里救命救急センターなどの医療施設が立地してい
ます。

プロフィール
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Ｎ

北千里地区のまちなみ

千里南公園

地域マップ

190



第３章　地域ごとの計画

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

第1節　まちづくりの基本方向と計画

　

千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
万
博
・
阪
大
地
域

（
そ
の
１
）千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
中
心
と
す
る
エ
リ
ア

Ⅵ

計　画

基本方向

基本方向

基本方向

計　画

計　画

計　画

この地域全体

　大規模な建替え事業においては、
周辺環境と調和した良好な住環境の
保全と育成に努め、緑豊かなまちづ
くりを進めます。また、多様な世帯
が住めるまちづくりを促進します。

　地区センターは、多様な商業・業
務機能に加えて、市民の文化や学習、
交流の拠点として、充実に努めます。
また、近隣センターは、日常生活の
利便性の高い商業機能の整備ととも
に、福祉・交流の場としての活用を
図るなど、にぎわいと安心のあるま
ちづくりを進めます。

　自治会や地域で活動するＮＰＯ、
ボランティア団体などのさまざまな
活動を通じて、ふれあいのあるまち
づくりを進めます。
　誰もが安心して暮らせるまちづく
りを進めます。
　特色あふれる「千里文化」の発展
に向けて取り組みます。

●公共賃貸住宅の建替えについては、住民をはじめとす
　る関係者による協議など合意形成を促進するための環
　境整備に努めます。
●公共賃貸住宅の建替えにおいて、緑地やオープンスペ
　ースが確保されるよう、誘導を図ります。また、多様
　なデザインの導入を促進します。
●地区計画制度や建築協定制度などの活用や、景観の誘
　導などにより、良好な住環境の保全と育成を図ります。
●高齢者向け住宅や若年世帯が入居できる住宅の供給を
　促進します。
●幹線道路や主要な歩行者専用道の沿道などにおいて、
　日常生活へのサービス施設を配置するなど、立地条件
　や必要性に応じた住宅地の複合機能化を促進します。
●浸水被害の発生地域では、雨水施設の能力増強の整備
　を計画的に進め、被害の軽減に努めます。

●大学との連携により学習・文化機能の充実を図り、商
　業機能の活性化に結び付けます。
●商業者と地域住民によるまちづくりの取組を支援し、
　活性化を図ります。
●空き店舗を活用した大学やＮＰＯなどとの連携による
　新たな事業を支援します。
●地域社会に密着したコミュニティビジネスの振興を図ります。
●高齢者福祉や子育て支援にかかるサービス機能の充実
　を図ります。

●地域住民が活用できる広域的なコミュニティ施設を整
備するとともに、活動の場や情報の提供などを通じ、
コミュニティ活動を支援し、住民同士の交流を促進します。
●地域福祉の拠点となる地域保健福祉センターや、児童
　館の整備に努めます。
●地域における支え合いのネットワークの形成に向けて、
地域の相談・支援窓口や民生委員・児童委員、ボラン
ティア等の連携を進めます。
●大学等の学術研究機関や文化人・芸術家などが地域で交
　流する機会を充実し、地域の文化活動の促進を図ります。
●留学生との交流などを促進し、身近な地域での国際交
流を進めます。
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4．主な歴史・文化資源

１．人口

２．土地利用・住宅

３．コミュニティ・福祉

旧街道・参道

　小野原街道

神社・寺院

　古江稲荷神社

地蔵・道標・碑

　竹見地蔵尊

伝統行事・まつり・芸能

　吹田市こども野外カーニバル、
　千里こどもカーニバル、吹田まつり

　人口減少が著しく、全市の中で最も高齢化が進
んでいます。また、高齢単身世帯や高齢夫婦世帯
の比率が非常に高くなっています。

　共同住宅5階建以下の比率が約6割を占め、公営・
公団・公社の借家の比率が約6割となっています。
　住宅地の評価は、「緑の豊かさや自然環境」「周
辺の眺望や街並み・景観」に対する満足度が極め
て高く、地域の総合評価も高くなっています。

　吹田市に対してふるさと意識を持つ市民の割合
は高くなっています。また、自治会加入率は高く、
さまざまな行事の開催やコミュニティ活動を通じ
て、住民の交流が進み、ＮＰＯなどによる新たな
取組も進められています。
　高齢化が進む中、特に高齢単身世帯や高齢夫婦
世帯の比率が非常に高く、福祉ニーズが高いこと
が伺えます。

第2節　まちの様子
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第３章　地域ごとの計画

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

第3節　公共施設等の配置状況

１．文化集会施設・スポーツ施設

Ⅵ
　

千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
万
博
・
阪
大
地
域

（
そ
の
１
）千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
中
心
と
す
る
エ
リ
ア

分類 施設名

北千里地区公民館
南千里地区公民館
青山台市民ホール
古江台市民ホール
藤白台市民ホール
津雲台市民ホール
竹見台市民ホール
高野台市民ホール
桃山台市民ホール
佐竹台市民ホール
千里市民センタ－
中央図書館北千里分室
千里図書館
青少年野外活動センター
桃山台小学校地域交流室
北千里市民体育館
北千里市民プール  
南千里市民プール
桃山台スポーツグラウンド
高野台スポーツグラウンド

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
2
1
2
11
12
13
14
15
16
17

公民館

市民ホール

市民センター
図書館・
分館・分室
その他の
文化集会施設
体育館
その他の
スポーツ施設

Ｎ
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2．福祉施設・保健医療施設

分類 施設名

藤白台保育園
北千里保育園
南千里保育園
あやめ保育園
千里聖愛保育センター
千里ニュータウン保育園
竹見台児童センター   
大阪ＹＷＣＡシャロンこども館
青山台地区高齢者いこいの間 
古江台地区高齢者いこいの間
藤白台地区高齢者いこいの間
津雲台地区高齢者いこいの間
竹見台地区高齢者いこいの間
高野台地区高齢者いこいの間
桃山台地区高齢者いこいの間
佐竹台地区高齢者いこいの間
千里市民センター高齢者ホール
弘済院第一特別養護老人ホーム
弘済院第二特別養護老人ホーム
青藍荘
老人保健施設つくも
シャロン千里
青藍荘
桃山台グループホーム

藤白台デイサービスセンター  
桃山台デイサービスセンター
桃山台第２デイサービスセンター
桃山台第３デイサービスセンター
青藍荘デイサービスセンター
いきいきサポート
シャロン千里デイサービスセンター
竹見台デイサービスセンター
アローラデイサービス
シャロン千里在宅介護支援センター  
つくも在宅介護支援センター
在宅介護支援センター青藍荘
桃山台高津在宅介護支援センター
千里みおつくしの杜くりのみ寮 

千里みおつくしの杜かしのみ寮  

大阪市立千里作業指導所

あけぼの  
古江台ホーム
藤白台ホーム
どんぐりの家
津雲台ホーム
にこにこホーム
かぼちゃの部屋
たいむ
青藍荘
（身体障害者デイサービスセンター）

保健センター南千里分館
休日急病診療所
府立千里救命救急センター
国立循環器病センター
大阪市立弘済院附属病院
大阪府済生会千里病院

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
7
13
14
15
16
17
18
6
19
8
6
20

11
20
21
22
6
23
8
24
25
8
19
6
22
26

26

27

28
29
30
31
32
33
34
35
6

36
36
36
37
38
39

保育所（市立）

保育所（私立）

児童会館・
児童センター
高齢者
いこいの間等

特別養護
老人ホーム

老人保健施設
ケアハウス

認知症高齢者
グループホーム
高齢者
デイサービス
センター

在宅介護
支援センター

身体障害者
療護施設
知的障害者
入所更生施設
知的障害者
通所授産施設
知的障害者
グループホーム

身体障害者
デイサービス
センター
保健施設
医療施設

Ｎ
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第３章　地域ごとの計画

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

3．学校教育施設

Ⅵ

分類 施設名

古江台幼稚園
佐竹台幼稚園
青山幼稚園
ふじしろ幼稚園
カトリックさゆり幼稚園
千里幼稚園
千里敬愛幼稚園
玉川学園幼稚園
青山台小学校
北千里小学校
藤白台小学校
古江台小学校
津雲台小学校
千里たけみ小学校
高野台小学校
桃山台小学校
佐竹台小学校
大阪市立弘済小学校
青山台中学校
古江台中学校
竹見台中学校
高野台中学校
南干里中学校
大阪市立弘済中学校
金蘭千里中学校
府立北千里高等学校
府立千里高等学校
金蘭千里高等学校
千里金蘭大学   
千里金蘭大学短期大学部

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
29

幼稚園（市立）

幼稚園（私立）

小学校（市立）

中学校（市立）

中学校（私立）
高校（公立）

高校（私立） 
短大・
大学（私立）

　

千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
万
博
・
阪
大
地
域

（
そ
の
１
）千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
中
心
と
す
る
エ
リ
ア

Ｎ
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種別 番号 名称

御堂筋線 
大阪中央環状線 
千里中央線 
万博公園南千里線 
千里３号線 
箕面山田線 
南千里岸部線 
山田佐井寺岸部線 
千里４号線
大阪モノレール専用道 

1
2
3
5
11
14
15
25
28
42

幹線街路

特殊街路

凡例

都市計画道路
（平成16年度（2004年度）末現在）

下水道雨水施設
（平成16年度（2004年度）末現在）

整備済

整備済

能力増強の整備区域

未整備

4．都市計画道路・下水道雨水施設整備状況
Ｎ
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第３章　地域ごとの計画

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

Ⅵ.　千里ニュータウン・万博・阪大地域　（その２）万博記念公園・大阪大学を中心とするエリア

　
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
万
博
・
阪
大
地
域

（
そ
の
２
）万
博
記
念
公
園
・
大
阪
大
学
を
中
心
と
す
る
エ
リ
ア

Ⅵ

　この地域は、竹林と雑木林の広がる丘陵地でし
たが、昭和36年（1961年）から大阪大学の移転
計画が進められる一方、昭和45年（1970年）に
は万国博覧会が開催され、現在では万博記念公園
と大阪大学キャンパスが地域の大部分を占めてい
ます。
　万博記念公園内には国立民族学博物館、府立国
際児童文学館、日本民芸館、自然文化園、日本庭
園、エキスポランド、万国博記念競技場などがあ
り、多くの人びとに親しまれています。
　万博記念公園東側に資源リサイクルセンターが
立地しており、市民のリサイクル活動拠点となっ
ています。また、北西部の大阪大学には多数の教
育研究機関や医療機関が立地しており、これらの
集積を背景にした「文化・学術・研究の拠点」と
しての充実が図られています。

プロフィール
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Ｎ地域マップ

大阪大学

資源リサイクルセンター（くるくるプラザ）

国立民族学博物館

万博記念公園
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第３章　地域ごとの計画

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

第1節　まちづくりの基本方向と計画

　

千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
万
博
・
阪
大
地
域

（
そ
の
２
）万
博
記
念
公
園
・
大
阪
大
学
を
中
心
と
す
る
エ
リ
ア

Ⅵ

基本方向

基本方向

計　画

計　画

この地域全体

　大阪大学や国立民族学博物館など
が立地した高度な文化・学術・研究
環境を生かし、住み、学び、働く、
訪れる人でにぎわう、学びと文化創
造のまちづくりを進めます。

　万博記念公園の広大な敷地と豊か
な緑は、多くの市民の誇りとなって
おり、レクリエーションと憩いの拠
点として、訪れる人の顔が輝く交流
広場づくりを進めます。

●文化・学術・研究施設の集積を活用し、市民、大学、
　事業者や行政が連携しながら、人材の育成と交流、教
　育文化環境の充実を進めます。

●日本万国博覧会機構と連携しながら、広大な敷地にあ
　る豊かな自然を保全・活用し、多くの人びとが訪れ、
　自然に親しみ、遊び、交流できる環境整備に努めます。
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1．主な歴史・文化資源

旧街道・参道

　小野原街道

歴史的建築・構造物

　太陽の塔

第2節　まちの様子
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第３章　地域ごとの計画

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

第3節　公共施設等の配置状況

１．文化集会施設・スポーツ施設

Ⅵ

分類 施設名

国立民族学博物館
府立国際児童文学館
球技場(万博） 
運動場(万博）
少年球技場(万博）
少年野球場(万博）
弓道場(万博）
小運動場(万博）
野球場(万博）
テニスコート(万博）
フットサルコート(万博）
スポーツ広場(万博）
万博記念競技場
総合スポーツ広場(万博)

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

その他の
文化集会施設
その他の
スポーツ施設

　
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
万
博
・
阪
大
地
域

（
そ
の
２
）万
博
記
念
公
園
・
大
阪
大
学
を
中
心
と
す
る
エ
リ
ア

Ｎ
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2．福祉施設・保健医療施設

分類 施設名

友ー友デイサービスセンター

障害者支援交流センター

障害者支援交流センター

障害者支援交流センター

大阪大学医学部附属病院
大阪大学歯学部附属病院

1

2

2

2

3
4

高齢者
デイサービス
センター

知的障害者
通所更生施設
身体障害者
デイサービス
センター

知的障害者
デイサービス
センター

医療施設

Ｎ
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第３章　地域ごとの計画

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

3．学校教育施設

Ⅵ
　
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
万
博
・
阪
大
地
域

（
そ
の
２
）万
博
記
念
公
園
・
大
阪
大
学
を
中
心
と
す
る
エ
リ
ア

分類 施設名

大阪大学 1短大・
大学（公立）

Ｎ
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4．都市計画道路・下水道雨水施設整備状況

種別 番号 名称

大阪中央環状線 
万博公園南千里線 
万博公園外周線 
山田摂津線 
茨木万博公園線 
道祖本摂津北線 
箕面山田線 
万博公園駅前線
大阪モノレール専用道 
国際文化公園都市
モノレール専用道 

2
5
7
8
9
13
14
36
42
43

幹線街路

特殊街路

凡例

都市計画道路
（平成16年度（2004年度）末現在）

下水道雨水施設
（平成16年度（2004年度）末現在）

整備済

整備済

能力増強の整備区域

未整備

Ｎ
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巻末資料　ブロックの区割りの変更

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

ブロックの区割りの変更 巻末資料

岸部南１丁目

岸部南２丁目

岸部南３丁目

芝田町

南吹田１丁目

南吹田２丁目

出口町６番～１７番

西の庄町２番～１１番

山手町３丁目３番～１１番

円山町

上山手町

千里山東３丁目１番、５番～７番

山田西４丁目１番

千里万博公園１３番

上山田

ＪＲ以南地域から片山・岸部地域へ

ＪＲ以南地域から豊津・江坂・南吹田地域へ

片山・岸部地域から豊津・江坂・南吹田地域へ

片山・岸部地域から千里山・佐井寺地域へ

豊津・南吹田地域から千里山・佐井寺地域へ

千里山・佐井寺地域から片山・岸部地域へ

山田・千里丘地域から

 千里ニュータウン・万博・阪大地域（その１）へ

万国博記念公園・大阪大学地域から

 千里ニュータウン・万博・阪大地域（その１）へ

　市民の生活実態や自主的な活動範囲などを配慮し、これまでのブロックの区割りを見直し、一部変更
を行っています。従来のブロックの区割りからの主な変更は以下のとおりです。
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巻末資料　地域別のデータ

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

地区名 町丁名

西

東

朝日町、内本町１丁目～３丁目、川岸町、寿町１丁目～２丁目、

清和園町、中の島町、西御旅町、東御旅町、南清和園町、元町

川園町、幸町、昭和町、吹東町、末広町、高城町、高浜町、日の出町、

平松町、南正雀１丁目～５丁目、南高浜町、目俵町

ＪＲ以南

地区名 町丁名

片山

岸部

朝日が丘町、片山町１丁目～４丁目、上山手町、天道町、出口町、

西の庄町、藤が丘町、山手町１丁目～４丁目

岸部北１丁目～５丁目、岸部中１丁目～５丁目、

岸部南１丁目～３丁目、芝田町、原町１丁目～４丁目

片山・岸部

地区名

豊津・江坂

吹二

吹南

江坂町１丁目～４丁目、江の木町、垂水町１丁目～３丁目、豊津町、

広芝町、芳野町

泉町１丁目～５丁目、金田町

穂波町、南金田１丁目～２丁目、南吹田１丁目～５丁目

豊津・江坂・南吹田

地区名

千里山

春日

佐井寺

五月が丘

江坂町５丁目、千里山霧が丘、千里山高塚、千里山竹園１丁目～２丁目、

千里山月が丘、千里山西１丁目～６丁目、千里山虹が丘、

千里山東１丁目～４丁目、千里山星が丘、千里山松が丘、円山町

春日１丁目～４丁目

佐井寺１丁目～４丁目、佐井寺南が丘、竹谷町

五月が丘北、五月が丘西、五月が丘東、五月が丘南

千里山・佐井寺

地区名

山田東

山田西

千里丘

山田北、山田東１丁目～４丁目

山田西１丁目～４丁目、山田南

青葉丘北、青葉丘南、樫切山、清水、尺谷、新芦屋上、新芦屋下、千里丘上、

千里丘北、千里丘下、千里丘中、千里丘西、長野西、長野東、山田市場

山田・千里丘

地区名

千里ニュータウンを中心

とするエリア

万博記念公園・

大阪大学を中心とするエリア

青山台１丁目～４丁目、上山田、佐竹台１丁目～６丁目、

高野台１丁目～５丁目、竹見台１丁目～４丁目、津雲台１丁目～７丁目、

藤白台１丁目～５丁目、古江台１丁目～６丁目、桃山台１丁目～５丁目

千里万博公園、山田丘

千里ニュータウン・万博・阪大

町丁名

町丁名

町丁名

町丁名
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1．人口

①人口・世帯数の移り変わり 住民基本台帳による

ＪＲ以南地域

10,000

15,000

20,000

25,000

25,000

30,000

35,000

40,000

平成5年
（1993年）

平成10年
（1998年）

平成15年
（2003年）

（人） （世帯）

この地域全体

36,892 36,883
36,168

14,932
16,014 16,375

人口

世帯数

5,000

10,000

15,000

20,000

5,000

10,000

15,000

20,000

平成5年
（1993年）

平成10年
（1998年）

平成15年
（2003年）

（人） （世帯）

西

15,456 14,932 14,933

6,413 6,679 6,931

人口

世帯数

5,000

10,000

15,000

20,000

10,000

15,000

20,000

25,000

平成5年
（1993年）

平成10年
（1998年）

平成15年
（2003年）

（人） （世帯）

東

21,436 21,951
21,235

8,519
9,335 9,444

人口

世帯数
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巻末資料　地域別のデータ

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

片山・岸部地域

20,000

25,000

30,000

35,000

45,000

50,000

55,000

60,000

平成5年
（1993年）

平成10年
（1998年）

平成15年
（2003年）

（人） （世帯）

この地域全体

53,233
54,484

53,377

20,538

22,209 22,632

人口

世帯数

10,000

15,000

20,000

25,000

20,000

25,000

30,000

35,000

平成5年
（1993年）

平成10年
（1998年）

平成15年
（2003年）

（人） （世帯）

片山

28,854 29,357
28,430

11,066
11,889 11,924

人口

世帯数

5,000

10,000

15,000

20,000

15,000

20,000

25,000

30,000

平成5年
（1993年）

平成10年
（1998年）

平成15年
（2003年）

（人） （世帯）

岸部

24,379
25,127 24,947

9,472
10,320 10,708

人口

世帯数
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豊津・江坂・南吹田地域

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

55,000

平成5年
（1993年）

平成10年
（1998年）

平成15年
（2003年）

（人） （世帯）

この地域全体

48,472

50,228

54,429

20,425

22,940

25,999

人口

世帯数

10,000

15,000

20,000

25,000

20,000

25,000

30,000

35,000

平成5年
（1993年）

平成10年
（1998年）

平成15年
（2003年）

（人） （世帯）

豊津・江坂

28,890

30,533

34,344

12,349

14,188

16,744

人口

世帯数

0

5,000

10,000

15,000

0

5,000

10,000

15,000

平成5年
（1993年）

平成10年
（1998年）

平成15年
（2003年）

（人） （世帯）

吹南

10,120
10,809

11,566

3,975 4,615 5,154

人口

世帯数

0

5,000

10,000

15,000

0

5,000

10,000

15,000

平成5年
（1993年）

平成10年
（1998年）

平成15年
（2003年）

（人） （世帯）

吹二

9,462 8,886
8,519

4,101 4,137 4,101

人口

世帯数
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巻末資料　地域別のデータ

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

千里山・佐井寺地域

20,000

25,000

30,000

35,000

50,000

55,000

60,000

65,000

平成5年
（1993年）

平成10年
（1998年）

平成15年
（2003年）

（人） （世帯）

この地域全体

54,301

59,566

62,699

20,334

23,116

24,690

人口

世帯数

10,000

15,000

20,000

25,000

20,000

25,000

30,000

35,000

平成5年
（1993年）

平成10年
（1998年）

平成15年
（2003年）

（人） （世帯）

千里山

32,107 32,309
33,510

13,070
13,720

14,371

人口

世帯数

0

5,000

10,000

15,000

0

5,000

10,000

15,000

平成5年
（1993年）

平成10年
（1998年）

平成15年
（2003年）

（人） （世帯）

佐井寺

5,733

8,675

10,136

1,904
3,038 3,508

人口

世帯数

0

5,000

10,000

15,000

0

5,000

10,000

15,000

平成5年
（1993年）

平成10年
（1998年）

平成15年
（2003年）

（人） （世帯）

春日

4,789

6,541
7,712

1,778
2,527 2,933

人口

世帯数
0

5,000

10,000

15,000

0

5,000

10,000

15,000

平成5年
（1993年）

平成10年
（1998年）

平成15年
（2003年）

（人） （世帯）

五月が丘

11,672 12,041
11,341

3,582 3,831 3,878

人口

世帯数

213



山田・千里丘地域

0

5,000

10,000

15,000

5,000

10,000

15,000

20,000

13,598
14,120 14,782

4,222 4,702
5,274

平成5年
（1993年）

平成10年
（1998年）

平成15年
（2003年）

（人） （世帯）

人口

世帯数

山田東

5,000

10,000

15,000

20,000

15,000

20,000

25,000

30,000

26,625
25,383 25,474

8.378 8,582
9,266

平成5年
（1993年）

平成10年
（1998年）

平成15年
（2003年）

（人） （世帯）

人口

世帯数

山田西

5,000

10,000

15,000

20,000

20,000

25,000

30,000

35,000

28,496 28,419

32,403

10,049 10,418

12,143

平成5年
（1993年）

平成10年
（1998年）

平成15年
（2003年）

（人） （世帯）

人口

世帯数

千里丘

20,000

25,000

30,000

35,000

60,000

65,000

70,000

75,000

68,719 67,922

72,659

22,649
23,702

26,683

平成5年
（1993年）

平成10年
（1998年）

平成15年
（2003年）

（人） （世帯）

人口

世帯数

この地域全体

214



巻末資料　地域別のデータ
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千里ニュータウン・万博・阪大地域

25,000

30,000

35,000

40,000

60,000

65,000

70,000

75,000

70,708

69,193

66,258

26,745
27,817 28,230

平成5年
（1993年）

平成10年
（1998年）

平成15年
（2003年）

（人） （世帯）

人口

世帯数

千里ニュータウンを中心とするエリア

25,000

30,000

35,000

40,000

60,000

65,000

70,000

75,000

70,770

69,249

66,337

26,771
27,845 28,264

平成5年
（1993年）

平成10年
（1998年）

平成15年
（2003年）

（人） （世帯）

人口

世帯数

この地域全体
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②人口ピラミッドの推移 住民基本台帳による

ＪＲ以南地域

片山・岸部地域

豊津・江坂・南吹田地域

（人） （人）平成5年（1993年）
01,0002,0003,0004,000 0 1,000 2,000 3,000 4,000

0～4歳
5～9歳
10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85歳以上

（人） （人）平成15年（2003年）
01,0002,0003,0004,000 0 1,000 2,000 3,000 4,000

0～4歳
5～9歳
10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85歳以上

（人） （人）平成5年（1993年）
01,0002,0003,0004,000 0 1,000 2,000 3,000 4,000

0～4歳
5～9歳
10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85歳以上

（人） （人）平成15年（2003年）
01,0002,0003,0004,000 0 1,000 2,000 3,000 4,000

0～4歳
5～9歳
10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85歳以上

（人） （人）平成5年（1993年）
01,0002,0003,0004,000 0 1,000 2,000 3,000 4,000

0～4歳
5～9歳
10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85歳以上

（人） （人）平成15年（2003年）
01,0002,0003,0004,000 0 1,000 2,000 3,000 4,000

0～4歳
5～9歳
10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85歳以上

女 男

女 男

女 男 女 男

女 男

女 男
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巻末資料　地域別のデータ
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千里山・佐井寺地域

山田・千里丘地域

千里ニュータウン・万博・阪大地域

（人） （人）平成5年（1993年）
01,0002,0003,0004,000 0 1,000 2,000 3,000 4,000

0～4歳
5～9歳
10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85歳以上

（人） （人）平成15年（2003年）
01,0002,0003,0004,000 0 1,000 2,000 3,000 4,000

0～4歳
5～9歳
10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85歳以上

（人） （人）平成5年（1993年）
01,0002,0003,0004,000 0 1,000 2,000 3,000 4,000

0～4歳
5～9歳
10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85歳以上

（人） （人）平成15年（2003年）
01,0002,0003,0004,000 0 1,000 2,000 3,000 4,000

0～4歳
5～9歳
10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85歳以上

（人） （人）平成5年（1993年）
01,0002,0003,0004,000 0 1,000 2,000 3,000 4,000

0～4歳
5～9歳
10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85歳以上

（人） （人）平成15年（2003年）
01,0002,0003,0004,000 0 1,000 2,000 3,000 4,000

0～4歳
5～9歳
10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85歳以上

女 男 女 男

女 男 女 男

女 男 女 男
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 ③年齢３区分別の人口割合 平成15年（2003年）住民基本台帳による

ＪＲ以南地域 片山・岸部地域

各地域および全市

0 20 40 60 80 100

ＪＲ以南

片山・岸部

豊津・江坂・南吹田

千里山・佐井寺

山田・千里丘

千里ニュータウン・
万博・阪大

全市 

12.3% 66.8% 20.9%

14.7% 69.7% 15.6%

12.9% 74.2% 12.9%

17.4% 71.7% 10.9%

16.2% 73.2% 10.6%

13.5% 64.0% 22.5%

14.8% 70.1% 15.1%

0～14歳 15～64歳 65歳～

（%）

0 20 40 60 80 100

片山

岸部

この地域全体

15.5% 70.1% 14.4%

13.8% 69.2% 16.9%

14.7% 69.7% 15.6%

0～14歳 15～64歳 65歳～

（%）
0 20 40 60 80 100

西

東

この地域全体

11.2% 67.3% 21.4%

13.0% 66.5% 20.5%

12.3% 66.8% 20.9%

0～14歳 15～64歳 65歳～

（%）
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千里山・佐井寺地域

山田・千里丘地域 千里ニュータウン・万博・阪大地域

豊津・江坂・南吹田地域

0 20 40 60 80 100

この地域全体 12.9% 74.2% 12.9%

吹南 15.9% 72.4% 11.7%

吹二 10.3% 68.4% 21.2%

豊津・江坂 12.5% 76.2% 11.3%

0～14歳 15～64歳 65歳～

（%）
0 20 40 60 80 100

この地域全体 17.4% 71.7% 10.9%

五月が丘 18.3% 74.7% 6.9%

佐井寺 24.7% 68.1% 7.1%

春日 20.0% 73.5% 6.5%

千里山 14.3% 71.4% 14.3%

0～14歳 15～64歳 65歳～

（%）

0 20 40 60 80 100

この地域全体 16.2% 73.2% 10.6%

千里丘 16.9% 73.7% 9.5%

山田西 15.6% 72.4% 12.0%

山田東 15.8% 73.5% 10.7%

0～14歳 15～64歳 65歳～

（%）
0 20 40 60 80 100

この地域全体 13.5% 64.0% 22.5%

13.5% 64.0% 22.5%千里ニュータウン
を中心とするエリア

0～14歳 15～64歳 65歳～

（%）

219



④世帯の状況（家族類型別） 平成12年（2000年）国勢調査による

ＪＲ以南地域 片山・岸部地域

各地域および全市

0 20 40 60 80 100

ＪＲ以南

片山・岸部

豊津・江坂・南吹田

千里山・佐井寺

山田・千里丘

千里ニュータウン・
万博・阪大

全市 

37.3% 17.6% 28.6% 8.4% 8.0%

36.6% 17.2% 33.0% 6.8% 6.4%

46.8% 15.2% 26.2% 5.3%6.6%

32.5% 16.9% 38.7% 6.5% 5.3%

18.6% 19.5% 48.6% 7.3% 5.9%

22.8% 24.9% 37.2% 10.3% 4.8%

32.1% 18.7% 35.8% 7.6% 5.8%

（%）

単独世帯 夫婦のみ 夫婦と子ども

ひとり親と子ども その他

0 20 40 60 80 100

西

東

この地域全体

40.6% 16.3% 26.0% 8.3% 8.8%

35.0% 18.6% 30.6% 7.4%8.5%

37.3% 17.6% 28.6% 8.4% 8.0%

（%）

単独世帯 夫婦のみ 夫婦と子ども

ひとり親と子ども その他

0 20 40 60 80 100

片山

岸部

この地域全体

40.4% 16.2% 32.1% 5.7% 5.7%

31.8% 18.6% 34.2% 7.2%8.2%

36.6% 17.2% 33.0% 6.8% 6.4%

（%）

単独世帯 夫婦のみ 夫婦と子ども

ひとり親と子ども その他
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千里山・佐井寺地域

山田・千里丘地域 千里ニュータウン・万博・阪大地域

豊津・江坂・南吹田地域

0 20 40 60 80 100

この地域全体 46.8% 15.2% 26.2% 6.6% 5.3%

吹南 37.9% 17.3% 33.4% 6.8% 4.6%

吹二 48.1% 14.1% 23.7% 7.2% 7.0%

豊津･江坂 49.0% 14.9% 24.8% 6.3% 5.0%

（%）

単独世帯 夫婦のみ 夫婦と子ども

ひとり親と子ども その他

0 20 40 60 80 100

この地域全体 32.5% 16.9% 38.7% 6.5% 5.3%

五月が丘 13.2% 15.6% 57.3% 8.6% 5.3%

佐井寺 20.2% 17.6% 49.8% 6.5% 6.0%

春日 26.6% 19.5% 44.2% 4.9% 4.8%

千里山 41.0% 16.7% 30.8% 6.3% 5.3%

（%）

単独世帯 夫婦のみ 夫婦と子ども

ひとり親と子ども その他

0 20 40 60 80 100

この地域全体 18.6% 19.5% 48.6% 7.3% 5.9%

千里丘 22.8% 19.0% 45.9% 6.8% 5.6%

山田西 14.2% 20.6% 52.3% 8.2% 4.6%

山田東 17.6% 18.8% 47.7% 6.8% 9.1%

（%）

単独世帯 夫婦のみ 夫婦と子ども

ひとり親と子ども その他

0 20 40 60 80 100

この地域全体 22.8% 24.9% 37.2% 10.3% 4.8%

千里ニュータウン
を中心とするエリア

22.8% 24.9% 37.2% 10.3% 4.8%

（%）

単独世帯 夫婦のみ 夫婦と子ども

ひとり親と子ども その他
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⑤高齢化率 平成15年（2003年）住民基本台帳による

⑥高齢単身世帯率 平成12年（2000年）国勢調査による

総人口に占める高齢者（65歳以上）人口の割合

総世帯数に占める高齢単身世帯数の割合

千里ニュータウン・
万博・阪大

山田・千里丘

片山・岸部

ＪＲ以南

千里山・佐井寺

豊津・江坂・南吹田

地　域

9.1
5.9 
5.2 
4.0 
3.9 

8.0 

5.9

ＪＲ以南
片山・岸部
豊津・江坂・南吹田
千里山・佐井寺
山田・千里丘
千里ニュータウン・
万博・阪大
全市

高齢単身
世帯率（％）

凡　例

2.5％未満

2.5％～5.0％

5.0％～7.5％

7.5％～10.0％

10.0％以上

標本となる世帯数が
少ないために集計せず

千里ニュータウン・
万博・阪大

山田・千里丘

片山・岸部

ＪＲ以南

千里山・佐井寺

豊津・江坂・南吹田

地　域

20.9 
15.6 
12.9 
10.9 
10.6 

22.5 

15.1

ＪＲ以南
片山・岸部
豊津・江坂・南吹田
千里山・佐井寺
山田・千里丘
千里ニュータウン・
万博・阪大
全市

高齢化率（％）

凡　例

20％未満

20％～30％

30％以上
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⑦高齢夫婦世帯率

⑧単身世帯率

平成12年（2000年）国勢調査による

平成12年（2000年）国勢調査による

総世帯数に占める高齢夫婦世帯数の割合

総世帯数に占める単身世帯数の割合

千里ニュータウン・
万博・阪大

山田・千里丘

片山・岸部

ＪＲ以南

千里山・佐井寺

豊津・江坂・南吹田

地　域

8.6
6.2
4.4 
5.1 
5.6 

11.8

6.9

ＪＲ以南
片山・岸部
豊津・江坂・南吹田
千里山・佐井寺
山田・千里丘
千里ニュータウン・
万博・阪大
全市

高齢夫婦
世帯率（％）

凡　例

2.5％未満

2.5％～5.0％

5.0％～7.5％

7.5％～10.0％

10.0％以上

標本となる世帯数が
少ないために集計せず

千里ニュータウン・
万博・阪大

山田・千里丘

片山・岸部

ＪＲ以南

千里山・佐井寺

豊津・江坂・南吹田

地　域

37.2
36.5
46.6 
32.3 
18.6

22.7

32.0

ＪＲ以南
片山・岸部
豊津・江坂・南吹田
千里山・佐井寺
山田・千里丘
千里ニュータウン・
万博・阪大
全市

単身
世帯率（％）

凡　例

20％未満

20％～30％

30％～40％

40％～50％

50％以上

標本となる世帯数が
少ないために集計せず
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⑨ファミリー（18歳未満の子どものいる）世帯率 平成12年（2000年）国勢調査による

総世帯数に占めるファミリー（18歳未満の子どものいる）世帯数の割合

千里ニュータウン・
万博・阪大

山田・千里丘

片山・岸部

ＪＲ以南

千里山・佐井寺

豊津・江坂・南吹田

地　域

19.4
23.9
19.3 
30.7
34.2

25.7

25.9

ＪＲ以南
片山・岸部
豊津・江坂・南吹田
千里山・佐井寺
山田・千里丘
千里ニュータウン・
万博・阪大
全市

ファミリー
世帯率（％）

凡　例

10％未満

10％～20％

20％～30％

30％～40％

40％以上

標本となる世帯数が
少ないために集計せず
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①土地利用 平成12年（2000年）都市計画基礎調査による

2．土地利用・住宅

※従来のブロックの区割りによる

各地域および全市

0 20 40 60 80 100
（%）

ＪＲ以南

片山・岸部

豊津・南吹田

千里山・佐井寺

山田・千里丘

万博・阪大

千里ニュータウン

全市 

48.6%
2.2%

10.6% 8.0% 12.8% 17.8%

65.4%
2.6%
6.0% 10.6%

5.5%
9.9%

53.1% 16.3%
6.9%

8.6%
4.7%

10.4%

71.7%
0.0%
3.1% 13.6% 8.3% 3.4%

63.4% 5.6%
0.8%

11.7% 9.7% 8.8%

57.3% 2.8%
0.8%

26.7%
2.6%

9.8%

2.2%
2.4%
0.0%

75.6% 3.2% 16.5%

53.5% 5.1%
3.4%

20.8%
6.5%

10.7%

住宅系市街地 商業業務地 工場地

緑地等 農地・空地等 公共施設敷地、道路・鉄道
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②建て方別世帯数の割合 平成12年（2000年）国勢調査による

ＪＲ以南地域 片山・岸部地域

各地域および全市

0 20 40 60 80 100

ＪＲ以南

片山・岸部

豊津・江坂・南吹田

千里山・佐井寺

山田・千里丘

千里ニュータウン・
万博・阪大

全市 

44.7% 9.6% 31.0% 14.3% 0.4%

32.5% 6.7% 40.7% 20.0% 0.2%

22.9% 34.4%4.9% 37.6% 0.2%

23.0%
1.4%

38.7% 36.8% 0.1%

18.6% 28.4%
2.4%

50.5% 0.1%

16.7% 61.1%
0.7%

21.4% 0.1%

25.2% 3.9% 39.8% 31.0% 0.2%

（%）

一戸建 長屋建 共同住宅5階建以下

共同住宅6階建以上 その他

0 20 40 60 80 100

西

東

この地域全体

（%）

一戸建 長屋建 共同住宅5階建以下

共同住宅6階建以上 その他

44.9% 10.3% 34.5% 9.8% 0.5%

44.6% 9.1% 28.5% 0.4%17.5%

44.7% 9.6% 31.0% 14.3% 0.4%

0 20 40 60 80 100

片山

岸部

この地域全体

（%）

一戸建 長屋建 共同住宅5階建以下

共同住宅6階建以上 その他

29.5% 4.1% 47.9% 18.4% 0.1%

36.4% 9.9% 31.5% 0.2%22.0%

32.5% 6.7% 40.7% 20.0% 0.2%
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千里山・佐井寺地域

山田・千里丘地域 千里ニュータウン・万博・阪大地域

豊津・江坂・南吹田地域

一戸建 長屋建 共同住宅5階建以下

共同住宅6階建以上 その他

0 20 40 60 80 100

この地域全体

吹南

吹二

豊津･江坂

（%）

22.9% 4.9% 34.4% 37.6% 0.2%

24.7% 9.5% 34.8% 30.6% 0.3%

44.6% 8.1% 44.0% 2.9% 0.4%

16.7% 2.7% 31.7% 48.8% 0.2%

0 20 40 60 80 100

この地域全体

五月が丘

佐井寺

春日

千里山

（%）

一戸建 長屋建 共同住宅5階建以下

共同住宅6階建以上 その他

23.0% 1.4% 38.7% 36.8% 0.1%

13.0% 30.5% 55.5%
0.9%

0.1%

24.7% 1.8% 36.2% 37.3% 0.0%

6.2% 20.0% 73.4%
0.5%

0.0%

28.0% 1.6% 25.7%44.6% 0.1%

0 20 40 60 80 100

この地域全体

千里丘

山田西

山田東

（%）

一戸建 長屋建 共同住宅5階建以下

共同住宅6階建以上 その他

18.6% 2.4% 28.4% 50.5% 0.1%

26.5% 3.5% 34.2% 35.7% 0.1%

9.8% 23.6% 65.9%
0.7%

0.0%

18.3% 3.4% 25.3% 53.0% 0.1%

0 20 40 60 80 100

この地域全体

千里ニュータウン
を中心とするエリア

（%）

一戸建 長屋建 共同住宅5階建以下

共同住宅6階建以上 その他

16.7% 61.1% 21.4%
0.7%

0.1%

16.7% 61.1% 21.4%
0.7%

0.1%
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③所有関係別世帯数の割合 平成12年（2000年）国勢調査による

ＪＲ以南地域 片山・岸部地域

各地域および全市

0 20 40 60 80 100

ＪＲ以南

片山・岸部

豊津・江坂・南吹田

千里山・佐井寺

山田・千里丘

千里ニュータウン・
万博・阪大

全市 

（%）

持ち家 公営・公団・公社の借家

民営の借家 給与住宅 間借り

51.2% 6.3% 38.4% 2.8% 1.2%

43.1% 7.9% 40.5% 7.5%1.1%

38.7% 49.4%1.8% 9.2% 1.0%

45.0% 8.0%6.2% 39.9% 1.0%

66.4% 3.7% 7.6%21.6% 0.7%

27.3% 62.3% 7.0%2.9% 0.5%

44.7% 15.7% 31.5% 7.3% 0.9%

0 20 40 60 80 100

西

東

（%）

持ち家 公営・公団・公社の借家

民営の借家 給与住宅 間借り

この地域全体

52.3% 0.2% 42.9% 3.0% 1.5%

50.5% 10.7% 35.1% 1.0%2.7%

51.2% 6.3% 38.4% 2.8% 1.2%

0 20 40 60 80 100

片山

岸部

この地域全体

（%）

持ち家 公営・公団・公社の借家

民営の借家 給与住宅 間借り

39.2% 5.2% 43.3% 11.0% 1.2%

48.0% 11.2% 36.8% 0.9%3.0%

43.1% 7.9% 40.5% 7.5% 1.1%
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千里山・佐井寺地域

山田・千里丘地域 千里ニュータウン・万博・阪大地域

豊津・江坂・南吹田地域

0 20 40 60 80 100

この地域全体

吹南

吹二

豊津･江坂

（%）

持ち家 公営・公団・公社の借家

民営の借家 給与住宅 間借り

38.7% 1.8% 49.4% 9.2%1.0%

39.7% 0.9% 47.6% 10.8%1.0%

44.6% 0.7% 50.1% 3.0%1.5%

36.8% 2.3% 49.7% 10.3% 0.9%

0 20 40 60 80 100

この地域全体

五月が丘

佐井寺

春日

千里山

（%）

持ち家 公営・公団・公社の借家

民営の借家 給与住宅 間借り

45.0% 6.2% 39.9% 8.0% 1.0%

50.9% 7.8% 33.6% 6.9% 0.8%

43.0% 0.8% 47.0% 8.3% 0.9%

46.1% 9.0% 28.4% 15.8% 0.8%

43.8% 41.8% 6.7%6.6% 1.1%

0 20 40 60 80 100

この地域全体

千里丘

山田西

山田東

（%）

持ち家 公営・公団・公社の借家

民営の借家 給与住宅 間借り

66.4% 3.7% 21.6% 7.6% 0.7%

65.6% 0.3% 23.4% 9.7% 1.0%

69.7% 9.5%13.0%7.2%0.5%

62.1% 0.1% 33.4% 4.0% 0.4%

0 20 40 60 80 100

この地域全体

千里ニュータウン
を中心とするエリア

（%）

持ち家 公営・公団・公社の借家

民営の借家 給与住宅 間借り

27.3% 62.3% 2.9%

27.3% 62.3% 2.9%
7.0%

0.5%

7.0%
0.5%
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④住宅地の評価
無回答は除外した構成比
平成17年（2005年）住宅マスタープラン策定調査(現況調査)による
山田・千里丘地域については、万国博記念公園・大阪大学地域を含めた集計

ＪＲ以南地域 片山・岸部地域

全市
※従来のブロックの区割りによる

満足 やや満足 ふつう やや不満 不満

0 20 40 60 80 100
（%）

4.9%

20.5%

21.4%

20.0%

20.3%

13.8%

10.3%

11.0%

7.7%

5.7%

5.4%

5.0%

5.1%

2.7%

4.3%

25.0%

27.1%

25.9%

24.9%

23.7%

23.8%

22.3%

20.1%

16.8%

16.0%

16.2%

14.6%

14.0%

13.8%

12.1%

54.3%

33.2%

36.6%

33.6%

44.8%

37.1%

36.9%

45.1%

42.6%

49.3%

52.0%

51.2%

64.4%

47.0%

63.4%

14.2%

14.3%

12.7%

15.0%

8.8%

17.5%

20.4%

17.4%

22.3%

19.1%

19.4%

21.0%

12.7%

27.9%

15.0%

1.5%

4.9%

3.4%

6.5%

2.4%

7.8%

10.1%

6.4%

10.5%

9.8%

7.1%

8.2%

3.8%

8.7%

5.2%

地域全体の総合評価

日常の買い物の利便性

職場への通勤の利便性

緑の豊かさや自然環境

学校への通学の利便性

周辺の眺望や街並み･景観

騒音や大気汚染の少なさ

公園や広場の整備状況

道路や歩道の整備状況

地震等の災害に対する安全性

福祉･医療施設の利便性

行政サービス施設の利便性

近所の人やｺﾐｭﾆﾃｨとの関わり

犯罪や事件に対する安全性

教育･子育て支援施設の利便性

満足 やや満足 ふつう やや不満 不満

0 20 40 50 80 100

2.4%

19.7%

18.5%

10.3%

14.2%

7.9%

7.9%

7.0%

3.9%

2.3%

7.2%

6.3%

7.1%

2.3%

4.4%

17.9%

18.9%

21.8%

20.6%

25.7%

18.1%

19.7%

16.4%

7.8%

13.3%

19.2%

16.5%

12.6%

8.6%

14.9%

63.4%

42.5%

41.2%

45.2%

53.1%

42.5%

46.5%

50.0%

45.3%

50.0%

56.8%

50.4%

68.5%

53.9%

68.4%

16.3%

14.2%

13.4%

17.5%

5.3%

21.3%

18.1%

18.0%

32.0%

17.2%

11.2%

20.5%

7.1%

26.6%

9.6%

0.0%

4.7%

5.0%

6.3%

1.8%

10.2%

7.9%

8.6%

10.9%

17.2%

5.6%

6.3%

4.7%

8.6%

2.6%

地域全体の総合評価

日常の買い物の利便性

職場への通勤の利便性

緑の豊かさや自然環境

学校への通学の利便性

周辺の眺望や街並み･景観

騒音や大気汚染の少なさ

公園や広場の整備状況

道路や歩道の整備状況

地震等の災害に対する安全性

福祉･医療施設の利便性

行政サービス施設の利便性

近所の人やｺﾐｭﾆﾃｨとの関わり

犯罪や事件に対する安全性

教育･子育て支援施設の利便性

（%）

満足 やや満足 ふつう やや不満 不満

0 20 40 60 80 100

3.0%

22.3%

29.5%

5.1%

26.0%

4.3%

5.8%

5.9%

7.1%

3.6%

8.9%

8.1%

3.6%

2.2%

4.8%

15.6%

21.6%

24.8%

6.5%

18.7%

5.8%

12.2%

10.3%

9.3%

10.2%

19.3%

14.8%

12.2%

9.4%

13.6%

57.8%

33.8%

37.2%

41.3%

43.1%

46.0%

48.9%

52.9%

44.3%

45.3%

42.2%

45.9%

60.4%

43.5%

56.8%

20.0%

15.8%

6.2%

33.3%

8.9%

29.5%

23.7%

19.1%

25.7%

25.5%

23.7%

22.2%

15.1%

34.1%

17.6%

3.7%

6.5%

2.3%

13.8%

3.3%

14.4%

9.4%

11.8%

13.6%

15.3%

5.9%

8.9%

8.6%

10.9%

7.2%

地域全体の総合評価

日常の買い物の利便性

職場への通勤の利便性

緑の豊かさや自然環境

学校への通学の利便性

周辺の眺望や街並み･景観

騒音や大気汚染の少なさ

公園や広場の整備状況

道路や歩道の整備状況

地震等の災害に対する安全性

福祉･医療施設の利便性

行政サービス施設の利便性

近所の人やｺﾐｭﾆﾃｨとの関わり

犯罪や事件に対する安全性

教育･子育て支援施設の利便性

（%）
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千里山・佐井寺地域

山田・千里丘地域 千里ニュータウン地域

豊津・南吹田地域

満足 やや満足 ふつう やや不満 不満

0 20 40 60 80 100

4.2%

17.8%

14.1%

21.2%

14.8%

13.5%

10.2%

9.0%

6.0%

4.7%

3.0%

3.4%

5.9%

4.2%

3.4%

26.3%

24.2%

20.7%

31.4%

21.4%

27.0%

25.4%

18.0%

14.5%

19.1%

11.5%

14.0%

13.9%

15.7%

8.7%

54.7%

32.2%

40.5%

31.4%

46.7%

38.0%

30.1%

49.4%

47.2%

51.1%

50.6%

48.1%

67.5%

47.9%

62.3%

14.0%

20.3%

21.1%

10.2%

13.3%

14.3%

23.3%

15.9%

20.9%

16.6%

25.1%

23.8%

9.7%

25.0%

17.4%

0.8%

5.5%

3.5%

5.9%

3.8%

7.2%

11.0%

7.7%

11.5%

8.5%

9.8%

10.6%

3.0%

7.2%

8.2%

地域全体の総合評価

日常の買い物の利便性

職場への通勤の利便性

緑の豊かさや自然環境

学校への通学の利便性

周辺の眺望や街並み･景観

騒音や大気汚染の少なさ

公園や広場の整備状況

道路や歩道の整備状況

地震等の災害に対する安全性

福祉･医療施設の利便性

行政サービス施設の利便性

近所の人やｺﾐｭﾆﾃｨとの関わり

犯罪や事件に対する安全性

教育･子育て支援施設の利便性

（%）

満足 やや満足 ふつう やや不満 不満

0 20 40 60 80 100

3.8%

17.7%

18.6%

20.3%

21.0%

17.6%

10.8%

12.4%

7.6%

8.6%

2.7%

0.5%

4.3%

2.7%

1.8%

30.1%

27.4%

22.0%

34.2%

21.0%

31.6%

28.5%

18.3%

16.8%

15.1%

13.0%

9.2%

12.9%

17.2%

15.1%

52.2%

33.9%

37.3%

32.6%

43.2%

31.6%

32.3%

44.1%

37.3%

54.1%

54.1%

56.0%

64.5%

41.4%

62.0%

12.9%

14.5%

16.9%

8.6%

13.0%

12.8%

21.0%

21.0%

25.9%

14.6%

21.1%

22.8%

16.7%

31.2%

16.3%

1.1%

6.5%

5.1%

4.3%

1.9%

6.4%

7.5%

4.3%

12.4%

7.6%

9.2%

11.4%

1.6%

7.5%

4.8%

地域全体の総合評価

日常の買い物の利便性

職場への通勤の利便性

緑の豊かさや自然環境

学校への通学の利便性

周辺の眺望や街並み･景観

騒音や大気汚染の少なさ

公園や広場の整備状況

道路や歩道の整備状況

地震等の災害に対する安全性

福祉･医療施設の利便性

行政サービス施設の利便性

近所の人やｺﾐｭﾆﾃｨとの関わり

犯罪や事件に対する安全性

教育･子育て支援施設の利便性

（%）

満足 やや満足 ふつう やや不満 不満

0 20 40 60 80 100

2.4%

23.2%

25.6%

5.4%

21.9%

4.8%

3.0%

5.9%

2.4%

3.0%

3.0%

5.4%

3.0%

1.2%

3.5%

14.3%

29.2%

31.4%

11.3%

20.4%

12.5%

12.5%

18.8%

17.6%

9.5%

13.1%

12.6%

12.4%

10.7%

6.9%

63.7%

32.7%

32.1%

42.9%

47.4%

41.7%

33.3%

48.8%

41.8%

52.4%

54.8%

53.9%

60.4%

44.6%

68.1%

16.7%

10.1%

8.3%

28.6%

7.3%

29.2%

32.1%

20.6%

25.3%

26.8%

24.4%

22.2%

19.5%

32.1%

18.1%

3.0%

4.8%

2.6%

11.9%

2.9%

11.9%

19.0%

5.9%

12.9%

8.3%

4.8%

6.0%

4.7%

11.3%

3.5%

地域全体の総合評価

日常の買い物の利便性

職場への通勤の利便性

緑の豊かさや自然環境

学校への通学の利便性

周辺の眺望や街並み･景観

騒音や大気汚染の少なさ

公園や広場の整備状況

道路や歩道の整備状況

地震等の災害に対する安全性

福祉･医療施設の利便性

行政サービス施設の利便性

近所の人やｺﾐｭﾆﾃｨとの関わり

犯罪や事件に対する安全性

教育･子育て支援施設の利便性

（%）

満足 やや満足 ふつう やや不満 不満

0 20 40 60 10080

地域全体の総合評価

日常の買い物の利便性

職場への通勤の利便性

緑の豊かさや自然環境

学校への通学の利便性

周辺の眺望や街並み･景観

騒音や大気汚染の少なさ

公園や広場の整備状況

道路や歩道の整備状況

地震等の災害に対する安全性

福祉･医療施設の利便性

行政サービス施設の利便性

近所の人やｺﾐｭﾆﾃｨとの関わり

犯罪や事件に対する安全性

教育･子育て支援施設の利便性

（%）

11.2%

23.6%

25.5%

44.7%

25.0%

27.3%

20.1%

21.4%

16.7%

9.8%

8.9%

7.5%

6.5%

2.8%

7.9%

37.9%

37.7%

34.0%

34.6%

33.2%

37.5%

29.4%

33.5%

28.7%

23.8%

22.9%

20.2%

18.1%

16.9%

14.2%

41.1%

28.8%

32.0%

18.0%

38.0%

28.2%

37.9%

30.7%

40.3%

43.0%

52.8%

52.1%

64.4%

50.7%

63.7%

8.9%

9.9%

6.5%

2.3%

3.3%

6.0%

6.5%

12.1%

10.6%

16.8%

9.8%

15.0%

8.8%

21.6%

10.5%

0.9%

0.0%

2.0%

0.5%

0.5%

0.9%

6.1%

2.3%

3.7%

6.5%

5.6%

5.2%

2.3%

8.0%

3.7%
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⑤木造建物床面積率 平成11年度（1999年度）都市計画基礎調査による

⑥民間賃貸共同住宅率 平成12年度（2000年度）国勢調査による

全建物延べ床面積に対する木造（土蔵含む）建物延べ床面積の割合

住宅に住む一般世帯の総数に対する民営借家共同住宅に住む世帯数の割合

千里ニュータウン・
万博・阪大

山田・千里丘

片山・岸部

ＪＲ以南

千里山・佐井寺

豊津・江坂・南吹田

地　域

37.8
34.2
17.0 
24.2
20.5

11.2

22.3

ＪＲ以南
片山・岸部
豊津・江坂・南吹田
千里山・佐井寺
山田・千里丘
千里ニュータウン・
万博・阪大
全市

木造建物
床面積率（％）

凡　例

20％未満

20％～40％

40％～60％

60％～80％

80％以上

千里ニュータウン・
万博・阪大

山田・千里丘

片山・岸部

ＪＲ以南

千里山・佐井寺

豊津・江坂・南吹田

地　域

30.7
34.2
44.8 
38.0
19.3

2.4

27.9

ＪＲ以南
片山・岸部
豊津・江坂・南吹田
千里山・佐井寺
山田・千里丘
千里ニュータウン・
万博・阪大
全市

民間賃貸共同
住宅率（％）

凡　例

20％未満

20％～40％

40％～60％

60％～80％

80％以上

標本となる世帯数が
少ないために集計せず
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①自治会加入率 平成16年（2004年）市民文化部データによる

3．コミュニティ・福祉

ＪＲ以南地域

千里ニュータウン・万博・阪大地域

片山・岸部地域

豊津・江坂・南吹田地域 千里山・佐井寺地域

山田・千里丘地域

0 20 40 60 80 100

全市

竹見台

桃山台

青山台

古江台

藤白台

津雲台

高野台

佐竹台

62.2%

69.0%

58.9%

80.7%

73.9%

73.7%

70.7%

90.7%

62.8%

（%）

自治会加入率

0 20 40 60 80 100

全市

千里丘

東山田

南山田

西山田

北山田

山五

山三

山一

62.2%

73.8%

51.2%

61.8%

87.0%

66.6%

57.2%

88.7%

69.2%

（%）

自治会加入率

0 20 40 60 80 100

豊一

全市

吹二

江坂

江坂大池

吹南

豊二

62.2%

67.5%

42.5%

43.4%

44.0%

31.7%

37.4%

（%）

自治会加入率

0 20 40 60 80 100

吹三

吹一・吹六

東

全市

78.5%

73.5%

67.6%

62.2%

（%）

自治会加入率

0 20 40 60 80 100

全市

片山

山手

千一

岸部 64.2%

69.4%

58.4%

55.3%

62.2%

（%）

自治会加入率

0 20 40 60 80 100

全市

千里新田

千三

千二

佐井寺

五月が丘

62.2%

62.4%

51.9%

60.9%

41.5%

49.6%

（%）

自治会加入率
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②高齢クラブ加入率 平成16年（2004年）福祉保健部データによる

※従来のブロックの区割りによる

③居住年数 平成14年度（2002年度）市民意識調査による

※従来のブロックの区割りによる

④平均居住年数 平成14年度（2002年度）市民意識調査による

※従来のブロックの区割りによる

各地域および全市

各地域および全市

各地域および全市

0 20 40 60 80 100

ＪＲ以南

片山・岸部

豊津・南吹田

千里山・佐井寺

山田・千里丘

千里ニュータウン

全市 

18.9% 9.0% 17.1% 54.7%

22.6% 17.4% 23.0% 36.5%

34.7% 14.1% 23.7% 27.3%

37.5% 21.9% 21.4% 19.0%

28.3% 21.6% 32.4% 17.5%

23.3% 16.3% 21.9% 38.0%

28.4% 17.4% 23.8% 30.0%

（%）

居住年数が10年未満 居住年数が10年以上20年未満

居住年数が20年以上30年未満 居住年数が30年以上

ＪＲ以南

片山・岸部

豊津・南吹田

千里山・佐井寺

山田・千里丘

千里ニュータウン

万博・阪大

全市 

0 20 40 60 80 100

高齢クラブ会員数の65歳以上人口に対する割合

（%）

54.0%

33.2%

30.1%

22.3%

26.9%

25.6%

0.0%

31.7%

ＪＲ以南

片山・岸部

豊津・南吹田

千里山・佐井寺

山田・千里丘

千里ニュータウン

全市 

0 5 10 15 20 25 30 35

平均居住年数

（年）

29.94年

25.23年

21.14年

18.16年

19.79年

23.13年

22.22年
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⑤ふるさと意識 平成14年度（2002年度）市民意識調査による

※従来のブロックの区割りによる

各地域および全市

⑥地域の行事や活動への参加態度 平成14年度（2002年度）市民意識調査による

※従来のブロックの区割りによる

各地域および全市

ＪＲ以南

片山・岸部

豊津・南吹田

千里山・佐井寺

山田・千里丘

千里ニュータウン

全市 

吹田市を「私のふるさと」といつも思っている

吹田市を「私のふるさと」とときどき思う

（%）
0 20 40 60 80 100

28.5%

32.7%

27.9%

28.3%

28.0%

34.8%

30.0%

29.4%

27.1%

19.4%

14.6%

17.1%

20.3%

20.1%

0 20 40 60 80 100

ＪＲ以南

片山・岸部

豊津・南吹田

千里山・佐井寺

山田・千里丘

千里ニュータウン

全市 

8.4% 19.8% 23.7% 45.6%

7.6% 21.0% 24.2% 45.2%

2.6%
17.5%

16.2% 60.6%

3.4%
23.3%

17.4% 52.8%

5.8% 23.5% 21.6% 48.0%

6.6%
20.1%

23.0% 45.9%

5.3%
20.6%

20.6% 50.4%

1.5%

0.4%

1.3%

1.4%

0.6%

1.8%

1.2%

0.9%

1.6%

1.7%

1.6%

0.4%

2.6%

1.9%

（%）

いろいろな行事や活動に参加している

興味のある行事や活動だけに参加している

参加しなければならない行事や活動だけに参加している

ほとんど参加していない

その他

無回答
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⑦保育所入所児童の比率 平成15年（2003年）児童部データによる

※従来のブロックの区割りによる

⑧留守家庭児童育成室入室児の比率 平成15年（2003年）児童部データによる

※従来のブロックの区割りによる

各地域および全市

各地域および全市

ＪＲ以南

片山・岸部

豊津・南吹田

千里山・佐井寺

山田・千里丘

千里ニュータウン

全市 

0 10 20 30 40 50

0～5歳人口比

（%）

29.0%

28.5%

21.3%

13.0%

17.0%

18.2%

19.5%

ＪＲ以南

片山・岸部

豊津・南吹田

千里山・佐井寺

山田・千里丘

千里ニュータウン

全市 

0 5 10 15 20 25 30

小学1年～3年児童数比

（%）

24.3%

16.3%

18.8%

11.8%

15.4%

17.7%

16.4%
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②小売業商店数 商業統計調査による

※従来のブロックの区割りによる

①事業所数 事業所・企業統計調査による

4．産業

※従来のブロックの区割りによる

0 20 40 60 80 100
（%）

ＪＲ以南 片山・岸部 豊津・南吹田

千里山・佐井寺

万博・阪大

山田・千里丘 千里ニュータウン

6.3%
0.9%

21.9% 11.6% 38.7% 10.4%
10.3%平成3年

（1991年）
（2,553事業所） （4,512事業所）

（2,235事業所） （4,775事業所）

全事業所

6.4%
1.1%

19.0% 11.0% 40.5% 11.5%
10.4%平成13年

（2001年）

0 20 40 60 80 100

1.3%
0.2%

35.5% 8.9% 45.0% 2.6%
6.6%平成3年

（1991年）

製造業

0.8%
0.0%

30.3% 8.8% 49.7% 2.8%
7.7%平成13年

（2001年）

（%）

（220事業所） （279事業所）

（154事業所） （253事業所）

ＪＲ以南 片山
・
岸部

豊津
・
南吹田

千里山
・
佐井寺

万博
・
阪大

山田
・
千里丘

平成6年
（1994年）

平成9年
（1997年）

平成14年
（2002年）

千里
ニュー
タウン

0

200

400

600

800
(店)
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③小売業年間販売額 商業統計調査による

※従来のブロックの区割りによる

④卸売業年間販売額 商業統計調査による

※従来のブロックの区割りによる

ＪＲ以南 片山
・
岸部

豊津
・
南吹田

千里山
・
佐井寺

万博
・
阪大

山田
・
千里丘

千里
ニュー
タウン
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・
千里丘

千里
ニュー
タウン
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20
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140
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180
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238



巻末資料　地域別のデータ

第2部　基本計画　　　　　第２編　地域別計画

239





第3編

基本計画
推進のために



　本格的な少子・高齢社会を迎える中、基本
構想では、市民生活をめぐる環境の大きな変
化を踏まえ、新たな将来像を「人が輝き、感
動あふれる美しい都市　すいた」と設定しま
した。この将来像は、市民の暮らしの場であ
るまちを、安心して暮らし、働き、学び続け
ることができる「美しい都市」として実現す
ることをめざしています。「美しい都市」とは、
生活基盤が整った中で、緑や水辺、歴史的ま
ちなみ、商店街や建物、歩道などがうるおい
や落ち着きをみせているだけでなく、都市文
化が育ち、人びとが集い、交流し、豊かなコ
ミュニティが形成されたまちのことであり、
それは、35万人の市民が、多様な暮らしを
平和に穏やかに、豊かに営んでいるまちの姿
でもあります。そして、そのようなまちを次
世代に引き継いでいく必要があります。
　市民が暮らす地域は、それぞれに特徴があ
り、異なるまちなみを形成しています。市民
自らの手による地域づくりの取組も広がりつ
つあります。地域の特性を生かすためには、
地域に視点を置いた取組が必要です。
　将来像の実現のために、市民参画・協働の
仕組みを整え、英知を生かし、今まで以上に
市民とともにまちづくりに取り組み、地域で
の総合的できめ細かな施策の展開を図ってい
かなければなりません。
　以上のことから、基本構想で示された施策
の大綱を具体化し、計画的に進めるための基
本計画について、次の方策を講じ推進します。

 １　協働によるまちづくり

２　地域の特性を生かしたまちづくり

ま　ち

ま　ち

ま　ち

　将来像の実現にとってとりわけ重要なのは、「協
働によるまちづくり」の推進です。
　市民参画を推し進め、市民、事業者、行政が、
相互の主体性を尊重しながら信頼関係を深め、地
域社会が抱える問題の解決に向けて、それぞれが
役割を担う「協働によるまちづくり」を進めるた
めに、次のことに取り組みます。

①市民の活動を促進するため、情報の積極的な
提供や活動の場の整備を進めるとともに、
参画の仕組みを整えます。

②福祉や環境、文化などの分野での市民の自主
的な活動や、身近な地域での自主的なまち
づくり活動を支援し、協働による事業の推
進を図ります。

③市民、関係団体や関係機関、行政などによる
地域でのネットワークを形成し、その安定的・
効果的な運営を行うために、必要な拠点施設
の配置と専門的な支援を行います。

　地域の特性を生かしたまちづくりを進めるため、
次のことに取り組みます。

①部門ごとのさまざまな施策を、地域におい
て総合化するとともに、これらの施策を、
市民の自主的なまちづくりと連携させて効
果的に実施するために、推進体制の整備を
行います。

②地域のまちづくりについて、地域住民との
協働を進める仕組みづくりに努めます。

③地域別計画については、市域を6ブロック
に区分した広域的な生活圏域に基づくもの
であることから、今後より身近な生活圏で
の現状や課題を把握し、更にきめ細かな対
応を行うとともに、市民自らが取り組むま
ちづくりを支援し、計画の推進を図ります。
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普通会計歳入・歳出 財務部データによる
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10,000

（百万円）

65,083 65,293 63,282 61,237 61,048

101,042 100,575 101,222 100,717 100,591 100,277 102,461 101,913 100,465 100,021

歳入 歳出 歳入 歳出 歳入 歳出 歳入 歳出 歳入 歳出
平成12年度
（2000年度）

平成13年度
（2001年度）

平成14年度
（2002年度）

平成15年度
（2003年度）

平成16年度
（2004年度）

歳入のうち市税によるもの

３　行政構造の改革 ４　計画的な行財政運営の推進

　市民に身近な行政はできる限り身近な地方自治
体が行うという地方分権の下では、市民参加によ
る行政の推進だけでは十分とは言えません。市民、
事業者、行政の関係を見直し、3者がそれぞれに
「まちづくりの主体」として役割と責任を分担し、
協力し合う関係を築いていかなければなりません。
　そのためには行政自らが、これまでの行政のあ
り方を見直し、構造改革に取り組む必要がありま
す。そのため、次のことに取り組みます。

①市民、事業者、行政の役割について、時代
の変化に対応しながら、市民、事業者とと
もに検討を進めます。

②行政の透明性を高めるために、情報の共有
化を進めます。

③協働によるまちづくりを推進するため、意
思決定の迅速化とともに、縦割り組織の欠
陥を補う柔軟な執行体制の整備を図ります。

④めざす職員像、組織像の指針となる「人材
育成基本方針」に基づき、協働によるまち
づくりを担うことができる人材の育成と活
用を図ります。

　行政課題に効率的・効果的に応え、市民の満足
度を高めていくために、次の方策を講じます。

①簡素で効率的な行政組織の構築を図ります。

②健全な財政基盤を確立するため、適正な行財
政運営に努めます。さらに、市税収入等の自
主財源の充実・確保に努めるとともに、国に
対しては、地方が担うべき事務と責任に見合
った税源移譲を伴った真の地方分権推進を求
めていきます。

③計画的に施策を実施するため、財政的な裏付
け、事業の緊急性、効果の検討を行いつつ、
5年を期間とする実施計画を定め、計画の着
実な推進を図ります。

④効率的・効果的な施策の実施と迅速な見直し
を行うために、事務事業評価システムを充実
させるとともに、総合的な行政評価システム
を構築します。

⑤基本計画の進行管理について、数値目標の到
達度など計画の進捗状況を市民に公開し、協
働して点検する仕組みを構築します。 

⑥市民の日常生活圏や経済圏が拡大する中で､
市域を越える広域的な行政課題に効率的・効
果的に対応するとともに、市民の利便性の向
上を図るため、広域行政に取り組みます。
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１ 総合計画策定組織図

総合計画審議会

学識経験者、市議会議員、公募
市民、公共的団体等の代表者、
関係行政機関の職員で構成

市 長議 会

市民参加

●市民意識調査の実施
●市民説明会の開催
●市民意見の募集

諮問
〔基本構想(素案)〕
〔基本計画(案) 〕

提案
〔基本構想(案)〕

答申答申

議決議

見意見

庁内策定組織

総合計画策定委員会

助役、収入役、水道事業管理者、
教育長及び部長級職員などで構成

総合計画策定委員会作業部会

次長級以下の職員で構成
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１　総合計画策定組織図　　２　総合計画策定経過

第3部　資料編　　　　　

２ 総合計画策定経過

計画策定 総合計画審議会 市民参加 

平成１４年
（２００２年）

平成１５年
（２００３年）

平成１６年
（２００４年）

H14.5.21     
第3次総合計画策定基本方針の確定
H14.7.15
第1回総合計画策定委員会
（基本構想(素案)の検討） 
H14.8.9～H15.12.5
総合計画策定委員会作業部会
（基本構想(素案)の検討）
（延べ66回開催）      

H15.7.3～7.22    
基本構想(素案)に対する職場・
職員意見の聴取    
H15.9.29～10.10
基本構想(素案)に対する職場・
職員意見の再聴取    
H15.10.31
第2回総合計画策定委員会
（基本構想(素案)の検討）

H15.12.5～12.24    
第2次総合計画に係る施策の
進捗状況の調査   

H16.6.28     
第1回総合計画策定委員会
（基本計画(案)の検討）    
H16.6.28～H17.4.28     
総合計画策定委員会作業部会
（基本計画(案)の検討）
（延べ32回開催）   
H16.7.9     
第3回総合計画策定委員会
（基本構想(素案)の検討）

H16.8.23     
第4回総合計画策定委員会
（基本構想(素案)の検討）
H16.8.24     
政策会議にて基本構想(案)が確定
H16.10.4     
市議会において基本構想(案)が
可決され基本構想が確定

H16.11.26     
第2回総合計画策定委員会
（基本計画(案)の検討） 

H14.8.30～11.12 
市民意識調査の実施

H15.12.15～H16.3.26
基本構想(素案)に対する市民意見の募集 

H16.1.15 
基本構想(素案)の市民説明会
[千里市民センターにて]
H16.1.25 
基本構想(素案)の市民説明会
[吹田勤労者会館にて]

H16.11.1～11.30 
基本構想を踏まえ基本計画(案)
に盛り込むべき内容など
について市民意見の募集

H15.11.13  
総合計画審議会へ基本構想(素案)
について諮問  

H16.8.20   
総合計画審議会より
基本構想(素案)について答申

基本構想(素案)の検討

他に専門作業部会を
計7回開催

全体会
　第1回　H15.11.13
　第2回　H15.12.25
　第3回　H16.1.22

全体会
　第4回　H16.6.30
　第5回　H16.7.28
　第6回　H16.8.13

第１部会
　第1回　H16.2.19
　第2回　H16.4.2
　第3回　H16.4.21
　第4回　H16.6.10
第2部会
　第1回　H16.3.3
　第2回　H16.4.16
　第3回　H16.4.26
　第4回　H16.6.11
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平成１７年
（２００５年）

平成１８年
（２００６年）

H17.1.21～2.4     
基本計画(部門別計画)[素案]に
対する職場・職員意見の聴取     
H17.2.16
第3回総合計画策定委員会
（基本計画(案)の検討）   

H17.5.27     
第4回総合計画策定委員会
（基本計画(案)の検討）  
H17.6.14～6.30 
基本計画(地域別計画)[素案]に
対する職場・職員意見の聴取     
H17.7.15     
第5回総合計画策定委員会
（基本計画(案)の検討）    

H18.2.8      
第6回総合計画策定委員会
（基本計画(案)の検討）    
H18.2.20      
基本計画が確定
総合計画策定委員会の開催回数
基本構想(素案)の検討
　　　　　　　策定委員会　4回
　　　　　　　作業部会 　66回
基本計画(案)の検討
　　　　　　　策定委員会　6回
　　　　　　　作業部会 　32回

総合計画審議会の開催回数
基本構想(素案)の検討
　　　　　　　　　全体会　6回
　　　　　　　　　部会 　15回    
基本計画(案)の検討
　　　　　　　　　全体会　5回
　　　　　　　　　部会 　14回

H17.3.1～4.15 
基本計画(部門別計画)[案]に対する
市民意見の募集 

H17.3.26 
基本計画(部門別計画)[案]の市民説明会
［市民会館、亥の子谷コミュニティセンターにて］

H17.8.1～9.26 
基本計画(地域別計画)[案]に対する
市民意見の募集 
H17.8.20 
基本計画(地域別計画)[案]の市民説明会
［内本町コミュニティセンター、
市民会館、千里山・佐井寺図書館にて］
H17.8.21 
基本計画(地域別計画)[案]の市民説明会
［山田ふれあい文化センター、
千里市民センターにて］

H17.8.27 
基本計画(地域別計画)[案]の市民説明会
［豊一市民センターにて］
H17.10.23 
「リレートークで再発見
　地域の現在、過去、未来」の開催

H17.3.2   
総合計画審議会へ基本計画(案)に
ついて諮問 

H17.8.23   
総合計画審議会より基本計画(案)に
ついて中間答申

H18.2.3   
総合計画審議会より基本計画(案)に
ついて答申

部門別計画(案)の検討

地域別計画(案)の検討

全体会
　第1回　H17.3.2

全体会
　第2回　H17.6.27
　第3回　H17.8.1

第1部会
　第1回　H17.3.25
　第2回　H17.4.13
　第3回　H17.5.11
　第4回　H17.6.8
第2部会
　第1回　H17.3.31
　第2回　H17.4.20
　第3回　H17.5.10
　第4回　H17.6.6

全体会
　第4回　H17.12.27
　第5回　H18.1.30

第1部会
　第1回　H17.10.13
　第2回　H17.10.17
　第3回　H17.11.21
第2部会
　第1回　H17.10.14
　第2回　H17.10.18
　第3回　H17.12.5
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３　総合計画審議会

(１)総合計画審議会規則

　　　　　　　　　　　　　　吹田市総合計画審議会規則
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 制　　定　昭 41.1.10　規則 3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 最近改正　平 15.7.31　規則36

　（趣旨）

第1条　この規則は、執行機関の附属機関に関する条例（昭和32年吹田市条例第302号）第3条の規定に基づき、
　吹田市総合計画審議会（以下「審議会」という。）の組織、運営その他必要な事項を定めるものとする。
　（任務）

第2条　審議会は、吹田市総合計画について、市長の諮問に応じ審議し、答申するものとする。
　（組織）

第3条　審議会は、委員30人以内をもつて組織する。
　2　委員は、次に掲げる者の中から市長が委嘱する。
(1)　学識経験者
(2)　市議会議員
(3)　市民
(4)　市内の公共的団体等の代表者
(5)　関係行政機関の職員
　（任期）

第4条　委員の任期は、当該諮問に係る必要な調査審議を終了するときまでとする。
　（会長及び副会長）

第5条　審議会に会長及び副会長を置き、委員の互選により定める。
　2　会長は、会務を総理する。
　3　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。
　（会議）

第6条　審議会は、会長が招集する。
　2　審議会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。
　3　審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長がこれを決する。
　4　会長は、会議における審議の参考に供するため必要と認める場合には、委員でない者を会議に出席させ、意見を      
　述べさせることができる。
　（部会）

第7条　審議会に、必要に応じて部会を置くことができる。
　2　部会に属する委員は、会長が指名する。
　3　部会に部会長を置き、会長が指名する委員をもって充てる。
　4　部会長は、部会の会務を掌理し、部会における審議の状況及び結果を審議会に報告しなければならない。
　5　会長は、必要に応じて各部会の調整をはかるため部会の合同会議又は部会長会議を開催することができる。
　（庶務）

第8条　審議会の庶務は、企画部政策推進室において処理する。
　（補則）

第9条　この規則に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、会長が定める。
　　　附　則（平15.7.31　規則36）
　この規則は、公布の日から施行する。
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(２)総合計画審議会委員

名簿

［１号委員］

　会　長  石森　秀三　　国立民族学博物館　文化資源研究センター長・教授 
   　　  　衛藤　照夫　　社団法人京都府建築士会　会長 
    　　 　大内　祥子　　浄るりシアター館長 
   副会長  浜岡　政好　　佛教大学　社会学部教授 
    　　　 三輪　信哉　　大阪学院大学　国際学部助教授 
     　　　宗田　好史　　京都府立大学　人間環境学部助教授 
     　　　和田　葉子　　関西大学　外国語教育研究機構教授 
［２号委員］     
     　　　生野　秀昭　　吹田市議会議員（平成16年6月2日まで、平成17年6月3日から） 
     　　　木村　裕　　　吹田市議会議員（平成16年6月2日まで、平成17年6月3日から） 
     　　　倉沢　恵　　　吹田市議会議員 
     　　　神保　義博　　吹田市議会議員 
     　　　豊田　稔　　　吹田市議会議員（平成16年6月3日から） 
     　　　中本　美智子　吹田市議会議員（平成17年6月3日から） 
  　　 ＊  池渕　佐知子　吹田市議会議員（平成16年6月3日から平成17年6月2日まで） 
  　　 ＊  寺尾　恵子　　吹田市議会議員（平成16年6月2日まで） 
   　　＊  信田　邦彦　　吹田市議会議員（平成16年6月3日から平成17年6月2日まで） 
   　　＊  野村　義弘　　吹田市議会議員（平成16年6月2日まで） 
   　　＊  藤木　祐輔　　吹田市議会議員（平成16年6月3日から平成17年6月2日まで） 
［３号委員］     
    　　　 筏　隆臣　　　公募市民（千里山・佐井寺地域） 
    　　　 蒲田　雄輔　　公募市民（山田・千里丘地域） 
   　　　  鮫島　匡　　　公募市民（ＪＲ以南地域） 
     　　　前田　武男　　公募市民（片山・岸部地域） 
    　　　 山口　克也　　公募市民（豊津・江坂・南吹田地域） 
  　　 ＊  矢野　隆司　　公募市民（千里ニュータウン・万博・阪大地域）（平成17年9月30日まで） 
［４号委員］     
     　　　伊東　利幸　　連合大阪北大阪地域協議会　吹摂地区協議会 
     　　　内山　實嗣　　北大阪農業協同組合　副組合長（平成17年7月25日から） 
    　　　 尾高　榮次　　財団法人吹田市健康づくり推進事業団　理事長  
    　　　 影山　義紘　　社会福祉法人吹田市社会福祉協議会　会長 
     　　　河井　明子　　吹田市消費者団体協議会 
    　　　 河野　武夫　　吹田商工会議所　副会頭  
     　　　坂本　富佐晴　吹田市文化団体協議会　副会長（平成16年6月2日から） 　 
     　　　永田　昌範　　吹田市自治会連合協議会　会長 
     　　　西岡　昌佐子　社団法人大阪エイフボランタリーネットワーク吹田支部　吹田母子会　会長  
     　　　菱川　音三郎　社団法人吹田市医師会　監事  
   　　＊  安達　憲夫　　吹田市文化団体協議会　会長（平成16年6月1日まで） 
   　　＊  阪口　善次郎　北大阪農業協同組合　副組合長（平成17年7月24日まで） 
［５号委員］     
   　　　  大下　達哉　　大阪府企画調整部企画室課長（平成17年4月1日から） 
  　　 ＊  北野　義幸　　大阪府企画調整部企画室課長（平成17年3月31日まで） 

 順不同　敬称略　＊は前委員。選出区分の号は、吹田市総合計画審議会規則第3条第2項の各号による。
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第3部　資料編　　　　　

［基本構想（素案）の検討］             

第１部会 〔第４章　施策の大綱の第１節、第３節、第４節を検討〕            
   部会長　和田　葉子        
　　　　　大内　祥子　　 浜岡　政好　　 生野　秀昭（平成16年6月2日まで）倉沢　恵　　　　神保　義博   
　　　　　豊田　稔（平成16年6月3日から）　野村　義弘（平成16年6月2日まで）藤木　祐輔（平成16年6月3日から）　　　　
　　　　　鮫島　匡　　　 山口　克也　　 安達　憲夫（平成16年6月1日まで）伊東　利幸　　　尾高　榮次   
　　　　　影山　義紘　　 坂本　富佐晴（平成16年6月2日から）　　　　　　 菱川　音三郎　　北野　義幸    

第２部会 〔第４章 施策の大綱の第２節、第５節、第６節 、第７節を検討〕            

　部会長　宗田　好史        
　　　　　石森　秀三　　 衛藤　照夫　　 三輪　信哉　　 池渕　佐知子（平成16年6月3日から）     
　　　　　木村　裕（平成16年6月2日まで）　寺尾　恵子（平成16年6月2日まで）信田　邦彦（平成16年6月3日から）    
　　　　　筏　隆臣　　　 蒲田　雄輔　　 前田　武男　　 矢野　隆司　　 河井　明子　　 河野　武夫   
　　　　　阪口　善次郎　 永田　昌範　　 西岡　昌佐子      

専門作業部会 〔第２章 吹田市の将来像、第３章 人口と都市空間を検討〕            
　部会長　宗田　好史        
　　　　　石森　秀三　　 衛藤　照夫　　 大内　祥子　　 浜岡　政好　　 三輪　信哉　　 和田　葉子   
　　　　　北野　義幸        
               

［基本計画・部門別計画(案)の検討］             

第１部会 〔第１章、第３章、第４章を検討〕            
　部会長　浜岡　政好        
　　　　　大内　祥子　　 和田　葉子　　 生野　秀昭（平成17年6月3日から）倉沢　恵　　　 神保　義博   
　　　　　豊田　稔　　　 藤木　祐輔（平成17年6月2日まで）鮫島　匡　　 　山口　克也 　　 坂本　富佐晴   
　　　　　伊東　利幸　　 尾高　榮次 影山　義紘　　 菱川　音三郎　　大下　達哉（平成17年4月1日から）    
　　　　　北野　義幸（平成17年3月31日まで）        

第２部会 〔第２章、第５章、第６章 、第７章を検討〕            

　部会長　宗田　好史        
　　　　　石森　秀三　　 衛藤　照夫 三輪　信哉　　 池渕　佐知子（平成17年6月2日まで）     
　　　　　木村　裕（平成17年6月3日から） 中本　美智子（平成17年6月3日から）信田　邦彦（平成17年6月2日まで）    
　　　　　筏　隆臣　　　 蒲田　雄輔 前田　武男　　 矢野　隆司　　 河井　明子　　 河野　武夫   
　　　　　阪口　善次郎　 永田　昌範 西岡　昌佐子      
               

［基本計画・地域別計画(案)の検討］             

 第１部会 〔ＪＲ以南地域、片山・岸部地域、豊津・江坂・南吹田地域を検討〕            

　部会長　浜岡　政好        
　　　　　衛藤　照夫　　 三輪　信哉　　 神保　義博　　 豊田　稔　　 　鮫島　匡　　　 前田　武男   
　　　　　山口　克也　　 伊東　利幸　　 尾高　榮次　　 影山　義紘　　 河野　武夫　　 西岡　昌佐子   
　　　　　大下　達哉        

第２部会 〔千里山・佐井寺地域、山田・千里丘地域、千里ニュータウン・万博・阪大地域を検討〕            
　部会長　宗田　好史        
　　　　　大内　祥子　　 和田　葉子　　 生野　秀昭　　 木村　裕　　 　倉沢　恵　　 　中本　美智子   
　　　　　筏　隆臣　　 　蒲田　雄輔 内山　實嗣　　 河井　明子　　 坂本　富佐晴　　永田　昌範   
　　　　　菱川　音三郎            

部会構成
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(３)諮問文・答申文

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 15吹企政第713号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 平成15年11月13日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（2003年）

吹田市総合計画審議会
　会　長　　石森　秀三　 様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吹田市長　阪口　善雄

　　　　　　　吹田市第３次総合計画基本構想（素案）について（諮問）

　吹田市第3次総合計画基本構想（素案）をこのたび別添のとおり策定いたしましたので、吹田
市総合計画審議会規則第2条の規定により貴審議会に諮問いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　諮　問　の　趣　旨

　
　本市では、平成17年（2005年）を目標年次とした吹田市新総合計画（吹田市第2次総合計画）
に基づいて「すこやかで心ふれあう文化のまち」をめざし、市民と共に市政の推進に努めてまい
りました。
　現計画の目標年次を迎えようとしている今、少子・高齢化の進行、経済の低成長、そして地球
規模での環境問題の深刻化など本市を取り巻く状況に大きな変化が生じています。
　このような変化に対応するため、吹田市第3次総合計画基本構想（素案）を策定いたしました。
　この内容についての御意見を賜りたく諮問するものです。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　平成16年8月20日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　（2004年）

吹田市長　阪口　善雄　 様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吹田市総合計画審議会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　長　　石森　秀三
　　

　　　　　吹田市第３次総合計画基本構想（素案）について（答申）

　平成15年11月13日付け、15吹企政第713号で諮問のありました吹田市第3次総合計画基本構
想（素案）について慎重に審議した結果、下記の意見を付すとともに、同基本構想（素案）を別
添のとおり一部修正して答申します。
　なお、今後は当審議会における意見を十分に尊重し、基本計画策定に反映されるよう要望します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

　本格的な少子・高齢社会を迎えようとしている今日、地方分権の進展のもとで、将来の吹田の
まちをどのように構想し、次世代に引き継いでいくのか、まさに自治体の力量が問われています。
そのような状況のなかで、当審議会は「人が輝き、感動あふれる美しい都市　すいた」を吹田市
の将来像として提案しました。その実現のためには、今まで以上に市民が、地域の主人公として
まちづくりに積極的に取り組んでいくことが必要になります。
　市民と行政との相互の信頼関係を築き、その協働のもとで将来像の実現を図るために、下記の
諸点に留意して、今後取り組んでいくことを求めます。

1　 市民と行政との協働を進めるためには、その前提として、情報の共有化が不可欠になります。
市民や地域社会がさまざまな課題について、自ら的確に判断をし、取り組むことが今後ますま
す重要になります。そのためには、行政が持つ情報の公開促進とともに、市民の側が必要とす
る情報を正確にかつ迅速に提供することが強く求められます｡

2　 協働の推進にあっては、その具体的な仕組みづくりが重要になります。社会経済状況の大き
な変動のなかで、市民の価値観が多様化し、行政に対するニーズも多様化しています。地域
社会に活躍の場を求める高齢者が増えるとともに、女性の社会参加意欲も高まっています。
地域では、従来の地縁組織に加えて、ＮＰＯ（特定非営利活動法人）をはじめとする各種の
団体が、自らの地域をより良くするためにさまざまな活動を展開しています。これらの地域
の力が最大限に生かされるように、協働の仕組みづくりについて早急に検討し、具体化を図
ることが必要です｡

ま　ち
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3　 市民自治を担うまちづくりの主体形成、つまり人づくりに向けた行政の取組が今後さらに重
要になります。先に述べた情報の提供とともに、身近な地域社会に対する関心に応えられる生
涯学習機会の提供が求められます。
　さらに、次代を担う子どもたちの健やかな成長がとりわけ重要になります。自立した個人と
して、社会の一員として、また地域活動などを通して地域の主人公として、たくましく育つこ
とができるように、子育てや教育をはじめとする総合的な取組が求められます。

4　 協働のまちづくりを進めるうえで、市民とともに総合計画の策定を行うことが不可欠と考え
ます。基本計画策定にあたっては、多くの市民の意見を募り、反映することが望まれます。基
本構想の制定後には、速やかに市民に周知を図り、基本計画策定作業のできるだけ早いうちか
ら意見聴取の機会を設ける必要があります。
　なお、当審議会において、「市民」を主語とする基本構想の記述について議論がなされた経
過を踏まえて、次期の第4次総合計画基本構想の策定のさいには、早い段階から多くの市民が
参画できることを要望します。

5　 今後の基本計画策定において、数値目標の設定が不可欠になります。今までの二次にわたる
総合計画基本計画では数値目標が示されていないことから、その進捗状況が市民にとって分か
りにくいという指摘がなされています。進捗状況の把握という意味から、今後の基本計画策定
においては、数値目標の設定が必要になります。また、基本計画の進行管理について、市民と
協働して点検できる仕組みづくりが重要になります。

6　 協働の推進において強調すべき点は、行政の縦割りを排除し、総合的な行政運営を確保する
ことです。そのためには、行政内部での組織体制の確立と職員の政策立案能力の向上が求めら
れます。とりわけ第3次総合計画では地域別計画の策定も予定されており、多様なライフスタ
イル、多様な価値観、多様な仕事を持つ市民からなる地域の現状を踏まえて、職員は市民との
対話を重視し、従来の担当分野だけでなく、地域の特性を視野に入れて柔軟に政策立案を行い、
施策の展開を図ることが求められています。さらに、そのような職員を生かす組織の確立が協
働の推進において不可欠と考えます。
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３　総合計画審議会

第3部　資料編　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　16吹企政第1454号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　平成17年3月2日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （2005年）
　　　　　　
吹田市総合計画審議会
　会　長　　石森　秀三　 様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吹田市長　阪口　善雄　

　　　　　　吹田市第３次総合計画基本計画（案）について（諮問）

　吹田市第3次総合計画基本構想における本市の将来像「人が輝き、感動あふれる美しい都市　
すいた」を実現するため、このたび別添のとおり吹田市第3次総合計画基本計画（案）を策定い
たしましたので、吹田市総合計画審議会規則第2条の規定により、貴審議会の御意見を賜りたく
諮問いたします。

ま　ち
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成17年8月23日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2005年）

吹田市長　阪口　善雄　 様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吹田市総合計画審議会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　長　　石森　秀三

　　　　　吹田市第３次総合計画基本計画（案）について（中間答申）

　平成17年3月2日付け、16吹企政第1454号で諮問のありました吹田市第3次総合計画基本計画
（案）のうち、部門別計画（案）及び総合計画の進行管理に係る指標（案）について慎重に審議
した結果、別添のとおり一部修正して答申します。
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３　総合計画審議会

第3部　資料編　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　平成18年2月3日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （2006年）
吹田市長　阪口　善雄　 様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吹田市総合計画審議会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　長　　石森　秀三
　　
　　　　　　吹田市第３次総合計画基本計画（案）について（答申）

　平成17年3月2日付け、16吹企政第1454号で諮問のありました吹田市第3次総合計画基本計画
（案）について慎重に審議した結果、下記の意見を付すとともに、別添のとおり一部修正して答
申します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
1　 総合計画の進行管理にあたっては、目標を明確にするため、有効な指標と目標値を早期に設
定し、重要課題や施策の優先順位などの検討・見直しを行いながら、効率的・効果的な計画の
推進を図ることが求められます。

2　 吹田市は、全域にわたって市街化されているものの、なお開発が進み住宅建設が行われよう
としています。また、千里ニュータウンなどでの既存住宅の更新も進められています。このこ
とに関連して、市民から「緑の確保」や「自然環境の保全・育成」を求める意見が多数寄せら
れました。当審議会では、慎重に審議を重ね、部門別計画及び地域別計画において「周辺環境
と調和した土地利用の誘導」など良好な環境やまちなみの維持形成に向け必要な修正を行いま
した。今後、これらの点に十分留意し、計画の推進を図る必要があります。

3　当審議会では、少子・高齢化が本格化し、人口減少期を迎えている今日、まちの活力の維持・
向上を図り、「人が輝き、感動あふれる美しい都市　すいた」を実現するために、これからの
まちづくりをいかに進めるべきかについて審議を重ねました。今後、このまちに愛着と誇りを
持つ人や魅力を感じる人が「住んでよかった」「住み続けたい」「新たに住みたい」と思える
ようなまちづくりを進めるため、さらに市民と行政との協働を図り、取り組んでいく必要があ
ります。

4　 地域別計画の策定は、総合計画を市民にとって身近なものとする点で大きな意義があります。
しかし、市民の日常生活圏を考えるとき、市域を6ブロックに分けた地域別計画では圏域が広
く、より細かな区域を対象とする計画が求められます。その計画については、行政の主導では
なく、地域住民自らが主体的に取り組むことが重要です。今後、地域ごとにまちづくりを担え
るような住民組織の形成や住民による日常生活圏域でのまちづくり計画の策定も展望しながら、
地域別計画の推進に努めていく必要があります。

5　 新たな将来像を設定した第3次総合計画を実効あるものとするため、本計画やそこで示して
いる部門ごとの個別計画について、市民にきめ細かく情報提供を行うなど広く普及啓発し、あ
らゆる分野で市民参画と協働を推し進める必要があります。

ま　ち
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４　総合計画策定委員会

(１)総合計画策定委員会設置要領

　　　　　　　　　　　吹田市総合計画策定委員会設置要領
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　制　　定　平成　4 年5月20日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　最近改正　平成14年7月　2 日

　（設置）

第1条　本市の総合計画の策定に関し、必要な事務を総合的かつ円滑に推進するため、吹田市総合計画策定委員会
　（以下「策定委員会」という。）を設置する。
　（所掌事務）

第2条　策定委員会の所掌事務は、次のとおりとする。
(1)　総合計画の素案の策定に関すること。
(2)　総合計画の策定に係る総合調整に関すること。
　（組織）

第3条　策定委員会は、次の各号に掲げる者を委員として組織する。
(1)　助役、収入役及び水道事業管理者
(2)　教育長
(3)　吹田市事務分掌条例（昭和63年吹田市条例第22号）第1条第1項に規定する部の長
(4)　市民病院事務局長
(5)　消防長
(6)　吹田市教育委員会事務局組織規則（平成元年吹田市教育委員会規則第2号）第1条に規定する部の長
(7)　水道部長
(8)　その他市長が指定する者
　（委員長及び副委員長）

第4条　策定委員会に委員長及び副委員長を置き、委員長は企画部担当助役をもって充て、副委員長は委員長以外
　の助役、収入役、水道事業管理者及び教育長をもって充てる。
　2　委員長は、会務を総理する。
　3　副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、委員長があらかじめ指
　名する副委員長がその職務を代理する。
　（会議）

第5条　策定委員会の会議は、必要に応じて委員長が招集する。
　2　委員長は、必要があると認めるときは、会議に策定委員会委員以外の者の出席を求め、その意見を聴くことが
　できる。
　（作業部会）

第6条　総合計画の素案の策定を円滑に行い、職員参加を推進するため、策定委員会に作業部会を置く。
　（作業部会の構成）

第7条　作業部会は、委員長が指名する課長級職以上の職員及び策定委員会委員の推薦による職員をもって組織す
　る。
　2　作業部会の運営に関する事項は、別に定める。
　（専門研究員）

第8条　市長は、策定委員会の所掌事務に関する専門的な事項について指導及び助言を得るため、専門研究員若干
　人を委嘱することができる。
　（庶務）

第9条　策定委員会の庶務は、企画部政策推進室において処理する。
　（委任）

第1 0条　この要領に定めるもののほか、策定委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が定める。
　　　附　則
　この要綱は、平成4年5月20日から施行する。
　　　附　則
　この要領は、平成14年7月2日から施行する。
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４　総合計画策定委員会

第3部　資料編　　　　　

(２)総合計画策定委員会作業部会設置基準

　　　　　　　　 吹田市総合計画策定委員会作業部会設置基準
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制　　定　平成14年7月2日

　　

　（設置）

第1条　本市の総合計画の策定に関し、吹田市総合計画策定委員会設置要領第6条の規定に基づき、吹田市総合計
　画策定委員会（以下「策定委員会」という。）に吹田市総合計画策定委員会作業部会（以下「作業部会」という。）
　を設置する。
　（作業部会の構成）

第2条　策定委員会は、総合計画の素案の策定に必要な数の作業部会を設置することができる。
　2　作業部会は、策定委員会委員長が指名する課長級職以上の職員及び策定委員会委員の推薦による職員をもって
　組織する。
　（部会長及び副部会長）

第3条　各作業部会に部会長及び副部会長を置き、策定委員会委員長が指名する職員を持って充てる。
　2　部会長は、会務を総理する。
　3　副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故があるとき、又は部会長が欠けたときは、部会長があらかじめ指
　名する副部会長がその職務を代理する。
　（会議）

第4条　作業部会の会議は、部会長が招集する。
　2　各部会の連絡調整を担当する部会長は、必要があると認めるときは、部会長会議及び副部会長会議を招集する
　ことができる。
　3　部会長は、必要があると認めるときは、会議に作業部会員以外の者の出席を求め、その意見を聴くことができ
　る。
　（庶務）

第5条　作業部会の庶務は、企画部政策推進室において処理する。
　（委任）

第6条　この基準に定めるもののほか、作業部会の運営に関し必要な事項は、部会長が協議して定める。
　　　附　則
　この基準は、平成14年7月2日から施行する。
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5　用語解説

あ　行

●アイドリング・ストップ運動
　駐停車時に、自動車のエンジンを停止させてお
く運動のこと。エネルギー消費量の削減や、それ
に伴う大気汚染物質、地球温暖化物質の排出抑制
につながる。

●アジェンダ21
　平成4年（1992年）6月に開催された「国連環
境開発会議」（「地球サミット」）で採択された
持続可能な開発を実現するための行動計画のこと。
①社会的、経済的要素②開発のための資源の保全
と管理③主要な社会構成員の役割の強化④実施手
段の4部40章からなっている。吹田市では、地域
レベルの行動計画（ローカルアジェンダ21）と
して、「アジェンダ21すいた」を平成17年（2005
年）3月に策定している。 

●アドプトロード
　大阪府アドプト・ロード・プログラムのこと。
大阪府が管理する道路の一定区間について、地元
自治会や企業などの団体が自主的に清掃や緑化な
どのボランティア活動を実施する場合に、府と関
係市町村が協力して支援し、地域の環境美化に取
り組むことを目的とする。 

●アメニティ
　一般的に「快適な環境」と訳されており、生活
環境を構成する自然や施設、歴史的・文化的伝統
などが互いに他を生かし合うように、バランスよ
く存在し、その中で生活する人が好ましいと感じ
る状態を意味している。 

●異年齢児学級保育
　学級編制を4、5歳児混合とし、年齢の異なる
子どもが一緒に生活したり遊んだりする保育の方
法。人との信頼関係の築き方やトラブルの解消の
仕方、年少者をいたわる優しい気持ちなど、幼児
期に｢人とかかわる力｣の基礎を培い、｢生きる力｣｢豊
かな力｣を育むことを目的とする。 

●インターンシップ制度
　大学生が、小・中学校の日常的な業務、教育補
助、課外活動などを幅広く直接体験する制度。自
己の適性を把握する機会となり、人間的成長や社
会意識の向上が期待できる。 

●雨水施設
　降雨を収集し、河川や海に放流するための施設。
雨水桝、側溝、雨水管渠、ポンプ施設によって構
成され、必要に応じて雨水貯留管、雨水調整池が
設置される。

●雨水浸透施設
　雨水を地下に浸透させる施設。浸透性舗装、雨
水浸透桝、雨水浸透管、雨水浸透側溝などがある。
下水管渠への雨水流入量の削減を目的とする。

●雨水整備基準
　雨水施設を整備するための施設基準のこと。過
去の降雨実績や浸水状況をもとに、どのような降
雨に対応するかを定め、基準を設定している。本
市の基準は、10年に1回の確率で発生する降雨に
対応しているが、過去に整備した一部の地域では、
これより低水準の5年に1回の降雨に対応している。

●オーパスシステム
　大阪府と14市1町が共同で開発・運用している、
公共スポーツ施設情報システム。インターネット
や家庭用及び携帯電話、街頭端末から、施設の利
用抽選申込みや空き照会などのサービスを利用で
きる。オーパス（OPAS）はOsaka　Publ ic 
Access Service の頭文字をとった略語。 

●オゾン層の破壊
　太陽光に含まれる有害な紫外線の大部分を吸収
し、地球上の生物を守っているオゾン層が、フロ
ンなどの化学物質によって破壊されること。オゾ
ン層の破壊により増加する紫外線の影響で、白内
障、皮膚がんの増加、皮膚免疫機能の低下など、
人間の健康に大きな悪影響を及ぼす。
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５　用語解説

第3部　資料編　　　　　

か　行

●学校教育情報通信ネットワーク
　市立小中学校や教育センターなどの学校教育に
係る施設間を結ぶ教育用情報通信ネットワークの
こと。学校教育用情報機器の整備をはじめ、学校
図書館蔵書のデータベース化、学習コンテンツや
教育情報の蓄積・発信などにより、児童・生徒の
情報活用能力を育成するとともに、学校・家庭・
地域をつなぎ、価値ある情報を分かち合い、学ぶ
喜びを感じられる教育機会の創造に努めて、「確
かな学力」の育成を図る。 

●環境影響評価
　環境に著しい影響を及ぼすおそれのある事業の
実施に際し、その環境影響について事前に調査・
予測・評価を行い、その結果を公表して市民の意
見を聞きながら、環境保全について適正な配慮を
行うもの。吹田市では、平成10年（1998年）
10月1日から「吹田市環境影響評価条例」に基づ
き実施している。 

●環境負荷
　人が環境に与える負担のこと。環境基本法では、
環境への負荷とは「人の活動により環境に加えら
れる影響であって、環境の保全上の支障の原因と
なるおそれのあるもの」としている。 

●完全失業率
　労働力人口（就業者と完全失業者の合計）に占
める完全失業者の割合。完全失業者とは①就業者
ではない②仕事があればすぐ就くことができる③仕
事を探す活動や事業を始める準備をしているとい
う条件を満たす者。

●キャリア教育
　望ましい職業観・勤労観及び職業に関する知識
や技能を身につけるとともに、自己の個性を理解し、
主体的に進路を選択する能力・態度を育てる教育。

●急性期医療機関
　病気の症状があらわれ、短期間のうちに手厚い
治療を要する期間に行う検査、診断、処置、手術
などの入院治療等の医療を主に提供する医療機関。

●京都議定書
　平成9年（1997年）に京都で開催された気候
変動枠組条約第3回締約国会議（COP3）におい
て採択されたもので、先進各国の温室効果ガスの
排出量について法的拘束力のある数値目標が決定
されるとともに、排出量取引、共同実施、クリー
ン開発メカニズムなどの新たな仕組みが合意され
た。ロシアの批准に伴い、平成17年（2005年）
2月16日に発効された。

●グリーン購入
　環境への負荷が少ない製品やサービスを優先的
に購入すること。平成12年（2000年）5月に「国等
による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（通
称：グリーン購入法）が成立し、国の諸機関ではグ
リーン購入が義務付けられた。吹田市では、平成
11年（1999年）10月に「吹田市役所エコオフィス
プラン」を策定し、グリーン購入に取り組んでいる。
 
●グループホーム
　地域社会の中にある住宅（一戸建てやアパート、
マンション等）において障害者や高齢者が、専任
の世話人による生活援助を受けつつ共同で生活す
る場のこと。

●ケアマネジャー
　介護支援専門員。介護支援サービスを提供する
ためのすべての過程において、利用者と福祉サー
ビスの結び付けや関係機関・施設との連携などを
図り、適切なサービスが受けられるよう調整する
役割を持つ。

●警防
　火災などの災害や事故が発生するか、発生する
おそれがあるとき、その被害を軽減するために消
防が行う活動及びこれらに附帯する活動。 

●健康おおさか21
　大阪府が平成13年（2001年）に策定した「21
世紀の健康づくり運動」のこと。府や市町村、そ
の他健康づくりの関係機関・団体等が取り組むべ
き健康づくり施策の方向について具体的な目標を
示し、すべての府民が健やかで心豊かに生活でき
る活力ある社会の実現をめざす。 
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●健康おおさか21吹田保健所圏域計画
　吹田保健所圏域（吹田市）における共通の健康
課題に取り組む方向性を明らかにする戦略計画で
あるとともに、同圏域内の関係機関の連携方策を
中心に推進方策を具体的に記載する執行計画の面
をあわせ持つもの。

●健康増進法
　国民の健康づくりや疾病予防を積極的に推進す
るため、平成15年（2003年）5月1日に施行さ
れた医療関連法。「健康日本21」の裏付けとな
るものであり、国民の栄養改善を目的とした栄養
改善法を引き継いでいる。第25条で「受動喫煙
の防止」を法的に明記した。 

●健康日本21
　健康づくりの効果的な推進を図ることを目的に、
厚生労働省が平成12年（2000年）3月に策定し
た「21世紀における国民健康づくり運動」のこと。
生活習慣病の予防や健康づくりの推進上重要な課
題を「栄養・食生活」「身体活動・運動」「休養・
こころの健康づくり」「たばこ」「アルコール」
等の9分野70項目にわたって設定し、それぞれに
ついて平成22年（2010年）を目途とした目標等
を提示している。 

●建築協定
　市街地の環境や利便を維持増進するため、住民
全員の合意のもとに、一定区域内の建築物の敷地、
構造、用途、形態、意匠などに関する建築基準法
の規定以上の自主的な基準を定め、互いに守り合
うことを約束する建築基準法に基づく制度。

●交通需要マネジメント
　渋滞問題や自動車の排出ガスなど環境問題の対
策として、道路利用者に時間、経路、手段の変更
や、自動車の効果的利用を促し、自動車交通の総
量抑制と都市交通の円滑化を図る手法。 

●高度医療
　最先端の医療技術の開発及び評価を行う大学附
属病院や特定機能病院における「高度先進医療」
と、地域の基幹病院で行う「高度な医療」の二つ
の意味がある。地域の基幹病院で行う「高度な医

療」は、地域内でより進んだ人員・施設・医療設
備と機器を持ち、それを効果的に活用して診断と
治療を行うとともに、治療において高い知識・技
術水準を維持・向上させることにより、地域の医
療水準の向上に寄与する。 

●高度浄水処理
　これまでの浄水処理方法にオゾンと活性炭によ
る処理工程を加えた処理方法。これにより、かび
臭などの異臭味は完全になくなり、浄水所で塩素
を使うことによってできるトリハロメタンも大幅
に減少させることができるほか、病原性微生物に
対する安全性の向上が期待できるなど、総合的な
水道水質の改善を図ることができる。

●高付加価値化
　製造業製品の付加価値を高めることで、製品の
高品質化や多機能化を含む。

●合流式下水道
　汚水及び雨水を同一の管渠で排除し処理する方
式。合流式下水道では、分流式に比べ管路施設の
建設が容易な反面、雨天時に公共用水域へ未処理
で排出される放流負荷量の削減が課題である。 

●国際連合憲章
　国際連合の基本的性格とその目的・組織を定め
た法規。アメリカ・イギリス・ソ連・中国によっ
て原案が作成され、昭和20年（1945年）6月サ
ンフランシスコ会議で採択された。 

●子どもの権利条約
　世界中の子どもが健やかに成長できるようにと
の願いをこめて、平成元年（1989年）に国連で
採択。日本では平成6年（1994年）に批准。子
どもの人権を総括的に規定しており、子どもを保
護の対象としてだけではなく、権利の主体として
とらえている。前文と「子どもの最善の利益（第
3条）」「子どもの意見表明権（第12条）」など
54の条文からなる。

●コミュニティビジネス
　地域資源を活かしながら地域課題の解決を「ビ
ジネス」の手法で取り組むもの。地域の人材やノ
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ウハウ、施設、資金を活用することにより、地域
における新たな創業や雇用の創出、働きがい、生
きがいを生み出し、地域コミュニティの活性化に
寄与することが期待できる。 

●コミュニティプラザ
　多目的ホール、会議室等で構成され、文化学習
活動、ボランティア活動など市民の多様な地域活
動に利用されている施設。これらの活動を通じて
地域における情報の交流を促すとともに、世代を
超えた市民の連帯を深め、潤いのある豊かな地域
社会の形成に寄与することを目的としている。

●里親道路
　吹田市道の一定区間について、市民グループと
本市が協定を結び、市民が里親となってボランテ
ィアで清掃活動や花壇の管理、植栽などを担って
もらう制度。

●産業支援型サービス業
　広告・デザイン、情報通信、ソフトウェア、機
器や設備のリース・レンタル・メンテナンス等、
企業が活動をするうえで必要なサービスを提供す
る事業。

●酸性雨
　硫酸や硝酸を含んだ強い酸性（pH5.6以下）の
雨が降る現象。欧米では、湖沼や森林などの生態
系に深刻な影響を与え、国境を越えた問題となっ
ている。

●指定管理者制度
　これまでの管理委託制度に代わって、地方公共
団体が指定する法人その他の団体が公の施設の管
理を行う制度。多様化する住民ニーズにより効果
的、効率的に対応するため、公の施設の管理に民
間の能力を活用しつつ、住民サービスの向上を図
るとともに、経費の節減等を図る。

●小中一貫教育
　極めて緊密で高度な小中連携を図ることで、一
貫性・継続性のある取組を進める教育。義務教育
9年間を一体のものと捉え、カリキュラム編成や
教員の授業交流、行事の共同参加等、魅力ある教
育活動を行う。

●情報通信ネットワーク
　電話回線などの通信回線を使い、ハードウェア
（パソコン、プリンタなど）、ソフトウェア（プ
ログラム）、データ（情報）を共有する目的でコ
ンピュータを結びつけた状態。 

●初期救急
　入院を必要としない救急患者に外来診療によっ
て治療を行うこと。

●人権教育のための国連10年
　平成6年（1994年）12月の国連総会において
決議。平成7年（1995年）から平成16年（2004
年）までの10年間を「人権教育のための国連10年」
とし、世界の各国各層がお互いに連携しながら、
人権教育の推進に取り組むことにより、世界中で
人権という普遍的文化の創造をめざした。 

●生活支援型産業
　高齢者ケア・子育て支援、医療・健康、住宅関
連や文化・スポーツ･レクリエーション施設の運
営等、市民生活の基礎に関わるサービスを提供す
る産業。

●生産緑地
　市街化区域内に優れた環境機能を持つ農地等に
ついて、その機能を積極的に評価し、より計画的、
永続的な保全を図ることにより、農林業と調和し
た良好な都市環境を形成するため都市計画で生産
緑地地区として指定し、この地区に指定されてい
る農地等をいう。 

●成年後見制度
　判断力が十分でない認知症高齢者や知的障害者、
精神障害者などの援助者を登記し、援助者に財産
管理等の代理権を与えることにより、本人の権利
が守られるよう支援する制度。 
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●セクシュアル・ハラスメント
　性的いやがらせのこと。相手の意に反した性的
な性質の言動を行い、それに対する対応によって
仕事を遂行する上で、一定の不利益を与えたり、
それを繰り返すことによって就業環境を著しく悪
化させることをいう。身体への不必要な接触、性
的関係の強要、性的うわさの流布、衆目に触れる
場所へのわいせつな写真の掲示など、さまざまな
態様のものが含まれる。

●総合型地域スポーツクラブ
　平成12年（2000年）に文部科学省が策定した
「スポーツ振興計画」の中で、具体的に示された
目標。「総合型」とは、①種目の多様性②世代や
年齢の多様性③技術レベルの多様性を含むという
意味があり、公共施設等を拠点に自分たちのニー
ズに合ったスポーツの場を運営していくという「住
民主導型」のスポーツクラブ。

●団塊の世代
　第二次世界大戦直後の第一次ベビーブームに生
まれた世代のことで、一般的には昭和22～24年
（1947～49年）に生まれた人びとを指す。 

●地域福祉権利擁護事業
　社会福祉協議会の生活支援員が、認知症高齢者
や知的障害者、精神障害者などに対し、福祉サー
ビスの利用援助、日常的な金銭管理などの援助を
行うことによって、在宅での自立した生活を支援
する制度。

●地域保健福祉センター
　身近な地域の中で、高齢者や障害者等に対して
在宅介護に関する相談や情報の提供、通所の方法
による保健福祉サービスの提供等を行い、高齢者
や障害者等の福祉の向上を図ることを目的とする
施設。 

●地球温暖化
　二酸化炭素、メタン、フロンなどの温室効果ガ
スの排出量増加により、地球全体の平均気温が上

昇すること。南極の氷が溶け出し、海面上昇現象
を招くなど、地球規模での環境への影響が問題と
なっている。 

●地球環境問題
　影響・被害が国境を越え、ひいては地球規模に
至る環境問題、又はその解決のために国際的な取
組が必要とされる環境問題のこと。地球温暖化、
オゾン層の破壊、酸性雨、熱帯雨林の減少、砂漠
化、野生生物の種の減少、海洋汚染、有害廃棄物
の越境移動、開発途上国の公害問題の9つの事象
が挙げられる。 

●地区計画
　良好な市街地環境の保全あるいは形成を図るた
め、住民の意向に基づいて必要な道路や公園など
の施設（地区施設）の配置と建物の用途や形態な
どの制限を都市計画で定めるもの。地区計画が定
められた地区における建築行為は届け出が必要に
なる。 

●地方分権一括法
　正式には「地方分権の推進を図るための関係法
律の整備等に関する法律」。地方分権を推進する
ために、475本の法律改正を一括形式で行うもの
で、平成11年（1999年）7月8日に国会で成立。
これにより、機関委任事務は廃止され、必ずしも
明確にされていなかった国と地方自治体の役割分
担が制度的にも「対等・協力」と位置づけられた。
国からの事務権限の移譲が進み、地方自治体は、
より地域の実情に応じた行政運営を行うことが求
められることとなった。 

●直結給水
　水道水をいったん受水槽にためてからポンプ等
で給水する受水槽式に対し、配水管の圧力を利用
して給水する方式。配水管圧力だけで末端まで給
水する直結直圧式給水と、配管途中に増圧設備を
挿入して末端までの圧力を高めて給水する直結増
圧式給水がある。これにより、受水槽の点検や清
掃が不要で、維持管理費がかなり軽減される。 

●デイサービスセンター
　通所介護を行う施設のことで、障害者や高齢者
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が施設に通い入浴、食事の提供や機能訓練などの
サービスを受けることができる。行き帰りの送迎
サービスを伴う場合もある。 

●特殊災害
　一般的な火災等、通常の出動計画では対応しが
たい特異な災害又は大規模な消防部隊を投入して
集中的に消防活動を行う必要のある災害。

●都市型工業
　都市圏に近い立地特性を生かし、最新の技術や
情報を活用した先端的で高付加価値化が図られた
工業のこと。また、出版業や印刷業のように、都
市環境に適応し、都市部での需要に対応して製品
やサービスを提供する工業も含まれる。 

●都市施設
　道路、公園、下水道など、都市の骨格を形成す
るとともに、円滑な都市活動を確保し、良好な都
市環境を保持するための施設。都市計画法では交
通施設、公共空地、供給施設・処理施設、水路、
教育文化施設、社会福祉施設などをいう。 

●ドメスティック・バイオレンス
　夫や恋人など親しい人間関係にあるパートナー
からの暴力のことをいい、DVと略される。身体
的暴力だけでなく、ことばによる精神的暴力、性
的暴力などいろいろな形で身近に存在しており、
従来は個人的な問題として扱われていたが、人権
侵害として社会問題と認識されるようになった。

●軟弱野菜類
　ほうれんそう、しゅんぎくなど乾燥に弱く、輸
送性の悪い葉物野菜の総称。

●ニート
　通学も仕事もしておらず職業訓練も受けていな
い若者。Not in Employment, Education or 
Trainingの頭文字。

●二次救急
　入院治療を必要とする重症救急患者の治療を行
うこと。なお、生命の危機が切迫し二次救急医療
機関で対応できない重篤な患者の治療は「三次救
急」である。

●ニュースポーツ
　「レクリエーションスポーツ」や「軽スポーツ」
などとも呼ばれ、技術の習得が容易で、筋力や持
久力、年齢・性別を問わずにすぐにゲームに参加
できることが特徴。従来の競技スポーツとは異な
り、ルールに柔軟性があり、「楽しみ」を追求す
るという新しい理念を持つ。 

●認知症
　記憶、判断、言語などの能力が、日常生活に支
障が生じる程度まで低下した状態をいう。従来は
「痴呆」という用語が使用されていたが、「認知
症」と変更された。 

●ノーマイカーデー運動
　自動車からの排出ガスや騒音などによる公害をな
くすために、自動車を使用せず、公共交通機関の利
用を呼びかける運動のこと。大阪府では、毎月20日
をノーマイカーデーとして、府民に呼びかけている。
 
●ノーマライゼーション
　障害者が社会の一員として、障害のない人と同
等に生活し、活動できる社会があたりまえの社会で
あり、そのような社会をめざしていくという考え方。
 

●バイオマス
　生物体のこと。木材加工などで出る木くずや畜
産農家で出る家畜のふん尿、下水汚泥や生ごみな
どもバイオマスと呼び、それらをエネルギーとし
て利用するバイオマス発電などが研究されている。
 
●ハザードマップ
　地震や洪水などの自然災害に備えて、災害が起
こった場合の被害の程度を予測して示すとともに、
避難場所や避難経路などを示した地図。
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●パブリックコメント制度
　重要な条例を制定・改廃する場合や、重要な計
画を策定する場合などにその案を市民に公表し、
その案に対して市民から意見の提出を受け、その
意見に対する市の考え方を公表するとともに、提
出された市民の意見を考慮して最終的な意思決定
を行う制度。

●バリアフリー
　障害者や高齢者の社会参加や自立を妨げる物的
あるいは社会的な障害がないこと。ここでは建物
をはじめ道路、歩道、公園などにおける段差の解
消など、主として移動を妨げる物的な障害が除去
された状態を指す。

●ヒートアイランド現象
　効外部に比べて、都市部の気温が高くなる現象。
都市部に人口が集中し経済活動が活発に行われる
ことから熱エネルギーが増大すること、また、ア
スファルトやコンクリートで覆われている構造物
が蓄熱すること、などが原因として挙げられる。
 
●病院前救護体制
　救急患者が病院等に運ばれる前、すなわち消防
機関（救急隊）による搬送途上における患者の救
命処置を行う際に、医療機関等との連携をとる体
制。

●ファミリー・サポート・センター
　子育ての応援をしてほしい人（依頼会員）と子
育ての応援ができる人（援助会員）が、会員とし
て登録し、地域において子育ての相互援助を行う
組織。依頼会員は、概ね生後3か月から小学校6
年生までの子どもがいる市民。援助会員は、子ど
もが好きで、育児に熱意があり、子どもを自宅で
預かることができる20歳以上の市民。援助を受
けた依頼会員は、会則で定められた報酬を援助会
員に支払う。

●ブックスタートボランティア
　0歳から1歳の赤ちゃんと保護者を対象にした、
絵本の読み聞かせや手あそびを組み合わせた「ブ
ックスタートのひろば」を行う、市民ボランティ
アのこと。

●フリーター
　15～34歳の若年者（学生及び主婦を除く）の
うち、勤め先における呼称がアルバイト又はパー
トである者。 

●ベンチャー産業
　最新の技術や高度の専門知識を駆使して新分野
に乗り出すビジネスのこと。

●歩車分離信号
　信号交差点で横断歩行者の死亡事故が多いこと
から、歩行者が青信号で横断歩道を横断中に、左
右折する車などが横切らないように考えられた信
号。

●みどりの協定
　道路に接する敷地の緑化を推進するため、市民
が区域を定めて緑化について市と合意したときに
締結する「みどりの保護及び育成に関する条例」
に基づく協定。道路境界から一定範囲の植栽につ
いては、樹木等の配付の助成制度がある。 

●ユニバーサルデザイン
　障害者など特定の人のために考案する特別なデ
ザインではなく、すべての人びとにとって使いや
すい普遍的なデザインの考え方。 

●用途地域
　都市計画法に基づく地域地区のうち最も基本と
なるもので、地域に応じて建築物の用途や高さ等
の形態についての一定の制限を定めることにより
土地利用を方向づけるもの。 

●ライフサイエンス研究機関
　生物学・生命科学分野の研究機関のこと。本市

266



５　用語解説

第3部　資料編　　　　　

では、国立循環器病センターや（財）大阪バイオ
サイエンス研究所などが立地している。

●ライフライン
　生活・生命を維持するために必要な水道・電気・
ガス・通信などのネットワークシステム。災害な
どでこれらの機能が停止することは市民生活に大
きな支障となる。

●流域下水道
　2以上の市町村からの下水を処理するための下
水道で、終末処理場と幹線管渠からなる。ここで
は大阪府が事業主体となって整備し、管理を行う
下水道を意味する。

●療育
　障害のある児童、あるいはその疑いのある児童
に対して、それぞれの障害に応じた医療や訓練の
提供と、発達を支援する保育や教育を総合的に行
うこと。

●レファレンスサービス
　図書館が調査・学習に必要な資料の紹介・提供
を行ったり、身近な事柄や疑問に図書館所蔵の資
料を使って答えるサービスのこと。

●レンタサイクル
　自転車の利用促進・放置自転車対策として、通
勤・通学の利用者を対象に自転車を貸出しするこ
と。 

●労働力率
　15歳以上人口に占める労働力人口（就業者と
完全失業者の合計）の割合。完全失業者とは①就
業者ではない②仕事があればすぐ就くことができ
る③仕事を探す活動や事業を始める準備をしてい
るという条件を満たす者。 
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非核平和啓発標柱

健康づくり啓発ブロンズ像

非核平和都市宣言

　真の恒久平和は、人類の共通の願いである。
　しかるに、近年、世界において軍備の拡張は依然として
続けられ、世界平和に深刻な脅威をもたらしていることは、
全人類のひとしく憂えるところである。
　わが国は、世界最初の核被爆国として、また、平和憲法
の精神からも再びあの広島・長崎の惨禍を絶対に繰り返さ
せてはならない。
　吹田市は、日本国憲法にうたわれている平和の理念を基
調に、市民の健康で文化的な生活の向上をめざし“すこや
かで心ふれあう文化のまち”づくりをすすめており、平和
なくしては、その実現はありえない。
　よって、吹田市は、平和を希求する市民の総意のもとに、
わが国の非核三原則が完全に実施されることを願うととも
に、核兵器の廃絶を訴え、ここに非核平和都市であること
を宣言する。

　昭和58年（1983年）8月1日

　　　　　　　　　　　　　　　　 吹　田　市

健康づくり都市宣言

　健康は、心ゆたかで活力に満ち充実した生活を営むため
の最も重要な基礎をなす市民共通の強いねがいであり、本
市がめざす「すこやかで心ふれあう文化のまち」づくりの
基本理念でもある。
　本市は、この理念達成のため、市民の理解と参加を得て、
健康づくり都市の実現に向けてとりくむことをここに宣言
する。

　昭和58年（1983年）10月11日

　　　　　　　　　　　　　　　　 吹　田　市
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